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あ
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岩
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委
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会

　
　
　
　

会 

長　

柴　
田　
　
和　
子

　

県
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
祭
典
と
し
て
定
着
し
て
お
り
ま
す
岩
手
芸
術
祭
も
、
多
く
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
な
が

ら
こ
れ
ま
で
回
を
重
ね
、
第
70
回
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

岩
手
芸
術
祭
は
、
戦
後
の
混
乱
期
に
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
に
よ
り
人
々
の
心
に
潤
い
を
与
え
よ
う
と
す
る
先

人
の
努
力
に
よ
り
昭
和
22
年
に
始
ま
っ
て
以
来
、
途
絶
え
る
こ
と
な
く
毎
年
開
催
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
時
代
を
経
て
長
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
こ
と
を
思
い
ま
す
と
、
誠
に
感
慨
深
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

開
幕
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
て
き
た
「
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、岩
手
県
民
会
館
で
の
盛
岡
開
催
に
加
え
、

今
年
初
め
て
、
大
船
渡
市
民
文
化
会
館
で
の
地
域
開
催
と
な
る
「
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
気
仙
」
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
岩
手
の
文
化
芸
術
の
魅
力
を
総
合
的
に
発
信
す
る
場
が
増
え
る
こ
と
で
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
鑑
賞
の

機
会
も
増
え
、
岩
手
芸
術
祭
の
一
層
の
盛
り
上
が
り
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
は
第
１
回
芸
術
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も
芸
術
祭
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
特
に
小
さ
い
お
子
さ
ん
に
芸
術

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
で
も
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
一
層
力
を
注
い
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
の
総
合
テ
ー
マ
に
は
「
未
来
（
あ
す
）
を
彩
る　

岩
手
の
芸
術　

み
ん
な
で
刻
も
う　

新
た
な
歴
史
」
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
の
と
お
り
、
今
後
の
芸
術
祭
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
創
造
の
歩
み
を
止
め
な
い
こ

と
が
、
先
人
に
対
す
る
恩
返
し
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
第
70
回
岩
手
芸
術
祭
の
一
切
を
記
録
集
と
し
て
ま
と
め
ま
す
。
本
デ
ー
タ
を
芸
術
文
化
活
動
の
参
考
資

料
と
し
て
御
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
岩
手
芸
術
祭
の
開
催
に
当
た
り
ま
し
て
、
御
支
援
、
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
岩
手
県
文
化
ス
ポ
ー

ツ
部
を
は
じ
め
と
す
る
各
主
催
者
団
体
並
び
に
各
市
町
村
、
関
係
団
体
、
関
係
各
位
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
29
年
10
月
７
日
（
土
）、
岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、「
第
70
回

岩
手
芸
術
祭
開
幕
式
典
・
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
翌
２
月

ま
で
行
わ
れ
る
芸
術
祭
イ
ベ
ン
ト
の
幕
を
開
け
た
。
本
来
な
ら
ば
総
合
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
皮
切
り
に
部
門
毎
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
が
、
今
年
は
諸
事
情
に
よ
り
華
道
展
が
９
月
に
前
倒
し
で
開
催
さ

れ
る
と
い
う
異
例
の
年
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
い
つ
も
と
違
う
時
期
の
開

催
は
花
の
種
類
も
変
わ
り
、
展
示
す
る
側
も
鑑
賞
す
る
側
も
楽
し
み
が
広
が

っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
同
時
開
催
と
な
っ
た
「
第
１
回
体
験
イ

ベ
ン
ト
」
で
は
38
種
類
の
文
化
体
験
、
４
種
類
の
集
客
イ
ベ
ン
ト
、
４
種

類
の
特
別
展
示
に
よ
り
、
10
月
７
（
土
）・
８
日
（
日
）
の
２
日
間
で
延
べ

４
千
人
を
超
え
る
県
民
が
楽
し
ん
だ
。

　

更
に
は
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
地
域
開
催
も
特
筆
す
べ
き
取
り
組
み
で

あ
っ
た
。

　

年
明
け
１
月
20
日
（
土
）
に
は
「
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルin

気
仙
」
が

大
船
渡
市
民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
初
め
て
の
地
域
開
催
と
い
う
こ
と

で
、
気
仙
地
区
の
各
芸
術
文
化
協
会
に
は
多
大
な
る
御
協
力
を
い
た
だ
き
、

素
晴
ら
し
い
舞
台
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
今
年
度
も
岩
手
芸
術
祭
で
は
、
県
民
の
優
れ
た
芸
術
文
化
活

動
の
成
果
発
表
と
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
盛
岡
市
を
は
じ
め
県
内

各
地
で
美
術
展
、
小
・
中
学
校
美
術
展
、
演
劇
、
伝
統
芸
能
、
音
楽
、
舞
踊

な
ど
の
舞
台
公
演
等
、
さ
ら
に
は
県
民
文
芸
作
品
集
の
刊
行
や
文
芸
祭
な
ど

第70回岩手芸術祭の概要
多
彩
な
事
業
を
展
開
し
た
。

　

今
年
は
第
70
回
の
節
目
に
合
わ
せ
て
、
公
募
部
門
に
お
い
て
「
第
70
回
記

念
賞
」
を
新
設
し
県
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
更
に
部
門
の
活
動
に
貢
献
さ
れ

た
方
々
を
顕
彰
し
、
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。
各
部
門
に
お
い
て
は
今
ま
で
培

っ
て
き
た
足
跡
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
次
の
10
年
を
見
据
え
気
持
ち
を
新

た
に
す
る
機
会
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。

　

作
品
の
応
募
状
況
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
新
し
い
試
み
や
若
い

方
々
の
参
加
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ
る
。各
事
業
の
入
場
者
数
に
つ
い
て
は
、

３
万
人
を
割
り
込
む
状
況
に
あ
る
も
の
の
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
８
割
近
く
の

方
が
満
足
と
回
答
し
て
い
る
。
人
口
減
少
、
趣
味
の
多
様
化
、
様
々
な
困
難

が
あ
る
か
と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
け
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

　

実
行
委
員
会
事
務
局
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

よ
り
多
く
の
県
民
の
皆
様
に
芸
術
祭
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
時
代
に

見
合
っ
た
事
業
運
営
を
目
指
し
、
創
意
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。
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第70回岩手芸術祭　実施状況の概要
実　施　内　容　等

実行委員会 開幕式典／表彰式／テーマ募集／記録集作成／実行委員会
（３回）

総合フェス
テ ィ バ ル

盛岡開催（鑑賞者1,800名）／地方（大船渡市）開催（鑑賞
者1,200名）

美 術 展 公募展　日本画／洋画／版画／彫刻／工芸／書道／写真／
デザイン／現代美術／水墨画（応募831点、鑑賞者4,255名）

巡回美術展 美術展上位入賞者作品78点県内７会場で巡回展示・上映
（鑑賞者1,707名）

小 ･ 中 学
校 美 術 展

児童・生徒の書写・美術作品の公募展　小学校絵画・書写
／中学校美術・書写（応募8,084点、鑑賞者2,909名）

巡回小･中
学校美術展

小･中学校美術展全入賞作品及び入選作品の一部、合わせ
て384点を県内５会場で巡回展示（鑑賞者835名）

演 劇 ６会場で６団体が公演（鑑賞者1,201名）

伝 統 芸 能 茶会／吟詠剣詩舞道／謡と仕舞の会／華道展／邦楽のつど
い（鑑賞者5,220名）

音 楽
ソロと室内楽の調べ／ピアノ演奏会／三曲演奏会／声楽部
門演奏会／ギター音楽の夕べ／吹奏楽演奏会／合唱祭／管
弦楽フェス（鑑賞者3,088名）

舞 踊 洋舞発表会／日本舞踊発表会（鑑賞者2,393名）
演 芸 新舞踊発表会／岩手民謡まつり（鑑賞者1,550名）
移 動 公 演 新舞踊〔奥州市〕／声楽〔一戸町〕（鑑賞者246名）
県 民 文 芸
作 品 集

公募による作品集の刊行　小説／戯曲・シナリオ／文芸評
論／随筆／児童文学／詩／短歌／俳句／川柳（応募510点）

文 芸 祭
小説大会／戯曲大会／文芸評論大会／随筆大会／児童文学
大会／詩の大会／短歌大会／俳句大会／川柳大会（参加者
381名）

公募事業応募点（者）数一覧（第70回／第69回）

美

術

展

種 目 応募点数

県
民
文
芸
作
品
集

種 目 応募点数

小
･
中
学
校
美
術
展

種　　目 応募点数
日 本 画 28/34 小 説 15/18 小・絵画 3,864/3,100
洋 画 182/176 戯曲・シナリオ  6/10 小・書写 2,776/2,314
版 画 43/37 文芸評論 7/4 中・美術 434/418
彫 刻 24/19 随 筆 58/48 中・書写 1,010/1,041
工 芸 59/53 児童文学 10/13
書 道 174/191 詩 82/75
写 真 140/131 短 歌 67/78
デザイン 42/52 俳 句 187/178 合　計 8,084/6,873
現代美術 35/38 川 柳 78/61
水 墨 画 104/109 ピ　ア　ノ 18/14
合　計 831/840 合　計 510/485 声　　　楽 1/3

　
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

開
幕
式
典
・
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
平
成
29
年
10
月
７
日
㈯
、

岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
70
回
目
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
そ
ろ
え
、
県
芸
術
文
化
協
会
専
門
団
体
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
演
目
を
披
露
し
、
充
実
し
た

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
っ
た
。

　

特
筆
す
べ
き
は
毛
越
寺
の
藤
里
明
久
貫
主
に
よ
る
「
国
指
定
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
・
毛
越
寺
の
延
年
『
老
女
』」
で
あ
っ
た
。
百
歳

の
老
女
に
扮
し
た
貫
主
が
静
か
に
舞
う
姿
に
、
満
席
の
客
席
は
息
を

飲
ん
だ
。

　

途
中
「
感
謝
の
セ
レ
モ
ニ
ー
」
と
し
て
、
岩
手
芸
術
祭
功
労
者
へ

の
感
謝
状
贈
呈
を
行
っ
た
。

　

中
盤
の
盛
り
上
が
り
は
葛
巻
町
の
「
５
歳
児
た
ち
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
」
演
奏
で
あ
っ
た
。
演
奏
は
た
ど
た
ど
し
か
っ
た
も
の
の
、
一
生

懸
命
、
且
つ
楽
し
そ
う
に
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
を
演
奏
す
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
に
、
心
を
動
か
さ
れ
な
い
者
は
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

後
半
は
「
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財　

岳
神
楽
＆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
」、「
吹
奏
楽
＆
盛
岡
山
車
太
鼓
」
な
ど
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

展
開
さ
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
出
演
者
全
員
と
会
場
の
皆
さ
ん
に
よ
る

大
合
唱
「
岩
手
県
民
の
歌
」
で
感
動
の
幕
を
閉
じ
た
。
鑑
賞
者
は

１
８
０
０
人
だ
っ
た
。

　

総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
気
仙
／
平
成
30
年
１
月
20
日
㈯
、
リ
ア

ス
ホ
ー
ル
（
大
船
渡
市
）

　

構
成
・
演
出
は
上
田
次
郎
氏
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
は
藤
川
智
美
氏
、

舞
台
監
督
は
近
藤
英
一
氏
、
演
出
補
助
は
大
沼
ま
ゆ
み
氏
で
、
運
営

補
助
と
し
て
岩
手
女
子
高
校
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

○
功
労
者
表
彰
（
13
名
）

　

美 

術 

部 

門
／
小
田
原
光
晴
（
洋
画
）・
佐
藤
平
泉
（
書
道
）・

　
　
　
　
　
　
　

角
田
良
一
（
写
真
）・
吉
田
康
則
（
デ
ザ
イ
ン
）

　

舞
台
等
部
門
／
田
島
俊
子
（
演
劇
）・
杵
屋
寿
慧
（
邦
楽
）・

　
　
　
　
　
　
　

武
田
守
榮
（
茶
道
）・
昆　

啓
雅
（
華
道
）・

　
　
　
　
　
　
　

小
濱
和
子
（
合
唱
）・
松
坂
尚
子
（
三
曲
）・

　
　
　
　
　
　
　

三
浦
竹
寿
（
民
謡
）

　

文 

芸 

部 

門
／
佐
藤
怡
當
（
短
歌
）・
沼
田
和
子
（
俳
句
）
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美
術
展

　

県
民
の
優
れ
た
芸
術
文
化
活
動
の
成
果
発
表
と
鑑
賞
の
機
会
を
広

く
県
民
に
提
供
し
、
芸
術
文
化
の
創
造
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

美
術
部
門
実
行
委
員
会
の
運
営

５
月
９
日　

第
１
回
実
行
委
員
会

（
部
門
役
員
の
選
出
、
開
催
計
画
、
公
募
要
項
等
に

つ
い
て
協
議
）

６
月
１
日　

事
務
局
員
会
議

（
展
示
日
程
、印
刷
物
の
配
布
計
画
等
に
つ
い
て
協
議
）

８
月
23
日　

第
２
回
実
行
委
員
会

（
開
催
日
程
、
作
品
搬
入
・
審
査
等
に
つ
い
て
協
議
）

２
月
20
日　

第
３
回
実
行
委
員
会

（
実
施
状
況
の
報
告
、
次
回
の
開
催
計
画
、
公
募
要

項
等
に
つ
い
て
協
議
）

作
品
搬
入
・
受
付

　

９
月
９
日
㈯
、
県
民
会
館
及
び
公
会
堂
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

　

応
募
点
数
は
10
種
目
で
８
３
１
点
で
あ
っ
た
。（
昨
年
は
８
４
０
点
）

作
品
審
査

　

９
月
10
日
㈰
、
各
搬
入
・
受
付
会
場
に
お
い
て
種
目
別
に
行
わ
れ

た
。
種
目
別
の
入
賞
・
入
選
作
品
数
は
次
の
と
お
り
。

　

○
日
本
画　
　

28
（
28
）　　
　

○
洋
画　
　
　

182
（
182
）

　

○
版
画　
　
　

43
（
43
）　　
　

○
彫
刻　
　
　

24
（
24
）

　

○
工
芸　
　
　

57
（
59
）　　
　

○
書
道　
　
　

149
（
174
）

　

○
写
真　
　
　

132
（
140
）　　
　

○
デ
ザ
イ
ン　

42
（
42
）

　

○
現
代
美
術　

35
（
35
）　　
　

○
水
墨
画　
　

94
（
104
）

※
（　

）
内
は
応
募
点
数

展
示
会
場
及
び
会
期　
会
場
・
岩
手
県
民
会
館
展
示
室

　

第
１
期
＝
10
月
７
日
㈯
～
10
日
㈫
〔
日
本
画
・
版
画
・
水
墨
画
〕

　

第
２
期
＝
10
月
12
日
㈭
～
15
日
㈰
〔
写
真
・デ
ザ
イ
ン・
現
代
美
術
〕

　

第
３
期
＝
10
月
19
日
㈭
～
22
日
㈰
〔
洋
画
・
彫
刻
〕

　

第
４
期
＝
10
月
26
日
㈭
～
10
月
29
日
㈰
〔
工
芸
・
書
道
〕

表　
彰

　

芸
術
祭
賞
、
優
秀
賞
、
奨
励
賞
、
第
70
回
記
念
賞
及
び
部
門
賞
受

賞
者
の
表
彰
式
を
11
月
18
日
に
行
っ
た
。（
会
場
・
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
）

美
術
部
門
実
行
委
員
会
委
員

 

〔
日
本
画
〕
西
川
善
有
・
片
山
道
子
〔
洋
画
〕
石
川
酉
三
・
日
下
信

介
〔
版
画
〕
日
山
登
啓
・
鈴
木
和
雄
〔
彫
刻
〕
清
武
英
司
・
曽
根
達

也
〔
工
芸
〕
阿
部
裕
之
・
竹
田
康
夫
〔
書
道
〕
吉
田
晨
風
・
佐
々
木

飛
鴻
〔
写
真
〕
太
田
信
子
・
菊
池
克
美
〔
デ
ザ
イ
ン
〕
竹
村
育
貴
・

吉
田
康
則
〔
現
代
美
術
〕
小
笠
原
卓
雄
・
浅
倉　

伸
〔
水
墨
画
〕
鈴

木
孝
男
・
北
村
義
美

　
種
目
別
の
記
録

�

日
本
画�　
芸
術
祭
賞
＝
「feel like dancing

」
髙
橋　

諒
（
山

形
県
）　

優
秀
賞
＝
「
千
冬
」
ジ
ョ
ン
・
ジ
ェ
ソ
ル
（
盛
岡
市
）　

奨

励
賞
＝
「
凪
」
花
立
ゆ
か
り
（
矢
巾
町
）
／
「
想
」
浅
沼
正
子
（
兵

庫
県
）　

第
70
回
記
念
賞
＝
「
和
」
藤
原
妙
子
（
矢
巾
町
）　

部
門
賞

＝
「
富
貴
」
松
田
津
多
子
（
盛
岡
市
）
／
「
豊
穣
」
濱
田
雄
司
（
宮

古
市
）
／
「
夜
の
風
景
」
関　

尚
子
（
山
田
町
）

《
講
評
》　

日
本
画
の
本
年
度

の
出
品
数
は
、
32
点
で
し
た
。

そ
の
う
ち
の
２
点
は
県
外
か

ら
の
出
品
で
し
た
。
ま
た
、

個
々
の
作
品
テ
ー
マ
も
、
人

物
、
風
景
、
動
物
、
花
鳥
な
ど
、

絵
の
種
類
も
多
様
に
わ
た
り
、

活
力
に
溢
れ
た
作
品
に
な
り

ま
し
た
。
今
ま
で
に
な
か
っ
た

前
向
き
の
姿
勢
が
新
鮮
な
ム

ー
ド
を
作
っ
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
大
作
だ
け
で
な
く
、
小

品
の
作
品
も
丹
念
に
取
り
組

み
、
大
作
に
劣
ら
な
い
出
来
栄
え
で
し
た
。
全
体
に
細
や
か
な
描
写

や
丹
念
な
色
彩
な
ど
作
品
に
対
し
て
の
配
慮
が
き
め
細
か
く
な
さ
れ

て
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

芸
術
祭
賞
＝
「feel like dancing

」
髙
橋
諒
は
、
画
面
か
ら
あ

ふ
れ
ん
ば
か
り
に
踊
る
人
物
か
ら
息
づ
か
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
、
そ

ん
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
画
面
全
体
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
発
散
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
し
た
。

　

優
秀
賞
＝
「
千
冬
」
ジ
ョ
ン
・
ジ
ェ
ソ
ル
は
座
っ
て
い
る
女
性
が

何
を
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
体
中
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
緊
張
感
と

思
考
が
体
内
を
駆
け
巡
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

奨
励
賞
＝
「
凪
」
花
立
ゆ
か
り
は
静
か
に
落
ち
着
い
て
何
を
思
案

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
雰
囲
気
が
じ
わ
り
と
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
奨
励
賞
＝
「
想
」
浅
沼
正
子
は
、
風
雪
に
耐
え
た
歴
史
あ

る
煉
瓦
造
り
の
旧
岩
手
銀
行
の
歴
史
と
年
輪
を
重
ね
合
わ
せ
大
地
に

ど
っ
し
り
と
腰
を
お
ろ
し
て
建
っ
て
い
る
建
造
物
の
重
み
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
第
70
回
記
念
賞
＝
「
和
」
藤
原
妙
子
は
、
親
子
鳥
の
動

作
と
親
し
げ
に
和
や
か
な
感
じ
が
画
面
い
っ
ぱ
い
に
あ
ふ
れ
出
て
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
川
善
有
）

　

審
査
員
＝
西
川
善
有　
（
岩
手
県
日
本
画
協
会
会
長
）

　
　
　
　
　

片
山
道
子　
（　
　
　

 

〃　
　
　

 

事
務
局
長
）

▶
日
本
画
審
査
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�
洋
画�　

芸
術
祭
賞
＝
「
葛
藤
」
小
杉
博
光
（
盛
岡
市
）　

優
秀

賞
＝
「
震
災
の
記
憶
～
高
田
松
原
」
髙
澤
俊
郎
（
福
島
県
）　

奨

励
賞
＝
「Reborn

―
心
の
振
子
が
動
き
出
す
」
佐
々
木
和
江
（
一

関
市
）
／
「
騒
音
」
藤
田
も
も
絵
（
盛
岡
市
）　

第
70
回
記
念
賞
＝

「RA
N

D
O

M
3

」
泉
山
教
道
（
矢
巾
町
）　

部
門
賞
＝
「
セ
レ
ナ
ー
デ
」

北
村
敦
子
（
花
巻
市
）
／
「
風
刻
」
山
根
ノ
ブ
子
（
山
田
町
）
／
「
時
」

平
山
由
紀
子
（
盛
岡
市
）
／
「
夕
凪
」
山
内
峯
男
（
宮
古
市
）
／
「
雪

の
里
（
金
成
）」
荻
原
國
昭
（
一
関
市
）
／
「
平
和
な
構
図
」
佐
藤

栄
一
（
二
戸
市
）
／
「
な
ぞ
な
ぞ
」
伊
藤
真
理
子
（
盛
岡
市
）
／
「
に

ぎ
や
か
な
夜
」
武
藤　

章
（
宮
古
市
）
／
「
出
漁
の
夜
明
け
」
菊
池　

洋
（
奥
州
市
）
／
「
北
の
納
屋
」
辻　

齊
一
（
奥
州
市
）
／
「
海
の

造
形
」
中
村
治
章
（
盛
岡
市
）
／
「
夏
の
陽
射
し
」
小
野
寺
輝
美
（
矢

巾
町
）
／
「K

IZU
N

A
-017

」
松
岡
け
い
子
（
秋
田
県
）
／
「T

iny 
light

」
佐
々
木
利
奈
（
滝
沢
市
）
／
「
映
帯
Ⅱ
」
石
川
千
恵
子
（
一

関
市
）
／
「
鎮
座
す
る
安
穏
」
本
郷
広
隆
（
盛
岡
市
）

《
講
評
》　
昨
年
度
よ
り
微
増
の
１
８
２
点
が
寄
せ
ら
れ
た
。毎
年
の

よ
う
に
出
品
し
て
い
る
常
連
作
家
の
安
定
感
の
あ
る
作
品
に
加
え
、

若
さ
を
感
じ
る
新
人
作
家
の
作
品
も
序
々
に
増
え
て
お
り
、
具
象
・

抽
象
の
枠
を
越
え
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
展
示
構
成
と
な
っ
た
。

　

芸
術
祭
賞
、
小
杉
博
光
さ
ん
の
『
葛
藤
』
は
、
女
性
を
モ
チ
ー
フ

に
、
人
生
の
喜
怒
哀
楽
や
不
安
、
悩
み
を
一
人
の
大
き
な
顔
の
中
に

描
き
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
並

置
加
法
混
色
や
点
描
画
的
表
現

も
加
え
る
等
、
表
現
技
法
に
も

工
夫
が
見
ら
れ
、
人
間
の
心
の

中
で
う
ご
め
く
『
葛
藤
』
を
抽

象
的
に
描
い
て
い
る
。

　

優
秀
賞
、
髙
澤
俊
郎
さ
ん
の

『
震
災
の
記
憶
～
高
田
松
原
』

は
、
入
念
に
作
り
込
ま
れ
た
基

底
材
に
、
卓
越
し
た
緻
密
な
描

写
で
、
震
災
直
後
故
郷
で
あ
る

陸
前
高
田
へ
の
心
情
を
、
無
惨

に
被
災
し
た
松
に
託
し
描
き
起

こ
し
て
い
る
。
内
面
に
迫
る
よ

う
な
写
実
表
現
は
、〝
あ
り
の
ま
ま
〟
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
越
え
、
見

る
側
を
圧
倒
す
る
。

　

奨
励
賞
、
佐
々
木
和
江
さ
ん
の
『Reborn

―
心
の
振
子
が
動
き

出
す
』
は
、
や
は
り
震
災
を
テ
ー
マ
に
、
大
き
な
挫
折
や
喪
失
感
に

苛
ま
れ
な
が
ら
も
、
時
の
流
れ
や
自
然
の
摂
理
の
中
で
少
し
ず
つ
生

ま
れ
再
生
さ
れ
て
い
く
新
た
な
希
望
を
、
人
物
を
囲
む
光
の
輪
で
幻

想
的
に
表
し
た
。

　

同
じ
く
奨
励
賞
、
藤
田
も
も
絵
さ
ん
の
『
騒
音
』
は
、
本
人
が
感

◀
洋
画
審
査

じ
る
自
分
の
怒
り
や
悲
し
み
と
、
社
会
か
ら
向
け
ら
れ
る
誹
謗
中
傷

を
〝
騒
音
〟
と
捉
え
、
そ
れ
に
屈
し
な
い
強
い
〝
私
〟
を
表
現
し
て

い
る
。

　

第
70
回
記
念
賞
、
泉
山
教
道
さ
ん
の
『RA

N
D

O
M

3

』
は
、
ア

ク
リ
ル
絵
の
具
で
の
描
写
を
ベ
ー
ス
に
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
マ
ー
カ
ー

で
の
描
写
や
写
真
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
等
様
々
な
要
素
を

渾
然
一
体
に
表
現
し
、
ラ
ン
ダ
ム
で
奔
放
さ
が
魅
力
の
作
品
に
仕
上

が
っ
た
。

　

全
体
と
し
て
、
小
振
り
な
作
品
が
多
か
っ
た
が
、
例
年
以
上
に
丁

寧
に
描
き
込
ま
れ
た
質
の
高
い
作
品
が
目
立
っ
た
。
課
題
と
し
て
、

作
品
の
テ
ー
マ
の
絞
り
込
み
や
狙
い
を
し
っ
か
り
定
め
、
描
画
に
反

映
さ
せ
て
い
く
制
作
姿
勢
を
更
に
期
待
し
た
い
。　
　
（
日
下
信
介
）

　
審
査
員
＝
洋
画
部
門
理
事

�

版
画�　

芸
術
祭
賞
＝
「pale m

oon

」
伊
藤
由
美
子
（
盛
岡

市
）　

優
秀
賞
＝
「
春
陽
」
工
藤
勝
機
（
滝
沢
市
）　

奨
励
賞
＝

「Im
provisation

風
模
様
」
福
井　

柳
（
奥
州
市
）
／
「
里
山
暮
色

Ⅰ
」
日
山
登
啓
（
盛
岡
市
）　

第
70
回
記
念
賞
＝
「
そ
の
時
が
来
た
」

渡
辺
万
里
（
盛
岡
市
）　

部
門
賞
＝
「
群
衆
・kiw

ifruit

」
紺
野
順

子
（
盛
岡
市
）
／
「
重
な
る
縁
Ⅰ
・
重
な
る
縁
Ⅱ
」
小
野
寺
花
佳
（
盛

岡
市
）
／
「
昨
日
み
た
夢
」
遠
藤
雅
子
（
盛
岡
市
）
／
「
ス
ム
ト
コ

ロ
Ⅱ
」
瀬
川
は
る
ひ
（
奥
州
市
）

《
講
評
》　
こ
こ
数
年
、
版
画
部
門
は
出
品
者
及
び
作
品
点
数
と
も
低

迷
し
て
い
た
が
、
本
年
度
は
、
絵
画
性
に
富
ん
だ
質
の
高
い
作
品
が

多
く
、
制
作
の
意
図
や
こ
だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
賞
に
相
応
し
い
、
見
応
え
の
あ
る
展
覧
会
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
美
術
展
の
会
期
最
終
日
に
実
施
す
る「
審
査
員
の
講
評
会
」

が
恒
例
に
な
っ
た
こ
と
で
、
出
品
者
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
分
の
創
作

原
点
に
気
づ
き
、
表
現
し
た
い

何
か
を
つ
か
む
た
め
地
道
に
探

究
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
本
版

と
銅
版
が
概
ね
同
数
、
シ
ル
ク

ス
ク
リ
ー
ン
（
孔
版
）
と
紙
版

が
各
１
人
ず
つ
の
応
募
が
あ

り
、
版
画
表
現
の
多
様
性
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

芸
術
祭
賞
の
「pale m

oon

」

の
伊
藤
由
美
子
さ
ん
は
、
明
度

の
高
い
色
彩
と
シ
ン
プ
ル
は
構

成
で
、
空
間
の
浮
遊
感
を
軽
や

か
に
表
現
し
た
。
工
藤
勝
機
さ

ん
は
、
木
版
の
細
密
な
彫
り
を

▶
版
画
審
査
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活
か
し
、「
春
陽
」
で
優
秀
賞
を
獲
得
し
て
い
る
。
今
後
、
光
の
明

暗
を
工
夫
す
れ
ば
力
強
い
構
成
に
な
る
。「Im

provisation

風
模
様
」

の
福
井
柳
さ
ん
と
「
里
山
暮
色
Ⅰ
」
の
日
山
登
啓
さ
ん
は
、
と
も
に

芸
術
祭
賞
を
受
賞
し
た
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。２
作
品
と
も
木
版
だ
が
、

「
軽
快
」
と
「
重
厚
」
と
で
違
っ
た
味
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

　

部
門
賞
に
は
４
人
を
選
出
し
た
、
小
さ
い
作
品
で
あ
り
な
が
ら
も

味
わ
い
深
い
銅
版
の
数
々
だ
。
近
づ
い
て
覗
く
と
小
さ
な
世
界
観

を
味
わ
え
よ
う
。
紺
野
順
子
さ
ん
の
２
点
「
群
衆
」、「kiw

ifruit

」、

遠
藤
雅
子
さ
ん
の
「
昨
日
み
た
夢
」
で
は
、
と
も
に
銅
版
の
清
潔
な

作
業
が
好
ま
し
い
。シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
小
野
寺
花
佳
さ
ん
は「
重

な
る
縁
Ⅰ
」
と
「
重
な
る
縁
Ⅱ
」
の
２
点
で
彩
色
の
可
能
性
を
暗
示

し
た
。「
ス
ム
ト
コ
ロ
Ⅱ
」
紙
版
の
瀬
川
は
る
ひ
さ
ん
は
、
も
っ
と

自
由
に
弾
け
た
ら
楽
し
さ
が
増
す
。

　

渡
辺
万
里
さ
ん
は
、「
そ
の
時
が
来
た
」
第
70
回
記
念
賞
に
輝
い

た
う
つ
ろ
な
時
間
の
は
か
な
さ
を
銅
版
に
線
描
で
表
現
し
た
。

　

受
賞
作
品
に
限
ら
ず
、
版
画
部
門
の
充
実
感
を
思
う
一
年
で
あ
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
阿
部
陽
子
）

　

審
査
員
＝
阿
部
陽
子
（
版
画
家
・
国
画
会
会
員
）

　
　
　
　
　

田
村
晴
樹
（
画
家
）

彫
刻�　
芸
術
祭
賞
＝
「im

agine

」
佐
々
木
有
華
（
釜
石
市
）　

優

秀
賞
＝
「
ダ
ン
ス
」
松
川
ナ
オ
（
矢
巾
町
）　

奨
励
賞
＝
「
受
容
」

黒
沼　

令
（
福
島
県
）
／
「
Ｓ
さ
ん
」
遠
藤
守
夫
（
奥
州
市
）　

第

70
回
記
念
賞
＝
「
日
常
」
山
岸　

稜
（
矢
巾
町
）　

部
門
賞
＝
「
裸
婦
」

村
上
涼
香
（
東
京
都
）

《
講
評
》　
昨
年
度
の
19
点
を
上
回
る
24
点
の
出
品
が
あ
り
、
展
示
会

場
は
活
気
の
あ
る
空
間
と
な
っ
た
。
内
容
は
人
物
を
テ
ー
マ
と
し
た

作
品
が
多
か
っ
た
。
素
材
は
幅
広
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し

た
個
性
的
な
表
現
が
見
ら
れ
た
。
全
体
評
を
含
め
受
賞
作
に
つ
い
て

は
、
審
査
員
の
山
内
正
宣
氏
の
講
評
を
掲
載
す
る
。

　
『
若
い
作
家
の
意
欲
的
な
作
品
が
多
く
見
ら
れ
た
。
内
容
的
に

も
レ
ベ
ル
が
高
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
の
創
作
に
対
す
る
熱
意
が

強
く
感
じ
ら
れ
た
。
芸
術
祭
賞
を
受
賞
し
た
佐
々
木
有
華
さ
ん
の

「im
agine

」
は
、
粗
削
り
で
は
あ
る
が
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
る
作

品
で
あ
る
。
彫
刻
の
生
命
線
で
あ
る
量
感
に
あ
ふ
れ
、
作
者
の
意
図

が
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
対
象
の
観
察
と
作
品
と
し
て
の
見
せ

方
を
研
究
し
、
今
後
の
飛
躍
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
。
優
秀
賞
松
川
ナ

オ
さ
ん
の
「
ダ
ン
ス
」
は
、
完
成
度
が
高
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
秀

作
で
あ
る
。
作
品
の
大
き
さ
以
上
の
広
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な

表
現
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
奨
励
賞
黒
沼
令
さ
ん
の
「
受
容
」
は
、

技
術
的
に
高
く
、
完
成
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
動
き
が
な
い
点
に

や
や
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
。
同
じ
く
遠
藤
守
夫
さ
ん
の「
Ｓ
さ
ん
」

は
、
彫
刻
と
し
て
の
強
い
存
在
感
が
あ
る
。
彫
刻
に
対
す
る
真
摯
な

姿
勢
が
、作
品
を
通
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
点
に
も
好
感
が
持
て
る
。

第
70
回
記
念
賞
、
山
岸
稜
さ
ん
の
「
日
常
」
は
、
ま
と
ま
り
す
ぎ
て

い
る
印
象
は
受
け
る
が
、
発
想
が
お
も
し
ろ
く
、
表
現
力
が
豊
か
で

あ
る
。
部
門
賞
村
上
涼
香
さ
ん
の
「
裸
婦
」
は
、
表
面
的
な
美
し
さ

は
あ
る
も
の
の
習
作
の
域
に
あ
る
。
さ
ら
な
る
表
現
の
可
能
性
を
追

求
し
、
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
欲
し
い
。
彫
刻
に
限
ら
ず
表

現
に
お
い
て
重
要
な
の
は
「
創

作
の
意
図
」
す
な
わ
ち
「
何
を

表
現
し
た
い
か
」
で
あ
る
。
そ

の
点
を
明
確
し
て
制
作
に
あ

た
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
作
品
を
見
る
人
を
意
識

し
た
「
タ
イ
ト
ル
」
の
在
り
方

も
考
察
し
て
欲
し
い
。』

　

70
回
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
に
、
こ
の
よ
う
な
盛
り
上
が

り
に
繋
が
っ
た
の
は
、
彫
刻
部

門
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い

る
多
く
の
方
々
の
お
力
添
え

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
、
改
め

て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
武
英
司
）

　
審
査
員
＝
山
内
正
宣
（
彫
刻
家
）

工
芸�　
芸
術
祭
賞
＝
「
青
風
地
を
め
ぐ
る
」
昆
野
明
栄
（
遠
野
市
）　 

優
秀
賞
＝｢

か
け
ら
・
水
Ⅰ｣

門
馬
経
智
（
盛
岡
市
）　

奨
励
賞
＝
「
朱

華
四
方
盛
器
」
青
柳
ひ
で
子
（
一
関
市
）
／
「
交
錯
す
る
宇
宙
」
松

ノ
木
好
恵（
遠
野
市
）　

第
70
回
記
念
賞
＝「
古
代
蓮
」鈴
木
正
二（
奥

州
市
） 　

部
門
賞
＝
「
躍
る
Ⅱ
」
竹
田
康
夫
（
盛
岡
市
）
／ 

「
夏
恋
星
」

多
田
み
え
子
（
遠
野
市
）
／
「
生
長
」
矢
津
田
貴
慧
（
盛
岡
市
）
／ 

「
敷
物
「
光
」」
昆
野
晴
香
（
北
上
市
）
／
「
自
然
の
造
形
」
田
中
京

子
（
盛
岡
市
）
／
「
行
灯
」
菅
原
治
男
（
一
関
市
）

《
講
評
》　
第
70
回
岩
手
芸
術
祭
工
芸
部
門
の
総
搬
入
数
57
点
、
昨
年

よ
り
若
干
増
加
傾
向
の
出
展
数
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
工
芸
は
多
様

な
分
野
が
あ
る
。
第
70
回
記
念
の
今
回
展
の
受
賞
作
品
は
染
、
織
、

金
工
（
鋳
金
、
彫
鍛
金
）、
陶
、
漆
、
そ
の
他
（
植
物
、
布
等
の
コ

ラ
ー
ジ
ュ
）
と
実
に
７
分
野
に
わ
た
り
多
様
な
岩
手
工
芸
作
家
層
の

厚
み
を
表
わ
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
受
賞
作
家
の
年
齢
も
20
歳

代
よ
り
80
歳
代
と
歳
の
幅
も
大
き
く
、
こ
の
幅
広
い
作
家
層
こ
そ
将

来
に
向
け
明
る
い
展
望
と
な
り
期
待
す
る
。
と
審
査
を
さ
れ
た
春
山

氏
は
述
べ
て
い
る
。

▶
彫
刻
審
査
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第
70
回
工
芸
部
門
芸
術
祭
賞

は
「
青
風
地
を
め
ぐ
る
」
昆
野

明
栄
氏
、
藍
染
の
個
性
豊
か
な

表
現
に
よ
る
秀
作
と
し
て
選
考

さ
れ
た
。
優
秀
賞
の「
か
け
ら
・

水
Ⅰ
」
門
馬
経
智
氏
、
金
工
の

オ
ブ
ジ
ェ
で
、
鋳
造
の
形
状
と

着
色
の
変
化
に
創
意
工
夫
と
ス

ト
ー
リ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
作
品

で
あ
る
。
奨
励
賞
の
「
朱
華
四

方
盛
器
」
青
柳
ひ
で
子
氏
、
朱

漆
の
美
し
さ
と
施
さ
れ
た
直
線

の
模
様
の
一
体
感
が
印
象
的
で

あ
る
。
同
じ
く
奨
励
賞
の
「
交

錯
す
る
宇
宙
」
松
ノ
木
好
恵
氏
、
染
織
の
布
に
よ
る
ド
レ
ー
プ
の
交

錯
が
独
特
の
立
体
感
を
生
み
出
し
て
い
る
。
第
70
回
記
念
賞
「
古
代

蓮
」
鈴
木
正
二
氏
、
打
ち
出
し
の
平
面
金
工
作
品
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
菊
池
氏
は
語
っ
て
い
る
。
部
門
賞
の
作
品
に
つ
い
て
は
、陶
芸
・

染
織
・
金
工
・
押
花
と
様
々
な
分
野
か
ら
優
れ
た
作
品
、
新
し
い
挑

戦
者
の
作
品
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
度
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
お

名
前
と
初
め
て
出
品
さ
れ
た
方
々
の
名
前
が
半
数
ず
つ
を
占
め
た
次

年
度
に
期
待
を
持
て
る
記
念
展
の
結
果
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
阿
部
裕
之
）

審
査
員　
春
山
文
典
（
日
展
会
員
）

　
　
　
　

菊
池
房
江
（
岩
手
工
芸
美
術
協
会
会
長
）

書
道�　
芸
術
祭
賞
＝
「
孟
浩
然
詩
」
清
水
嶺
鵬
（
宮
古
市
）　

優

秀
賞
＝
「
月
よ
め
ば
」
菊
池
茜
鈴
（
北
上
市
）　

奨
励
賞
＝
「
近
作

三
種
」
千
葉
寿
幸
（
一
関
市
）
／
「
甘
瑾
詩
」
熊
谷
碣
斗
（
盛
岡
市
）　

第
70
回
記
念
賞
＝
「
つ
く
よ
み
の
」
餘
目
彩
佳
（
盛
岡
市
）　

部
門

賞
＝
「
勝
太
郎
の
詩
よ
り
」
金
野
翠
苑
（
大
船
渡
市
）
／
「
王
士
禎

詩
」
高
橋
素
香
（
盛
岡
市
）
／
「
蘭
亭
の
遊
び
」
千
田
香
葉
（
奥
州
市
）

／
「
匡
に
よ
る
」
長
澤
紅
苑
（
宮
古
市
）
／
「
近
作
二
種
」
中
野
春

石
（
盛
岡
市
）
／
「
杜
甫
詩
」
畠
山
素
園
（
花
巻
市
）
／
「
王
文
治
詩
」

古
舘
葩
水
（
一
戸
町
）
／
「
趙
鶴
詩
」
岩
崎
静
水
（
盛
岡
市
）
／
「
花

は
咲
く
」
横
田
朗
子
（
盛
岡
市
）
／
「
王
漁
洋
詩
」
兼
平
岱

（
軽

米
町
）
／
「
老
陶
芸
家
の
話
」
山
形
流
里
（
盛
岡
市
）
／
「
鮑
恂
詩
」

橋
元
玉
秀
（
盛
岡
市
）
／
「
自
分
」
舟
山　

文
（
宮
古
市
）
／
「
王

屋
詩
」
佐
藤
千
香
（
奥
州
市
）
／
「
四
季
の
歌
」
小
野
茜
葉
（
盛
岡
市
）

／「
小
倉
百
人
一
首
よ
り（
や
へ
む
ぐ
ら･･･

）」中
村
聡
苑（
盛
岡
市
）

《
講
評
》　
出
品
点
数
１
７
４
点
、
入
賞
入
選
作
品
１
４
９
点
、
展
示

作
品
は
公
募
、
招
待
、
審
査
員
合
わ
せ
て
１
７
４
点
。
近
年
続
く
高

◀
工
芸
審
査

齢
化
の
影
響
等
で
出
品
点
数
は
減
少
し
た
も
の
の
、
公
募
作
品
に
は

文
字
造
形
と
余
白
の
美
し
さ
を
意
識
し
た
躍
動
感
の
あ
る
作
品
が
目

立
っ
た
。

　

芸
術
祭
賞
、
清
水
嶺
鵬
さ
ん
（
宮
古
市
）
の
作
は
規
模
の
大
き
い

動
き
に
線
の
力
強
さ
、
余
白
の
美
に
見
応
え
が
あ
り
、
躍
動
感
溢
れ

る
快
作
。
優
秀
賞
の
菊
池
茜
鈴
さ
ん
（
北
上
市
）
は
、
仮
名
の
美
し

さ
を
繊
細
に
、か
つ
墨
の
量
感
を
巧
み
に
生
か
し
た
作
品
。
奨
励
賞
・

千
葉
寿
幸
さ
ん
（
一
関
市
）
の
篆
刻
は
三
顆
の
印
を
三
様
に
変
化
さ

せ
た
力
作
。
同
じ
く
奨
励
賞
の

熊
谷
碣
斗
さ
ん
（
盛
岡
市
）
の

漢
字
作
品
は
、
多
様
な
文
字
連

綿
の
技
法
を
用
い
、
練
度
が
高

い
。
記
念
賞
・
餘
目
彩
佳
さ
ん

（
盛
岡
市
）
の
作
は
、
数
少
な

い
縦
形
式
の
仮
名
作
品
で
、
行

間
が
う
ま
く
響
き
合
い
仮
名
の

流
れ
を
効
果
的
に
演
出
し
た
美

し
い
作
品
。

　

三
賞
作
品
に
加
え
、
巡
回
展

に
は
兼
平
岱

さ
ん
（
軽
米

町
）
と
橋
元
玉
秀
さ
ん
（
盛
岡

市
）
の
漢
字
作
品
、
金
野
翠
苑

さ
ん
（
大
船
渡
市
）
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
作
品
の
３
点
が
選
出
さ
れ

た
。
兼
平
さ
ん
は
大
胆
で
墨
色
鮮
や
か
な
力
強
い
行
草
作
品
。
橋
元

さ
ん
は
、
爽
や
か
な
線
条
で
明
る
さ
が
あ
る
多
字
数
作
品
。
金
野
さ

ん
は
、
小
気
味
良
い
運
筆
リ
ズ
ム
で
ム
ー
ド
感
の
あ
る
漢
字
仮
名
交

じ
り
作
品
に
仕
上
げ
た
。

　

入
賞
者
は
い
ず
れ
も
個
々
の
顔
が
見
ら
れ
、
共
通
し
て
文
字
と
余

白
の
関
連
を
強
く
意
識
し
て
い
た
。
全
体
的
に
ベ
テ
ラ
ン
の
方
の
研

鑽
に
加
え
、
若
い
層
の
取
り
組
み
が
活
力
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
飛
鴻
）

　
審
査
員
＝
吉
田
晨
風　
　
（
岩
手
書
道
協
会
会
長
）

　
　
　
　
　

斎
藤
溪
石　
　
（　
　

 

〃 　
　

副
会
長
）

　
　
　
　
　

堀
内
青
巒　
　
（　
　

 

〃 　
　

副
会
長
）

　
　
　
　
　

野
田
杏
苑　
　
（　
　

 

〃 　
　

副
会
長
）

　
　
　
　
　

大
河
原
節
子　
（　
　

 

〃 　
　

理
事
）

　
　
　
　
　

藤
澤
華
星　
　
（　
　

 

〃 　
　

理
事
）

　
　
　
　
　

玉
澤
岑
砦　
　
（　
　

 

〃 　
　

理
事
）

　
　
　
　
　

山
火
葉
舟　
　
（　
　

 

〃 　
　

理
事
）

写
真�　
芸
術
祭
賞
＝
「
６
年
目
の
鎮
魂
」
遠
藤
顕
一
（
釜
石
市
）　

優
秀
賞
＝
「
新
盆
に
弔
う
」
北
井
崎
昇
（
盛
岡
市
）　

奨
励
賞
＝
「
故

郷
の
尊
徳
像
」
内
村
義
夫
（
花
巻
市
）
／
「
い
つ
か
行
く
道
」
佐
々

▶
書
道
審
査
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木
八
重
子
（
盛
岡
市
）　

第
70
回
記
念
賞
＝
「
い
の
ち
」
松
木
世
以

子
（
矢
巾
町
）　

部
門
賞
＝
「
時
間
が
育
む
も
の
」
松
木
尚
子
（
盛

岡
市
）
／
「
ぷ
は
～
っ
！
」
菅
原
章
次
（
奥
州
市
）
／
「
小
春
日
和

に
」
川
村　

誠
（
盛
岡
市
）
／
「
春
う
ら
ら
」
松
島
嘉
子
（
盛
岡
市
）

／
「
季
節
の
恵
み
」
佐
々
木
保
（
花
巻
市
）
／
「
も
っ
と
飛
べ
」
細

野　

清
（
滝
沢
市
）
／
「
光
風
」
伊
藤
栄
理
子
（
盛
岡
市
）
／
「
出

番
前
」
久
慈
省
一
郎
（
盛
岡
市
）
／
「
切
り
絵
師
」
菊
池
賢
一
（
釜

石
市
）
／
「
幸
せ
の
予
兆
」
黒
田
隆
治
（
盛
岡
市
）
／
「
雪
夜
の
で

き
ご
と
」
町
屋
伸
一
（
盛
岡
市
）
／
「
復
興
を
待
つ
」
星　

岩
男
（
盛

岡
市
）
／
「
夏
に
飛
び
込
め
！
」
盛
田
盛
信
（
盛
岡
市
）
／
「
縄
張
り
」

平　

宏
之
進
（
花
巻
市
）
／
「
静
雅
」
田
村
雅
子
（
盛
岡
市
）
／
「
橅

林
の
朝
」
後
藤
靖
行
（
盛
岡
市
）
／
「
厳
冬
池
の
美
」
松
澤
光
雄
（
盛

岡
市
）／「
や
さ
し
さ
に
つ
つ
ま
れ
て
」佐
藤
文
明（
奥
州
市
）／「
村

ま
つ
り
」
髙
橋　

清
（
平
泉
町
）
／
「
襲
来
」
髙
橋
順
吉
（
盛
岡
市
）

《
講
評
》　
想
像
し
て
い
た
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
僅
差
だ
っ
た
。
大
き

な
サ
イ
ズ
の
審
査
は
初
め
て
。
大
き
い
と
写
真
の
良
さ
は
拡
大
さ
れ

る
が
、
一
方
で
ア
ラ
も
目
立
つ
。
プ
リ
ン
ト
時
点
で
ミ
ス
っ
た
か
な

と
思
っ
た
の
が
多
か
っ
た
。

　

芸
術
祭
賞
「
６
年
目
の
鎮
魂
」
遠
藤
顕
一
／
今
の
カ
メ
ラ
は
信
じ

ら
れ
な
い
位
撮
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
変
わ
ら
な
い
も
の
が

あ
っ
て
、
見
せ
た
い
も
の
が
シ
ン
プ
ル
な
ほ
ど
人
の
心
に
届
き
や
す

い
。
背
景
が
真
っ
暗
だ
か
ら
選

ん
だ
。
背
景
で
情
景
を
説
明
し

て
い
な
い
か
ら
人
に
目
が
行

く
。
新
聞
の
タ
イ
ト
ル
が
効
い

て
い
る
。
二
人
の
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
の
深
さ
を
抱
え
な
が
ら

生
き
て
い
る
と
い
う
思
い
が
伝

わ
る
。

　

優
秀
賞
「
新
盆
（
あ
ら
ぼ
ん
）

に
弔
（
と
む
ら
）
う
」
北
井
崎

昇
／
デ
ジ
タ
ル
の
時
代
だ
か
ら

と
れ
る
写
真
。
ク
リ
ア
に
細
か

い
と
こ
ろ
が
見
え
る
。
右
の
川

の
中
の
人
と
、
手
前
の
祈
っ
て

い
る
の
か
熱
が
っ
て
い
る
の
か
の
人
が
い
な
い
と
選
ば
な
か
っ
た
。

縦
横
の
サ
イ
ズ
が
ち
ょ
う
ど
良
か
っ
た
。

　

奨
励
賞　
「
故
郷
の
尊
徳
像
」
内
村
義
夫
／
い
き
な
り
ゆ
る
い
犬

の
絵
か
ら
入
っ
た
の
ん
び
り
し
た
感
じ
。
次
、
弁
当
を
食
べ
て
い
る

緩
い
絵
だ
が
よ
く
見
る
と
作
業
後
の
手
足
が
汚
れ
た
様
が
見
え
る
。

次
、
農
作
業
で
疲
れ
た
感
じ
が
出
て
い
る
。
３
枚
で
頑
張
る
姿
が
だ

ん
だ
ん
強
く
な
っ
て
い
き
、
最
後
に
尊
徳
さ
ん
が
出
て
く
る
。
写
真

の
並
べ
方
が
ス
ト
ー
リ
ー
を
重
厚
に
し
た
。

◀
写
真
審
査

　

奨
励
賞
「
い
つ
か
行
く
道
」
佐
々
木
八
重
子
／
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
は

ス
ナ
ッ
プ
に
う
る
さ
い
。
右
と
左
だ
け
見
る
と
つ
ま
ら
な
い
が
、
２

つ
組
み
合
う
と
面
白
く
な
る
。
何
で
も
な
い
情
景
が
写
っ
た
瞬
間
に

面
白
く
な
る
写
真
。
面
白
い
な
と
思
っ
た
時
パ
ッ
と
撮
っ
て
み
る
。

後
で
な
ん
で
面
白
い
ん
だ
ろ
う
と
考
え
て
み
る
と
お
の
ず
と
題
名
が

浮
か
ん
で
く
る
。

　

第
70
回
記
念
賞
「
い
の
ち
」
松
木
世
以
子
／
大
き
い
写
真
の
中
に

探
さ
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
小
さ
く
妊
婦
さ
ん
が
写
っ
て

る
。
こ
の
大
き
さ
に
な
る
と
写
真
の
周
辺
が
良
く
見
え
て
、
命
に
囲

ま
れ
た
自
然
の
中
に
妊
婦
さ
ん
が
い
る
。「
身
近
な
絶
景
」
と
言
う

言
葉
が
あ
る
。
目
で
見
え
る
い
わ
ゆ
る
絶
景
と
、
写
真
で
撮
ら
れ
る

事
で
初
め
て
見
え
て
く
る
絶
景
「
身
近
な
絶
景
」
は
違
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
広
人
）

　

審
査
員
＝
佐
々
木
広
人　
（
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
編
集
長
）

�

デ
ザ
イ
ン�　
【
自
由
】
芸
術
祭
賞
＝
「
猿
も
木
か
ら
落
ち
る
」「
井

の
中
の
蛙
、
大
海
を
知
ら
ず
」
佐
々
木
海
太
郎
（
盛
岡
市
）　

優
秀

賞
＝
「
四
季
も
り
お
か　

春
・
夏
・
秋
・
冬
」
吉
田
康
男
（
盛
岡
市
）　

奨
励
賞
＝
「ID

EA

＋
」
白
石
幸
久
（
矢
巾
町
）
／
「A

lphabet 
A

nim
als

」
川
村
亮
二
（
矢
巾
町
）　

第
70
回
記
念
賞
＝
「
遥
か
な

る
核
廃
絶
」
蛇
口
禎
治
（
大
槌
町
）　

部
門
賞
＝
「
絶
望
を
殺
め
た

ア
オ
色
（
み
ど
り
）」
加
村
な
つ
え
（
盛
岡
市
）
／
「
世
界
の
蝶
展
」

小
田
島
凌
一
（
釜
石
市
）
／
「
Ｚ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｋ
Ｕ
観
音
」
千
葉
準
也
（
盛

岡
市
）

【
課
題
】
金
賞
＝
「
こ
の
、
生
き
る
強
さ
」
宇
夫
方
康
夫　

銀
賞
＝

「SA
V

E T
H

E GREEN

」佐
々
木
海
太
郎（
盛
岡
市
）　

銅
賞
＝「
廻

る
～
人
の
力
と
自
然
の
力
～
」
村
野
充
弘
（
盛
岡
市
）

《
講
評
》　
今
年
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
が
揃
う
中
、
芸
術
祭

賞
・
佐
々
木
さ
ん
の
ポ
ス
タ
ー
［
諺
］
連
作
２
点
が
ひ
と
際
、
存
在

感
を
放
つ
。
日
本
古
来
の
［
こ

と
わ
ざ
］
を
シ
ン
プ
ル
な
モ
チ

ー
フ
と
色
彩
で
、
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
表
現
し
た
。
ま
た
、
動
物
の

デ
フ
ォ
ル
メ
や
配
置
を
通
し

て
、
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
の
面

白
さ
を
明
快
に
印
象
づ
け
た
。

デ
ジ
タ
ル
処
理
の
中
に
も
暖
か

さ
が
感
じ
ら
れ
る
魅
力
的
な
作

品
と
な
っ
て
い
る
。

　

優
秀
賞
・
吉
田
さ
ん
の
４
連

作
［
四
季
も
り
お
か
／
春
・
夏
・

秋
・
冬
］
は
、
イ
ラ
ス
ト
の
緻

密
さ
と
大
胆
な
ア
ン
グ
ル
が
視

▶
デ
ザ
イ
ン
審
査
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覚
に
迫
っ
て
く
る
。
並
外
れ
た
描
写
力
が
奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

奨
励
賞
・
白
石
さ
ん
の
［ID

EA
+

］
は
、
岩
手
の
森
林
資
源
に

ア
イ
デ
ア
を
加
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
に
視
覚
化
し

た
。
岩
手
を
象
っ
た
木
片
の
美
し
さ
が
目
を
引
く
。
川
村
さ
ん
の

［A
lphabet A

nim
als

］
は
、
Ａ
か
ら
Ｚ
ま
で
を
愛
ら
し
い
動
物
で

楽
し
く
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
た
。
単
純
化
の
方
法
が
絶
妙
だ
。

　

第
70
回
記
念
賞
・
蛇
口
さ
ん
の
［
遙
か
な
る
核
廃
絶
］
は
、
核
廃

絶
へ
の
届
か
ぬ
思
い
と
憤
り
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

部
門
賞
・
加
村
さ
ん
の
［
絶
望
を
殺
め
た
ア
オ
色
（
み
ど
り
）］
は
、

絶
望
を
も
浄
化
し
て
く
れ
る
と
い
う
青
い
空
と
海
を
独
特
の
世
界
観

で
幻
想
的
に
表
現
し
た
。
小
田
島
さ
ん
の
［
世
界
の
蝶
展
］
は
、
蝶

の
パ
タ
ー
ン
が
織
り
な
す
形
と
色
彩
が
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
伝
わ
っ
て

く
る
。
千
葉
さ
ん
の
［ZA

IA
K

U

観
音
］
は
、
罪
悪
感
が
支
配
す

る
日
常
を
、
木
を
焦
が
す
手
法
を
用
い
た
線
画
に
定
着
さ
せ
た
。

　

課
題
部
門
、
金
賞
・
宇
夫
方
さ
ん
の
［
こ
の
、
生
き
る
強
さ
］
は
、

自
然
の
偉
大
さ
と
生
き
る
力
の
強
さ
を
改
め
て
喚
起
さ
せ
、
自
然
を

守
る
こ
と
の
責
任
を
前
向
き
に
示
唆
し
て
い
る
。
銀
賞
・
佐
々
木
さ

ん
の
［SA

V
E T

H
E GREEN

］
は
、
葉
の
シ
ル
エ
ッ
ト
に
人
間

を
意
味
す
る
指
紋
を
付
着
さ
せ
、
自
然
へ
介
入
す
る
こ
と
へ
の
注
意

を
促
し
て
い
る
。
銅
賞
・
村
野
さ
ん
の
［
廻
る
〜
人
の
力
と
自
然
の

力
］
は
、人
と
自
然
と
の
力
の
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
上
由
美
子
）

　

審
査
員
＝
長
谷
川
羊
介
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

　
　
　
　
　

村
上
由
美
子
（
岩
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
会
長
）

�

現
代
美
術�　
芸
術
祭
賞
＝
「
執
着
天
国
」
千
葉
準
也
（
盛
岡
市
）　

優
秀
賞
＝
「journal 643

」
清
武
佳
世
（
盛
岡
市
）　

奨
励
賞
＝
「
私

事
２
」
伊
藤
真
理
子
（
盛
岡
市
）
／
「
絶
望
を
殺
め
た
ア
オ
色
」
加

村
な
つ
え
（
盛
岡
市
）　

第
70
回
記
念
賞
＝
「
プ
リ
ン
を
限
界
ま
で

揺
ら
す
」
三
河　

渉
（
盛
岡
市
）　

部
門
賞
＝
「M

ack`N
`Roll

」
岩

佐
英
明
（
盛
岡
市
）
／
「
世
界
平
和
の
た
め
の
武
器
」
キ
ム
ラ
タ
イ

コ
（
宮
古
市
）
／
「
近
未
来
！
も
う
ひ
と
り
の
あ
な
た
が
産
ま
れ
る
」

高
橋
克
宏
（
盛
岡
市
）

《
講
評
》　
本
部
門
で
は
「
平
面
、
立
体
、
映
像
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ

ョ
ン
、
音
響
を
含
む
も
の
な
ど
、
様
式
や
技
法
に
と
ら
わ
れ
な
い
表

現
」
を
対
象
と
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
絵
画
や
彫
刻
、
写
真

と
い
っ
た
従
来
の
出
品
枠
を
超
え
た
実
験
的
な
表
現
で
あ
る
。
そ
こ

で
私
は
、
①
ど
の
よ
う
な
表
現
方
法
を
試
み
て
い
る
か
、
②
そ
の
方

法
が
作
品
と
し
て
完
結
し
て
い
る
か
、
③
さ
ら
に
コ
ン
セ
プ
ト
が
明

確
に
伝
わ
っ
て
く
る
か
、
の
３
点
を
軸
に
選
考
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
芸
術
祭
賞
に
は
千
葉
準
也
の
「
執
着
天
国
」
が
選

ば
れ
た
。
絵
画
に
よ
っ
て
空
間
全
体
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
こ
の

「
執
着
」
心
に
、
見
る
者
は
圧
倒
さ
れ
る
。
優
秀
賞
は
清
武
佳
世
の

「journal 643

」。
絵
画
の
中
に
時
間
的
な
要
素
を
取
り
込
も
う
と
す

る
理
知
的
な
作
品
だ
。
奨
励
賞
に
は
伊
藤
真
理
子
と
加
村
な
つ
え
の

２
名
。
伊
藤
の
「
私
事
２
」
は
、
キ
ャ
ン
バ
ス
の
表
と
裏
を
使
っ
て

絵
画
の
両
義
性
を
示
す
。ま
た
加
村
の「
絶
望
を
殺
め
た
ア
オ
色
」は
、

小
さ
な
箱
の
中
に
思
い
入
れ
の
あ
る
素
材
を
並
べ
て
ご
く
個
人
的
な

世
界
観
を
展
開
さ
せ
る
。

　

第
70
回
記
念
賞
に
は
三
河
渉
の
「
プ
リ
ン
を
限
界
ま
で
揺
ら
す
」。

何
の
役
に
も
立
た
な
い
こ
と
を

真
剣
に
や
り
続
け
る
。
こ
れ
こ

そ
が
人
類
に
偉
大
な
発
見
を
も

た
ら
し
て
き
た
最
大
の
力
だ
。

部
門
賞
に
は
岩
佐
英
明
、
キ
ム

ラ
タ
イ
コ
、高
橋
克
宏
の
３
名
。

岩
佐
の
「M

ack’
N

’ Roll

」

は
プ
リ
ン
ト
技
術
と
素
材
の

性
質
を
効
果
的
に
利
用
し
た
作

品
。
キ
ム
ラ
の
「
世
界
平
和
の

た
め
の
武
器
」
は
、
不
穏
な
世

界
情
勢
に
対
す
る
ウ
ィ
ッ
ト
に

富
ん
だ
提
案
。
高
橋
は
「
近
未

来
！
も
う
ひ
と
り
の
あ
な
た
が

産
ま
れ
る
」
で
電
脳
化
し
て
い
く
人
間
の
未
来
を
暗
喩
的
に
示
す
。

　

今
回
は
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
審
査
だ
っ
た
。
本
展
の
出
品
者
は

そ
れ
ぞ
れ
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
作
品
の
テ
ー
マ
を
導
き
出
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
た
。
こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
「
大
き
な
物
語
」
を
求
め

て
世
界
と
向
き
合
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
か
ら
は
む
し
ろ

「
小
さ
な
物
語
」
が
大
切
に
な
る
と
い
う
。
出
品
者
た
ち
の
中
で
は
、

す
で
に
そ
う
し
た
物
語
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
永　
康
）

　

審
査
員
＝
松
永　

康
（
ア
ー
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

�

水
墨
画�　
芸
術
祭
賞
＝
「
山
響
」
千
葉
光
子
（
一
関
市
）　

優
秀

賞
＝
「
ふ
る
さ
と
は
雪
」
小
笠
原
妙
子
（
盛
岡
市
）　

奨
励
賞
＝
「
逢

滝
」加
藤
真
智
子（
盛
岡
市
）／「
煙
霞
小
安
峡
」小
野
寺
不
二
子（
一

関
市
）　

第
70
回
記
念
賞
＝
「
兜
明
神
岳
」
谷
村
キ
ヌ
子
（
盛
岡
市
）　

部
門
賞
＝「
那
智
の
霊
気
」平
塚
祐
子（
盛
岡
市
）／「
新
緑
の
清
流
」

清
水
恒
男
（
盛
岡
市
）
／
「
涼
流
」
北
村
義
美
（
盛
岡
市
）
／
「
橅

林
再
生
」
近
江　

力
（
盛
岡
市
）
／
「
岩
木
山
花
ぐ
も
り
」
三
浦
洋

子
（
花
巻
市
）
／
「
朝
も
や
」
小
原
隆
則
（
北
上
市
）
／
「
秋
明
菊
」

髙
橋
峯
子
（
北
上
市
）
／
「
高
く
そ
び
え
る
五
連
山
」
永
澤
英
子
（
一

関
市
）
／
「
静
寂
」
佐
藤
清
子
（
一
関
市
）
／
「
輝
く
海
」
佐
藤
秀

男
（
一
関
市
）
／
「
秋
風
」
猪
股
多
枝
子
（
一
関
市
）

▶
現
代
美
術
審
査



─ 20 ── 21 ─

《
講
評
》　
第
70
回
を
重
ね
た
記
念
す
べ
き
岩
手
芸
術
祭
で
す
。
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、「
キ
テ
ミ
テ
体
験
！
み
ん
な
で
ア
ー
ト
」
を
、
水
墨

画
部
門
で
も
２
日
間
に
亙
り
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
子
供
か
ら
大
人

ま
で
１
４
０
人
を
超
え
る
多
数
の
参
加
に
順
番
待
ち
も
有
り
、
水
墨

画
の
醍
醐
味
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
応
募
総
数
は
１
０
４
点
と
、
昨
年
よ
り
若
干
少
な
い
も
の

の
、
ほ
ぼ
例
年
並
み
で
あ
り
ま
し
た
。
作
品
傾
向
と
し
て
は
花
卉
を

題
材
に
し
た
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
化
と
共
に

大
型
作
品
が
減
少
し
中
型
作
品
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

全
体
的
に
見
て
描
き
過
ぎ
や
、重
ね
描
き
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、

墨
の
美
し
さ
を
強
調
し
た
作
品
が
多
く
技
術
の
向
上
が
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
唯
、表
現
方
法
に
も
う
少
し
の
工
夫
と
気
配
り
が
あ
れ
ば
、

も
っ
と
生
き
た
作
品
に
な
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
益
々
お
互
い
に
研
鑽
し
合
い
、
更

な
る
水
墨
画
へ
の
挑
戦
を
切
望
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

芸
術
祭
賞　
「
山
響
」

　

筆
勢
の
強
弱
に
よ
っ
て
、
山
峡
の
質
感
が
適
確
に
表
現
さ
れ
て
お

り
、
山
の
響
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
気
韻
の
あ
る
作
品
で
す
。

　

優
秀
賞　
「
ふ
る
さ
と
は
雪
」

　

昔
な
つ
か
し
い
倉
を
安
定
し
た
構
図
と
柔
か
い
筆
致
で
表
現
さ
れ

て
お
り
、
観
る
者
の
心
を
引
き
付
け
る
安
ら
ぎ
の
作
品
で
す
。

奨
励
賞　
「
逢
滝
」

　

合
流
し
た
流
れ
は
力
強
さ
を

増
し
勢
い
よ
く
流
れ
て
行
く
様

を
、
筆
勢
を
生
か
し
た
技
法
で

よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
奥
行
き

の
あ
る
作
品
で
す
。

　

奨
励
賞　
「
煙
霞
小
安
峡
」

　

構
図
も
よ
く
墨
色
の
強
弱
が

生
か
さ
れ
て
お
り
、
煙
る
小
安

峡
の
表
情
が
と
て
も
い
い
作
品

で
す
。

　

70
回
記
念
賞　
「
兜
明
神
岳
」

　

の
び
や
か
な
タ
ッ
チ
で
堂
々

と
聳
え
る
山
岳
を
、
整
理
さ
れ

た
構
図
で
巧
み
に
仕
上
げ
た
、
さ
わ
や
か
な
印
象
深
い
作
品
で
す
。

（
昆
野
ス
ミ
子
）

　

審
査
員
＝
鈴
木
孝
男　
　
（
岩
手
県
水
墨
画
協
会
会
長
）

　
　
　
　
　

昆
野
ス
ミ
子　
（　
　
　

 

〃 　
　
　

副
会
長
）

　
　
　
　
　

菊
池
一
政　
　
（　
　
　

 

〃 　
　
　

副
会
長
）

　
　
　
　
　

阿
部
慶
造　
　
（　
　
　

 

〃 　
　
　

理
事
）

◀
水
墨
画
審
査

美
術
展
三
賞
受
賞
作
品



─ 22 ── 23 ─

芸
術
祭
賞

▲洋画「葛藤」
　　　　／小杉　博光

▲彫刻「imagine」
　　　　／佐々木　有華

▲日本画「feel like dancing」
　　　　／髙橋　諒

◀版画「pale moon」
　　　 ／伊藤　由美子

▲工芸「青風地をめぐる」
　　　　／昆野　明栄

▲デザイン「猿も木から落ちる」
　　 　「井の中の蛙、大海を知らず」
　　　　／佐々木　海太郎

▲書道「孟浩然詩」
　　　　／清水　嶺鵬

▲水墨画「山響」
　　　　／千葉　光子

▲写真「６年目の鎮魂」
　　　　／遠藤　顕一

▲現代美術「執着天国」
　　　　／千葉　準也



─ 24 ── 25 ─

優
秀
賞

▲洋画「震災の記憶～
　　　　高田松原」
　　　　／髙澤　俊郎

▲彫刻「ダンス」／松川　ナオ

▲日本画「千冬」
　　　　／ジョン・ジェソル

▲版画「春陽」／工藤　勝機

▲工芸「かけら・水Ⅰ」
　　　　／門馬　経智

▲デザイン「四季もりおか　春・夏・秋・冬」／吉田　康男

▲書道「月よめば」
　　　　／菊池　茜鈴

▲水墨画「ふるさとは雪」
　　　　／小笠原　妙子

◀写真「新盆に弔う」
　　　　／北井　崎昇

▲現代美術「journal 643」
　　　　／清武　佳世



─ 26 ── 27 ─

奨
励
賞

▲彫刻「受容」／黒沼　令

▲彫刻「Ｓさん」／遠藤　守夫

▲日本画「想」／浅沼　正子

▲日本画「凪」
　　　　／花立　ゆかり▲版画「Improvisation風模様」

　　　　／福井　柳

◀版画「里山暮色Ⅰ」
　　　　／日山　登啓▲工芸「朱華四方盛器」／青柳　ひで子

▲工芸「交錯する宇宙」
　　　　／松ノ木　好恵

▲洋画「Reborn―心の振子
　　　　　が動き出す」
　　　　／佐々木　和江

▲洋画「騒音」
　　　　／藤田　もも絵



─ 28 ── 29 ─

▲デザイン「IDEA＋」／白石　幸久

▲デザイン「Alphabet Animals」
　　　　／川村　亮二

▲書道「近作三種」
　　　　／千葉　寿幸

▲書道「甘瑾詩」
　　　　／熊谷　碣斗

▲水墨画「逢滝」
　　　　／加藤　真智子

▲水墨画「煙霞小安峡」
　　　　／小野寺　不二子

▲写真「故郷の尊徳像」／内村　義夫

▲写真「いつか行く道」／佐々木　八重子▲現代美術「私事２」／伊藤　真理子

▲現代美術「絶望を殺めたアオ色」
　　　　／加村　なつえ



─ 30 ── 31 ─

第
70
回
記
念
賞

▲洋画「RANDOM3」
　　　　／泉山　教道

▲彫刻「日常」／山岸　稜

▲デザイン「遥かなる核廃絶」
　　　　／蛇口　禎治

▲書道「つくよみの」
　　　　／餘目　彩佳

▲水墨画「兜明神岳」／谷村　キヌ子

▲日本画「和」
　　　　／藤原　妙子

▲版画「その時が来た」
　　　　／渡辺　万里

▲写真「いのち」／松木　世以子

▲工芸「古代蓮」／鈴木　正二

▲現代美術「プリンを限界まで揺らす」
　　　　／三河　渉



─ 32 ── 33 ─

　
巡
回
美
術
展

　

巡
回
美
術
展
は
、
美
術
展
の
優
秀
作
品
を
県
内
市
町
村
に
お
い
て

巡
回
展
示
し
、
県
民
に
芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
年
度
は
県
内
７
会
場
に
お
い
て
美
術
展
に
お
け
る
芸
術
祭
賞
、

優
秀
賞
、
奨
励
賞
、
第
70
回
記
念
賞
及
び
部
門
賞
の
う
ち
部
門
推
薦

作
品
（
最
大
３
点
）、
計
78
点
を
巡
回
展
示
し
た
。
う
ち
、
巡
回
展

示
す
る
こ
と
が
困
難
な
現
代
美
術
部
門
８
点
に
つ
い
て
は
、
当
該
作

品
の
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
た
。

　

鑑
賞
者
数
は
１
７
０
７
名
で
あ
っ
た
。

▽
巡
回
日
程
・
会
場
（
計
20
日
間
・
７
会
場
）

　

11
月
３
日
㈮
～
６
日
㈰　

一
戸
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

11
月
16
日
㈭
～
19
日
㈰　

奥
州
市
文
化
会
館

　

11
月
23
日
㈭
～
26
日
㈰　

山
田
町
中
央
公
民
館

　

12
月
２
日
㈯
～
３
日
㈰　

久
慈
市
文
化
会
館

　

12
月
９
日
㈯
～
10
日
㈰　

一
関
文
化
セ
ン
タ
ー

　

12
月
13
日
㈬
～
14
日
㈭　

宮
古
市
文
化
会
館

　

平
成
30
年
１
月
19
日
㈮
～
20
日
㈯　

大
船
渡
市
文
化
会
館

▽
出
品
作
品
数

　

日
本
画
８
点
、
洋
画
８
点
、
版
画
８
点
、
彫
刻
６
点
、
工
芸
８
点
、

書
道
８
点
、
写
真
８
点
、
デ
ザ
イ
ン
８
点
、
現
代
美
術
８
点
、
水
墨

画
８
点

　
小
・
中
学
校
美
術
展

◆
小
学
校
絵
画
部
門

芸
術
祭
賞
＝
菊
池
彩
希
（
江
釣
子
小
２
）・
渡
辺
夢
頼
（
湯
本
小
３
）・

伊
山
結
人
（
杜
陵
小
６
）

優
秀
賞
＝
小
野
寺
莉
久
（
厨
川
小
１
）・
山
内
俐
空
（
山
岸
小
１
）・

齋
藤
滉
大
（
城
北
小
１
）・
長
澤
咲
人
（
仙
北
小
２
）・
晴
山
叶
大
（
手

代
森
小
２
）・
吉
田
直
輝
（
見
前
南
小
２
）・
佐
々
木
ひ
ま
わ
り
（
山

岸
小
３
）・
天
摩
明
愛
（
盛
岡
・
永
井
小
３
）・
藤
根　

爽
（
湯
本
小

３
）・
津
野
愛
子
（
仙
北
小
４
）・
菊
地　

毅
（
吉
浜
小
４
）・
伊
山

百
華
（
大
浦
小
４
）・
新
本
陽
子
（
桜
城
小
５
）・
田
代
桜
雪
（
厨
川

小
５
）・
林
紗
理
奈
（
津
志
田
小
５
）・
齊
藤　

零
（
盛
岡
・
土
淵
小

６
）・
西
村
碧
唯
（
鵜
飼
小
６
）・
瀧
本　

詢
（
一
本
木
小
６
）

奨
励
賞
＝
久
保
屋
敷
真
乙
（
山
岸
小
１
）・
大
須
賀
隼
人
（
手
代
森

小
１
）・
白
木
澤
秀
治
（
吉
浜
小
１
）・
山
浦
柊
哉
（
手
代
森
小
２
）・

野
田
崚
介
（
鵜
飼
小
２
）・
飯
野
希
海
（
大
浦
小
２
）・
伊
藤
夕
夏
（
城

北
小
３
）・
中
澤
妃
奈
（
津
志
田
小
３
）・
松
岡
杏
奈
（
鵜
飼
小
３
）・

菅
原
玄
親
（
城
南
小
４
）・
熊
谷
陽
奈
（
盛
岡
・
土
淵
小
４
）・
舘
野

陶
子
（
種
市
小
４
）・
中
島
碧
海
（
杜
陵
小
５
）・
菊
池
梨
花
（
江
釣

子
小
５
）・
柴
田
光
樹
（
大
浦
小
５
）・
山
内
良
志
乃
（
羽
場
小
６
）・

井
出
佳
介
（
鵜
飼
小
６
）・
髙
橋
明
希
子
（
江
釣
子
小
６
）

第
70
回
記
念
賞
＝
伊
山　

瞳（
大
浦
小
１
）・
中
島
梨
耀（
山
岸
小
２
）・

阿
部
莉
乃
（
城
北
小
３
）・
高
村
琳
惶
（
米
内
小
４
）・
林
崎
奈
央
（
江

釣
子
小
５
）・
前
田
侑
那
（
鵜
飼
小
６
）

《
審
査
評
》

　

今
年
度
の
審
査
会
は
、
10
月
10
日
、
盛
岡
市
立
中
野
小
学
校
を
会

場
に
、
21
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
子
ど

も
達
が
思
い
を
込
め
て
描
い
た
３
８
６
４
点
の
作
品
が
県
下
50
校
か

ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
作
品
か
ら
、
図
工
の
時
間
に
生

き
生
き
と
描
い
て
い
る
よ
う
す
や
「
で
き
た
！
」
と
喜
ぶ
表
情
が
目

に
浮
か
び
、
審
査
員
が
皆
、
幸
せ
な
気
持
ち
で
審
査
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

出
品
さ
れ
た
作
品
を
見
る
と
、
低
学
年
は
花
や
動
物
を
題
材
に
し

た
も
の
が
目
立
ち
ま
し
た
。
中
学
年
は
物
語
や
空
想
か
ら
生
ま
れ
た

絵
が
多
く
、
高
学
年
は
生
活
の
一
場
面
や
学
校
近
く
の
建
物
な
ど
を

描
い
た
絵
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
低
学
年
は
ク
レ
ヨ
ン
を

中
心
に
水
彩
絵
の
具
も
使
っ
て
ぐ
い
ぐ
い
と
思
い
の
ま
ま
に
描
く
傾

向
が
あ
り
ま
し
た
。
中
学
年
に
な
る
と
水
彩
画
の
技
法
に
慣
れ
、
に

じ
み
や
重
ね
塗
り
な
ど
に
も
挑
戦
す
る
絵
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
高
学

年
で
は
、
色
彩
を
追
究
し
た
り
、
明
暗
や
遠
近
感
を
表
し
た
り
し
て

よ
り
リ
ア
ル
な
表
現
を
求
め
る
絵
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
が
思
い
を
個
性
的
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
、
様
々
な
技
法
を

指
導
者
が
よ
く
研
究
し
て
い
る
こ
と
に
も
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
さ

▶
奥
州
市
文
化
会
館

▶
一
戸
町
コ
ミ
ュニ
ティ
セ
ン
タ
ー
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ら
に
、
多
様
な
表
現
を
促
す
た
め
、
教
室
の
環
境
の
設
定
に
も
力
を

入
れ
、
ロ
ー
ラ
ー
や
ペ
ン
、
色
画
用
紙
や
キ
ャ
ン
バ
ス
紙
、
ボ
ー
ル

紙
な
ど
を
準
備
す
る
な
ど
、
子
ど
も
が
自
分
の
思
い
に
ぴ
っ
た
り
の

色
や
材
料
、
技
法
は
何
か
、
選
択
し
追
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
設
定
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。

　

低
・
中
・
高
学
年
の
部
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
術
祭
賞
の
作
品
等
に
つ
い

て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

低
学
年
の
部
芸
術
祭
賞
の
江
釣
子
小
２
年
生
菊
池
彩
希
さ
ん
「
雨

で
も
た
の
し
い
」
は
、
ク
レ
ヨ
ン
の
下
描
き
に
、
絵
の
具
で
リ
ズ
ミ

カ
ル
に
彩
色
し
、
カ
ラ
フ
ル
な
カ
サ
を
さ
し
て
歩
い
た
雨
の
日
の
楽

し
さ
が
画
面
全
体
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
カ
タ
ツ
ム
リ
や
あ
じ
さ

い
と
の
会
話
や
カ
サ
に
当
た
る
雨
粒
の
音
す
ら
聞
こ
え
て
来
そ
う

な
、
豊
か
な
感
性
が
感
じ
ら
れ
る
感
動
的
な
作
品
で
す
。
芸
術
祭
賞

の
候
補
に
な
っ
た
優
秀
賞
の
城
北
小
１
年
生
の
齋
藤
滉
大
さ
ん
の
作

品
「
ち
い
た
あ
の
え
」
は
、
チ
ー
タ
ー
と
遊
ぶ
子
ど
も
の
笑
顔
と
強

調
さ
れ
た
長
い
尾
が
面
白
く
、
楽
し
い
想
像
の
世
界
に
心
が
惹
か
れ

ま
す
。

　

中
学
年
の
部
の
芸
術
祭
賞
の
湯
本
小
３
年
生
渡
辺
夢
頼
さ
ん
「
手

ぶ
く
ろ
を
買
い
に
」
は
、
子
ギ
ツ
ネ
と
母
ギ
ツ
ネ
の
物
語
の
一
場
面

を
情
感
豊
か
に
描
い
て
い
ま
す
。
雪
が
積
も
り
か
け
た
美
し
い
山
々

が
重
な
り
、
道
に
残
さ
れ
た
子
ギ
ツ
ネ
の
足
跡
は
心
細
さ
を
表
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
子
ギ
ツ
ネ
を
優
し
く
見
守
る
母
ギ
ツ
ネ
の

姿
も
小
さ
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
と
最
後
ま
で
芸
術
祭
賞

を
争
っ
た
の
が
、
大
浦
小
４
年
生
伊
山
百
華
さ
ん
「
何
を
あ
げ
よ
う

か
な
」
で
す
。
物
語
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
の
一
場
面
を
多
色
木
版
画
で

幻
想
的
に
表
現
し
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。
奇
し
く
も
ど

ち
ら
も
キ
ツ
ネ
の
登
場
す
る
物
語
の
絵
の
対
決
と
な
り
、
審
査
は
と

て
も
白
熱
し
ま
し
た
。

　

高
学
年
の
部
芸
術
祭
賞
の
杜
陵
小
６
年
伊
山
結
人
さ
ん
「
岩
手
銀

行
赤
レ
ン
ガ
館
」
は
、
学
校
の
近
く
に
あ
る
歴
史
的
な
建
築
を
正
面

か
ら
と
ら
え
た
作
品
で
す
。
水
彩
画
の
透
明
感
を
生
か
し
て
色
を
重

ね
、
堂
々
と
し
た
建
物
の
存
在
感
や
レ
ン
ガ
の
味
わ
い
深
い
色
合
い

を
追
究
し
た
魅
力
的
な
作
品
で
す
。
作
者
が
こ
の
建
物
を
見
た
時
の

感
動
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
芸
術
祭
賞
の
候
補
と
な

っ
た
優
秀
賞
の
厨
川
小
５
年
生
田
代
桜
雪
さ
ん
「
羽
を
ひ
ろ
げ
る
く

じ
ゃ
く
」
は
的
確
に
形
を
と
ら
え
る
と
と
も
に
、
丁
寧
に
」
青
や
緑

を
重
ね
て
画
面
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
羽
を
表
現
し
、
と
て
も
美
し

い
作
品
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
県
内
の
た
く
さ
ん
の
学
校
か
ら
個
性
的

で
素
晴
ら
し
い
作
品
を
応
募
い
た
だ
き
、心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
感
性
豊
か
な
作
品
を
描
い
た
み
な
さ
ん
、
子
ど
も
達
の
個
性

を
引
き
出
し
、
よ
り
美
し
い
造
形
表
現
を
目
指
す
子
ど
も
の
学
習
を

支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
指
導
者
の
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
保
護
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
来
年

も
素
晴
ら
し
い
作
品
と
出
逢
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
松
園
小
学
校
長　
高
橋
眞
司
）

◆
小
学
校
書
写
部
門

芸
術
祭
賞
＝
渡
辺
真
央
（
岩
大
附
属
小
２
）・
渡
辺
果
歩
（
岩
大
附

属
小
４
）・
八
木
橋
晃
也
（
城
北
小
６
）

優
秀
賞
＝
髙
橋
紗
帆（
向
中
野
小
１
）・
菅
生
聖
那（
岩
大
附
属
小
１
）・

柳
谷
祐
希
（
鵜
飼
小
１
）・
田
澤
佳
歩
（
向
中
野
小
２
）・
堀
米
翔
子

（
岩
大
附
属
小
２
）・
佐
藤
翔
一
（
岩
大
附
属
小
２
）・
松
村　

澪
（
東

松
園
小
３
）・
玉
井
瞭
平
（
滝
沢
東
小
３
）・
柳
谷
咲
希
（
鵜
飼
小
３
）・

柴
垣
琴
乃
（
北
松
園
４
）・
佐
藤
優
亮
（
岩
大
附
属
小
４
）・
古
舘
歩

奈
（
岩
大
附
属
小
４
）・
西
川
さ
く
ら
（
青
山
小
５
）・
斎
藤
美
咲
（
滝

沢
東
小
５
）・
遠
藤
美
佑
（
石
切
所
小
５
）・
馬
場
悠
歌
（
津
志
田
小

６
）・
吉
田
彩
乃
（
津
志
田
小
６
）・
越
前
は
な
乃
（
岩
大
附
属
小
６
）

奨
励
賞
＝
神
崎
結
衣（
向
中
野
小
１
）・
古
舘
杏
梨（
岩
大
附
属
小
１
）・

梅
津
果
歩
（
岩
大
附
属
小
１
）・
高
橋
乃
愛
（
青
山
小
２
）・
堂
前
詩

乃
（
河
北
小
２
）・
渡
辺
菜
月
（
岩
大
附
属
小
２
）・
瀬
川
ち
ひ
ろ
（
城

北
小
３
）・
菅
生
紅
恋
葉
（
岩
大
附
属
小
３
）・
山
生
帝
雅
（
滝
沢
・

滝
沢
小
３
）・
菅
生
結
来
（
青
山
小
４
）・
横
沢
希
和
（
津
志
田
小
４
）・

伊
藤
桃
子
（
岩
大
附
属
小
４
）・
三
浦
悠
唯
子
（
杜
陵
小
５
）・
小
向

琉
月
（
盛
岡
・
中
野
小
５
）・
柿
﨑
千
歳
（
鵜
飼
小
５
）・
藤
原　

蘭

（
手
代
森
小
６
）・
高
村　

汐
（
白
百
合
小
６
）・
小
原
日
菜
（
滝
沢
・

滝
沢
小
６
）
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念
賞
＝
鈴
木
武
尊
（
向
中
野
小
１
）・
中
村　

尊
（
岩
大

附
属
小
２
）・
千
葉
夏
希
（
滝
沢
東
小
３
）・
安
野
太
陽
（
桜
城
小
４
）・

大
平
瑞
希
（
御
辺
地
小
５
）・
山
生
奈
月
芽
（
滝
沢
・
滝
沢
小
６
）

《
審
査
評
》

　

今
年
度
の
応
募
作
品
数
は
、
硬
筆
作
品
１
０
２
２
点
（
１
、２
年

生
）、
毛
筆
作
品
１
７
５
４
点
（
３
～
６
年
生
）
で
し
た
。

　

今
年
度
応
募
数
が
増
加
に
転
じ
た
こ
と
か
ら
、
各
校
で
関
心
を
も

っ
た
取
組
み
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

【
１
年
生
】

　

一
字
一
字
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

基
本
点
画
の
「
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
、
む
す
び
」
に
気
を
付
け
て

書
い
て
い
る
作
品
が
多
く
、
入
門
期
の
文
字
指
導
が
行
き
届
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
句
点
、
濁
点
の
位
置
や
大
き
さ
に
気
を
付

け
る
こ
と
、「
る
」
や
「
ん
」
の
折
り
返
し
の
運
筆
に
慣
れ
る
こ
と
、

課
題
本
文
と
名
前
を
書
く
と
き
に
使
用
す
る
筆
記
具
の
太
さ
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
る
こ
と
の
３
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
練

習
を
重
ね
文
字
感
覚
を
養
い
ま
し
ょ
う
。

【
２
年
生
】

　

最
後
の
文
字
ま
で
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
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し
た
。
次
の
点
が
課
題
で
す
。

・
「
風
」
の
そ
り
と
は
ね
の
方
向
に
気
を
付
け
て
書
く
こ
と

・
「
走
」
の
右
は
ら
い
に
気
を
付
け
て
書
く
こ
と

・
「
る
」
「
は
」
「
ま
」
の
結
び
の
形
に
気
を
付
け
て
書
く
こ
と

・
漢
字
と
平
仮
名
の
大
き
さ
に
気
を
付
け
て
書
く
こ
と

　

線
書
き
練
習
を
十
分
に
行
う
と
、
線
の
震
え
が
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
練
習
を
重
ね
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
３
年
生
】

　

小
学
校
書
写
で
初
め
て
毛
筆
の
学
習
に
取
り
組
ん
だ
３
年
生
。
縦

画
、
横
画
、
右
は
ら
い
、
点
、
曲
が
り
、
は
ね
等
多
く
の
要
素
を
含

む
課
題
で
し
た
。

　

入
賞
、
入
選
し
た
作
品
は
十
分
に
練
習
を
重
ね
書
か
れ
た
も
の
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
始
筆
や
終
筆
に
ま
で
気
を
配
っ
て
書
か
れ
、

力
強
い
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
文
の
練
習
に
加
え
て
名
前
の
筆
使
い
や
大
き
さ
に
も
気
を
配
る

と
、
作
品
と
し
て
よ
り
見
応
え
の
あ
る
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

【
４
年
生
】

　

４
年
生
の
課
題
は
、
へ
ん
と
つ
く
り
の
組
み
立
て
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
の
ぎ
へ
ん
」
の
２
画
目
を
右
上
が

り
で
短
め
に
、
５
画
目
を
点
に
し
て
、
へ
ん
と
つ
く
り
の
１
画
目
が

入
り
込
む
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
入
選
作
は
、
へ
ん
と
つ
く
り
の

組
み
立
て
が
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
普
段
の
学
習
の
成
果

が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

　

半
紙
の
中
心
に
文
字
の
中
心
が
来
る
よ
う
に
す
る
と
、
さ
ら
に
バ

ラ
ン
ス
が
整
い
ま
す
。
学
校
名
を
入
れ
る
こ
と
と
学
年
は
書
か
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

【
５
年
生
】

　

５
年
生
の
課
題
は
、
11
画
と
８
画
の
文
字
で
す
が
、
上
下
の
バ
ラ

ン
ス
に
気
を
付
け
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。「
進
」
の
「
ふ
る
と
り
」

の
筆
順
も
正
し
く
書
か
れ
て
お
り
、
ご
指
導
の
賜
と
感
心
い
た
し
ま

し
た
。

　

課
題
と
し
て
、「
し
ん
に
ょ
う
」
の
３
画
目
の
始
筆
が
右
上
が
り

を
意
識
す
る
こ
と
、「
し
ん
に
ょ
う
」
の
右
は
ら
い
を
し
っ
か
り
た

め
て
か
ら
書
く
こ
と
、「
歩
」
の
８
画
目
の
「
は
ら
い
」
は
直
線
的

で
は
な
い
よ
う
に
書
く
こ
と
に
気
を
付
け
て
い
た
だ
く
と
さ
ら
に
よ

り
よ
い
字
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

【
６
年
生
】

　

６
年
生
の
課
題
は
、
３
つ
の
部
分
の
組
み
立
て
方
と
左
右
の
組
み

立
て
方
が
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
横
画
の
ゆ
ず
り
合
い
や
上
下
の
空
間

の
と
り
方
、
中
心
の
そ
ろ
え
方
等
、
配
列
に
注
意
が
必
要
で
し
た
。

ま
た
、「
街
」
と
「
灯
」
の
画
数
の
違
い
も
意
識
し
て
書
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
画
数
の
多
い
「
街
」
は
「
灯
」
よ
り
も
心
持
ち
大
き
く

書
か
な
い
と
窮
屈
に
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

文
字
の
組
み
立
て
方
や
配
列
を
意
識
し
、
名
前
を
含
め
た
紙
面
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
ひ
と
つ
の
作
品
を
仕
上
げ
て
い
く
と
ま
と

ま
り
の
あ
る
作
品
が
で
き
上
が
る
と
思
い
ま
す
。

（
盛
岡
市
立
杜
陵
小
学
校
副
校
長　
吉
田
淳
子
）

◆
中
学
校
美
術
部
門

芸
術
祭
賞
＝
三
谷
典
加
（
下
野
橋
中
２
）・
佐
々
木
菜
穂
（
岩
大
附

属
中
３
）

優
秀
賞
＝
吉
田
彬
人（
岩
大
附
属
中
１
）・
久
道
菜
々
子（
上
田
中
２
）・

川
上
航
平
（
岩
大
附
属
中
３
）

奨
励
賞
＝
佐
々
木
海
音
（
下
橋
中
１
）・
黄
川
田
笙
人
（
下
橋
中
２
）・

邊　

華
蓮
（
城
西
中
３
）

第
70
回
記
念
賞
＝
帷
子
晴
祈（
城
西
中
１
）・
瀬
川
ま
お（
雫
石
中
２
）・

鎌
田　

思
（
岩
大
附
属
中
３
）

《
審
査
評
》

　

今
年
度
の
第
70
回
記
念
展
に
は
、
県
内
の
中
学
校
16
校
か
ら
434
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
入
賞
11
点
、
入
選

110
点
が
選
ば
れ
、
そ
の
中
か
ら
入
賞
作
品
を
含
む
36
点
が
県
内
を
巡

る
巡
回
展
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

審
査
全
体
を
通
し
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
美
術
の
学
習
に
熱
心
に

取
り
組
み
、
構
想
や
思
い
を
深
め
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
作
品
に
向

き
合
っ
て
い
る
姿
勢
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
の
作
品
も

主
題
や
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
技
法
や
用
具
の

使
い
方
な
ど
を
工
夫
し
、
学
年
に
応
じ
た
感
性
豊
か
な
素
晴
ら
し
い

作
品
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

［
第
１
学
年
の
作
品
に
つ
い
て
］

　

中
学
生
に
な
っ
て
半
年
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
美
術
の
時
間
や
写
生

会
で
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
熱
気
や
真
剣
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
作

品
ば
か
り
で
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

美
術
の
基
礎
基
本
を
丁
寧
に
扱
い
、
完
成
度
の
高
い
作
品
に
仕
上

げ
た
も
の
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

［
第
２
学
年
の
作
品
に
つ
い
て
］

　

１
学
年
で
学
ん
だ
美
術
の
学
習
内
容
を
基
に
、
風
景
画
や
静
物
画

は
、
対
象
へ
の
鋭
い
観
察
力
と
描
写
力
を
発
揮
し
て
い
る
作
品
が
多

く
感
心
し
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
な
ど
デ
ザ
イ
ン
作
品
は
、
テ
ー
マ
や

使
用
目
的
を
的
確
に
捉
え
て
多
様
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
表
現
し
て
お

り
、
技
能
の
向
上
も
含
め
て
２
学
年
ら
し
い
成
長
を
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
自
分
の
思
い
や
表
現
意
図
を
大
切
に
し
た
表
現

活
動
を
期
待
し
ま
す
。

［
第
３
学
年
の
作
品
に
つ
い
て
］

　

中
学
校
３
年
間
の
美
術
学
習
の
成
果
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
た
個

性
あ
ふ
れ
る
作
品
が
多
数
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
主
題
が
明
確
な
自
画

像
や
風
景
画
、
デ
ザ
イ
ン
作
品
な
ど
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
真
摯
に
対
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象
と
向
き
合
っ
て
い
る
姿
か
ら
自
己
の
世
界
を
つ
く
り
だ
す
達
成
感

や
喜
び
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
15
歳
の
成
長
の
証
で
あ
り
、
秀
作
ぞ

ろ
い
で
す
。

　

今
後
も
自
分
ら
し
さ
や
独
創
性
を
大
切
に
し
て
楽
し
ん
で
表
現
活

動
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
芸
術
祭
賞
】

「
鮮
緑
」（
下
野
中
２
年　

三
谷
典
加
）

　

新
緑
の
ぶ
ど
う
棚
に
差
し
込
む
柔
ら
か
な
陽
光
、
地
面
の
陰
影
や

棚
の
奥
行
き
な
ど
、
作
者
の
心
を
と
ら
え
た
風
景
が
抜
群
の
描
写
力

で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
者
の
感
性
の
豊
か
さ
が
伝
わ
る
秀
作
で

す
。

「
春
の
盛
岡
城
跡
公
園
」（
附
属
中
３
年　

佐
々
木
菜
穂
）

　

春
の
息
吹
と
生
命
力
が
鮮
や
か
な
色
彩
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
中
で

描
か
れ
、
神
秘
的
で
静
寂
な
空
間
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

草
木
の
細
部
も
思
い
を
込
め
て
丁
寧
に
描
き
、
印
象
深
く
美
し
い
作

品
で
す
。

【
優
秀
賞
】

「
春
の
盛
岡
城
跡
公
園
」（
附
属
中
１
年　

吉
田
彬
人
）

　

新
緑
の
香
り
を
感
じ
る
公
園
の
風
景
で
す
。
柔
ら
か
な
青
葉
と
重

厚
な
幹
、
背
景
の
丁
寧
に
描
か
れ
た
石
垣
の
存
在
感
が
際
立
ち
、
構

図
も
よ
く
考
え
ら
れ
て
お
り
、
作
者
の
純
粋
な
見
方
や
思
い
が
伝
わ

る
作
品
で
す
。

「
理
科
室
の
風
景
」（
上
田
中
２
年　

久
道
菜
々
子
）

　

理
科
室
の
一
角
を
鋭
い
観
察
眼
で
リ
ア
ル
に
描
き
、
独
特
の
空
気

感
が
伝
わ
り
ま
す
。
試
験
管
や
水
道
の
蛇
口
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
籠

や
暗
幕
な
ど
、
そ
の
材
質
感
を
表
現
す
る
抜
群
の
描
写
力
に
感
服
し

ま
し
た
。

「
春
の
盛
岡
城
跡
公
園
」（
附
属
中
３
年　

川
上
航
平
）

　

鶴
ケ
池
を
望
む
公
園
の
新
緑
を
丁
寧
な
筆
の
タ
ッ
チ
で
描
き
、
心

地
よ
い
春
の
陽
光
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
構
図
も
素
晴
ら
し
く
、
池
の

水
面
に
映
り
込
む
木
々
や
橋
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
奨
励
賞
】

「
新
し
い
緑
」（
下
橋
中
１
年　

佐
々
木
海
音
）

　

新
緑
の
季
節
、
爽
や
か
な
陽
光
や
空
気
を
感
じ
る
作
品
で
す
。
太

く
重
厚
な
幹
を
描
く
こ
と
に
よ
り
遠
近
感
も
う
ま
く
表
現
で
き
て
い

ま
す
。
池
の
水
面
に
映
り
込
む
木
々
の
葉
の
ゆ
ら
め
き
が
美
し
い
作

品
で
す
。

「
雪
の
風
」

雪
の
降
り
積
も
る
公
園
の
石
垣
の
風
景
が
見
事
な
描
写
力
で
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
構
図
が
印
象
深
く
、
繊
細
な
彩
色

や
筆
使
い
で
、作
者
の
対
象
へ
の
豊
か
な
感
動
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

「
十
五
歳
の
自
画
像
」（
城
西
中
３
年　

邊　

華
連
）

　

今
を
生
き
る
自
分
を
見
つ
め
、
揺
れ
動
く
内
面
が
画
面
全
体
か
ら

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
折
り
重
な
る
色
彩
の
渦
の
中
に
、
現
実
世
界
を

ま
っ
す
ぐ
に
見
つ
め
る
眼
光
が
印
象
に
残
り
、
作
者
の
感
性
の
豊
か

さ
が
伝
わ
り
ま
す
。

【
第
70
回
記
念
賞
】

「
心
の
宇
宙
」（
城
西
中
１
年　

帷
子
晴
祈
）

　

色
彩
や
美
術
の
多
様
な
技
法
の
学
習
を
基
に
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ

を
個
性
的
に
ま
と
め
上
げ
て
い
ま
す
。画
面
構
成
を
工
夫
し
な
が
ら
、

丁
寧
か
つ
効
果
的
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

「
見
上
げ
る
」（
雫
石
中
２
年　

瀬
川
ま
お
）

　

眩
し
い
日
差
し
、
青
い
空
に
天
高
く
伸
び
る
樹
木
、
太
く
乾
い
た

幹
、
濃
い
緑
が
圧
巻
の
描
写
力
で
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
作

者
の
湧
き
上
が
る
感
動
が
伝
わ
り
ま
す
。

「
春
の
盛
岡
城
跡
公
園
」（
附
属
中
３
年　

鎌
田　

恩
）

　

陰
影
と
奥
行
き
を
意
識
し
て
丁
寧
に
描
い
た
石
垣
と
歩
道
が
遠
近

感
を
上
手
に
表
し
て
い
ま
す
。
静
け
さ
と
と
も
に
新
緑
の
穏
や
か
な

風
景
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
盛
岡
市
立
黒
石
野
中
学
校　
齊
藤
眞
理
子
）

◆
中
学
校
書
写
部
門

毛
筆
条
幅
入
賞

芸
術
祭
賞
＝
中
村
文
香
（
下
小
路
中
３
）

優
秀
賞
＝
橋
本
星
那（
滝
沢
・
滝
沢
中
２
）・
藤
原　

凜（
滝
沢
南
中
３
）

奨
励
賞
＝
小
林
優
香
（
厨
川
中
１
）

毛
筆
半
紙
入
賞

芸
術
祭
賞
＝
大
澤
花
音
（
北
松
園
中
３
）

優
秀
賞
＝
平
塚
雅
子
（
城
西
中
１
）・
福
士　

朋
（
北
陵
中
３
）

奨
励
賞
＝
玉
井
し
の
（
滝
沢
第
二
中
１
）・
大
矢
胡
晴
（
北
陵
中
２
）・

和
田　

晟
（
北
松
園
中
３
）

第
70
回
記
念
賞
＝
志
田
菜
々
美
（
福
岡
中
１
）・
若
狹
芽
桃
（
津
軽

石
中
２
）・
関　

恭
花
（
城
西
中
３
）

《
審
査
評
》

　

平
成
29
年
度
の
中
学
校
部
門
の
応
募
総
数
は
、
昨
年
よ
り
30
点
程

少
な
い
１
１
０
０
点
で
し
た
。
し
か
し
、出
品
校
数
は
６
校
も
増
え
、

こ
こ
数
年
の
中
で
一
番
多
く
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。
全
校
で
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
る
学
校
も
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
お
忙
し
い
中
、

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
指
導
者
の
方
々
、
生
徒
も
み
な
さ

ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

審
査
会
は
10
月
10
日
に
盛
岡
市
立
城
西
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
審
査
員
一
人
一
人
が
、
作
品
の
良
さ
を
み
と
り
、
取
り
組
み
の

様
子
を
想
像
し
な
が
ら
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
入
賞
・
入
選
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
展
示
会
で
は
自
分
の
作
品
だ
け
で
な
く
、
他
の
作
品

も
よ
く
見
て
、
色
々
な
表
現
の
仕
方
、
書
き
ぶ
り
な
ど
も
学
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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さ
て
、
各
学
年
の
審
査
で
気
づ
い
た
点
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今
後

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

〈
１
年
・
半
紙
〉

　

中
学
生
に
な
り
、
積
極
的
に
行
書
に
挑
戦
し
て
い
る
作
品
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
楷
書
、
行
書
と
も
に
、
ム
リ
の
な
い
運
筆
で
線
質

が
澄
ん
で
お
り
、
爽
や
か
な
仕
上
が
り
の
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

文
字
と
余
白
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
、
名
前
も
よ
く
練
習
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
字
形
は
「
へ
ん
」
と
「
つ
く
り
」、「
か
ん
む
り
」
と
「
あ

し
」
な
ど
文
字
の
中
の
組
み
合
わ
せ
が
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
行

書
は
、
さ
ら
に
筆
脈
を
通
す
こ
と
や
、
は
ね
の
方
向
な
ど
に
気
を
つ

け
て
書
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

〈
１
年
・
条
幅
〉

　

１
年
生
ら
し
く
、
伸
び
伸
び
と
し
た
筆
致
で
、
墨
量
も
た
っ
ぷ
り

と
力
強
く
書
か
れ
た
作
品
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
文
字
と
余
白
の
バ

ラ
ン
ス
も
考
え
る
と
、
さ
ら
に
完
成
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

〈
２
年
・
半
紙
〉

　

３
学
年
の
中
で
一
番
多
い
出
品
数
で
し
た
。
行
書
の
特
徴
を
理
解

し
、
筆
遣
い
も
な
め
ら
か
で
書
き
込
ん
だ
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
本
文
と
氏
名
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
作
品
が
多
か
っ
た

で
す
。
一
方
で
「
河
」
の
字
形
の
と
り
方
に
苦
労
の
跡
が
見
ら
れ
ま

し
た
。「
へ
ん
」
と
「
つ
く
り
」
の
配
置
を
意
識
し
、
次
の
画
に
向

か
っ
て
筆
脈
を
通
す
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と
さ
ら
に
魅
力
の
あ
る
作

品
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

〈
２
年
・
条
幅
〉

　

ど
の
作
品
も
字
形
が
整
い
、
筆
遣
い
に
迫
力
が
感
じ
ら
れ
る
作
品

で
し
た
。
漢
字
と
平
仮
名
の
大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
る
と

さ
ら
に
作
品
全
体
が
整
う
と
思
い
ま
す
。

〈
３
年
・
半
紙
〉

　

漢
字
・
ひ
ら
が
な
が
３
字
ず
つ
の
課
題
で
し
た
が
、
入
賞
し
た
作

品
は
、
紙
面
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
調
和
さ
せ
て
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
行
書
の
筆
脈
に
留
意
し
た
、
３
年
生
ら
し
い
成
長
を
感
じ
さ
せ

る
ま
と
ま
り
の
良
い
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
６
文
字
目
ま
で

集
中
力
を
切
ら
さ
ず
に
書
き
上
げ
る
作
品
が
増
え
る
と
良
い
と
感
じ

ま
し
た
。

〈
3
年
・
条
幅
〉

　

全
体
的
に
レ
ベ
ル
が
高
く
、
ど
の
作
品
も
紙
面
の
大
き
さ
に
負
け

な
い
、
の
び
や
か
な
線
質
で
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
よ
く
書
き
込
ま

れ
た
、
完
成
度
の
高
い
見
応
え
の
あ
る
作
品
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

半
紙
の
部
で
芸
術
祭
賞
を
受
賞
し
た
北
松
園
中
学
校
の
大
澤
花
音

さ
ん
の
作
品
は
、
筆
脈
が
一
貫
し
、
隅
々
ま
で
心
が
行
き
届
い
て
い

ま
し
た
。
線
に
潤
い
と
伸
び
や
か
さ
が
あ
る
作
品
で
す
。

　

同
じ
く
条
幅
の
部
の
芸
術
祭
賞
、
下
小
路
中
学
校
の
中
村
文
香
さ

ん
の
作
品
は
、
丁
寧
な
筆
遣
い
で
充
実
し
た
線
質
で
す
。
落
ち
着
い

た
中
に
気
品
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
作
品
に
出
逢
い
、感
動
い
た
し
ま
し
た
。

次
回
も
、
県
内
多
く
の
地
区
、
学
校
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
城
西
中
学
校
教
諭　
小
野
寺
弥
生
）

第70回岩手芸術祭小・中学校美術展　応募状況
部門

項目 小学校絵画 小学校書写 中学校美術 中学校書写 合　　計

応 募 点 数 3,864 2,776 434 1,010 8,084

応 募 学 校 数 50 71 16 38 175

入 賞 者 数 45 45 11 13 114

入 選 者 数 450 552 110 234 1,346

入 選 の う ち
巡回展出品数 36 96 25 113 270
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小学校絵画部門・書写部門芸術祭賞
◀
「
雨
で
も
た
の
し
い
」

　

北
上
市
立
江
釣
子
小
学
校

２
年　

菊
池　

彩
希

◀
岩
手
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校

２
年　

渡
辺　

真
央

◀
岩
手
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校

４
年　

渡
辺　

果
歩

◀
盛
岡
市
立
城
北
小
学
校

６
年　

八
木
橋　

晃
也

▲「手ぶくろを買いに」
　花巻市立湯本小学校

３年　渡辺　夢頼

▲「岩手銀行赤レンガ館」
　盛岡市立杜陵小学校

６年　伊山　結人

中学校美術部門・書写部門芸術祭賞

◀
盛
岡
市
立
下
小
路
中
学
校

３
年　

中
村　

文
香

◀
盛
岡
市
立
北
松
園
中
学
校

３
年　

大
澤　

花
音

▲「春の盛岡城跡公園」
　岩手大学教育学部附属中学校

３年　佐々木　菜穂

▲「鮮緑」
　盛岡市立下橋中学校

２年　三谷　典加
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巡
回
小
・
中
学
校
美
術
展

　

小
・
中
学
校
美
術
展
に
お
け
る
す
べ
て
の
入
賞
作
品
と
入
選
作
品

の
中
か
ら
巡
回
用
に
選
定
し
た
作
品
を
、
県
内
各
地
で
巡
回
展
示
し

た
。
県
内
の
児
童
、
生
徒
を
は
じ
め
、
広
く
県
民
に
鑑
賞
の
機
会
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒
の
創
作
活
動
の
向
上
に
資
す
る

た
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
が
41
回
目
に
な
る
。

　

小
学
校
絵
画
81
点
、
小
学
校
書
写
１
４
１
点
、
中
学
校
美
術
36
点
、

中
学
校
書
写
１
２
６
点
、
合
計
３
８
４
点
を
巡
回
展
示
し
た
。
期
間

は
12
月
16
日
（
土
）
～
平
成
30
年
２
月
４
日
（
日
）
ま
で
の
11
日
間
、

５
市
村
で
開
催
し
、
入
場
者
は
８
３
５
名
で
あ
っ
た
。

▽
巡
回
日
程
・
会
場

12
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰　

九
戸
村
公
民
館

12
月
23
日
（
金
・
祝
）
～
24
日
㈰　

久
慈
市
文
化
会
館

平
成
30
年
１
月
19
日
㈮
・
20
日
㈯　

リ
ア
ス
ホ
ー
ル
（
大
船
渡
市
）

１
月
26
日
㈮
～
28
日
㈰　

宮
古
市
民
文
化
会
館

２
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰　

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
釜
石
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

▶
大
船
渡
市
民
文
化
会
館

▶
久
慈
市
文
化
会
館

　
演　
劇

演
劇
部
門
の
公
演
は
、
県
内
５
か
所
で
行
わ
れ
た
。

 

〔
盛
岡
地
区
〕

10
月
28
日
（
土
）
～
29
日
（
日
）

盛
岡
劇
場
・
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

劇
団
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第
33
回
公
演

「
シ
・
ア
・
タ
・
ー
」

 

〔
県
南
地
区
〕

平
成
30
年
２
月
25
日
（
日
）

日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
（
北
上
市
）

北
芸
の
会

「
朗
読
劇
と
詩
の
朗
読
―
相
澤
史
郎
作
品
集
か
ら
―
」

 

〔
沿
岸
地
区
〕

11
月
19
日
（
日
）

宮
古
市
民
文
化
会
館

劇
研
麦
の
会
第
76
回
定
期
公
演

「
朗
読
劇
『
サ
ル
と
人
と
森
』・
海
の
墓
標
」

 

〔
県
北
地
区
〕

12
月
24
日
（
日
）

二
戸
市
民
文
化
会
館
／
大
ホ
ー
ル

二
戸
市
演
劇
協
会T

he

・
雲
人
第
36
回
公
演

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

 

〔
市
民
劇
場
〕

平
成
30
年
２
月
25
日
（
日
）

縄
文
ホ
ー
ル
（
一
関
市
）

第
19
回
一
関
藤
沢
市
民
劇
場

「
弥
栄
神
社
外
典
『
砂
子
田
村
騒
動
記
』」

《
講
評
》

〈
劇
団
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
〉

　

第
70
回
岩
手
芸
術
祭
演
劇
部
門
は
、
劇
団
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
第
33
回

目
の
本
公
演
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　

劇
団
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
平
成
元
年
に
旗
揚
げ
し
、「
肩
の
凝
ら
な
い

軽
演
劇
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
コ
メ
デ
ィ
ー
を
中
心
と
し
た
、
幅
広
い

年
代
の
方
々
が
楽
し
め
る
舞
台
の
上
演
を
続
け
て
来
た
。
劇
団
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
本
公
演
の
脚
本
は
、
第
２
回
公
演
よ
り
劇
団
主
宰
で
あ
り

座
付
作
家
で
も
あ
る
斎
藤
英
樹
の
作
品
の
み
を
上
演
し
、
本
公
演
以

外
の
特
別
公
演
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公
演
な
ど
で
は
、
既
成
脚
本
や
劇

団
員
に
よ
る
創
作
脚
本
の
上
演
に
も
挑
戦
し
て
い
る
。
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東
日
本
大
震
災
後
す
ぐ
の
４

月
、
盛
岡
で
最
初
に
演
劇
を
上

演
し
た
の
は
劇
団
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

だ
っ
た
。
最
大
余
震
の
翌
日
か

ら
の
公
演
に
も
関
わ
ら
ず
、
た

く
さ
ん
の
観
客
が
会
場
に
足
を

運
び
、
会
場
は
笑
い
の
渦
に
包

ま
れ
た
。
誰
か
を
笑
顔
に
し
、

そ
の
笑
顔
が
ま
た
誰
か
を
笑
顔

に
す
る
。
自
分
た
ち
の
使
命
を

感
じ
た
公
演
だ
っ
た
。

　

今
回
上
演
し
た「
シ
・
ア
・
タ
・

ー
」
は
完
全
な
る
コ
メ
デ
ィ
ー

で
あ
り
、
劇
作
上
の
構
造
と
し

て
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
や
舞
台
上
で
の
出
来
事
で
あ
る

こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
そ
の
こ
と
を
観
客
側
に
共
通
認
識
さ
せ

る
こ
と
で
生
ま
れ
る
笑
い
を
目
指
し
た
展
開
と
し
た
。

　

観
客
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
内
容
や
セ
リ
フ
、
役

者
の
動
き
等
、
芝
居
そ
の
も
の
を
楽
し
み
、
笑
っ
て
下
さ
っ
た
と
い

う
内
容
の
も
の
が
多
く
、
大
変
嬉
し
く
感
じ
た
と
同
時
に
、
脚
本
の

構
造
や
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
、
作
者
の
意
図
す
る
狙
い
つ
い
て
共
感
頂

い
た
も
の
、
或
い
は
考
察
を
加
え
て
頂
い
た
も
の
な
ど
、
作
り
手
の

創
作
意
欲
を
刺
激
す
る
内
容
の
も
の
も
多
く
、
演
劇
の
盛
ん
な
町
と

言
わ
れ
る
盛
岡
の
文
化
度
の
高
さ
、
演
劇
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
さ
を
再

認
識
し
た
。

　

第
70
回
岩
手
芸
術
祭
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
盛
岡
と
い
う
地
で
演

劇
活
動
が
行
え
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
つ
つ
、
今
後
も
自
分
達
の
表

現
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
改
め
て
思
う
こ
と
が
出
来
、
本
当
に
良

か
っ
た
。
劇
団
旗
揚
げ
30
周
年
に
向
け
て
の
素
晴
ら
し
い
追
い
風
と

な
る
公
演
で
あ
り
、
劇
団
の
新
た
な
代
表
作
と
言
え
る
作
品
と
な
っ

た
。
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
斎
藤
英
樹
）

〈
北
芸
の
会
〉

「
ホ
ッ
と
一
安
堵
」

　

標
題
の
如
く
、
ホ
ッ
と
一
安
堵
の
心
境
一
入
の
毎
日
で
す
。

　

や
っ
と
幕
が
降
り
、
と
同
時
に
肩
の
荷
が
下
り
ひ
と
息
つ
い
て
お

り
ま
す
。

　

今
回
の
公
演
は
本
公
演
当
日
に
至
る
迄
、
苦
渋
の
日
々
が
続
い
て

お
り
ま
し
た
。

　

当
初
の
公
演
日
は
二
十
九
年
十
二
月
十
日
で
し
た
。
翌
十
一
日
は

一
年
前
に
遠
く
旅
立
た
れ
た
、「
北
芸
の
会
」
の
産
み
の
親
で
あ
り

座
付
作
者
を
自
称
し
て
お
い
で
の
相
澤
史
郎
先
生
の
一
周
忌
に
当
る

の
で
先
生
の
追
悼
公
演
と
銘
打
っ
て
の
舞
台
を
、
代
表
作
の
「
二
人

◀
劇
団
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

爺
ィ
」
を
新
な
配
役
で
と
案
を
練
り
着
々
と
進
ん
で
い
た
の
で
す
が

主
役
を
担
う
一
人
の
身
に
度
重
な
る
身
内
の
不
幸
が
重
っ
て
二
転
三

転
し
、
公
演
日
の
延
期
、
出
し
物
も
初
期
の
相
澤
作
品
の
「
さ
い
は

て
の
女
」（
一
人
芝
居
）
に
変
更
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
役
を
言
い
出
し
っ
ぺ
の
私
が
受
け
て
は
み
た
も
の
の
一
人
で

は
荷
が
重
か
っ
た
の
で
他
の
二
人
に
声
を
掛
け
一
場
面
ず
つ
分
ち
合

っ
て
と
の
思
い
は
見
事
に
拒
ま
れ
、
結
果
文
字
通
り
一
人
芝
居
を
背

負
っ
た
の
で
し
た
。
作
者
の
相
澤
先
生
の
ご
意
向
か
も
…
と
一
人
合

点
し
て
受
け
て
立
っ
た
舞
台
で

し
た
。
文
字
通
り
四
苦
八
苦
、

七
転
八
倒
の
二
カ
月
で
し
た
。

　

本
舞
台
の
二
月
二
十
五
日
は

稽
古
不
足
が
如
実
に
現
れ
ま
し

た
。

　

音
と
明
り
の
不
調
和
。
出
来

は
せ
い
ぜ
い
五
十
点
か
し
ら
？

　

観
客
数
も
百
名
足
ら
ず
…
。

諸
々
の
事
情
が
重
っ
て
の
惨
た

ん
た
る
実
情
に
意
気
消
沈
の

体
。
兎
に
角
、
終
わ
っ
て
一
安

堵
。

　

今
回
は
演
劇
協
会
に
諸
々
の

ご
迷
惑
と
お
手
数
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。
厚
か
ま
し
い
で
す
が
今

後
共
宜
敷
く
ご
支
援
頂
き
度
く
存
じ
ま
す
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
三
十
年
三
月
十
五
日

（
田
島
俊
子
）

〈
劇
研
麦
の
会
〉

　
「
海
の
墓
標
」
に
つ
い
て

　

昭
和
四
十
三
年
に
書
か
れ
た
こ
の
作
品
は
、
海
難
事
故
で
死
ん
だ

息
子
の
保
険
金
で
新
し
い
家
が
建
つ
と
い
う
設
定
。
そ
し
て
、
そ
こ

に
残
さ
れ
た
人
々
の
心
の
葛
藤
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

相
変
わ
ら
ず
人
員
不
足
、
男
性
役
を
女
性
が
演
じ
る
事
と
し
、
や

っ
と
公
演
一
ヶ
月
前
に
キ
ャ
ス
ト
が
揃
っ
た
。
し
か
し
、
勤
務
の
都

合
で
な
か
な
か
稽
古
に
参
加
出
来
な
い
人
も
い
て
、
代
役
で
の
稽
古

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
や
っ
と
本
番
一
週
間
前
で
何
ん
と
か
形
に
な
っ

て
来
た
。
本
番
前
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
の
舞
台
上
に
は
大
道
具

が
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
、
役
者
も
全
員
揃
い
、
今
だ
か
つ
て
な
い
熱

の
こ
も
っ
た
迫
力
あ
る
充
実
し
た
稽
古
と
な
っ
た
。

　

本
番
当
日
、
稽
古
不
足
の
セ
リ
フ
忘
れ
が
あ
っ
た
も
の
の
、
プ
ロ

ン
プ
に
助
け
ら
れ
無
事
終
了
し
た
。
し
か
し
そ
の
他
の
反
省
と
し
て

全
体
に
セ
リ
フ
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
進
行
が
思
い
が
け
ず
早
過
ぎ

て
、
お
客
様
が
話
の
内
容
が
判
か
ら
な
い
ま
ま
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

や
は
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ
ら
す
じ
を
載
せ
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い

▶
北
芸
の
会
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か
。
等
々
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

朗
読
劇
「
サ
ル
と
人
と
森
」
に
つ
い
て

　

人
間
の
驕
り
、
高
ぶ
り
を
老
サ
ル
が
戒
め
る
話
。

何
度
読
ん
で
も
む
ず
か
し
い
。
お
客
様
に
理
解
し
て
頂
け
る
読
み
方

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
何
度
も
話
し
合
い
、
台
本
に
忠
実
に
、
は

っ
き
り
、
ゆ
っ
く
り
読
む
。
そ
し
て
伴
奏
は
ピ
ア
ノ
を
お
願
い
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
の
演
奏
と
い
う
事
と
し
、
稽
古
の
度
、
試
行
錯
誤
を

重
ね
、
無
事
上
演
終
了
し
た
。
こ
の
固
い
話
に
ピ
ア
ノ
が
入
り
、
や

さ
し
く
、
又
力
強
く
ク
オ
リ
テ

ィ
の
高
く
出
来
た
事
は
、
今
後

の
活
動
の
糧
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
舞
台
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
、
照
明
等
、
ス
タ
ッ
フ
不
足

の
所
、
市
民
文
化
会
館
の
職
員

の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
又
、
色
々

の
方
々
に
御
協
力
、
御
支
援
を

頂
き
無
事
公
演
が
終
了
し
ま
し

た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
田
代
美
津
子
）

〈
二
戸
市
演
劇
協
会The

・
雲
人
〉

　

二
戸
演
劇
協
会T

he

雲
人
、
ア
イ
キ
ッ
ズ
の
36
回
目
の
定
期
公

演
は
、
宮
沢
賢
治
の
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」。
久
々
の
ス
ト
レ
イ
ト
プ

レ
イ
で
あ
る
。
こ
こ
数
年
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
が
続
き
、
そ
れ
に

慣
れ
て
い
る
子
ど
も
達
に
と
っ
て
は
、
難
し
さ
も
あ
っ
た
が
新
鮮
だ

っ
た
よ
う
だ
。
賢
治
独
特
の
セ
リ
フ
の
言
い
回
し
や
思
想
の
表
現
に

四
苦
八
苦
し
な
が
ら
、
約
４
ヶ
月
程
の
稽
古
期
間
で
創
り
上
げ
た
舞

台
だ
。

　

子
供
組
は
小
学
校
高
学
年
～

高
校
生
、
大
人
組
は
20
代
～
50

代
と
年
齢
層
が
幅
広
く
居
て
、

キ
ャ
ス
ト
に
つ
い
て
は
適
材
適

所
、
無
難
に
ま
と
ま
っ
て
い
た

と
思
う
。
純
粋
さ
が
伝
わ
る
子

ど
も
の
演
技
と
大
人
の
安
定
感

あ
る
演
技
が
良
い
味
に
な
っ
て

い
る
。

　

公
演
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、

『
こ
ど
も
劇
団
み
や
こ
デ
イ
ジ

ー
』
の
メ
ン
バ
ー
に
登
場
い
た

だ
き
、
出
演
者
と
共
に
合
唱
し

た
。
今
回
、
県
内
で
活
動
す
る

▶
劇
研
麦
の
会

▶
二
戸
市
演
劇
協
会The

・
雲
人

他
の
劇
団
と
交
流
す
る
事
が
出
来
、
お
互
い
に
刺
激
と
な
り
、
今
後
、

よ
り
よ
い
舞
台
創
り
に
向
か
う
の
だ
ろ
う
。

　

今
回
の
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
は
、
映
像
と
音
響
効
果
を
巧
み
に
使

い
美
し
い
舞
台
に
仕
上
っ
た
。

　

公
演
日
が
イ
ヴ
（
12
／
24
）
と
い
う
事
が
あ
っ
て
か
、
あ
る
い
は

Ｐ
Ｒ
不
足
に
よ
る
も
の
か
、
観
客
動
員
数
に
結
び
付
か
な
か
っ
た
の

が
残
念
で
な
ら
な
い
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
〝
本
当
の
幸
せ
〟
と
は
何
か
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

静
か
に
心
に
染
み
て
感
動
し
ま
し
た
。
も
う
一
度
、
本
を
読
み
返

し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
。

　

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
‼

―
―
等
々
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
嬉
し
い
記
述
が
多
く
あ
っ
た
事
を
付
記

す
る
。

（
永
田
由
美
子
）

〈
一
関
藤
沢
市
民
劇
場
〉

　

一
関
藤
沢
市
民
劇
場
は
、
一
関
市
藤
沢
地
域
の
史
実
や
物
語
を
題

材
と
し
て
、
原
作
、
脚
本
、
演
出
、
キ
ャ
ス
ト
、
ス
タ
ッ
フ
の
す
べ

て
を
地
域
住
民
が
担
い
、
藤
沢
文
化
の
セ
ン
タ
ー
「
縄
文
ホ
ー
ル
」

の
舞
台
で
繰
り
広
げ
る
手
づ
く
り
演
劇
で
あ
る
。

　

平
成
12
年
２
月
の
初
公
演
以
降
、
今
回
が
19
回
目
の
地
元
公
演
に

な
る
が
、
そ
の
間
、
東
京
、
盛
岡
、
仙
台
、
横
浜
で
も
公
演
し
、
地

方
の
文
化
を
中
央
に
発
信
し
て
き
た
。

　

今
回
は
、
藤
沢
町
砂
子
田
地
区
を
舞
台
と
し
た
創
作
劇
と
な
っ
て

い
る
が
、
処
女
作
「
森
に
消
え
た
十
字
架
」
以
降
12
回
目
と
な
る
新

作
で
あ
る
。

　

さ
て
、
今
回
砂
子
田
地
区
を
舞
台
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
皆
川
洋
一
実
行
委
員
長
が
前
回
の
開
演
挨
拶
の
中
で
「
来
年

は
砂
子
田
地
区
を
テ
ー
マ
と
す
る
新
作
を
発
表
す
る
。」
と
言
っ
て

し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

キ
ャ
ス
ト
を
メ
ン
バ
ー
と
す

る
脚
本
政
策
班
は
、
前
回
の
公

演
が
終
わ
っ
て
か
ら
早
速
新
作

づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
が
、
砂

子
田
地
区
に
伝
わ
る
伝
説
や
物

語
が
誰
も
思
い
浮
か
ば
な
い
。

唯
一
、
地
区
内
の
弥
栄
神
社
が

別
の
場
所
か
ら
移
転
さ
れ
た
も

の
だ
と
い
う
説
が
残
っ
て
い

た
。
神
社
の
古
文
書
が
な
い
か

神
社
の
役
員
に
聞
い
た
が
、
火

災
に
よ
っ
て
全
て
焼
失
し
て
し

ま
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

▶
一
関
藤
沢
市
民
劇
場
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こ
の
よ
う
な
経
過
が
あ
り
、
今
回
の
脚
本
の
ほ
と
ん
ど
は
創
作
で

あ
る
。
し
か
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
結
果
で
は
、
大
変
良
か
っ
た
、

良
か
っ
た
と
評
価
す
る
観
客
が
76
％
（
無
回
答
23
％
）
を
占
め
、
ほ

と
ん
ど
の
人
か
ら
良
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
回
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
人
に
感
動
を
与
え
る
脚
本
を
作
り

上
げ
た
脚
本
制
作
班
や
人
数
不
足
に
よ
り
一
人
二
役
を
演
じ
た
キ
ャ

ス
ト
、
そ
し
て
、
場
面
転
換
の
早
さ
が
取
り
柄
の
当
市
民
劇
場
で
は

背
景
画
や
大
道
具
は
極
力
作
ら
な
い
方
針
で
あ
る
が
、
今
回
長
い
時

間
を
か
け
て
神
社
の
鳥
居
を
製
作
し
た
ス
タ
ッ
フ
を
褒
め
た
い
と
思

う
。

（
千
葉
松
男
）

　
映　
像

〈
映
像
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〉

　
　

11
月
18
日
㈯
～
19
日
㈰

　
　

も
り
お
か
町
家
物
語
館
浜
藤
ホ
ー
ル

　
　
「
映
像
と
演
劇
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
映
画
『
蛾
と
笹
舟
』」

《
講
評
》　
二
〇
一
七
年
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
怒
涛
の
如
く
は
走
り

切
っ
た
映
画
「
蛾
と
笹
舟
」
の
撮
影
は
、
キ
ャ
ス
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の

汗
と
歓
び
が
詰
ま
っ
た
貴
重
な
思
い
出
で
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

　
「
劇
団
赤
い
風
」
が
平
成
４
年
に
本
県
初
の
直
木
賞
受
賞
作
「
蛾

と
笹
舟
」（
作
・
森
荘
巳
池
）
の
映
画
化
を
模
索
し
た
が
映
像
製
作

の
難
し
さ
か
ら
企
画
は
頓
挫
し
た
と
い
う
。

　

そ
の
頓
挫
し
た
年
に
生
ま
れ
た
私
は
、
25
年
の
時
を
経
て
結
実
す

る
こ
の
念
願
の
企
画
に
参
加
で
き
る
こ
と
の
喜
び
を
噛
み
締
め
た
。

　

私
は
市
民
公
募
の
ス
タ
ッ
フ
一
員
と
し
て
参
加
し
た
。「
よ
ー
い

ス
タ
ー
ト
」
と
「
カ
ッ
ト
！
」
の
掛
け
声
が
響
く
現
場
は
、
見
る
も

の
触
る
も
の
す
べ
て
が
新
鮮
で
撮
影
の
度
に
胸
が
躍
っ
た
。

　

坂
田
裕
一
監
督
の
し
な
や
か
な
で
的
確
な
演
出
に
よ
っ
て
、
赤
い

風
の
俳
優
を
は
じ
め
と
し
た
芸
達
者
た
ち
の
演
技
が
光
り
、
そ
の
鮮

や
か
な
一
挙
手
一
投
足
を
逃
さ
ん
と
ば
か
り
に
千
葉
真
一
撮
影
監
督

が
鋭
い
眼
差
し
で
カ
メ
ラ
を
向
け
る
。
美
し
く
力
強
い
映
像
を
録
音

や
照
明
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
は
県
内
各
地
か
ら
映
像
愛
の
も
と
に
集

ま
っ
た
市
民
ス
タ
ッ
フ
た
ち
で
あ
る
。
地
元
盛
岡
か
ら
市
民
た
ち
の

手
で
後
世
に
残
る
映
像
作
品
を
生
み
出
し
た
い
と
い
う
強
い
情
熱
が

参
加
者
み
な
に
共
通
し
て
い
た
。

　

映
画
は
冬
に
完
成
し
、
待
ち
に
待
っ
た
上
映
の
日
は
細
雪
が
降
っ

て
い
た
。
そ
れ
で
も
会
場
一
杯
に
な
る
程
の
多
く
の
お
客
様
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
江
幡
平
三
郎
ア
ナ
の
軽
や
か
な
生
の
語
り
と
作
品
世

界
を
盛
り
立
て
る
生
演
奏
が
映
画
を
よ
り
重
厚
か
つ
魅
力
的
に
彩

り
、
公
演
は
大
成
功
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
た
。

　

こ
の
作
品
を
こ
こ
で
終
わ
ら

せ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
外
、
夢

は
大
き
く
海
外
で
も
上
映
し
た

い
。
鉈
屋
町
の
古
き
良
き
町
並

み
や
盛
岡
に
伝
わ
る
伝
統
的
な

行
事
、
そ
し
て
岩
手
の
文
化
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
他
の
地
域
に
紹

介
で
き
る
映
像
作
品
と
な
っ

た
。

　

衰
退
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
岩

手
の
映
像
製
作
分
野
に
大
い
な

る
希
望
の
光
を
見
た
。
今
回
の
撮
影
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
自

分
で
も
映
像
作
品
を
製
作
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

　

貴
重
な
経
験
を
与
え
て
下
さ
っ
た
全
て
の
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

の
気
持
ち
で
一
杯
で
あ
る
。

（
藤
原
瑞
基
）

▶
映
像
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル



─ 52 ── 53 ─

　
伝
統
芸
能

能　
楽�　
謡
と
仕
舞
の
会　
11
月
５
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル

　
　
　

番
組

素
謡
（
喜
多
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
シ
テ 

工
藤
長
彦 　
　
　

藤
野
興
吉

　

金
札　
　
ワ
キ 

大
櫻
正
行 　
　
　

神
田
健
幸　
　
　

中
道
俊
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
柏
葉
光
利　
　
　

善
財　

清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
田
宗
義　
　
　

菅
原
岩
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
守
林
尚
之　
　

大
光　

昭

仕
舞
（
宝
生
流
・
宮
古
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

勤

　

田
村　
　
キ
リ 

山
口
睦
美 　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
佐
香
秀
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山
健
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
原　

登

素
謡
（
宝
生
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

館
澤
良
子　
　
　

佐
々
木
康
勝

　
　
　
　
　
シ
テ 

菊
池
英
雄 　
　

（地）
浅
沼
京
子　
　
　

菊
池
英
雄

　

龍
田　
　
ワ
キ 

八
栁
達
也 　
　
　

館
澤
フ
ミ
子　
　

八
栁
達
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
陽
子　
　
　

多
田
義
典

仕
舞
（
喜
多
流
・
北
上
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
光　

昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
財　

清

　

高
砂　
　
　

 

平
野
勇
治 　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
菅
原
岩
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷　

保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

敏

仕
舞
（
観
世
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西
幹
夫

　

経
正　
　
キ
リ 

菊
池
昭
二 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
坂
昭
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
古
枝
良
子

　

紅
葉
狩　
ク
セ 

金
子
琢
磨 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
老
澤
君
夫

素
謡
（
宝
生
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
田　

實

　
　
　
　
　
シ
テ 

鈴
木　

勲 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
清
三

　

夜
討
曾
我　
ツ
レ

（
十
郎
）　 

三
上
敬
夫　
　
　
　

（地）
佐
野
剛
章

　
　
　
　
　
　
ツ
レ

（
団
三
郎
）
佐
々
木
正
明　
　
　
　

佐
藤
順
一

　
　
　
　
　
　
ツ
レ

（
鬼
王
）　 

遠
藤
秀
雄　
　
　
　
　

舘
下　

壽

仕
舞
（
宝
生
流
・
宮
古
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

勤

　

網
之
段　

内
村　

茜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
佐
香
秀
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山
健
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
原　

登

岩
手
芸
術
祭
第
70
回
記
念
祝
言
小
謡

　

連
吟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
碩
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子
琢
磨

　

天
下
泰
平
（
観
世
流
）　

高
砂 　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
儀
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
信
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
島
幸
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
上
敬
夫　
　
　

佐
野
剛
章

　

天
下
泰
平
（
宝
生
流
）　

難
波 　

佐
藤
哲
夫　
　
　

相
澤　

努

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
宏
明　
　
　

吉
田
清
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
田　

豊　
　
　

菊
地
新
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
野
興
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
田
健
幸

　

不
老
長
寿
（
喜
多
流
）　

養
老 　
　
　
　
　
　
　
　

中
道
俊
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
葉
光
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
田
宗
義

仕
舞
（
喜
多
流
・
盛
岡
）　　
　
　
　
　
　
　
　

 

キ
ン
ダ
ー
ホ
ー
ム

　

老
松　
　
　
　

キ
ン
ダ
ー
ホ
ー
ム　
　
　
　

（地）
ひ
ま
わ
り
組

　

羽
衣　
キ
リ　
　

ひ
ま
わ
り
組　
　
　
　
　
（
年
長
組
三
〇
名
全
員
）

素
謡
（
観
世
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
八
郎

　
　
　
　
　
　
子
方 

山
坂
昭
二 　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

弘

　

富
士
太
鼓　
シ
テ 

高
橋
雄
賢　
ワ
キ 

佐
々
木
一
夫　

（地）
金
子
琢
磨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
信
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
島
幸
夫

仕
舞
（
宝
生
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
澤
美
和
子

　

八
島　
　
　

松
本
敏
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜂
谷
哲
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
工
藤
典
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
か
ほ
る

仕
舞
（
宝
生
流
・
宮
古
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

勤

　

女
郎
花　
キ
リ 

牧
原　

登 　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
佐
香
秀
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野
剛
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山
健
一

素
謡
（
喜
多
流
・
花
巻
）

　
　
　
　
　
シ
テ
ツ
レ 

都
鳥
良
美 　
　

菅
原
誠
治

　
　
　
　
　
シ
テ 

押
切
光
雄 　
　
　

照
井
安
一
郎　
　

吉
田
昭
吾

　

通
小
町　
ワ
キ 

小
田
島
眞
一 　

（地）
藤
原　

猛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川
智
之

連
調
（
喜
多
流
・
盛
岡
・
一
関
）
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太
鼓 

千
葉
万
美
子 　
　
　
　
　
　
　
　

中
道
俊
之

　
　
　
　
　
　
太
鼓 

下
川
原
令
子 　
　
　
　
　
　
　
　

善
財　

清

　

月
宮
殿　
　
小
鼓 

武
内
公
子 　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
菅
原
岩
夫

　
　
　
　
　
　
小
鼓 

工
藤
曄
子 　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
光　

昭

　
　
　
　
　
　
小
鼓 
高
橋
千
賀
子 　
　
　
　
　
　
　
　

柏
葉
光
利

仕
舞
（
宝
生
流
・
水
沢
）

　

蝉
丸　

小
野
慧
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部　

勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
佐
香
秀
彦

　

山
姥　

菅
原
哲
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
崎
眞
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺
正
美

仕
舞
（
観
世
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
藤
政
子

　

花
筐　
狂 

荒
川
冴
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
千
葉
マ
ス
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
枝
良
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

圡
川
律
子

仕
舞
（
宝
生
流
・
宮
古
）

　

井
筒　

佐
香
美
穂
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
佐
香
秀
彦

　

籠
太
鼓　

萬　

美
恵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山
健
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
原　

登

素
謡
（
喜
多
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
新
子

　
　
　
　
　
シ
テ 

鈴
木
明
美 　
　
　
　

湯
川
明
子　
　

工
藤
曄
子

　

黒
塚　
　
ワ
キ 

本
堂
信
子 　
　
　

（地）
武
内
公
子　
　

高
橋
千
賀
子

　
　
　
　
　
ワ
キ
ツ
レ 

小
笠
原
牧
子 　
　

金
澤
禮
子　
　

山
口
寧
子

仕
舞
（
観
世
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
藤
政
子

　

玉
之
段　
　

圡
川
律
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
荒
川
冴
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
枝
良
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
マ
ス
ミ

仕
舞
（
宝
生
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜂
谷
哲
子

　

羽
衣　
　
ク
セ 

高
橋
美
恵
子 　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃
内
不
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
佐
々
木
加
奈
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野
ト
モ

素
謡
（
観
世
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

海
老
澤
君
夫 

荒
川
礼
二

　

松
虫 

シ
テ 

高
橋
孝
市 

ワ
キ 

小
西
幹
夫 

（地）
菊
池
昭
二 　

中
村
儀
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

岡
田　

仁

素
謡
（
宝
生
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地
新
司

　
　
　
　
　
シ
テ 

相
澤　

努 　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
鈴
木　

基

　

山
姥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
場
兵
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

満

仕
舞
（
宝
生
流
・
宮
古
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

勤

　

殺
生
石　

村
山
健
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
佐
香
秀
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
上
敬
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
原　

登

仕
舞
（
喜
多
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
洋
子

　

龍
田　
ク
セ 

下
川
原
令
子 　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
米
澤　

立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃
内
繁
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
直
子

素
謡
（
観
世
流
・
盛
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

小
野
寺
由
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

圡
川
律
子

　

井
筒 

シ
テ 

千
葉
マ
ス
ミ 

ワ
キ 

谷
藤
政
子 

（地）
荒
川
冴
子 

古
枝
良
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

小
原
生
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

伊
東
碩
子

素
謡
（
喜
多
流
・
北
上
）

　
　
　
　
　
シ
テ 

熊
谷　

保 　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
高
橋　

敏

　

紅
葉
狩　
ワ
キ 

齋
藤　

伸 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野
勇
治

仕
舞
（
宝
生
流
・
宮
古
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

勤

　

八
島　

佐
香
秀
彦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
相
澤　

努

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
健
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
原　

登

素
謡
（
宝
生
流
・
水
沢
）

　
　
　
　
　
シ
テ 

阿
部　

勝 　
　
　
　
　
　
　
　
　

（地）
菅
原
哲
子

　

鵜
飼　
　
ワ
キ 

小
野
寺
正
美 　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
崎
眞
平

　
　
　
　
　
ワ
キ
ツ
レ 

小
野
慧
子

　

附
祝
言

《
講
評
》　
能
楽
部
門
「
謡
と
仕
舞
の
会
」
は
11
月
５
日
㈰
午
前
11
時

か
ら
岩
手
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
三
流
儀
（
観
世
流
、
宝

生
流
、
観
世
・
喜
多
流
）
の
出
演
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

　

番
組
は
前
掲
の
と
お
り
素
謡
11
番
、
連
吟
３
番
、
仕
舞
18
番
、
連

調
１
番
、
計
33
番
（
昨
年
27
番
）、
出
演
者
数
２
１
９
名
（
昨
年
度

２
０
２
名
）、
曲
目
・
出
演
者
と
も
昨
年
度
を
上
回
っ
た
。

　

番
組
は
、
今
回
当
番
幹
事
の
喜
多
流
素
謡
「
金
札
」（
桓
武
天
皇

の
勅
使
が
伏
見
に
赴
く
と
天
か
ら
金
札
が
降
っ
て
く
る
。
天
下
泰
平

を
祝
う
。）
か
ら
始
ま
り
、
仕
舞
、
連
吟
、
連
調
と
進
行
し
た
。

　

前
半
中
ほ
ど
に
、
岩
手
芸
術
祭
第
70
回
記
念
祝
言
小
謡
、
各
流
儀

に
よ
る
連
吟
と
な
り
、
観
世
流
は
「
高
砂
」（
天
下
泰
平
）、
続
い
て

宝
生
流
「
難
波
」（
天
下
泰
平
）、
喜
多
流
「
養
老
」（
不
老
長
寿
）

の
３
番
を
披
露
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
常
連
出
演
と
な
っ
た
キ
ン
ダ
ー
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
組
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30
名
全
員
に
よ
る
仕
舞
「
老
松
」（
天
神
の
末
社
と
な
っ
た
老
松
の

重
厚
な
舞
）・「
羽
衣
」（
天
女
の
舞
）
が
登
場
し
、
舞
台
一
杯
に
堂
々

と
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
屈
託
の
な
い
真
剣
な
謡
と
舞
は
、
客
席
か
ら

感
心
さ
と
可
愛
さ
か
ら
笑
み
も
こ
ぼ
れ
た
。

　

後
半
、
仕
舞
と
素
謡
を
ほ
ぼ
交
互
に
展
開
し
た
が
、
第
70
回
記
念

と
し
て
喜
多
流
（
盛
岡
・
一
関
）
に
よ
る
連
調
「
月
宮
殿
」
は
、
囃

子
方
の
迫
力
あ
る
拍
子
と
地
謡
と
の
絶
妙
な
演
奏
で
、
華
や
か
さ
も

加
わ
り
、
舞
台
映
え
が
し
て
こ
の
「
謡
と
仕
舞
の
会
」
の
全
般
を
引

き
締
め
た
。

　

最
後
は
来
年
度
当
番
幹
事
の

宝
生
流
（
水
沢
）
に
よ
る
素
謡

「
鵜
飼
」（
殺
生
の
面
白
さ
に
取

り
付
か
れ
て
し
ま
っ
た
人
間
の

業
の
か
た
ち
。）
に
附
け
祝
言

で
、
め
で
た
く
こ
の
会
を
納
め

た
。

　

出
演
者
全
般
に
わ
た
っ
て
、

高
齢
化
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、

各
流
儀
と
も
稽
古
を
重
ね
た
努

力
に
よ
っ
て
、
観
客
に
能
楽
の

一
端
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
た

も
の
と
想
わ
れ
た
。

　

終
わ
り
に
10
月
半
ば
、
北
上
市
内
の
高
校
で
「
能
楽
鑑
賞
体
験
学

習
」
を
行
っ
た
流
儀
が
あ
り
、
生
徒
か
ら
は
「
能
楽
は
思
っ
た
よ
り

も
楽
し
く
面
白
か
っ
た
。」
と
の
総
合
感
想
が
あ
っ
た
由
。
秘
め
ら

れ
た
能
楽
の
魅
力
を
幅
広
く
伝
え
て
い
く
こ
と
の
努
力
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
岩
手
芸
術
祭
の
更
な
る
発
展
を
願
う
。

（
工
藤
長
彦
記
）

▽
実
行
委
員　
菊
池
昭
二
・
佐
野
剛
章

邦　
楽�　
邦
楽
の
つ
ど
い　
11
月
12
日
㈰　

午
後
１
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル

演
奏
番
組　

○
…
タ
テ

寿
二
会

嘉
声
会

糸
音
会

　

長
唄　

鶴
亀

舞
台
面　

三
味
線

　

 

上 

福
士
幸
雄

　

村
田
知
左

　

木
内
佑
佳

　

久
光
牧
子

　

松
岡
裕
子

▶
能
楽

　

松
木
祐
貴
子

○
杵
屋
松
紀
三

　

鈴
木
結
葵

　

菊
池
歌
奈

　

森
田
ゆ
か
り

　

橘　

麻
子

　

平
田
光
子

　
　
　
　

唄

　
　
　

杉
下
佳
奈
子

　
　
　

白
築
真
夏

　
　
　

杵
屋
寿
々
福

　
　
　

杵
屋
勝
由
紀
寿

　
　
　

岸
浪
昭
子

　
　
　

杵
屋
勝
は
る
寿

　
　

○
杵
屋
寿
二

　
　
　

杵
屋
勝
寿
重

　
　
　

杵
屋
勝
友
可

　
　
　

杵
屋
寿
慧

　
　
　

藤
村
知
子

　
　
　

中
村
純
子

　
　
　

谷
地
と
も
子

　
　
　

渡
邊
祐
子

　
　
　
　

唄

　
　
　

高
橋
真
栄

　
　
　

廣
澤
俊
子

　
　
　

稀
音
家
六
貞
華

　
　
　

稀
音
家
六
貞
鳳

　
　

○
稀
音
家
六
田
嘉

　
　
　

稀
音
家
六
貞
帆

　
　
　

玉
澤
ヒ
ナ

　
　
　

鎌
田
聡
子

寿
二
会

　

長
唄　

末
広
狩

　
　
　
　

唄

　
　

○
岸
浪
昭
子

　
　
　

杵
屋
寿
々
福

　
　
　

杵
屋
寿
二

　
　
　

杵
屋
勝
由
紀
寿

　
　
　
　

三
味
線

　
　

○
白
築
真
夏

　
　
　

杵
屋
勝
菊
可

　
　
　

杉
下
佳
奈
子

　
　
　

中
村
純
子
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糸
音
会

　

長
唄　

蓬
莱

　
　
　
　

唄

　
　

○
杵
屋
喜
太
郎

　
　
　

杵
屋
正
則

　
　
　
　

三
味
線

　
　

○
姉
歯
和
子

　
　
　

松
本
祐
貴
子

　
　
　

長
野
真
琴

　
　
　

林　

寛

　
　
　

杵
屋
松
紀
三

嘉
声
会

　

長
唄　

角
兵
衛

　
　

○
稀
音
家
六
貞
華

　
　
　

玉
澤
ヒ
ナ

　
　
　

稀
音
家
六
田
嘉

　
　
　

谷
地
も
と
子

　
　
　

鎌
田
聡
子

　
　
　

高
橋
真
栄

　
　
　
　

三
味
線

　
　

○
稀
音
家
六
貞
帆

　
　
　

福
士
幸
雄

　
　
　

稀
音
家
六
貞
寿

　
　
　

稀
音
家
六
貞
鳳

寿
二
会

　

長
唄　

五
條
橋

　
　
　
　

唄

　
　

○
杵
屋
勝
由
紀
寿

　
　
　

杵
屋
寿
二

　
　
　

杵
屋
寿
々
福

　
　
　
　

三
味
線

　
　

○
藤
村
知
子

　
　
　

杵
屋
勝
友
可

　
　
　

中
村
純
子

糸
音
会

　

長
唄　

菖
蒲
浴
衣

　
　
　
　

唄

　
　

○
杵
屋
喜
太
郎

　
　
　

杵
屋
正
則

　
　
　
　

三
味
線

　
　

○
松
岡
裕
子

　
　
　

平
田
光
子

　
　
　

村
田
知
左

　
　
　

橘　

麻
子

　
　
　

久
光
牧
子

　
　
　

木
内
佑
佳

　
　
　

杵
屋
松
紀
三

常
磐
津
文
字
会

　

長
唄　

岸
漣
漪
常
磐
松
島

　
　
　
　

浄
瑠
璃

　
　

○
佐
藤
礼
奈

　
　
　

藤
村
知
子

　
　
　
　

三
味
線

　
　

○
常
磐
津
治
衛

　
　
　

常
磐
津
紫
緒

糸
音
会

　

長
唄　

元
禄
花
見
踊

　
　
　
　

唄

　
　

○
杵
屋
喜
太
郎

　
　
　

杵
屋
正
則

　
　
　
　

三
味
線

　
　

○
鈴
木
結
葵

　
　
　

菊
池
歌
奈

　
　
　

杵
屋
松
紀
三

寿
二
会

　

長
唄　

時
雨
西
行

　
　
　
　

唄

　
　

○
杵
屋
勝
寿
重

　
　
　

杵
屋
勝
友
可

　
　
　

藤
村
知
子

　
　
　

杵
屋
寿
二

　
　
　

杵
屋
寿
慧

　
　
　
　

三
味
線

　
　

○
杵
屋
勝
は
る
寿

　
　
　

岸
浪
昭
子

　
　
　

杵
屋
寿
々
福

　

 

上 

杵
屋
勝
菊
可

嘉
声
会

　

長
唄　

犬
神

　
　
　
　

唄

　
　

○
福
士
幸
雄

　
　
　

稀
音
家
六
貞
帆

　
　
　

廣
澤
俊
子

　
　
　

稀
音
家
六
貞
鳳

　
　
　
　

三
味
線

　
　

○
稀
音
家
六
田
嘉

　
　
　

渡
邊
祐
子

　
　
　

稀
音
家
六
貞
華
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高
橋
真
栄

常
磐
津
文
字
会

　

長
唄　

戻
橋
恋
の
角
文
字

　
　
　
　

浄
瑠
璃

　
　

○
常
磐
津
て
る
衛

　
　
　

常
磐
津
洋
志
衛

　
　
　

岸
浪
昭
子

　
　
　

室
岡
提
子

　
　
　
　

三
味
線

　
　

○
常
磐
津
治
衛

　
　
　

常
磐
津
紫
緒

《
講
評
》　
第
70
回
岩
手
芸
術
祭
参
加
「
邦
楽
の
つ
ど
い
」
は
、『
未

来
を
彩
る　

岩
手
の
芸
術　

み
ん
な
で
刻
も
う　

新
た
な
歴
史
』
を

テ
ー
マ
に
し
て
、
11
月
12
日
㈰
午
後
１
時
よ
り
岩
手
県
民
会
館
中
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
午
前
中
は
良
い
天
候
と
温
か

な
陽
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
新
た
に
加
入
し
た
糸
音
会

（
会
主
は
杵
屋
松
紀
三
師
）
の
出
演
も
い
た
だ
き
ま
し
て
、
番
組
数

が
多
く
な
り
、
ま
た
若
い
お
弟
子
さ
ん
が
見
事
な
演
奏
を
披
露
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
て
、
会
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は

お
忙
し
い
な
か
多
く
の
皆
さ
ま
が
会
場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
演
奏
を
聞
い
て
い

た
だ
き
ま
し
て
、
当
日
は
華
や

か
な
中
に
も
厳
か
で
緊
張
感
と

活
気
の
あ
る
演
奏
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

舞
台
は
、
ま
ず
寿
二
会
・
嘉

声
会
・
糸
音
会
に
よ
る
34
名
の

合
同
ス
テ
ー
ジ
長
唄
「
鶴
亀
」

で
荘
重
な
中
に
も
優
美
か
つ
華

や
か
な
雰
囲
気
で
始
ま
り
ま
し

た
。
有
名
な
番
組
で
も
あ
り
会

場
の
皆
様
も
聴
き
入
り
、
素
晴

ら
し
い
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
よ

く
出
て
お
り
、
私
た
ち
自
身
が

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
演
奏
会
は
、
そ
の
他
に
寿
二
会
に
よ
る

長
唄
「
末
広
狩
」「
五
條
橋
」「
時
雨
西
行
」、嘉
声
会
に
よ
る
長
唄
「
角

兵
衛
」「
犬
神
」、
糸
音
会
に
よ
る
長
唄
「
蓬
莱
」「
菖
蒲
浴
衣
」「
元

禄
花
見
踊
」、
そ
し
て
常
磐
津
文
字
会
に
よ
る
常
磐
津
「
岸
漣
漪
常

磐
松
島
」「
戻
橋
恋
の
角
文
字
」
を
そ
れ
ぞ
れ
演
奏
し
、
い
ず
れ
の

社
中
も
そ
の
物
語
や
情
景
・
心
情
な
ど
に
迫
り
、
そ
し
て
内
容
に
引

き
込
ま
れ
る
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
い
た
し
ま
し
た
。
演
奏
会
は

最
後
ま
で
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
る
会
場
の
皆
様
の
支
え
を
い

◀
邦
楽

た
だ
き
な
が
ら
、
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

会
員
一
人
一
人
は
、
本
演
奏
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
来
年

度
の
「
邦
楽
の
つ
ど
い
」
に
向
け
て
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た

演
奏
が
披
露
で
き
る
よ
う
、
ま
た
多
く
の
皆
様
方
に
ご
来
場
い
た
だ

け
る
よ
う
、
さ
ら
に
精
進
と
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
を
新

た
に
し
て
稽
古
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
文
責　
岩
手
邦
楽
協
会　
会
長 　
福
士　
幸
雄
）

▽
実
行
委
員　
福
士
幸
雄　

室
岡
提
子

茶　
道�　
茶
会　
10
月
１
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
市
中
央
公
民
館

　
　
一
席　
広　
間

煎
茶
道
三
彩
流
岩
手
支
部
彩
茗
会

　
　
　
　

主　

吉　

田　

望　

峰

　
　
　

寄　

付

掛
物　
　

山
中
茶
遊
図　
　
　
　
　
　
　

馬
骨
子
才
林

盛
物　
　

秋
山
香
趣

　
　
　

本　

席

　

幅　
　

蓬
来
会　
　
　
　
　
　

黄
檗　

亘
令
興
宗

　

花　
　

百
事
同
室

花
入　
　

南
蛮
手　
　
　
　
　
　

三
代　

三
浦
竹
泉

床
飾　
　

黄
楊
如
意　
　
　
　
　
　
　
　

時
代

　
　
　
　

文
房
四
宝　
　
　
　
　
　
　
　

唐
物
他

炉
屏　
　

山
水
画　
　
　
　
　
　

画　
　

馬
骨
子
才
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
物
師　

誠
雲

香
合　
　

結
び　
　
　
　
　
　
　

初
代　

大
丸
北
峰

器
局　
　

桐　
　
　
　
　
　
　
　

書　
　

行
朗
仁
傳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

画　
　

田
能
村
直
外

涼
炉　
　

霊
芝
風
門　
　
　
　
　
　
　
　

三
国
丹
祐

ボ
ー
フ
ラ　

紅
安
南　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
太
仙

瓶
敷　
　

竹
編　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
龍
斉

茶
心
壺　

祥
瑞
童
子
遊
図　
　
　

五
代　

三
浦
竹
泉

茶
合　
　

仏
手
柑　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
置
玉
泉

急
須　
　

着
彩
花
卉
図　
　
　
　
　
　
　

三
浦
篤

茶
碗　
　

王
義
之
の
図　
　
　
　

三
代　

三
浦
竹
泉

　

替　
　

花
鳥
紋　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
篤

茶
托　
　

木
瓜
型　
　
　
　
　
　

二
代　

松
下
喜
山

水
注　
　

紅
着
彩
龍
紋　
　
　
　
　
　
　

三
浦
竹
軒

巾
筒　
　

御
手
本　
　
　
　
　
　
　
　
　

伸

落
葉
壺　

海
鼠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

唐
物

鳥
府　
　

六
角
高
台　
　
　
　
　

三
代　

和
田
鱗
司

羽
箒　
　

鷲
（
塗
柄
）
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火
箸　
　

砡
頭
鉄
四
方　
　
　
　
　
　
　

成
古

菓
子
器　

寄
せ
木　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
指
喜
久
次

菓
子　
　

名
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
善
菓
子
舗

　

茶　
　

雲
上
の
碧　
　
　
　
　
　
　
　

よ
ろ
づ
園

　
　
二
席　
別
館
和
室
（
書
院
の
間
）

裏
千
家
淡
交
会
岩
手
支
部

　
　
　
　

主　

高　

野　

宗　

慶

　
　
　

寄　

付

床　
　

淡
々
斎
筆　

茶
碗
の
絵･･･
能
楽
鶴
亀
の
一
節

　
　
　

本　

席

床　
　

鵬
雲
斎
大
宗
匠
筆　

松
菊
萬
年
歓

花　
　

季
の
も
の

花
入　

竹
一
重　

銘　

庵
の
友　

鵬
雲
斎
大
宗
匠
在
判
箱　

正
玄
造

香
合　

宝
珠　

土
佐
光
貞
蒔
絵　

認
得
斉
在
判　

坐
忘
斎
家
元
箱

風
炉
先　

鵬
雲
斎
大
宗
匠
好　

渦
紋
腰　

紫
竹
堂
製

釜　
　

淡
々
好
松
地
紋　

千
歳
釜　

淡
々
斎
押
花
鋳
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西
十
四
代　

淨
中
造

風
炉　

唐
銅
松
透
切
合

長
板　

黒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

輪
島
塗

水
指　

新
渡
松
竹
梅
染
付　

太
鼓
胴　

坐
忘
斎
家
元
箱

薄
器　

独
楽
紋
香
次
棗　

利
休
三
百
五
十
年
忌
好　

淡
々
斎
在
判
箱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
代　

宗
哲
造

茶
杓　

坐
忘
斎
家
元
自
作　

銘　

松
聲

茶
碗　

赤
楽　

銘　

群
雲
坐
忘
斎
家
元
箱　

九
代　

了
入
造

　

替　

黄
瀬
戸　

鵬
雲
斎
大
宗
匠
箱　
　

貞
光
造

　

替　

紅
葉　

鵬
雲
斎
大
宗
匠
箱　
　
　

善
五
郎
造

　

蓋
置　

竹　

淡
々
斎
好
銀
杏
蒔
絵
在
判
箱　

一
双
の
内　

利
斉
造

　

建
水　

淡
々
斎
好　

唐
銅
口
糸
目　

大
西
十
四
代　

淨
中
造

茶　
　

坐
忘
斎
家
元
好　

長
久
の
白　
　

祇
園
辻
利
詰

菓
子　

吹
上
菊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
善
製

　

器　

波
蒔
絵
高
坏　

鵬
雲
斎
大
宗
匠
在
判
箱　

十
二
代　

宗
哲
造

煙
草
盆　

銀
閣
寺
古
材
ヲ
以
テ　

慈
照
寺
大
龍
和
尚
山
水
画　

不
賢

斉
造

火
入　

赤
毛
煙
草
葉
文　
　
　
　
　
　
　
　

デ
ル
フ
ト
製

　
　

三
席　
聖
風
閣

江
戸
千
家
岩
手
不
白
会

　
　
　
　

主　

星　

山　

宗　

淑

　
　
　

寄　

付

掛
物　
　
　

蔓
梅
も
ど
き　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
華
邨
画

　
　
　

本　

席

床　
　
　
　

千
秋
万
歳　

川
上
宗
雪
筆　
　
　
　

同
箱

　

花　
　
　

季
の
も
の

　

花
入　
　

朝
鮮
唐
津　
　
　
　
　
　
　

六
代　

真
清
水
蔵
六
作

　

香
合　
　

一
閑
張　

鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
ド
製

　

風
炉
先　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

逢
春
堂

  

釜　
　
　

菊
桐
透
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
積
正
一
造

風
炉　
　
　

独
楽
型

棚　
　
　
　

亀
甲
棚　

家
元
好

水
指　
　
　

仁
清
写　

菊
の
絵　
　
　
　
　
　
　

手
塚
石
雲
造

茶
器　
　
　

千
鳥
に
塩
釜
蒔
絵　
　
　
　
　
　
　

多
田
桂
寛
作

茶
碗　
　
　

朝
日
焼

　

替　
　
　

秋
草　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
代　

杉
田
祥
平
作

　

替
茶
杓　
　
　

銘　

お
み
な
え
し　

川
上
宗
雪
作　

同
箱

　

蓋
置　
　

六
瓢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
葛
香
斉
作

　

建
水　
　

曲
溜
塗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雅
孝
作

お
茶　
　
　

池
の
白　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
野
園
詰

菓
子　
　
　

初
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
善
製

器　
　
　
　

源
内
焼

　
　
　
　
　

青
磁

　
　

四
席　
大
会
議
室

表
千
家
同
門
会
岩
手
県
支
部

　
　
　
　

主　

大　

山　

宗　

華

　
　
　

寄　

付

掛
物　
　
　

色
紙　

み
の
り

　
　
　

本　

席

掛
物　
　
　

月
到　

千
家
靜　
　
　
　
　
　
　
　

即
中
斎

　
　
　
　
　

松
茸
の
絵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紅
雲

　

花
入　
　

耳
付

　

花　
　
　

季
の
も
の

香
合　
　
　

折
タ
メ
香
合　

而
妙
斎
箱　
　
　
　

漆
園
先

釜　
　
　
　

霰
釜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淨
元
作

水
指　
　
　

染
付
葡
萄　

真
葛
焼

　

即
中
斎
好
立
札
卓

茶
器　
　
　

孔
雀
蒔
絵
平
棗　

即
中
斎
箱　
　
　

近
左
作

茶
碗　
　
　

黒
楽　

銘　

宙　
　
　
　
　
　
　
　

了
入
作

　

替　
　
　

金
砂
子　

松
ノ
絵　

銘　

千
と
せ　

而
妙
斎
箱　

永
楽

造茶
杓　
　
　

即
中
斎
自
作　

銘　

渡
り
鳥　
　
　

共
筒
共
箱

　

建
水　
　

サ
ハ
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漆
園
作

　

蓋
置　
　

南
繚
七
宝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西
清
右
衛
門
作

菓
子
器　
　

オ
ラ
ン
ダ
写　

六
角
食
籠

　

菓
子　
　

豊
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
芳

茶　
　
　
　

小
倉
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
園
詰

莨
盆　
　
　

粒
足
莨
盆　

而
妙
斎
書
付　
　
　
　

漆
園
作
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火
入　
　

而
妙
斎
好　

真
葛
焼

　

莨
入　
　

人
形
手
模
様
煙
草
入　
　
　
　
　
　

近
左
作

　
　

五
席　
新
館
和
室

武
者
小
路
千
家
岩
手
官
休
会

　
　
　
　

主　

武　

田　

守　

榮

　
　
　

寄　

付

掛
物　
　
　

農
家
秋
草
景
色
図　

吉
川
保
正
筆

　
　
　

本　

席

床　
　
　
　

清
水
森
清
範
貫
主
筆　

和

花
入　
　
　

手
付
か
ご　

唐
物

　

花　
　
　
　

と
き
の
も
の

香
合　
　
　

し
か　

不
徹
斎
在
判　
　
　
　
　
　

雅
峯
造

釜　
　
　
　

真
形　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
典
造

　

風
炉　
　
　

唐
銅　

朝
鮮

　

先　
　
　
　

結
界

水
指　
　
　

萩
燒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

康
起
造

　

棚　
　
　
　

澤
瀉
棚　

不
徹
斎
在
判　
　
　
　

雅
峯
造

茶
器　
　
　

秋
草
蒔
絵

茶
碗　
　
　

赤　

木
守
写　

有
隣
斎
箱　
　
　
　

長
楽
造

　

替　
　
　

仁
清
写
蔦
の
絵　
　
　
　
　
　
　
　

秋
峯
造

茶
杓　

宙
宝
松
月
作　

銘
む
し　

小
堀
卓
厳
箱

蓋
置　

菊
透
し　

有
隣
斎
箱　
　
　
　
　
　
　
　

理
平
造

　

建
水　

砂
張

菓
子　

山
粧
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
丸
屋
製

　

器　
　

染
付
鉢

《
講
評
》　
昨
日
の
雨
も
上
が
り
、
肌
寒
い
朝
で
し
た
が
、
受
付
開
始

30
分
前
に
は
、
沢
山
の
お
客
様
が
お
待
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
10
月
１
日
、
70
回
の
節
目
の
岩
手
芸
術
祭
茶
会
が
、
華

や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
席

主
の
方
々
も
ス
ム
ー
ズ
に
い
く

よ
う
に
、
一
生
懸
命
に
席
を
改

め
、
お
湯
の
沸
き
具
合
を
確
認

し
、
啓
席
９
時
半
前
に
、
お
客

様
に
お
は
か
り
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
。
公
民
館
の
館
長
様

は
じ
め
、
職
員
の
方
々
が
、
一

生
懸
命
に
車
の
誘
導
を
し
て
く

だ
さ
り
、
遠
く
か
ら
い
ら
し
た

方
々
も
ス
ム
ー
ズ
に
駐
車
で
き

た
こ
と
を
喜
ん
で
お
り
ま
し

た
。
本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い

で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

▶
茶
道

ま
す
。

　

茶
席
は
５
席
あ
り
ま
す
。
全
席
廻
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
が
、

席
主
さ
ん
の
思
い
を
感
じ
つ
つ
、
貴
重
な
時
間
を
上
手
に
使
い
、
お

席
を
廻
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
又
、
待
っ
て
い
る
間
、
一
期

一
会
一
期
一
会
で
初
め
て
お
逢
い
し
た
方
々
と
話
が
弾
み
、
待
ち
時

間
を
忘
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
し
た
。

　

伝
統
あ
る
こ
の
公
民
館
で
茶
会
が
で
き
る
こ
と
は
席
主
と
し
て
光

栄
に
思
い
ま
す
。

　

日
本
伝
統
文
化
の
茶
道
を
も
っ
と
若
い
方
々
に
広
め
、
こ
の
公
民

館
の
醍
醐
味
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

７
０
０
名
か
ら
の
お
客
様
を
迎
え
る
席
主
さ
ん
、
そ
れ
を
陰
か
ら

支
え
、
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
苦
労
は
大
変
な
こ
と
で
す

が
、
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
気
持
ち
よ
く
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と

の
で
き
た
こ
に
感
謝
し
て
終
わ
っ
た
茶
会
で
し
た
。

（
星
山
宗
淑
）

実
行
委
員
＝
鈴
木
宗
基
・
平
野
宗
蕙

華　
道�　
華
道
展　
（
前
期
）
９
月
１
日
㈮
・
２
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
期
）
９
月
３
日
㈰
・
４
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館 

第
１
展
示
室
・
第
２
展
示
室

○
迎
え
花　
猿
子
滋
苑

○
岩
手
華
道
協
会
創
立
70
周
年
記
念
各
流
大
作　
１
青
山
流　

古
典

華　

２
池
坊　

秋
澄
む　

３
花
芸
安
達
流　

未
来　

４
梶
井
宮
御
流　

秋
へ
の
粧
い　

５
松
風
花
道
会　

希
望　

６
清
泉
古
流　

爽
秋　

秋

の
は
じ
ま
り　

７
小
原
流　

雅　

８
青
山
御
流　

清
麗　

９
草
月
流　

花
は
、
私
に
な
る
。　

10
龍
生
派　

Cosm
ic Flow

er  

11
櫻
花
遠

州
流　

長
月

○
学
生
コ
ー
ナ
ー

▽
前
期　
橋
本
珠
江（
太
田
東
小
３
）　

橋
本
恵
太
郎（
太
田
東
小
６
）　

八
重
樫
に
こ
ら
（
見
前
小
６
）　

野
崎
愛
菜
（
河
南
中
２
）　

井
上
紗

華
（
盛
岡
白
百
合
学
園
高
２
）　

平
賀　

結
（
岩
手
女
子
高
２
）　

福

士
愛
由
夢
（
岩
手
女
子
高
２
）　

白
澤
瑠
奈
（
盛
岡
第
二
高
３
）　

髙

橋
千
寛
（
江
南
義
塾
盛
岡
高
３
）　

舘
石
さ
つ
き
（
盛
岡
二
高
３
）　

藤
原
な
な
香
（
江
南
義
塾
盛
岡
高
３
）

▽
後
期　
小
林
沙
穂
（
桜
城
小
４
）　

小
林
瑠
穂
（
桜
城
小
４
）　

鈴

木
芭
奈（
上
田
小
５
）　

古
川
心
優（
上
田
小
５
）　

小
野
寺
七
海（
上

田
小
６
）　

小
山
倫
佳
（
岩
大
附
属
小
６
）　

佐
々
木
凰
樺
（
津
志
田

小
６
）　

勝
呂
佳
乃
子
（
津
志
田
小
６
）　

高
橋
由
菜
（
上
田
小
６
）　

宮
崎
理
奈
子
（
上
田
小
６
）　

目
時
麻
央
（
上
田
小
６
）　

山
本
遙
菜

（
津
志
田
小
６
）　

川
村　

徹（
松
園
中
２
）　

外
舘
咲
子（
大
宮
中
３
）　

山
本
綾
乃
（
黒
石
野
中
３
）　

川
村
華
恋
（
盛
岡
白
百
合
学
園
高
１
）

▽
前
期
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〈
青
山
流
〉　
吉
田
朋
雅　

工
藤
華
交　

勝
又
華
泉

〈
池
坊
〉　
小
原
紫
芳　

菊
谷
華
光　

佐
藤
春
陽　

髙
橋
佳
光　

髙
橋

翠
風　

髙
橋
豊
嶺　

田
口
芳
秀　

谷
藤
桂
芳　

千
葉
幸
園　

野
中
泰

華　

八
戸
春
水　

本
間
愛
香　

松
尾
啓
芳　

村
井
藤
月　

森
田
朋
月　

山
下
恵
風　

山
崎
政
華　

高
橋
満
華　

駒
米
桐
華　

小
原
信
峰

〈
櫻
花
遠
州
流
〉　
田
川
尚
雅　

高
橋
尚
美　

遠
藤
尚
喜

〈
小
原
流
〉　
小
原
宏
華　

小
笠
原
豊
香　

松
田
萌
花　

藤
森
映
肖　

岩
野
恵
華　

新
里
芳
洋　

中
田
豊
彩　

佐
々
木
光
照　

伊
藤
峰
穂　

小
野
寺
幸
園　

島
崎
修
華　

金　

春
翠　

金
野
豊
雅　

一
戸
一
苑　

河
東
田
豊
繁　

武
原
竜
波　

大
平
秀
湖　

白
井
豊
美　

柏
原
豊
洋

〈
花
芸
安
達
流
〉　
田
中
創
曈　

須
藤
佑
曈　

菊
池
水
曈

〈
梶
井
宮
御
流
〉　
中
村
素
瑠　

中
村
素
葉　

佐
藤
瑠
花

〈
松
風
花
道
会
〉　
髙
橋
京
水　

佐
藤
悦
水　

渡
辺
美
水　

堂
前
鋭
水　

菊
池
颯
水　

伊
藤
京
水　

菅
野
信
水

〈
青
山
御
流
〉　
武
田
栄
邨　

小
原
光
衛　

晴
山
伶
雅　

桂　

静
雅　

伊
山
光
雅　

本
川
公
雅　

小
林
友
雅

〈
清
泉
古
流
〉　
高
橋
一
松　

大
内
一
優　

安
倍
一
慶

〈
草
月
流
〉　
小
田
島
峰
泉　

鈴
木
交
川　

山
口
晴
汀　

胡
口
美
楓　

豊
嶋
妙
香　

髙
橋
雪
鈴　

山
本
雪
苑　

西
山
紅
順　

岩
館
香
永　

高

城
芳
香　

佛
川
和
交　

浅
沼
華
春　

阿
部
裕
珀　

大
森
和
舟　

種
市

交
春　

齋
藤
幸
絹　

中
川
季
香　

吉
田
清
泉　

渡
辺
雅
仙

〈
龍
生
派
〉　
小
野
寺
東
石　

熊
谷
紀
光　

三
浦
翠
光　

菊
池
泰
鳳　

瀬
川
香
寿　

鈴
木
一
水　

佐
藤
鏡
海　

野
沢
素
光　

宮　

鳳
秀　

畠

山
景
華

▽
後
期

〈
青
山
流
〉　
昆　

啓
雅　

菊
池
紅
雅　

武
田
純
雅

〈
池
坊
〉　
田
口
冨
月　

六
本
木
風
香　

小
原
靜
光　

藤
島
玉
風　

佐

藤
竹
幸　

木
村
華
鈴　

小
林
翠
雲

山
内
亮
香　

大
日
向
香
玉　

髙
橋
圭
月　

小
原
華
芳　

佐
藤
弘
竹　

宮
本
幸
草　

中
村
直
峰　

細
田
芳
節　

千
葉
窓
翠　

山
影
喜
香　

相

田
恵
草　

大
澤
加
祥　

大
川
紫
陽

〈
櫻
花
遠
州
流
〉　
澤
田
里
律　

熊
谷
尚
玉　

井
上
喜
勝

〈
小
原
流
〉　
吉
田
華
千　

阿
部
豊
翠　

佐
藤
翠
裕　

横
川
豊
月　

藤

村
一
花　

箱
崎
一
珠　

海
老
豊
洋　

一
井
綾
華　

土
橋
豊
静　

竹
林

弘
苑　

仲
村
鴻
洋　

工
藤
一
香　

久
保
鳳
仙　

藤
原
枝
光　

小
笠
原

一
泉　

藤
村
豊
花　

小
山
田
光
容　

村
山
繚
華　

宮
崎
尚
子

〈
花
芸
安
達
流
〉　
田
中
眞
曈　

浅
沼
育
曈　

永
野
優
曈

〈
梶
井
宮
御
流
〉　
西
郷
時
峰　

伊
五
澤
瑠
京　

長
内
瑠
政

〈
松
風
花
道
会
〉　
玉
山
光
水　

藤
原
綾
水　

古
舘
喜
水　

赤
迫
美
水　

瀬
川
敏
水　

鈴
木
智
水

〈
青
山
御
流
〉　
桂　

生
陽　

中
河
原
恵
雅　

工
藤
律
雅　

滝
田
晃
雅　

守
屋
和
雅　

谷
藤
実
雅　

三
本
京
雅

〈
清
泉
古
流
〉　
高
橋
一
恵　

三
浦
一
美　

金
子
一
郁

〈
草
月
流
〉　
上
田
光
峰　

山
本
智
揚　

亀
井
星
雅　

髙
橋
真
苑　

柴

内
千
雅　

黒
川
一
晴　

村
上
翠
華　

吉
田
正
香　

古
澤
恵
峰　

佐
々

木
葉
映　

佐
々
木
豊
苑　

森　

枝
幸　

千
田
芳
琴　

猪
狩
華
泉　

岩

舩
千
澄　

伊
藤
香
陽　

水
原
香
庭　

伊
藤
恵
芳　

吉
田
交
麗

〈
龍
生
派
〉　
千
葉
桂
光　

千
葉
麗
沙　

伊
藤
華
水　

佐
藤
光
風　

伊

藤
良
洋　

大
村
眞
鏡　

渋
谷
渓
翠　

佐
藤
賀
仙　

畠
山
華
洋　

髙
橋

華
杏

《
講
評
》　
岩
手
県
民
会
館
第
１
・
第
２
展
示
室
に
て
、
第
70
回
岩
手

芸
術
祭
華
道
展
が
「
未
来
を
彩

る
岩
手
の
芸
術　

み
ん
な
で

刻
も
う　

新
た
な
歴
史
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
期
は
９
月
１
日
（
金
）・
２

日
（
土
）、
後
期
は
９
月
３
日

（
日
）・
４
日
（
月
）
の
日
程
で

秋
の
季
節
を
謳
い
あ
げ
ま
し

た
。

　

岩
手
華
道
協
会
創
立
70
周

年
の
記
念
す
べ
き
華
道
で
し

た
の
で
、
公
益
財
団
法
人
岩
手

県
文
化
振
興
事
業
団
理
事
長
、

菅
野
洋
樹
様
、
岩
手
県
芸
術
文

化
協
会
会
長
、
柴
田
和
子
様
、
株
式
会
社
岩
手
日
報
社
代
表
取
締
社

長
、
東
根
千
万
億
様
を
お
招
き
し
て
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
11
流
派
の
大
作
、
選
抜
作
家
達
の
作
品
前
後
期

併
せ
て
１
９
４
作
、
学
生
達
の
作
品
27
作
等
、
彩
り
豊
か
に
展
示
し

て
見
応
え
の
あ
る
華
道
展
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
場
者
も
例
年
よ
り
８
０
０
名
も
多
く
、
２
７
２
７
名
で
し
た
。

伝
統
的
で
格
調
高
い
作
品
か
ら
現
代
的
な
造
形
作
品
、
子
供
達
の
可

愛
ら
し
い
作
品
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
一
同
技
術
研
鑚
に
励
み
、
よ
り
良
い
作
品
を
発

表
し
て
日
本
の
伝
統
文
化
の
い
け
ば
な
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
原
宏
華
）

吟
詠
剣
詩
舞
道�　
吟
詠
剣
詩
舞
道
祭

　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
29
日
㈰　

午
前
10
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　
　

第
１
部
（
幼
少
年
・
青
年
）

１　

春
望　
　
　
　
　
　
　

杜
甫　
　
　
　

陸
中
岳
風
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
荻
学
童
ク
ラ
ブ

　
　

室
根
山
を
詠
ず　
　
　

芦　

東
山

２　

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ　
　
　

宮
沢
賢
治　
　

陸
中
岳
風
会

▶
華
道
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一
関
市
立
油
島
小
学
校

　
　
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
よ
り
「
平
泉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芭
蕉

３　

山
中
月　
　
　
　
　
　

真　

山
民　
　

錦
城
流
盛
岡
支
部

４　

児
島
高
徳　
　
　
　
　

斎
藤
藍
物　
　

錦
城
流
盛
岡
支
部

５　

九
月
十
三
夜　
　
　
　

上
杉
謙
信　
　

岩
手
岳
風
会

６　

偶
成　
　
　
　
　
　
　

朱
熹　
　
　
　

岩
手
岳
風
会

第
２
部
（
一
般
合
吟
・
剣
詩
舞
）

７　

宝
船　
　
　
　
　
　
　

藤
野
君
山　
　

県
総
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
（
舞
）
吟
舞
菊
水
流
菊
妙
会

８　

桜
花
の
詞　
　
　
　
　

逸
名　
　
　
　

県
総
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
道
翠
紫
流
稀
翠
会

９　

や
は
ら
か
に　
　
　
　

石
川
啄
木　
　

岩
手
岳
風
会

10　

大
楠
公　
　
　
　
　
　

徳
川
斉
昭　
　

県
総
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
菊
水
流
菊
妙
会

11　

七
尾
城　
　
　
　
　
　

上
杉
謙
信　
　

県
総
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
道
翠
紫
流
稀
翠
会

12　

肥
後
陣
中
の
作　
　
　

山
田
空
斎　
　

陸
中
岳
風
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
菊
水
流
菊
妙
会

13　

生
田
に
宿
す　
　
　
　

菅　

茶
山　
　

県
総
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
菊
水
流
菊
妙
会

14　

新
天
草
洋　
　
　
　
　

藤
野
君
山　
　

県
総
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
道
翠
紫
流
稀
翠
会

15　

祝
賀
の
詞　
　
　
　
　

河
野
天
籟　
　

陸
中
岳
風
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
菊
水
流
菊
妙
会

16　

福
寿
の
詩　
　
　
　
　

木
村
岳
風　
　

県
総
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
道
翠
紫
流
稀
翠
会

17　

室
根
山
に
登
る　
　
　

芦　

東
山　
　

陸
中
岳
風
会

18　

名
槍
日
本
号　
　
　
　

松
口
月
城　
　

県
総
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
道
翠
紫
流
稀
翠
会

19　

山
房
春
事　
　
　
　
　

岑
参　
　
　
　

朝
翠
流
岩
手
朝
翠
会

20　

九
段
の
桜　
　
　
　
　

本
宮
三
香　
　

県
総
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
道
翠
紫
流
稀
翠
会

21　

桂
林
荘
雑
詠
諸
生
に
示
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
瀬
淡
窓　
　

岩
手
岳
風
会

22　

武
野
の
晴
月　
　
　
　

林　

羅
山　
　

県
総
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
舞
）
吟
舞
道
翠
紫
流
稀
翠
会

23　
［
舞
］
祝
言
の
譜
（
テ
ー
プ
）　　
　
　

か
す
み
会

24　
［
舞
］
武
田
武
士
（
テ
ー
プ
）　　
　
　

吟
舞
道
翠
紫
流
稀
翠
会

第
３
部
（
寿
の
部
）

25　

静
夜
思　
　
　
　
　
　

李
白　
　
　
　

岩
手
岳
風
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
桐
岳

26　

楓
橋
夜
泊　
　
　
　
　

張
繼　
　
　
　

県
総
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
岳
晃

27　

岩
手
富
士　
　
　
　
　

渡
辺
吟
神
（
石
川
啄
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
総
連　

伊
藤
樹
岳

特
別
企
画

１　

マ
ン
ド
リ
ン
と
詩
吟
の
共
演

　
　

春
ま
だ
浅
く　
　
　
　

石
川
啄
木

　
　
　
　
　

 

〔
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
〕
岩
手
県
立
盛
岡
第
二
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
部

　
　
　
　
　

 

〔
吟
〕
県
総
連

２　

立
体
書
画
吟
詠

　
　

四
時　
　
　
　
　
　
　

陶
潜

　
　
　
　
　

 

〔
吟
〕〔
揮
毫
〕〔
絵
画
〕
県
総
連

第
４
部
（
合
吟
）

28　

城
山　
　
　
　
　
　
　

西　

道
仙　
　

陸
中
岳
風
会

29　

桂
林
荘
雑
詠
諸
生
に
示
す　

広
瀬
淡
窓　

岩
手
岳
風
会

30　

諸
生
と
月
を
見
る　
　

中
江
藤
樹　
　

岩
手
朝
翠
会

31　

楊
柳
枝
詞　
　
　
　
　

劉　

禹
錫　
　

県
総
連

32　

逸
題　
　
　
　
　
　
　

山
内
容
堂　
　

朝
翠
流
源
鵬
吟
詠
会

33　

城
山　
　
　
　
　
　
　

西　

道
仙　
　

県
総
連

第
５
部
（
連
吟
）

34　

本
能
寺　
　
　
　
　
　

頼　

山
陽　
　

県
総
連

35　

彰
義
隊　
　
　
　
　
　

向
山
黄
村　
　

陸
中
岳
風
会

36　

大
楠
公　
　
　
　
　
　

河
野
天
籟　
　

岩
手
朝
翠
会

37　

詩
仙
堂　
　
　
　
　
　

鈴
木
豹
軒　
　

県
総
連

38　

大
楠
公　
　
　
　
　
　

河
野
天
籟　
　

朝
翠
流
源
鵬
吟
詠
会

39　

山
中
の
月　
　
　
　
　

真　

山
民　
　

陸
中
岳
風
会

40　

失
題　
　
　
　
　
　
　

勝　

海
舟　
　

県
総
連

41　

静
御
前　
　
　
　
　
　

頼　

山
陽　
　

岩
手
岳
風
会

42　

祝
賀
の
詞　
　
　
　
　

河
野
天
籟　
　

岩
手
岳
風
会

第
６
部
（
推
薦
吟
）

43　

偶
感　
　
　
　
　
　
　

西
郷
南
洲　
　

陸
中
岳
風
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
野
樋
風

44　

峨
眉
山
月
歌　
　
　
　

李
白　
　
　
　

県
総
連　

宮
野
紫
岳

45　

み
吉
野
は　
　
　
　
　

藤
原
良
経　
　

陸
中
岳
風
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
牧
風

46　

事
に
感
ず　
　
　
　
　

于
濆　
　
　
　

県
総
連　

千
葉
紅
岳

47　

両
英
雄　
　
　
　
　
　

徳
富
蘇
峰　
　

朝
翠
流
源
鵬
吟
詠
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
田
む
つ
鵬

48　

山
行　
　
　
　
　
　
　

杜
牧　
　
　
　

岩
手
朝
翠
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺
哲
鵬

49　

み
づ
う
み
の　
　
　
　

李
白　
　
　
　

県
総
連　

小
野
妙
岳

50　

金
州
城
下
の
作　
　
　

乃
木
希
典　
　

県
総
連　

村
上
王
岳

51　

み
吉
野
は　
　
　
　
　

藤
原
良
経　
　

県
総
連　

目
澤
恵
岳
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52　

い
に
し
へ
の　
　
　
　

伊
勢
大
輔　
　

県
総
連　

太
田
櫻
岳

53　

出
塞
行　
　
　
　
　
　

王　

昌
齢　
　

県
総
連　

千
葉
江
岳

54　

江
南
の
春　
　
　
　
　

杜
牧　
　
　
　

岩
手
岳
風
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
仁
風

55　

城
山　
　
　
　
　
　
　

西　

道
仙　
　

岩
手
岳
風
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
野
定
岳

第
７
部
（
実
行
委
員
独
吟
）

56　

自
訟　
　
　
　
　
　
　

杉
浦
重
剛　
　

県
総
連　

吉
川
岳
弘

57　

峨
眉
山
月
歌　
　
　
　

李
白　
　
　
　

錦
城
流
盛
岡
支
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紺
野
城
盛

58　

厳
美
渓　
　
　
　
　
　

大
槻
荻
村　
　

陸
中
岳
風
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺
岳
蓉

59　

俳
句　

糸
瓜
三
題　
　

子
規　
　
　
　

県
総
連　

高
橋
岳
遥

60　

不
識
庵
機
山
を
撃
つ
の
図
に
題
す　

頼　

山
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
鵬
吟
詠
会
会
長　

安
保
榮
鵬

61　

厳
美
の
瀑　
　
　
　
　

佐
々
木
孝
吾　

岩
手
朝
翠
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
語
鵬

62　

大
楠
公　
　
　
　
　
　

徳
川
斉
昭　
　

岩
手
岳
風
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
渕
岳
洲

63　

詩
吟　
　
　
　
　
　
　

本
宮
三
渓　
　

陸
中
岳
風
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
岳
耕

64　

逸
題　
　
　
　
　
　
　

橋
本
左
内　
　

県
総
連
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
身
岳
元

《
講
評
》　
第
24
回
岩
手
県
吟
詠
剣
詩
舞
道
祭
は
、
平
成
29
年
10
月
29

日
（
日
曜
日
）、
岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
入
場
者
数 

９
５
０

人
（
会
員
７
５
０
人
・
幼
少
年
70
人
・
一
般
１
３
０
人
）
で
盛
大
に

行
わ
れ
た
。

　

午
前
10
時
の
開
会
式
は
、
舞
台
正
面
へ
の
修
礼
で
始
ま
り
、
会
場

全
員
の
国
家
斉
唱
と
開
会
の
辞
（
菅
原
水
成
副
実
行
委
員
長
）、
主

催
者
挨
拶
（
立
身
岳
元
実
行
委
員
長
）
に
引
き
続
き
、
参
加
者
全
員

に
よ
り
「
朗
詠
」（
陸
中
岳
風
会　

中
村
岳
雲　

先
導
）
の
大
合
吟

が
ホ
ー
ル
に
響
き
、
続
い
て
御
製
謹
詠
（
立
身
岳
元
実
行
委
員
長
）

が
行
わ
れ
、
吟
詠
発
表
に
入
っ
た
。

　

第
１
部
の
幼
少
年
の
部
で
は
、
陸
中
岳
風
会
赤
荻
学
童
ク
ラ
ブ
の

「
春
望
―
杜
甫
作
」「
室
根
山
を
詠
ず
―
芦
東
山
」
を
先
頭
に
、
油
島

小
学
校
児
童
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
―
宮
澤
賢
治
作
」「（
お
く
の
ほ
そ

道
）
よ
り
（
平
泉
）
―
芭
蕉
作
」
の
合
吟
、
更
に
独
吟
・
連
吟
と
４

題
が
続
き
将
来
吟
詠
会
を
担
う
で
あ
ろ
う
子
供
た
ち
の
純
粋
無
垢
な

声
が
会
場
に
響
き
渡
っ
た
。

　

第
２
部
の
一
般
吟
詠
・
詩
舞
で
は
、
吟
詠
４
団
体
と
詩
舞
３
団
体

に
よ
る
共
演
16
題
と
テ
ー
プ
に
よ
る
剣
詩
舞
の
２
題
で
会
場
の
話
題

を
さ
ら
っ
た
。

　

第
３
部
の
寿
の
部
で
は
、
各
吟
詠
３
団
体
よ
り
90
歳
を
超
え
た
会

員
が
矍
鑠
と
し
た
声
で
吟
じ
ら
れ
た
。

　

約
60
分
の
休
息
（
昼
食
）
の
後
、
今
回
は
特
別
企
画
と
し
て
、
吟

舞
以
外
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
試
み
た
。

　

一
つ
は
、
岩
手
県
立
盛
岡
第
二
高
等
学
校
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー

部
13
名
の
演
奏
に
、
石
川
啄
木
の
「
春
ま
だ
浅
く
」
合
吟
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
し
て
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
「
水
戸
黄
門
」
の

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
、
さ
ら
に
懐
か
し
い
「
青
い
山
脈
」
と
２
曲
を
披
露

し
て
い
た
だ
い
た
。
会
場
か
ら
は
ア
ン
コ
ー
ル
が
鳴
り
止
ま
ず
、
映

画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
テ
ー

マ
曲
を
追
加
演
奏
し
て
い
た

だ
き
、
会
場
が
お
お
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

　

二
つ
目
は
、
会
員
同
士
の
趣

味
の
推
移
を
集
め
、
立
体
書
画

吟
詠
と
題
し
、
中
国
の
詩
人
陶

潜
の
「
四
時
」
を
吟
に
合
わ
せ
、

書
は
草
書
で
つ
づ
り
、
画
は
春

夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
風
景
を

直
筆
で
画
い
た
水
墨
画
が
披

露
さ
れ
、
ま
さ
に
、
三
位
一
体

の
日
本
芸
術
の
雰
囲
気
が
醸

し
出
さ
れ
た
。

　

第
４
部
で
は
、
吟
詠
５
団
体
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
し
て
の
合
吟
が
披

露
さ
れ
た
。

　

第
５
部
で
は
、
連
吟
と
称
さ
れ
る
、
一
つ
の
詩
文
を
複
数
人
で
分

け
て
吟
ず
る
形
式
が
披
露
さ
れ
た
。

　

第
６
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
よ
り
是
非
こ
の
人
は
と
い
う
方

を
推
薦
、
吟
を
披
露
し
て
頂
い
た
。

　

第
７
部
で
は
、
今
回
の
実
行
委
員
の
方
々
の
吟
が
披
露
さ
れ
、
中

で
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
を
飾
っ
た
理
事
長
の
吟
じ
ら
れ
た
「
逸
題

―
橋
本
左
内
作
」
の
詩
は
雄
大
に
つ
き
、
尺
八
伴
奏
に
も
熱
の
入
っ

た
即
興
が
加
わ
り
、
ま
た
空
手
道
三
段
と
七
段
・
教
士
の
演
舞
が
華

を
添
え
、
引
き
締
ま
っ
た
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
閉
会
式
で
は
、
吟
詠
剣
詩
舞
道
祭
副
委
員
長
の
小
山
岳

耕
先
生
よ
り
閉
会
の
辞
、
同
じ
く
副
委
員
長
伊
藤
語
鵬
先
生
の
万
歳

三
唱
で
岩
手
沿
岸
被
災
の
更
な
る
復
興
と
県
民
全
て
の
発
展
と
ご
健

勝
を
願
い
来
年
の
再
開
を
誓
い
合
っ
た
。

　

今
回
は
こ
れ
ま
で
の
企
画
に
色
々
な
分
野
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
入
れ
て
み
た
が
、
会
員
は
も
と
よ
り
一
般
入
場
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
も
試
み
は
好
評
だ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
た
。

運
営
役
員　
中
野
豪
岳　
記

▶
吟
詠
剣
詩
舞
道
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音　
楽

合　
唱�　
合
唱
祭　
12
月
３
日
㈰　

12
時
半
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
関
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
合
唱
（
出
演
者
全
員
）

	

指
揮　
　

黒
川　

俊
之

	

ピ
ア
ノ　

黒
川　

祥
子

　
　

岩
手
県
民
の
歌	

詞　
　
　

田
原　

耕
二

	
曲　
　
　

中
田　

喜
直

　
　

啄
木
歌
集
か
ら
「
ふ
る
さ
と
の
」	
曲　
　
　

加
藤　
　

學

１　
岩
手
県
立
一
関
第
二
高
等
学
校
音
楽
部
（
一
関
市・混
声
19
名
）

	

指
揮　
　

勝
部　

健
作

	

ピ
ア
ノ　

菊
地　

梨
奈

　
　

き
よ
し
こ
の
夜	

詞　

ヨ
ゼ
フ
・
モ
ー
ル

	

曲　
　
　

グ
ル
ー
バ
ー

	

編
曲　
　

西
村　
　

翼

２　
レ
デ
ィ
ー
ス
コ
ー
ラ
ス
（
一
関
市
・
女
声
14
名
）

	

指
揮　
　

鈴
木　

庸
子

	

ピ
ア
ノ　

中
村　

朋
子

　
　

逢
え
て
よ
か
っ
た
ね	

詞
・
曲　

小
原　
　

孝

　
　

女
声
合
唱
組
曲
「
花
に
寄
せ
て
」
か
ら

　
　
　

さ
く
ら	

詞　
　
　

星
野　

富
弘

　
　
　

な
ず
な	

曲　
　
　

小
山　

章
三

３　
一
関
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
一
関
市
・
男
声
16
名
）

	

指
揮　
　

横
山　
　

泉

	

ピ
ア
ノ　

舞
石　

美
和

　
　

う
た
を
う
た
う
と
き	

詞　
　

ま
ど
・
み
ち
お

	

曲　
　
　

信
長　

貴
富

　
　

案
山
子	

詞
・
曲　

さ
だ
ま
さ
し

	

編
曲　
　

鈴
木　

憲
夫

４　
混
声
合
唱
団
ア
ミ
ュ
ー
ズ
（
奥
州
市
・
混
声
24
名
）

	

指
揮　
　

高
野　
　

司

	

ピ
ア
ノ　

伊
藤
ゆ
り
か

　
　

い
と
し
子
よ	

詞　
　
　

小
鳥　
　

沢

	

曲　
　
　

高
野　
　

司

　
　

剣
の
舞	

原
曲　
　

宮
沢
賢
治
他

	

曲　
　
　

高
野　
　

司

５　
岩
手
女
子
高
等
学
校
音
楽
部
（
盛
岡
市
・
女
声
13
名
）

	

指
揮　
　

田
村
久
美
子

	

ピ
ア
ノ　

臼
沢　

み
く

　
　

For the beauty of the earth	

詞　
　

 F.S.Pierpoint

　
　
（
美
し
い
地
球
の
た
め
に	

曲　
　

  John Rutter

　
　

あ
な
た
に	

詞　
　
　

上
江
洌
清
作

	

曲　
　

M
O

N
GO

L800
	

編
曲　
　

林　
　

祐
介

６　
混
声
合
唱
団
北
声
会
（
盛
岡
市
・
混
声
20
名
）

	

指
揮　
　

西
野　

真
史

	

ピ
ア
ノ　

佐
々
木
千
夏

　
　

混
声
四
部
合
唱
の
た
め
の
「
歌
謡
デ
ラ
ッ
ク
ス
」
か
ら

　
　
　

北
酒
場	

詞　
　
　

な
か
に
し
礼

	

曲　
　
　

中
村　

泰
士

	

編
曲　
　

石
若　

雅
弥

　
　
　

津
軽
海
峡
・
冬
景
色	

詞　
　
　

阿
久　
　

悠

	

曲　
　
　

三
木
た
か
し

	

編
曲　
　

石
若　

雅
弥

　
　

混
声
合
唱
の
た
め
の
メ
ド
レ
ー
「T

O
K

Y
O

物
語
」
か
ら

　
　
　

銀
座
カ
ン
カ
ン
娘	

詞　
　
　

佐
伯　

孝
夫

	

曲　
　
　

服
部　

良
一

	

編
曲　
　

猪
閒　

道
明

７　
男
声
合
唱
団
響
流
は
な
ま
き
（
花
巻
市
・
男
声
13
名
）

	

指
揮　
　

斎
藤　
　

明

	

ピ
ア
ノ　

瀬
川　

康
子

　
　
（
入
退
場
）　

自
由
の
歌	

詞　
　
　

夏
目　

利
江

	

曲　

J.H

シ
ュ
ト
ウ
ン
ツ

　
　

糸	
詞
・
曲　

中
島
み
ゆ
き

	

編
曲　
　

源
田
俊
一
郎

　
　

あ
の
鐘
を
鳴
ら
す
の
は
あ
な
た	

詞　
　
　

阿
久　
　

悠

	

曲　
　
　

森
田　

公
一

	

編
曲　
　

尾
形　

敏
幸

８　
矢
巾
町
立
不
動
小
学
校
４
年
生
（
矢
巾
町
・
同
声
44
名
）

	

指
揮　
　

西
前　

弘
幸

	

ピ
ア
ノ　

澤
口　

聡
子

　
　

ず
っ
と･･･	

詞
・
曲　

若
松　
　

歓

９　
矢
巾
町
立
不
動
小
学
校
４
年
生
・
矢
巾
北
中
学
校
特
設
合
唱
部

合
同
（
矢
巾
町
・
同
声
71
名
）

	

指
揮　
　

芳
賀　

郁
夫

	

ピ
ア
ノ　

澤
口　

聡
子

　
　

音
楽
の
お
く
り
も
の	

詞　
　
　

名
村　
　

宏

	

曲　
　
　

赤
尾　
　

暁

10　
う
た
に
は
、（
盛
岡
市･

混
声
14
名
）

	

指
揮　
　

赤
穂　

雄
健

　
　

混
声
合
唱
の
た
め
の
「
方
丈
記
」
か
ら

　
　
　

夜
も
す
が
ら	

詞　
　
　

鴨　
　

長
明

	

曲　
　
　

千
原　

英
喜

　
　

U
bi Caritas et A

m
or　

聖
書
コ
リ
ン
ト
人
への
手
紙
13
章
13
節

	

曲　
　
　

堅
田　

優
衣
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11　
都
南
混
声
合
唱
団
（
盛
岡
市
・
混
声
45
名
）

	

指
揮　
　

大
橋
文
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ノ　

藤
原　

博
子

　
　

混
声
合
唱
曲
「
島
よ
」
か
ら

　
　
　

Ⅰ
（
島
よ
、
碧
い
日
々
に
―
）	

詞　
　
　

伊
藤　

海
彦

　
　
　

Ⅲ
（
降
り
し
き
る
雨
の
中
で
―
）	

曲　
　
　

大
中　
　

恩

12　
コ
ー
ル
・
シ
ャ
ン
テ
（
一
関
市
・
女
声
10
名
）

	

指
揮　
　

横
地　

裕
子

	

ピ
ア
ノ　

清
水
寿
満
子

　
　

女
声
合
唱
の
た
め
の
唱
歌
メ
ド
レ
ー「
ふ
る
さ
と
の
四
季
」か
ら

　
　
　

村
祭	
文
部
省
唱
歌

	
編
曲　
　

源
田
俊
一
郎

　
　

女
声
合
唱
の
た
め
の

　
　
　

今
が
美
し
い	

詞　
　
　

村
田
さ
ち
子

	

曲　
　
　

鈴
木　

憲
夫

13　
一
関
市
立
一
関
小
学
校
合
唱
ク
ラ
ブ
（
一
関
市
・
同
声
30
名
）

	

指
揮　
　

伊
藤　

久
美

	

ピ
ア
ノ　

髙
橋　

美
穂

　
　

ホ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
・
ワ
ー
ル
ド	

訳
詞　
　

湯
川
れ
い
子

	

曲　
　

A
lan M

anken
    

七
番
目
の
月	

詞　
　
　

つ
く
べ
あ
ゆ

	

曲　
　
　

横
山　

潤
子

14　
合
唱
団B

elieve

（
花
巻
市
・
混
声
17
名
）

	

指
揮　
　

太
田
代
政
男

	

ピ
ア
ノ　

池
田　

好
典

　
　

時
の
旅
人	

詞　
　

深
田
じ
ゅ
ん
こ

	

曲　
　
　

橋
本　

祥
路

　
　

こ
の
街
で	

詞　
　
　

新
井　
　

満

	

曲　
新
井
満・三
宮
麻
由
子

	

編
曲　
　

小
林
れ
ん
げ

15　

A
m
phis C

hor

（
盛
岡
市
・
男
声
８
名
）

　
　

Q
uatre petites priers de Saint Francois d’

A
ssise

	

曲　

Francis Poulenc

　
　

Les A
nges dans nos Cam

pagnes	　
　
　
　

H
ym

ne

16　
女
声
合
唱
団
コ
ー
ル
パ
レ
ッ
タ
（
盛
岡
市
・
女
声
23
名
）

	

指
揮　
　

伊
藤　

哲
也

	

ピ
ア
ノ　

中
村　

安
里

　
　

美
し
き
碧
き
ド
ナ
ウ	

訳
詞　
　

堀
内　

敬
三

	

曲　
ヨ
ハン・シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

17　
盛
岡
コ
メ
ッ
ト
混
声
合
唱
団
（
盛
岡
市
・
混
声
22
名
）

	

指
揮・ピ
ア
ノ　

雫
石　

環

　
　

混
声
合
唱
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
「
自
戒
」
か
ら

　
　
　

ま
ぶ
し
い
朝	

詞　
　
　

吉
原　

幸
子

	

曲　
　
　

面
川　

倫
一

　
　

混
声
合
唱
組
曲
「
ポ
ー
の
鐘
」
か
ら

　
　
　

銀
の
鐘	

詞　
エ
ド
ガ
ー・ア
ラ
ン・ポ
ー

	

訳
詞　

な
か
に
し
あ
か
ね

	

曲　

な
か
に
し
か
か
ね

18　
矢
巾
町
立
矢
巾
北
中
学
校
（
矢
巾
町
・
女
声
、
混
声
51
名
）

　
　

女
声
合
唱
組
曲
「
ひ
な
あ
ら
れ
」
か
ら

　
　
　

Ⅳ　

紫	

詞　
　
　

村
上　

博
子

　
　
　

Ⅸ　

レ
ク
イ
エ
ム	

曲　
　
　

加
藤　
　

學

　
　

若
い
広
場	

詞
・
曲　

桑
田　

佳
祐

	

編
曲　
　

松
本　
　

涼

19　
岩
手
県
立
大
学
混
声
合
唱
団
（
滝
沢
市
・
混
声
21
名
）

	

指
揮　
　

髙
橋　

信
子

	

ピ
ア
ノ　

斎
藤
久
実
子

　
　

混
声
合
唱
組
曲
「
幼
年
連
祷
」
か
ら

　
　
　

花	

詞　
　
　

吉
原　

幸
子

　
　
　

不
眠	

曲　
　
　

新
実　

徳
英

20　
桜
台
コ
ー
ラ
ス
（
花
巻
市
・
混
声
21
名
）

	

指
揮　
　

千
葉　

慶
子

	

ピ
ア
ノ　

吉
田
真
紀
子

　
　

泉
の
歌	

詞　
　
　

木
島　
　

始

	

曲　
　
　

信
長　

貴
富

　
　

SIN
GIN

’ IN
 T

H
E RA

IN
	

詞　
　

A
rthur Freed

曲　

Nacio Herb Brown･M
ark Hayes

21　
一
関
女
声
合
唱
団
（
一
関
市
・
女
声
15
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
揮　
　

山
田　

靖
了

	

ピ
ア
ノ　

佐
々
木
ゆ
み

　
　

女
声
合
唱
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の

　
　
　

君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ	

詞　
　
　

与
謝
野
晶
子

	

曲　
　
　

信
長　

貴
富

　
　

若
い
広
場	

詞
・
曲　

桑
田　

佳
祐

	

編
曲　
　

石
若　

雅
弥

22　
男
声
合
唱
団
コ
ー
ル
Ｍ
（
盛
岡
市
・
男
声
21
名
）

	

指
揮　
　

太
田
代
政
男

　
　
「
シ
ル
バ
ー
ボ
ー
イ
の
ラ
ブ
そ
ん
ぐ
」
か
ら

　
　
　

歌
が
あ
る
か
ら	

詞　
　
　

髙
橋
昭
八
郎

	

曲　
　
　

太
田
代
政
男

　
　
「
雪
明
り
の
路
」
か
ら

　
　
　

月
夜
を
歩
く	

詞　
　
　

伊
藤　
　

整

	

曲　
　
　

多
田　

武
彦

23　
一
関
市
民
合
唱
団
（
一
関
市
・
混
声
20
名
）

	

指
揮　
　

黒
川　

俊
之

	

ピ
ア
ノ　

黒
川　

祥
子

　
　

A
ve m

aris stella  

花
も
花
な
れ
、
人
も
人
な
れ

	

曲　
　
　

千
原　

英
喜
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混
声
合
唱
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
組
曲
「
み
や
こ
わ
す
れ
」
か
ら

　
　
　

み
や
こ
わ
す
れ	

詞　
　
　

野
呂　
　

昶

	

曲　
　
　

千
原　

英
喜

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
合
唱
（
出
演
者
全
員
）

	

指
揮　
　

勝
部　

健
作

	

ピ
ア
ノ　

井
形　
　

優

　
　

大
地
讃
頌	

詞　
　
　

大
木　

惇
夫

	

曲　
　
　

佐
藤　
　

眞

　
　

岩
手
県
民
の
歌
（
会
場
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
）

《
講
評
》　
12
月
３
日
（
日
）、
第
70
回
岩
手
芸
術
祭
「
合
唱
祭
」
が

開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
、
合
唱
の
地
と
し
て
伝
統
の
あ
る
一
関
市
で

の
開
催
で
、
私
は
幸
運
な
こ
と
に
、
前
年
度
の
盛
岡
で
の
芸
術
祭
も

聴
か
せ
て
い
た
だ
い
て
感
動
し
た
の
で
、
今
年
の
芸
術
祭
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
出
演
者
全
員
に
よ
る
〈
岩
手
県
民
の
歌
〉
と
加

藤
學
作
曲
〈
啄
木
歌
集
か
ら　

ふ
る
さ
と
の
〉
で
あ
っ
た
。
豊
か
な

声
と
繊
細
な
響
き
、
岩
手
の
合
唱
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
る
演
奏
だ
っ
た
。

　

出
演
団
体
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、
大
学
、
一
般
、
年
齢

も
９
歳
か
ら
80
代
ま
で
。
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽

の
楽
し
い
曲
あ
り
、
ま
た
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
自
由
曲
に
な
り
そ
う
な

難
易
度
の
高
い
曲
あ
り
、
歌
詞
も
、

日
本
語
、
英
語
、
ラ
テ
ン
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
な
ど
、
多
言
語
に
わ
た
っ
て

い
た
。
曲
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て

振
り
付
け
が
あ
っ
た
り
、
衣
装
を
工

夫
し
た
り
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
る
工

夫
に
も
富
ん
で
い
て
、
観
客
と
し
て

は
、
こ
の
よ
う
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
演
奏
を
聴
け
る
機
会
は
め
っ
た

に
な
く
、
最
後
ま
で
飽
き
る
こ
と
な

く
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、〈
大
地
讃
頌
〉
を

出
演
者
全
員
で
歌
い
あ
げ
、
会
場
の

皆
様
と
共
に
あ
ら
た
め
て
〈
岩
手
県

民
の
歌
〉
を
歌
い
、
合
唱
祭
は
華
や

か
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

一
般
的
な
演
奏
会
や
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
演
奏
す
る
年
齢
、
ジ
ャ
ン
ル
な
ど
、
限
ら
れ
た
枠
で
構
成
さ
れ

る
事
が
多
い
が
、
合
唱
祭
で
は
、
普
段
の
活
動
の
発
表
を
す
る
団
体

か
ら
、
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
向
け
て
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
演
奏
を

目
指
す
団
体
ま
で
、
団
体
毎
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、
自
由
な
ス
テ
ー

ジ
構
成
で
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
の
演
奏
の
中
に
、
矢
巾

◀
合
唱

町
立
不
動
小
学
校
と
矢
巾
北
中
学
校
の
合
同
演
奏
が
あ
っ
た
が
、
不

動
小
学
校
と
矢
巾
北
中
学
校
は
普
段
か
ら
時
々
合
唱
交
流
を
し
て
い

る
と
聞
い
た
。
こ
の
２
校
の
合
同
演
奏
の
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
は
、
こ

の
合
唱
祭
だ
か
ら
で
き
る
の
だ
と
感
じ
た
。
そ
し
て
、
合
唱
祭
の
よ

う
な
点
数
が
付
か
な
い
自
由
な
演
奏
の
機
会
が
あ
る
こ
と
が
、
岩
手

県
の
合
唱
の
豊
か
さ
を
作
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
声
楽
家　
鈴
木
た
た
え
）

�

声　
楽�　
岩
手
芸
術
祭
声
楽
部
門
演
奏
会

　
　
　
　
　

11
月
４
日
㈯　

午
後
１
時
半
開
演

　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル

１　

G
abriel Fauré

（1845-1924

）
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
フ

ォ
ー
レ

Pf.
斎
藤
久
実
子

　

・Le secret 

秘
密 Op.23-3

（
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ル
詩
）
松
山　

裕
子

　

・Clair de lune 

月
の
ひ
か
り Op.46-2

（
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
）
門
脇　

次
郎

　

・En priére 

祈
り
を
こ
め
て
（
ボ
ル
デ
ー
ズ
詩
） 

池
野　

桂
子

Johannes B
rahm

s

（1833-1897

）
ヨ
ハ
ネ
ス
・

ブ
ラ
ー
ム
ス

Pf.
内
堀　

朋
子

　

・Sonntag 

日
曜
日 O

p.47-3

（
民
謡
）　　
　
　

小
坂　
　

博

　

・Liebestreu 

愛
の
ま
こ
と Op.3-1

（
ラ
イ
ニ
ッ
ク
詩
）
新
田　

順
子

　
・Botschaft 

つ
か
い Op.47-1

（
ペ
ル
シ
ア
の
詩
：
独
訳
ダ
ウ
マ
ー
）
花
下　

美
起

　

・D
er Gang zum

 Liebchen 

恋
人
を
た
ず
ね
て O

p.48-1

　

 

（
ボ
ヘ
ミ
ア
の
詩
：
独
訳
ヴ
ェ
ン
ツ
ィ
ヒ
）　　

 

奥
崎
由
樹
子

　

・V
ergebliches Standchen 

か
い
な
き
セ
レ
ナ
ー O

p.84-4

　

 

（
民
謡
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
崎
由
樹
子

　

・Geheim
nis 

秘
密 Op.71-3

（
カ
ン
デ
ィ
ド
ゥ
ス
詩
）
荻
原
美
智
子

　

・A
m

 Sonntagm
orgen 

日
曜
日
の
朝
にO

p.49-1

（
イ
タ
リ
ア

の
詩
：
独
訳
ハ
イ
ゼ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻
原
美
智
子

　

・Im
m

er leiser w
ird m

ein Schlum
m

er 

ま
ど
ろ
み
は
い
よ

い
よ
浅
く O

p.105-2

（
リ
ン
ク
詩
）　　
　
　
　

  

昆
野
聡
朗

重
唱

　

・V
or der T

ür 

戸
外
で O

p.28-2 

ド
イ
ツ
古
詩

丸
岡
千
奈
美
＆
昆
野　

聡
朗

２　
公
募
出
演
者
に
よ
る
演
奏

　

◇
森
川
美
希Sop.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Pf.
桂　
　

史
子

　

・Stizzioso,m
io stizzoso 

フ
ェ
デ
リ
ー
コ
詩 

ペ
ル
ゴ
レ
ー
シ
作
曲

　
　

怒
り
ん
坊
さ
ん
、
私
の
怒
り
ん
坊
さ
ん

　

・
か
や
の
木
山　
　

北
原
白
秋
作
詞　

山
田
耕
筰
作
曲

３　
日
本
歌
曲
を
た
ど
っ
て　
そ
の
９

　
　

山
田
耕
筰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Pf.
桜
野　

杏
里
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「
芥
子
粒
夫
人
（
ポ
ス
ト
マ
ニ
）」
よ
り　

北
原
白
秋
作
詞

谷
藤
ひ
ろ
美

　
　

Ⅲ　

今
は
御
殿
で
女
王
さ
ま

　
　

Ⅳ　

と
て
も
不
思
議
な
緑
の
芽

　
　

平
井
康
三
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Pf.
小
笠
原
宣
子

　

・
び
い
で
び
い
で　

北
原
白
秋
作
詞　
　
　
　
　
　

駒
木
美
和
子

　

・
ゆ
り
か
ご　

平
井
康
三
郎
作
詞　
　
　
　
　
　
　

駒
木
美
和
子

　

・
あ
の
子
こ
の
子　

北
原
白
秋
作
詞　
　
　
　
　
　

小
坂　
　

博

　

・
祭
り
も
ど
り　

北
原
白
秋
作
詞　
　
　
　
　
　
　

丸
岡
千
奈
美

　

・
追
分　

北
原
白
秋
作
詞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
岡
千
奈
美

　

・
平
城
山　

北
見
志
穂
子
作
詞　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　
　

剛

　

・
甲
斐
の
峡　

北
見
志
穂
子
作
詞　
　
　
　
　
　
　

山
口　
　

剛

　

・
九
十
九
里
浜　

北
見
志
穂
子
作
詞　
　
　
　
　
　

新
田　

順
子

　
　

木
下
牧
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Pf.
桜
野　

杏
里

　
　

抒
情
小
曲
集
よ
り

　

・
ほ
ん
と
に
き
れ
い　
ロ
セ
ッ
テ
イ
／
吉
田
映
子
訳　

高
橋　

舞
香

　

・
か
ぜ
と
か
ざ
ぐ
る
ま　

岸
田
衿
子
作
詞　
　
　
　

高
橋　

舞
香

　

・
秋　

壺
井
繁
治
詩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野　

紅
子

　

・
つ
ら
ら　

ま
ど
・
み
ち
お
詩　
　
　
　
　
　
　
　

平
野　

紅
子

　

・
月
の
角
笛　

新
美
南
吉
詩　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
木　
　

恵

　
　

愛
す
る
歌
よ
り　

や
な
せ
た
か
し
詩

　

・
誰
か
が
ち
い
さ
な
ベ
ル
を
お
す　
　
　
　
　
　
　

池
野　

桂
子

　

・
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
の
豚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

尚
子

　

・
雪
の
街　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

尚
子

　

・
海
と
涙
と
私
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山　

裕
子

　

・
さ
び
し
い
カ
シ
の
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
脇　

次
郎

《
講
評
》　
今
年
の
声
楽
部
門
は
第
１

部
、
フ
ラ
ン
ス
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
フ

ォ
ー
レ
と
ド
イ
ツ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ブ

ラ
ー
ム
ス
の
歌
曲
、
第
２
部
、
公
募

出
演
者
に
よ
る
演
奏
、
第
３
部
、
山

田
耕
筰
、
平
井
康
三
郎
、
木
下
牧
子

の
日
本
の
歌
曲
と
す
る
３
部
構
成
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
た
。

　

第
１
部
は
会
員
の
演
奏
で
冒
頭
に

こ
こ
数
回
取
り
上
げ
て
い
る
フ
ォ
ー

レ
の
作
品
を
配
し
た
。
作
曲
者
ら
し

さ
を
際
立
た
せ
る
３
曲
の
演
奏
で
あ

っ
た
。
続
い
て
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
歌
曲

へ
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
た
。
生
涯

に
わ
た
っ
て
歌
曲
を
作
曲
し
た
ブ
ラ

ー
ム
ス
の
歌
曲
に
は
有
名
な
詩
人
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
素
朴
な
民
謡
や

▶
声
楽

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
詩
人
の
詩
が
多
く
使
わ
れ
て
お
り
、
又
ア

ル
ト
や
バ
リ
ト
ン
を
想
定
し
て
作
ら
れ
た
曲
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て

あ
ま
り
派
手
な
印
象
で
は
無
い
が
作
曲
者
の
個
性
や
多
角
的
で
自
由

な
側
面
を
９
曲
の
演
奏
か
ら
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

第
２
部
の
公
募
の
出
演
者
は
今
回
一
人
だ
っ
た
が
、
若
く
み
ず
み

ず
し
い
歌
声
を
聞
か
せ
た
。

　

第
３
部
は
再
び
会
員
に
よ
る
演
奏
で
「
日
本
歌
曲
を
た
ど
っ
て
～

そ
の
９
」
と
題
し
、
ま
ず
北
原
白
秋
が
イ
ン
ド
の
民
話
を
題
材
に
し

て
書
い
た
詩
に
山
田
耕
筰
が
作
曲
し
た
「
芥
子
粒
夫
人
（
ポ
ス
ト
マ

ニ
）」
で
会
場
を
童
話
の
世
界
へ
誘
っ
た
。
続
い
て
の
平
井
康
三
郎

の
歌
曲
は
北
原
白
秋
の
「
日
本
の
笛
」
の
中
か
ら
６
作
品
と
北
見
志

穂
子
の
詩
に
よ
る
２
曲
で
、
い
ず
れ
も
日
本
の
地
域
、
風
土
、
原
風

景
を
題
材
と
し
た
作
品
が
懐
か
し
さ
を
醸
し
会
場
を
和
ま
せ
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
は
前
年
に
引
き
続
き
木
下
牧
子
の
作
品
を
取
り
上

げ
た
。
昭
和
生
ま
れ
で
管
弦
楽
曲
、
吹
奏
楽
曲
、
器
楽
曲
、
オ
ペ
ラ

な
ど
色
々
な
分
野
で
作
品
を
残
し
続
け
、
特
に
合
唱
の
部
門
で
人
気

の
高
い
木
下
が
30
代
後
半
か
ら
数
多
く
世
に
送
り
出
し
た
歌
曲
集
の

中
の「
叙
情
小
品
集
」と
、や
な
せ
た
か
し
作
詩
の「
愛
す
る
歌
よ
り
」

の
中
か
ら
５
曲
ず
つ
を
演
奏
し
、
会
場
は
叙
情
的
で
美
し
く
、
親
し

み
の
も
て
る
木
下
牧
子
の
作
品
を
楽
し
ん
だ
。

（
昆
野
聡
朗
）

▽
実
行
委
員　
山
口　

剛
、
丸
岡
千
奈
美

�

弦　
楽�　
ソ
ロ
と
室
内
楽
の
調
べ

　
　
　
　
　

10
月
８
日
㈰　

午
後
２
時
開
演

　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル

第
１
部　
独
奏

プ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
ア
レ
グ
ロ
（V

n

）…
…
…
…
…
…
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野　

颯
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ノ　

伊
藤
美
也
子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲　

第
３
番
第
１
楽
章
（V

n

）

…
…
…
…
…
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
沼　

伽
鈴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ノ　

林　
　
　

秀

ル
ー
マ
ニ
ア
民
俗
舞
曲
（V

n

）…
…
…
…
…
…
…
…
…
バ
ル
ト
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
島　

百
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ノ　

伊
藤　

玲
子

ソ
ナ
タ
第
１
・
２
楽
章
（Cb

）…
…
…
…
…
…
…
…
…
エ
ッ
ク
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
本　
　

桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ノ　

江
田　

祥
佳

第
２
部　
新
人
独
奏

ロ
ッ
シ
ー
ニ
《
モ
ー
ゼ
》
の
主
題
に
よ
る
変
奏
曲
（V

c

）

…
…
…
…
…
…
…
パ
ガ
ニ
ー
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　
　

奏
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ピ
ア
ノ　

塩
木
も
も
こ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
第
５
番O

p.24

第
１
・
４
楽
章
（V

n

）

…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

奈
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ノ　

古
性　

美
紀

第
３
部　
弦
楽
合
奏

合
奏
協
奏
曲
《
ク
リ
ス
マ
ス
協
奏
曲
》O

p.6no.8

…
…
…
…
…
…
…
…
コ
レ
ッ
リ

　

第
１
楽
章　

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ-
グ
ラ
ー
ヴ
ェ-

ア
レ
グ
ロ

　

第
２
楽
章　

ア
ダ
ー
ジ
ョ-

ア
レ
グ
ロ-

ア
ダ
ー
ジ
ョ

　

第
３
楽
章　

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ

　

第
４
楽
章　

ア
レ
グ
ロ

　

第
５
楽
章　

パ
ス
ト
ラ
ー
レ
：
ラ
ー
ル
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ソ
ロ　

V
n1st　

畠
山
亜
希
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

2nd　
　

米
倉　

久
美

　
　
　
　
　
　
　

V
c　

 　

塙　

伸
比
古

弦
楽
の
た
め
の
セ
レ
ナ
ー
ドO

P.20

…
…
…
…
…
…
…
…
エ
ル
ガ
ー

　

第
１
楽
章　

ア
レ
グ
ロ　

ピ
ア
チ
ェ
ー
ヴ
ォ
レ

　

第
２
楽
章　

ラ
ル
ゲ
ッ
ト

　

第
３
楽
章　

ア
レ
グ
レ
ッ
ト

　
　

Cond

：
牛
渡　

克
之

　
　

V
n

：　

亀
谷
由
美
子　
　

菊
池　

昭
子

　
　
　
　
　

 

菊
池　

敏
文
（
大
学
院
）　　

畠
山
亜
希
子

　
　
　
　
　

 

馬
場　

雅
美　
　

米
倉　

久
美　
　

渡
辺
め
ぐ
み

　
　

V
a

：　

片
桐　
　

薫　
　

藤
澤　

英
子

　
　

V
c

：　

塙　

伸
比
古　
　

三
浦　

明
子

　
　

Cb

：　

渡
辺　

義
典

《
講
評
》　
今
年
の
「
ソ
ロ
と
室
内
楽

の
調
べ
」
は
、
第
１
部
は
小
学
生
、

高
校
生
４
名
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

と
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
独
奏
。
第
２
部
は

岩
手
県
出
身
で
、
現
在
東
京
の
音
楽

大
学
で
学
ん
で
い
る
学
生
２
名
に
よ

る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
独

奏
、
第
３
部
は
会
員
、
学
生
、
県
内

音
楽
愛
好
者
に
よ
る
弦
楽
合
奏
だ
っ

た
。

　

第
１
部
は
、
盛
岡
白
百
合
学
園
小

学
校
６
年
の
平
野
颯
来
が
ク
ラ
イ
ス

タ
ー
作
曲
、
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
ア
レ

グ
ロ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
演
奏
し
た
。

続
い
て
盛
岡
白
百
合
学
園
高
等
学
校

１
年
の
浅
沼
伽
鈴
が
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

▶
弦
楽

作
曲
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
３
番
第
１
楽
章
を
演
奏
し
た
。
続

い
て
岩
手
県
立
盛
岡
第
二
高
等
学
校
１
年
の
藤
本
百
花
が
バ
ル
ト
ー

ク
作
曲
の
ル
ー
マ
ニ
ア
民
俗
舞
曲
を
演
奏
し
た
。
第
１
部
の
最
後
は

岩
手
県
立
盛
岡
第
一
高
等
学
校
１
年
の
滝
本
桜
が
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
で

エ
ッ
ク
レ
ス
作
曲
、
ソ
ナ
タ
第
１
・
２
楽
章
を
演
奏
し
た
。
一
生
懸

命
演
奏
し
た
児
童
、生
徒
に
会
場
か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

第
２
部
は
東
京
音
楽
大
学
２
年
山
口
奏
が
パ
ガ
ニ
ー
ニ
作
曲
の
ロ

ッ
シ
ー
ニ
（
モ
ー
ゼ
）
の
主
題
に
よ
る
変
奏
曲
を
演
奏
し
た
。
続
い

て
国
立
音
楽
大
学
３
年
高
橋
奈
々
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
第
５
番
第
１
・
４
楽
章
を
演
奏
し
た
。
こ
の
若
き

音
楽
家
た
ち
が
、
将
来
世
界
で
活
躍
す
る
日
が
来
る
こ
と
を
期
待
し

た
。

　

第
３
部
は
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
指
揮
者
に
岩
手
大
学
教
育
学
部

准
教
授
の
牛
渡
克
之
氏
を
迎
え
コ
レ
ッ
リ
作
曲
の
合
奏
協
奏
曲
「
ク

リ
ス
マ
ス
協
奏
曲
」
と
エ
ル
ガ
ー
作
曲
の
弦
楽
の
た
め
の
セ
レ
ナ
ー

ド
を
会
員
、
学
生
、
県
内
音
楽
愛
好
者
で
演
奏
し
た
。
調
和
の
と
れ

た
美
し
い
音
色
は
多
く
の
聴
衆
を
魅
了
し
た
。　

　
　
（
田
口
博
子
）

�

三　
曲�　
三
曲
演
奏
会　
10
月
22
日
㈰　

午
後
２
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

１　
生
田
流　
菊
池
玉
悦
松
社
中
・
都
山
流

　
　

蒼
樹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
信
吾　

作
曲

　
　
　

Ⅰ
箏　
　
　

菊
池
玉
悦
松　

藤
原
玉
悦
美

　
　
　

Ⅱ
箏　
　
　

木
村
玉
悦
枝　

戸
塚
玉
悦
淑
茂

　
　
　

尺
八　
　
　

遠
山
天
山

２　
県
南
支
部
都
山
流　

　
　

都
山
流
本
曲　

鶴
の
巣
籠　
　
　
　

流
祖　

中
尾
都
山　

作
曲

　
　
　

尺
八　
　
　

六
串
観
山　

菅
原
鵬
翔

３　
琴
古
流　
竹
心
会

　
　

山
村
の
舞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
紅
山　

作
曲

　
　
　

尺
八
Ⅰ
部　

高
橋
法
聖　

白
石
文
子　

熊
谷
み
き
子

　
　
　

尺
八
Ⅱ
部　

石
川　

戡　

中
村
嘉
国　

渡
瀬
典
子

４　
北
上
支
部　
山
田
流　
阿
部
修
声
社
中

　
　

囀
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沢
井
忠
夫　

作
曲

　
　
　

Ⅰ
箏　
　
　

藤
田
修
壽
声　

佐
藤
桃
花

　
　
　

Ⅱ
箏　
　
　

阿
部
修
声

５　
生
田
流
松
坂
尚
子
社
中
・
琴
古
流

　
　

恕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
坂
尚
子　

作
曲

　
　
　

十
七
絃　
　

松
坂
尚
子

　
　
　

尺
八　
　
　

高
橋
法
聖

６　
山
田
流　
船
越
喜
実
乃
社
中
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月
づ
く
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
潭
月　

作
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
代　

上
原
真
佐
喜　

作
曲

　
　
　

箏　
　
　
　

船
越
喜
実
乃　

畑
中
央
子

　
　
　

三
絃　
　
　

粟
津
佐
紀
枝　

藤
沼
佐
代
邦

７　
都
山
流
岩
手
県
支
部

　
　

本
曲　

秋
に
想
う　
　
　
　
　
　
　

流
祖　

中
尾
都
山　

作
曲

　
　
　

尺
八
Ⅰ
部　

細
川
剣
丈
山　

伊
藤
衡
山　

菊
池
穂
山

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
捷
山　

遠
山
天
山　

丑
舘
統
山

　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
遼
山　

佐
藤
檜
山　

高
橋
院
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
鵬
翔

　
　
　

尺
八
Ⅱ
部　

及
川
政
山　

千
田
聡
山　

立
野
呈
山

　
　
　
　
　
　
　
　

國
分
憬
山　

照
井
我
山　

佐
藤
秋
山

　
　
　
　
　
　
　
　

村
井
堆
山　

工
藤
盛
山　

六
串
観
山

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
大
楽

８　
山
田
流
斎
藤
仁
惠
井
社
中

　
　

赤
壁
賦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
一
太　

作
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
能
島
欣
一　

作
曲

　
　
　

箏
本
手　
　

小
泉
仁
寿
井

　
　
　

箏
替
手　
　

斉
藤
仁
惠
井

９　
都
山
流
鷲
韻
社
・
山
田
流　
船
越
喜
実
乃
社
中

　
　

千
鳥
の
曲　
　
　
　
　
　
　
　

前
唄　

読
み
人
知
ら
ず　

作
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
唄　

源　

兼
昌　

作
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
沢
検
校　

作
曲

　
　
　

尺
八　
　
　

伊
藤
衡
山　

立
野
呈
山　

菊
池
捷
山

　
　
　
　
　
　
　
　

遠
山
天
山　

村
井
堆
山　

工
藤
盛
山　

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
大
楽

　
　
　

箏
本
手　
　

粟
津
佐
紀
枝　

畑
中
央
子　

菊
地
佐
代
樹

　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
佐
代
規　

福
士
史
恵

　
　
　

箏
替
手　
　

船
越
喜
実
乃

10　
琴
古
流　
童
門
会
・
生
田
流　
細
田
雅
邦
社
中

　
　

酒
（
笹
の
露
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
両
造　

作
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
絃　

菊
岡
検
校　

作
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

箏　

八
重
崎
検
校　

作
曲

　
　
　

尺
八　
　
　

鈴
木
星
童　

吉
田
斗
童　

安
達
嘉
男

　
　
　

三
絃　
　
　

細
田
雅
邦

　
　
　

箏　
　
　
　

加
藤
雅
道

11　
生
田
流　
佐
藤
叡
子
社
中

　
　

砧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
道
雄　

作
曲

　
　
　

Ⅰ
箏　
　
　

遠
田
敏
子　

佐
藤
叡
子　

阿
部
菊
子

　
　
　

Ⅱ
箏　
　
　

吉
田
コ
ウ　

片
岡
明
美　

畠
山
知
恵
子

《
講
評
》　
第
70
回
岩
手
芸
術
祭
公
演
は
、
岩
手
三
曲
協
会
第
１
３
９

回
定
期
演
奏
会
と
し
て
、
岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
10
月
22
日
に

延
べ
約
70
人
の
出
演
で
11
曲
を
演
奏
し
た
。
い
つ
に
な
く
出
演
者
は

少
な
か
っ
た
が
、
各
曲
と
も
練
習
を
積
ん
で
き
て
お
り
、
最
後
ま
で

楽
し
く
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
回
の
演
奏
曲
目
は
、
江
戸
時
代
に
作
曲
さ
れ
た
古
曲
が
２
曲
、

明
治
時
代
１
曲
、
昭
和
時
代
５
曲
、
平
成
に
作
曲
さ
れ
た
曲
が
３
曲

で
古
曲
か
ら
現
代
曲
ま
で
時
代
を
反
映
し
た
個
性
と
変
化
に
富
ん
だ

プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
「
蒼
樹
」
は
箏
と
尺
八
の
響
き
で
、

「
囀
り
」
は
箏
二
重
奏
で
、
明
る
く

軽
や
か
な
リ
ズ
ム
と
メ
ロ
デ
ィ
を
た

の
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
、
尺

八
だ
け
の
曲
は
３
曲
あ
っ
た
が
、「
鶴

の
巣
籠
」
は
、
鶴
の
様
子
を
二
管
の

尺
八
で
描
写
し
た
曲
で
、
尺
八
の
持

つ
繊
細
で
微
妙
な
奏
法
で
感
じ
が

良
く
出
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
山

村
の
舞
」
と
「
秋
に
想
う
」
は
共
に

尺
八
二
部
合
奏
曲
で
あ
る
が
、
平
成

と
昭
和
初
期
の
作
曲
な
の
で
リ
ズ
ム

や
曲
想
が
異
な
り
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
演
奏
だ
っ
た
。

「
恕
」
は
作
曲
者
自
ら
の
演
奏
で
、

感
情
を
こ
め
た
熱
演
と
十
七
絃
と
尺
八
の
２
つ
楽
器
に
よ
る
ハ
ー
モ

ニ
ー
に
引
き
込
ま
れ
観
客
は
魅
了
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。「
月
づ
く

し
」
と
「
赤
壁
賦
」
は
共
に
弾
き
語
り
の
曲
で
、
箏
の
音
を
聞
き
な

が
ら
唄
の
情
景
を
思
い
、
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。「
酒
」
は
今
回
唯

一
の
三
曲
合
奏
曲
で
、
箏
・
尺
八
・
三
絃
の
重
奏
や
掛
け
合
い
、
そ

し
て
節
回
し
等
古
曲
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
楽
し
ん
だ
。「
千
鳥

の
曲
」
は
古
曲
の
中
で
は
一
番
演
奏
さ
れ
る
曲
な
の
で
、
会
場
の
皆

さ
ん
も
身
近
な
曲
と
し
て
親
し
み
を
も
っ
て
聴
い
て
い
た
だ
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
最
後
は
調
子
の
い
い
テ
ン
ポ
の
「
砧
」
で
楽

し
い
余
韻
を
残
し
て
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
回
の
演
奏
会
は
、
台
風
の
接
近
で
次
第
に
雨
風
が
強
く
な
る
と

の
予
報
と
、
更
に
は
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
衆
議
院
選
挙
の
日
と

重
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
中
で
も
会
場
に
来
て
鑑
賞
し

て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
に
支
え
ら
れ
、
又
励
ま
さ
れ
、
春
の
定
期
演

奏
会
に
向
け
て
意
欲
の
湧
い
た
演
奏
会
で
あ
っ
た
。

（
伊
藤
衡
山
）

�

吹
奏
楽�　
吹
奏
楽
演
奏
会　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）　

午
後
２
時
開
演

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

▶
三
曲
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【
第
49
回
定
期
演
奏
会　
も
り
す
い
コ
ン
サ
ー
ト
】

Ⅰ

“M
ER
R
Y
-G
O
-R
O
U
N
D
”　

　
　
　
　

Philip Sparke　

作
曲

“RHAPSODY FOR EUPHONIUM
 AND CONCERT BAND”

Jam
es Curnow

　

作
曲

“LA
 FIESTA

 M
EX
IC
A
N
A
”　

　
　

H
.O

w
en Reed　

作
曲

　
（A

 M
exican Folk Song Sym

phony for Concert Band

）

　

メ
キ
シ
コ
の
祭
り

　

Ⅰ　

前
奏
曲
と
ア
ズ
テ
ッ
ク
舞
曲　

 
Ⅱ　

ミ
サ　

 

Ⅲ　

カ
ー
ニ
バ
ル

Ⅱ

 

「
紅
に
染
ま
る
散
歩
道
」
～
パ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
・
ザ
・
ビ
ー
ト
～

 

“
コ
パ
カ
バ
ー
ナ
”

 

“
愛
が
す
べ
て
”

 

“
ア
マ
ポ
ー
ラ
”

 

“
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
”

 

“
デ
ィ
ー
プ
・
パ
ー
プ
ル
・
メ
ド
レ
ー
”

《
講
評
》　
今
回
の
盛
岡
吹
奏
楽
団
の
「
第
49
回
定
期
演
奏
会
」
は
次

年
度
に
創
立
50
周
年
を
迎
え
て
「
第
50
回
定
期
演
奏
会
」
の
前
年
と

い
う
こ
と
で
特
に
い
ろ
い
ろ
と
企
画
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今

回
の
ゲ
ス
ト
に
は
ド
ラ
ム
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
そ
う
る
透
さ
ん
を
お
呼
び

し
て
演
奏
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー
ル

（
マ
リ
オ
ス
）
の
大
ホ
ー
ル
で
ド
ラ

ム
セ
ッ
ト
を
２
セ
ッ
ト
配
置
す
る
た

め
に
盛
吹
的
に
は
初
め
て
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
ピ
ッ
ト
を
設
置
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
的
に
は
第
１
部
は
吹

奏
楽
曲
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
含
め
て

管
弦
楽
の
ソ
ロ
を
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
し

た
曲
で
演
奏
し
て
、
第
２
部
は
ド
ラ

ム
を
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
構
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
が
２

組
と
い
う
こ
と
で
迫
力
あ
る
演
奏
で

お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。

　

自
戒
の
盛
岡
吹
奏
楽
団
の
演
奏
会

は
、
昭
和
43
年
11
月
に
創
立
し
50
周

年
と
い
う
半
世
紀
を
迎
え
、
演
奏
会
も
第
50
回
と
い
う
こ
と
で
、
岩

手
県
内
の
中
で
は
、
一
番
歴
史
の
あ
る
吹
奏
楽
団
と
し
て
今
後
も
団

員
一
同
こ
れ
ま
で
以
上
に
精
進
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
盛
岡
吹
奏
楽
団
団
長　
安
倍
一
洋
）

▽
実
行
委
員
＝
安
倍
一
洋　

小
山
智
弘

◀
吹
奏
楽

�

ピ
ア
ノ�　
ピ
ア
ノ
演
奏
会　
10
月
21
日
㈯　

午
後
３
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

１　

ソ
ナ
チ
ネ　

第
５
番　

ト
長
調　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

　
　

佐
藤
奏
風

２　

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
踊
り　

ギ
ロ
ッ
ク

　
　

舞
曲　

有
馬
礼
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
希
美

３　

フ
ラ
ン
ス
組
曲　

第
２
番　

ハ
短
調

　
　

BW
V

813

よ
り
「
ア
リ
ア
」　

バ
ッ
ハ

　
　

ポ
ロ
ネ
ー
ズ　

ト
短
調　

遺
作　

シ
ョ
パ
ン　
　
　

内
藤
雪
乃

４　

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ　

第
18
番　

ニ
長
調　

K
V

.576　

第
１
楽
章

　
　
　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
戸
彩
子

５　

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ　

第
１
番　

へ
短
調　

O
p.2-1　

第
１
楽
章

　
　
　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牛
﨑　

舞

６　

マ
・
メ
ー
ル
・
ロ
ワ
よ
り　

美
女
と
野
獣
の
対
話　

ラ
ヴ
ェ
ル

　
　

ス
ペ
イ
ン
舞
曲　

第
１
番　

ハ
長
調O

p.12-1

　
　
　

モ
シ
ュ
コ
フ
ス
キ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
み
な
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野
真
実

７　

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ　

第
38
番　

ヘ
長
調H

ob.X
V

I/23　

ハ
イ
ド
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
由
唯

８　

ワ
ル
ツ　

第
６
番　

変
ニ
長
調O

p.64-1

「
子
犬
の
ワ
ル
ツ
」

　
　
　

シ
ョ
パ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
は
な

９　

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ　

第
11
番　

変
ロ
長
調　

O
p.22　

第
１
楽
章

　
　
　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

華

10　

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ　

第
14
番　

嬰
ハ
短
調　

O
p.27-2　

　
　
　
「
月
光
」
第
３
楽
章　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン 　
　

及
川　

真
咲

一
般
の
部
（
審
査
制
）

１　

喜
び
の
島　

イ
長
調　

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー　
　
　
　
　

青
柳
美
樹

２　

ノ
ク
タ
ー
ン　

第
２
番　

変
ホ
長
調O

P.9-2　

シ
ョ
パ
ン

　
　

ワ
ル
ツ　

第
７
番　

嬰
ハ
短
調　

O
p.64-2　

シ
ョ
パ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
大
胤

３　

序
奏
と
ロ
ン
ド　

変
ホ
長
調　

O
p.16　

シ
ョ
パ
ン

　
　

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ　

第
17
番　

ニ
長
調　

D
850　

O
p.53

　
　
　

第
４
楽
章　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト　
　
　
　
　
　
　
　

上
田
菜
緒

４　

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ　

第
60
番　

ハ
長
調　

H
ob.X

V
I/50

　
　
　

第
１
楽
章　

ハ
イ
ド
ン

　
　

幻
想
曲　

ヘ
短
調　

O
p.49　

シ
ョ
パ
ン　
　
　

 　

小
松　

桃

５　

６
つ
の
パ
ル
テ
ィ
ー
タ　

第
２
番　

ハ
短
調　

BW
V

826

　
　
　

J.S.

バ
ッ
ハ　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
綾
子

６　

バ
ラ
ー
ド　

第
１
番　

ト
短
調　

O
p.23　

シ
ョ
パ
ン

　
　

佐
藤
南
美

７　

子
守
歌　

変
ニ
長
調　

O
p.57　

シ
ョ
パ
ン

　
　

ポ
ロ
ネ
ー
ズ　

第
７
番
変
イ
長
調　

O
p.61　

シ
ョ
パ
ン
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桂　

史
子

招
待
演
奏

　

第
64
回
岩
手
芸
術
祭
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
第
１
位　
芸
術
祭
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
戸
香
織

　
　

ア
ン
ダ
ル
シ
ア
舞
曲
集
よ
り「
サ
パ
テ
ア
ー
ド
」Op.8-3　

ト
ゥ
リ
ー
ナ

　
　

ス
ケ
ル
ツ
ォ　

第
２
番　

変
ロ
短
調　

O
p.31　

シ
ョ
パ
ン

　

第
66
回
岩
手
芸
術
祭
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
第
１
位　
芸
術
祭
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池　

栞

　
　

コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン　

第
３
番　

変
ニ
長
調　

S.172R.12

　
　
　

リ
ス
ト

　
　

メ
フ
ィ
ス
ト
ワ
ル
ツ　

第
１
番　

イ
長
調

　
　
　
「
村
の
居
酒
屋
で
の
踊
り
」S.514R.181　

リ
ス
ト

《
講
評
》　
第
70
回
岩
手
芸
術
祭
ピ
ア
ノ
部
門
ピ
ア
ノ
演
奏
会
（
審
査

制
）
出
演
者
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
10
組
11
名
（
連
弾
あ
り
）、
一
般

部
門
７
名　

最
後
に
、
第
70
回
を
記
念
し
て
第
64
回
岩
手
県
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
第
１
位
芸
術
祭
賞
受
賞
の
一
戸
香
織
さ
ん
、
第
66
回
ピ

ア
ン
コ
ン
ク
ー
ル
第
１
位
芸
術
祭
賞
受
賞
者
の
菊
池
栞
さ
ん
の
招
待

演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
員
に
は
東
京
よ
り
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
林
苑

子
先
生
・
佐
々
木
素
先
生
・
赤
松
林
太
郎
先
生
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
は
県
内
の
小
中
高
生
が
出
演
し
、
一
般
部
門
の
審

査
員
の
先
生
よ
り
コ
メ
ン
ト
を
頂
け
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

　

毎
年
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
は
、
時

期
的
に
学
校
の
行
事
や
、
ク
ラ

ブ
活
動
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
中
々
ピ
ア
ノ
を
練
習
す

る
時
間
が
取
れ
な
い
の
で
す

が
、
忙
し
い
時
間
を
な
ん
と
か

や
り
く
り
し
て
練
習
に
励
み
、

日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
て
く
れ

た
と
思
い
ま
す
。
一
般
部
門
の

審
査
員
の
先
生
に
よ
る
コ
メ
ン

ト
を
参
考
に
し
て
益
々
精
進
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
般
部
門
は
18
歳
以
上
で
、

県
内
在
住
も
し
く
は
県
内
に
戸
籍
の
あ
る
方
を
対
象
に
公
募
さ
れ
ま

す
。
今
年
度
は
、
現
役
の
学
生
の
み
な
ら
ず
、
現
在
教
職
に
あ
る
方

や
保
育
士
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
方
も
出
演
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

方
々
が
入
賞
に
関
係
な
く
内
容
の
濃
い
演
奏
を
披
露
さ
れ
て
、
と
て

も
爽
や
か
な
演
奏
会
に
な
り
ま
し
た
。

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
芸
術
祭
賞
・
第
70
回
記
念
賞　

上
田
菜
緒
さ

ん
審
査
員
特
別
賞　

井
上
綾
子
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

現
役
を
終
わ
ら
れ
た
方
々
が
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
す
る
事
は
、
非
常

◀
ピ
ア
ノ

に
勇
気
の
い
る
事
で
す
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
、
多
く
の
方
々
に

出
演
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
し
、
ま
た
今
ま
で
出
演
さ
れ

た
方
々
も
再
度
出
演
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
聴
衆
の
方
々
も
年
々
増
え
始
め
、
今
ま
で
は
ジ
ュ
ニ
ア
部

門
が
終
わ
る
と
帰
ら
れ
た
方
も
、
今
年
度
よ
り
一
般
部
門
の
開
演
時

間
を
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
の
す
ぐ
後
に
し
た
事
も
あ
っ
て
、
最
後
ま
で
残

っ
て
一
般
部
門
の
出
演
者
を
応
援
し
、
入
賞
者
を
祝
福
し
て
い
る
姿

が
見
ら
れ
、
と
て
も
良
い
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
滝
沢
昭
子
）

�

ギ
タ
ー�　
ギ
タ
ー
音
楽
の
夕
べ　

　
　
　
　
　

11
月
11
日
㈯　

午
後
５
時
半
開
演

　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル

第
１
部

独
奏

　

＊
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
…
…
…
…
…S.

ピ
ア
ポ
ン　
　
　

晴
山
翔
太
朗

　

＊
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
想
い
出
…F.

タ
レ
ガ　
　
　
　

阿
部
和
佳
奈

　

＊
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
…
…
…
…A

.

バ
リ
オ
ス　
　
　
青
山　

貴
子

　

＊
ス
ペ
イ
ン
風
セ
レ
ナ
ー
デ
…J.

フ
ェ
レ
ー
ル　
　

佐
藤　

典
子

　

＊
リ
オ　

ア
ン
チ
ョ
（
ル
ン
バ
）
…
パ
コ
・
デ
・
ル
シ
ア

　

フ
ラ
メ
ン
コ
研
究
会　

工
藤　
　

進

二
重
奏　

　

＊
落
ち
葉
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
…A

.

ハ
モ
ン
ド　

1st　

樋
口　

卓
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2nd　

樋
口　

知
志

　

＊
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
…
作
者
不
詳　
　
　
　

 1st　

齋
藤　

忠
孝

　
　

浜
辺
の
歌
…
…
…
…
成
田
為
三　
　
　
　

 2nd　

三
浦　

晃
可

三
重
奏

　

＊
ビ
ー
玉
遊
び
の
バ
イ
ヨ
ン
…P.

ベ
リ
ナ
テ
ィ1st　

勝
又
さ
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2nd　

菅
原　

美
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3rd　

佐
藤　

勝
政

独
奏

　

＊
前
奏
曲
２
・
５
番
…H

.

ヴ
ィ
ラ
＝
ロ
ボ
ス　
　
　

田
村　

一
真

　

＊
『
椿
姫
』
の
主
題
に
よ
る
幻
想
曲
・F.

タ
レ
ガ
（J.

ア
ル
カ
ス
）

賛
助
出
演　

齋
藤　
　

黎

第
２
部

合
奏

　

＊
ル
ナ
・
デ
ィ
・
フ
ェ
ゴ
…
ジ
プ
シ
ー
キ
ン
グ
ス

　
　

花
祭
り
…
…
…E.P.

サ
ル
デ
ィ
バ
ル　

ル
ナ
・
デ
ィ
・
フ
ェ
ゴ

　

＊
花
は
咲
く
…
菅
野
よ
う
子　

フ
ォ
ー
ラ
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

＊
マ
イ
・
ウ
ェ
イ
…J.

ル
ヴ
ォ
ー
＆C.

フ
ラ
ン
ソ
ワ



─ 88 ── 89 ─

　
　

ア
ベ
・
マ
リ
ア
…G.

カ
ッ
チ
ー
ニ

　
　
　

ブ
レ
イ
ビ
ス
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

＊Septem
ber

…M
.w

hite,A
.M

cK
ay,A

.W
illis　

GEEPs’

　

＊
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
組
曲
か
ら
第
１
楽
章　

Jig

…G.

ホ
ル
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
大
学
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
揮　

田
中　
　

誓

第
３
部

独
奏

　

＊
鉄
道
員
…
…
…
…C.

ル
ス
テ
ィ
ケ
ッ
リ

　
　

メ
ヌ
エ
ッ
ト
…
…J.Ph.

ラ
モ
ー  　
　
　
　
　
　

菊
池　

静
男

　

＊
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
組
曲
か
ら

　
　

プ
レ
リ
ュ
ー
ド
・
サ
ラ
バ
ン
ド
・
ワ
ル
ツ

　
　

…
…
…
…
…
…
…J.M

.

ガ
ジ
ャ
ル
ド
・
レ
イ　
　

松
田
洋
次
郎

　

＊
幻
想
曲
…
…
…
…S.L.

ヴ
ァ
イ
ス

　
　

前
奏
曲
第
１
番
…H

.

ヴ
ィ
ラ
＝
ロ
ボ
ス　
　
　
　
橋
本　

博
行

　

＊
ア
ラ
ビ
ア
風
奇
想
曲
…F.

タ
レ
ガ　
　
　
　
　
　

中
嶋　

亮
三

　

＊
最
後
の
ト
レ
モ
ロ
…A

.

バ
リ
オ
ス　
　
　
　
　

  

樋
口　

知
志

　

＊
ロ
マ
ン
ス　

ク
リ
オ
ー
リ
ョ
…J.

モ
レ
ル　
　
　

三
浦　

晃
可

　

＊
さ
く
ら
変
奏
曲
…
横
尾
幸
弘　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

圭
一

　

＊
神
秘
の
組
曲
か
ら

　
　

デ
ィ
プ
ソ
・
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
…V

.

ア
セ
ン
シ
オ　

望
月　

麻
千

《
講
評
》　
第
70
回
岩
手
芸
術
祭

参
加
「
第
41
回
ギ
タ
ー
音
楽
の

夕
べ
」
は
、
独
奏
者
15
名
（
う

ち
フ
ラ
メ
ン
コ
１
名
）、
二
・
三

重
奏
３
組
、
合
奏
５
団
体
の
参

加
の
下
、平
成
29
年
11
月
11
日
、

県
民
会
館
中
ホ
ー
ル
に
て
行
わ

れ
た
。鑑
賞
者
数
は
１
６
３
名
、

延
べ
出
演
者
数
は
81
名
で
あ
っ

た
。

　

第
１
部
は
晴
山
翔
太
郎
の
ジ

ン
グ
ル
ベ
ル
の
独
奏
で
幕
を
開

け
、
二
・
三
重
奏
及
び
賛
助
出

演
者
の
独
奏
と
第
２
部
の
ギ
タ
ー
合
奏
を
は
さ
み
、
第
３
部
の
望
月

麻
千
の
神
秘
の
組
曲
（
デ
ィ
プ
ソ
と
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
）
の
演
奏
で
幕

を
閉
じ
た
。

　

今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
の
中
で
、
第
１
部
樋
口
卓
子
と
樋
口
知

志
の
二
重
奏
落
ち
葉
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
や
賛
助
出
演
者
齋
藤
黎
の

「
椿
姫
」
の
主
題
に
よ
る
幻
想
曲
、
第
２
部
ブ
レ
イ
ビ
ス
ギ
タ
ー
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
ア
ベ
・
マ
リ
ア
の
合
奏
、
そ
し
て
第
３
部
中
、
大
森

圭
一
の
さ
く
ら
変
奏
曲
の
演
奏
が
印
象
に
残
っ
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
指
の
怪
我
で
欠
場
し
た
田
村
一
真
君
の
演
奏
を
再

◀
ギ
タ
ー

び
聴
く
こ
と
が
で
き
た
他
、
老
若
男
女
の
方
々
の
独
奏
・
合
奏
を
楽

し
む
こ
と
が
出
来
た
。
出
演
し
て
く
だ
さ
っ
た
各
位
が
日
頃
研
鑚
を

積
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
謝
意
を
表
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
佐
藤　
匡
）

▽
実
行
委
員
＝
佐
藤
勝
政
・
橋
本
博
行

�

管
弦
楽�　
管
弦
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７

　
　
　
　
　

12
月
10
日
㈰　

午
後
２
時
開
演

　
　
　
　
　

胆
沢
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

奥
州
ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ス
ク
ー
ル

　
　
　

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ　

シ
ン
フ
ォ
ニ
アRV

122

　

管
弦
合
奏
部
門

　
　
　

パ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル
の
カ
ノ
ン

　
　
　

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー　

フ
ォ
ー
ク
チ
ュ
ー
ン
と
フ
ィ
ド
ル
ダ
ン
ス

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
門　

公
開
練
習
と
演
奏

　
　
　

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン　

ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス　

ラ
デ
ツ
キ
ー
行
進
曲

出
演
団
体
＝
奥
州
ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

も
り
お
か
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
　
　
　
　

一
関
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
　
　
　
　

田
園
室
内
合
奏
団

　
　
　
　
　

宮
古
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
会

　
　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
参
加

　
　
　
　
　

花
巻
弦
楽
教
室

　
　
　
　
　

一
般
参
加

ゲ
ス
ト
プ
レ
ー
ヤ
ー
＝

牛
腸
和
彦
（
ト
ラ
ンペッ
ト
／
東
京
シ
ア
タ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）

指
導
＝
い
わ
て
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

《
講
評
》　
岩
手
県
管
弦
楽
連
盟
は
、
岩
手
県
に
お
け
る
管
弦
楽
活
動

の
普
及
振
興
を
目
指
し
、
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
単
独
で
は
難

し
い
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
や
、
一
流
演
奏
家
と
の
共
演
、
特
別

講
習
会
な
ど
を
提
供
し
、
岩
手
県
の
音
楽
芸
術
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
ほ
か
、
若
手
演
奏
家
の
活
動
の
場
と
し
て
演

奏
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
の
育
成
事
業
も
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

県
芸
術
文
化
協
会
に
加
盟
後
、
初
め
て
と
な
る
岩
手
芸
術
祭
参
加

事
業
と
し
て
「
管
弦
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
」
を
開
催
し
、

県
内
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
室
内
合
奏
団
・
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

な
ど
に
在
籍
す
る
89
名
が
一
堂
に
会
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
昨
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年
12
月
に
は
プ
レ
企
画
と
し
て
都
南

文
化
会
館
で
「
管
弦
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
６
」
を
開
催
し
ま
し
た

が
、終
了
後
、子
ど
も
た
ち
か
ら
「
次

は
い
つ
や
る
の
？
」、「
次
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
曲
は
何
？
」
と
質
問
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。
大
編
成
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
経
験
は
貴
重
な
も
の
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
ま
た
、
弦
楽
だ
け
で
な

く
管
弦
楽
も
入
っ
た
フ
ル
編
成
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
を
経
験
す
る
こ
と
が
少

な
い
岩
手
の
子
ど
も
た
ち
は
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
繊
細
な
表
現
か
ら
大
音

量
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ン
ジ
の
広
さ

に
感
動
を
覚
え
る
様
子
で
し
た
。
今

後
も
子
ど
も
た
ち
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
に
力
を
入
れ

る
ほ
か
、
加
盟
団
体
も
徐
々
に
増
え
て
お
り
、
県
内
の
多
く
の
団
体

が
連
携
を
と
る
こ
と
で
次
世
代
へ
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
寺
崎　
巖
）

▽
運
営
委
員
＝
寺
崎　

巖　

齊
藤　

弦

　
舞　
踊

洋　
舞�　
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
公
演

　
　
　
　
　

平
成
29
年
10
月
15
日
㈰　

午
後
３
時
開
演

　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
／
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
』

　

プ
ロ
ロ
ー
グ
〈
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
家
〉

　
　

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
＝
東　

秀
昭

　
　

サ
ン
チ
ョ
・
パ
ン
サ
＝
友
杉
洋
之

　

第
１
幕
第
１
場
〈
街
の
広
場
〉

　
　

キ
ト
リ
＝
渡
辺
恭
子

　
　

バ
ジ
ル
＝
高
谷　

遼

　
　
　
　
　
　

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
＝
東　

秀
昭

　
　
　
　
　
　

サ
ン
チ
ョ
・
パ
ン
サ
＝
友
杉
洋
之

　
　

エ
ス
パ
ー
ダ
＝
加
藤
大
和

　
　

ガ
マ
ー
シ
ュ
＝
大
野
大
輔

　
　

ロ
レ
ン
ツ
ォ
＝
横
内
国
弘

　
　

大
道
の
踊
り
子
＝
村
上
弘
子

　
　

バ
ジ
ル
の
友
人
＝
加
地
暢
文　

関
口　

啓　

愛
澤
佑
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
聖
人

　
　

闘
牛
士
た
ち
＝
渡
辺
大
地  

宮
司
知
英  

八
幡
恵
介  

仲
田
直
樹

　
　

キ
ト
リ
の
友
人
＝
遠
藤　

葵　

松
岡　

愛　

池
田
理
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口　

睦

　
　

街
の
娘
た
ち
＝
山
田
美
生　

及
川
日
花
梨　

伊
東　

華

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
友
夏　

齊
藤
瑞
季　

関　

レ
ナ

　
　
　
　
　
　
　

＝
遠
藤　

櫻　

鷹
觜　

華　

前
田
千
佳

　
　
　
　
　
　
　
　

村
木
小
晴　

菊
池
ひ
ま
り　

菅
原
美
来

　
　
　
　
　
　
　
　

千
田
薫
子　

谷
地
畝
愛
美

　

第
１
幕
第
２
場
〈
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
夢
〉

　
　

ド
ル
シ
ネ
ア
姫
＝
渡
辺
恭
子

　
　

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
＝
東　

秀
昭

　
　

サ
ン
チ
ョ
・
パ
ン
サ
＝
友
杉
洋
之

　
　
　
　
　
　

森
の
女
王
＝
柴
田
千
紗
葵

　
　
　
　
　
　

愛
の
妖
精
＝
小
谷
百
香

　
　

森
の
妖
精
た
ち
＝
前
田
千
佳　

村
木
小
晴　

菊
池
ひ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
地
畝
愛
美　

遠
藤　

櫻　

鷹
觜　

華

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
美
来　

千
田
薫
子　

岩
渕　

華

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
明
花　

西
國　

菜　

佐
々
木
唯
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
み
な
み　

関　

留
里　

田
中　

心

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

凜　

太
野
凜
花　

山
﨑　

叶

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野
ひ
ま
り　

村
上
結
子

　
　

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
た
ち
＝
伊
東　

麗　

小
笠
原
李　

川
端
小
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
本
愛
花　

舘
沢
都
愛　

田
村
天
香

◀
管
弦
楽
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千
葉
桃
子　

森　

春
奈

　
　

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
１
＝
岩
渕　

華　

小
川
明
花　

西
國　

菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
唯
空　

佐
藤
み
な
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関　

留
里　

田
中　

心　

藤
井　

凜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
野
凜
花　

山
﨑　

叶　

平
野
ひ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
結
子　

伊
東　

麗　

小
笠
原
李

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端
小
雪　

倉
本
愛
花　

舘
沢
都
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
天
香　

千
葉
桃
子　

森　

春
奈

　
　

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
２
＝
遠
藤　

櫻　

鷹
觜　

華　

菅
原
美
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
田
薫
子

　

第
２
幕
第
１
場
〈
街
の
広
場
〉

　
　

キ
ト
リ
＝
渡
辺
恭
子

　
　

バ
ジ
ル
＝
高
谷　

遼

　
　
　
　
　
　

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
＝
東　

秀
昭

　
　
　
　
　
　

サ
ン
チ
ョ
・
パ
ン
サ
＝
友
杉
洋
之

　
　

エ
ス
パ
ー
ダ
＝
加
藤
大
和

　
　

ガ
マ
ー
シ
ュ
＝
大
野
大
輔

　
　

ロ
レ
ン
ツ
ォ
＝
横
内
国
弘

　
　

大
道
の
踊
り
子
＝
村
上
弘
子

　
　

バ
ジ
ル
の
友
人
＝
加
地
暢
文　

関
口　

啓　

愛
澤
佑
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
聖
人

　
　

闘
牛
士
た
ち
＝
渡
辺
大
地  

宮
司
知
英  

八
幡
恵
介  

仲
田
直
樹

　
　

キ
ト
リ
の
友
人
＝
遠
藤　

葵　

松
岡　

愛　

池
田
理
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口　

睦

　
　

街
の
娘
た
ち
＝
山
田
美
生　

及
川
日
花
梨　

伊
東　

華

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
友
夏　

齊
藤
瑞
季　

関　

レ
ナ

　
　
　
　
　
　
　

＝
遠
藤　

櫻　

鷹
觜　

華　

前
田
千
佳

　
　
　
　
　
　
　
　

村
木
小
晴　

小
谷
百
香　

菊
池
ひ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
美
来　

千
田
薫
子　

谷
地
畝
愛
美

　
　

街
の
子
供
た
ち
＝
岩
渕　

華　

小
川
明
花　

西
國　

菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
唯
空　

佐
藤
み
な
み　

関　

留
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

心　

藤
井　

凜　

太
野
凜
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑　

叶

　

第
２
幕
第
２
場
〈
ガ
マ
ー
シ
ュ
の
屋
敷
〉

　
　

マ
ー
チ
＝
山
田
美
生　

及
川
日
花
梨　

伊
東　

華　

菊
池
友
夏

　
　
　
　
　
　

齊
藤
瑞
季　

関　

レ
ナ　

加
地
暢
文　

愛
澤
佑
樹

　
　
　
　
　
　

渡
辺
大
地　

宮
司
知
英　

八
幡
恵
介　

仲
田
直
樹

　
　

ガ
マ
ー
シ
ュ
の
踊
り
＝
大
野
大
輔　

関
口　

啓　

石
川
聖
人

　
　

ボ
レ
ロ
＝
村
上
弘
子　

加
藤
大
和

　
　

フ
ァ
ン
ダ
ン
ゴ
＝
加
地
暢
文　

関
口　

啓　

愛
澤
佑
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
聖
人　

渡
辺
大
地　

宮
司
知
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
幡
恵
介　

仲
田
直
樹

　
　

グ
ラ
ン
・
パ
・
ド
・
ド
ゥ　

キ
ト
リ
＝
渡
辺
恭
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

バ
ジ
ル
＝
高
谷　

遼

　
　

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
１
＝
池
田
理
子　

樋
口　

睦

　
　

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
２
＝
遠
藤　

葵　

松
岡　

愛

　
　

コ
ー
ダ
＝
全
員

《
講
評
》　
岩
手
県
洋
舞
協
会
会
員
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
３
教
室
で

は
、
生
徒
数
の
減
少
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
今
回
の
バ

レ
エ
合
同
公
演
に
は
、
盛
岡
だ
け
で
な
く
沿
岸
地
方
や
奥
州
市
な
ど

在
住
の
生
徒
を
含
む
小
中
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
40
名
の
生
徒
が

出
演
し
た
。

　

例
年
よ
り
準
備
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
６

月
４
日
の
生
徒
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
経
て
、
良
い
振
付
家
（
東
京
ス

タ
ー
ダ
ン
サ
ー
ズ
バ
レ
エ
団
バ
レ
エ
マ
ス
タ
ー
鈴
木
稔
氏
）
と
出
会

い
、
限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
リ
ハ
ー
サ
ル
が
始
ま
っ
た
。

　

バ
レ
エ
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」
全
幕
は
長
大
な
バ
レ
エ
で
、
大
人

数
の
大
人
の
踊
り
手
が
必
要
に
な
る
。
今
回
は
生
徒
主
体
で
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ダ
ン
サ
ー
と
の
協
演
な
の
で
、
い
く
つ
か
の
場
面

を
割
愛
し
て
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
に
な
っ
た
。
結
果
、
ス
ピ
ー
デ
ィ

な
流
れ
と
な
り
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ダ
ン
サ
ー
の
技
量
、
中
学

高
校
生
の
芝
居
を
交
え
た
踊
り
、「
夢
の
場
」
で
の
真
摯
な
美
し
さ

の
踊
り
な
ど
、
見
応
え
の
あ
る
公
演
と
な
っ
た
。
ま
た
、
生
徒
達
が

間
近
に
バ
レ
エ
団
員
の
踊
り
を
見
ら
れ
た
こ
と
は
得
難
い
体
験
に
な

っ
た
こ
と
と
思
う
。
ス
タ
ジ
オ
で
生
徒
達
が
我
を
忘
れ
て
踊
り
に
魅

入
っ
て
い
る
表
情
が
忘
れ
ら
れ

な
い
。

　

全
幕
バ
レ
エ
を
仕
上
げ
る
に

は
、
個
々
の
ダ
ン
サ
ー
の
力
量

と
稽
古
に
よ
る
結
果
の
力
が
必

要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
力
の
あ

る
裏
方
美
術
も
当
然
必
要
に
な

る
。
盛
岡
の
公
演
で
は
、
全
て

の
助
力
を
東
京
の
ス
タ
ッ
フ
に

任
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
良
い
舞

台
を
作
り
上
げ
よ
う
と
す
れ

ば
、
経
費
も
ま
た
、
膨
ら
ん
で

く
る
こ
と
に
な
る
。
今
回
の
芸

術
祭
公
演
で
は
、
ダ
ン
サ
ー
と

舞
台
裏
方
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
方
々
を
み
て
、
そ
の
踊
り
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
、
舞
台
裏
方
の
静
か
に
完
璧
に
舞
台
を
作
る
力
量
に

改
め
て
称
賛
と
感
謝
を
捧
げ
た
い
。
こ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な

力
に
囲
ま
れ
て
舞
台
で
踊
っ
た
岩
手
県
の
バ
レ
エ
の
生
徒
た
ち
―
皆

の
将
来
に
こ
の
経
験
が
花
開
く
よ
う
に
と
願
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
め
い
子
）

▽
実
行
委
員
＝
小
柳
玲
子　

久
慈
幸
恵

◀
洋
舞
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日　
舞�　
日
本
舞
踊
公
演

　
　
　
　
　

11
月
19
日
㈰　

午
前
11
時
開
演

　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

長
唄　
　
　

四
季
の
詠
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳　

吉
聖

長
唄　
　
　

梅
の
栄
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
水
木　

優
利

長
唄　
　
　

芽
吹
柳
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳　

鈴
掬

長
唄　
　
　

松
の
緑
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳
福
美
晴

長
唄　
　
　

扇
の
四
季
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳
志
寿
幸

長
唄　
　
　

五
月
雨
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳　

初
弘

清
元　
　
　

幻
お
七
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
水
木　

雀
優

長
唄　
　
　

雨
の
五
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳　

力

長
唄　
　
　

菖
蒲
浴
衣
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
藤
間
桂
佐
舞

長
唄　
　
　

蓬
莱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
花
柳
則
美
晴

義
太
夫　
　

猩
々
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
水
木
聖
千
優

大
和
楽　
　

早
春
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳　

力
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳
力
可
寿

長
唄　
　
　

鷺
娘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
水
木
優
水
碧

長
唄　
　
　

俄
獅
子
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
條　

峰
女

清
元　
　
　

遍
路
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
藤
間
秀
之
進

長
唄　
　
　

阿
波
踊
り
慕
情
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
水
木　

楓
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
木　

聡
楓

常
磐
津　
　

山
姥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳
竹
美
晴

長
唄　
　
　

藤
娘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
水
木　

歌
絹

長
唄　
　
　

都
風
流
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
藤
間
利
之
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
間
亜
祁
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
間
純
之
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
間
弥
生
之

大
和
楽　
　

藤
む
ら
さ
き
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳
貴
千
鶴

清
元　
　
　

玉
兎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
柳　

力
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳　

衣
江

清
元　
　
　

傀
儡
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
花
柳
美
寿
晴

《
講
評
》　
第
70
回
岩
手
芸
術
祭
参
加
、
日
本
舞
踊
公
演
は
、
県
民
会

館
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
午
前
11
時
よ
り
開
演
い
た
し
ま
し
た
。

　

６
流
派
12
社
中
28
名
の
出
演
と
な
り
、
22
番
の
番
組
が
上
演
さ
れ

ま
し
た
。

　

序
幕
は
当
協
会
理
事
、
若
柳
吉
聖
に
よ
る
長
唄
「
四
季
の
詠
」
で

格
調
高
く
始
ま
り
、
長
唄
、
清
元
、
義
太
夫
、
大
和
楽
、
常
磐
津
の

邦
楽
に
合
わ
せ
多
彩
な
内
容
、
そ
し
て
変
化
に
富
ん
だ
演
目
が
続
き

ま
し
た
。

　

今
回
は
若
手
の
出
演
者
も
多
く
華
や
か
な
舞
台
と
な
り
、
各
社
中

の
日
頃
の
研
鑚
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
演
目
に
、
終
日
お
し
み
な
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
当
協
会
会
長
、
若
柳

美
寿
晴
に
よ
る
清
元
「
傀
儡

師
」
を
素
踊
り
で
豊
か
に
表
現

し
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

次
回
も
今
回
同
様
に
若
手

及
び
県
内
各
地
か
ら
の
出
演

者
が
多
く
な
る
事
を
望
み
、
伝

統
芸
能
と
し
て
日
本
舞
踊
が

益
々
発
展
す
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
水
木　
楓
）

▽
実
行
委
員
＝
花
柳
美
寿
晴

　
　
　
　
　
　

水
木　
　

楓

　
演　
芸

民　
謡�　
岩
手
民
謡
ま
つ
り

　
　
　
　
　

平
成
30
年
11
月
５
日
㈰　

11
時
開
演

　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

第
１
部	

紅
葉
織
り
な
す
民
の
唄

１　

踊　

ど
ど
さ
い
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
舞
畠
山
会
社
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

唄
／
玉
山
ツ
ヤ
子

２　

唄　

南
部
木
挽
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
上　
　

悟

３　

唄　

外
山
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

槻
舘　

恭
治

４　

唄　

南
部
馬
方
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畠
山　

勝
彦

５　

踊　

秋
田
船
方
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
原
会
社
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

唄
／
吉
田
や
す
子

６　

唄　

酒
屋
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
沼　
　

紀

７　

唄　

宮
城
野
盆
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

令
子

８　

唄　

萩
刈
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
沼　

京
子

９　

唄　

秋
田
お
ば
こ
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
清
水
啓
子

10　

踊　

お
い
せ
坂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
上
や
よ
い
会

11　

唄　

生
保
内
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
山　

カ
ツ

12　

唄　

秋
田
飴
売
り
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　
　

樹

13　

唄　

酒
屋
流
し
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

善
美

▶
日
舞
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14　

唄　

南
部
盆
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
澤　

吉
次

15　

踊　

秋
田
甚
句　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
よ
し
ゃ
れ
舞
踊
団

16　

唄　

津
軽
タ
ン
ト
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

一
子

17　

唄　

真
室
川
音
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
田　

禮
子

18　

唄　

能
代
舟
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
ふ
ぢ
え

19　

踊　

米
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
千
代
連

20　

唄　

南
部
茶
屋
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
海　

み
よ

21　

唄　

秋
田
小
原
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

竹
秀

22　

唄　

秋
田
草
刈
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
屋
敷　

晃

23　

唄　

尾
鷲
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
山
ナ
ツ
子

第
２
部	

第
70
回
岩
手
芸
術
祭　
民
謡
民
舞
大
賞
決
定
戦

民
謡
部
門

１　

唄　

南
部
馬
方
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
石　

義
男

２　

唄　

萩
刈
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
堂
る
り
子

３　

唄　

南
部
牛
追
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
深
里

４　

唄　

酒
屋
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
滝　

一
秋

５　

唄　

箱
根
馬
子
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

隆

６　

唄　

南
部
駒
引
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

幸
子

７　

唄　

南
部
よ
し
ゃ
れ
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

及
川
久
美
子

８　

唄　

南
部
牛
追
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
野　

君
子

９　

唄　

南
部
牛
追
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

正
明

10　

唄　

南
部
木
挽
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
川　

光
雄

11　

唄　

外
山
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜂
谷　

和
子

12　

唄　

南
部
牛
追
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
田　

桂
敏

13　

唄　

沢
内
甚
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部　

伊
祥

14　

唄　

南
部
木
挽
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺
夏
樹

15　

唄　

南
部
木
挽
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本　

慶
子

16　

唄　

南
部
馬
方
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

秋
男

17　

唄　

南
部
駒
引
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

信

18　

唄　

南
部
牛
追
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
場
昭
喜
治

民
舞
部
門

１　

踊　

南
部
俵
積
み
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
月
福
田
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

唄
／
三
上　

紀
子

２　

踊　

秋
田
音
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漆　

原　

会

唄
／
漆
原
栄
美
子

３　

踊　

さ
ん
さ
し
ぐ
れ　
　
　
　
　
　
　

南
部
よ
し
ゃ
れ
舞
踊
団

４　

踊　

本
荘
追
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
川　

鈴（
漆
原
会
）

唄
／
漆
原
栄
美
子

次
世
代
コ
ー
ナ
ー
＆
器
楽
演
奏

子
供
た
ち
の
唄
と
踊
り

１　

踊　

豊
年
こ
い
こ
い
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
月
福
田
会

唄
／
北
條
真
由
美

２　

唄　

南
部
牛
追
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
麻
里

３　

唄　

南
部
よ
し
ゃ
れ
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
美
香

４　

唄　

秋
田
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芳
賀　

晴
奈

５　

唄　

ソ
ー
ラ
ン
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

な
な

６　

唄　

出
船
音
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
机　

紅
愛

７　

唄　

り
ん
ご
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
机　

唯
愛

８　

唄　

ド
ド
サ
イ
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
見　

柚
名

９　

踊　

南
部
茶
屋
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
上
や
よ
い
会

10　

唄　

チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
っ
こ　
　
　
　
　
　
　
　

大
清
水
優
花

11　

唄　

古
調
外
山
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

優
人

12　

唄　

南
部
木
挽
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
佳
菜
絵

13　

唄　

秋
田
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野　

蓮
花

14　

唄　

南
部
よ
し
ゃ
れ
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
愛
佳

15　

唄　

南
部
酒
屋
も
と
す
り
唄　
　
　
　
　
　
　
　

福
山　

真
生

16　

唄　

ド
ド
サ
イ
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
山　

芽
生

17　

唄　

花
笠
音
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
澤　

夏
音

18　

唄　

外
山
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
澤　

凜
心

19　

唄　

そ
ん
で
こ
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
川　

杏
莉

20　

踊　

秋
田
甚
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
月
福
田
会

唄
／
佐
野
よ
り
こ

器
楽
合
奏

１　

三
味
線
合
奏　

北
国
の
ひ
び
き　
　
　
　
　
　
　

岩
手
睦
実
会

２　

ド
ド
サ
イ
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
水
会
子
供
連

唄
／
越
田　

仁
蔵

第
３
部	

民
謡
特
撰
集

１　

踊　

生
保
内
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
舞
畠
山
会
社
中

唄
／
鳴
海　

み
よ

２　

唄　

相
馬
流
れ
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
岡　

祐
衣

３　

唄　

秋
田
馬
子
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
上　
　

衛

４　

唄　

津
軽
小
原
節
（
旧
節
） 　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
や
す
子

５　

唄　

灘
の
酒
造
り
祝
い
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
保　
　

公

６　

踊　

花
笠
音
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
上
や
よ
い
会

７　

唄　

南
部
俵
積
み
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

照
井　

陽
子

８　

踊　

田
原
坂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
ひ
と
み

９　

唄　

秋
田
荷
方
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松　

正
宏

10　

唄　

新
タ
ン
ト
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

信
子

11　

踊　

会
津
磐
梯
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
月
福
田
会

唄
／
菊
池　

ひ
ろ
み

12　

唄　

南
部
一
つ
甚
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
ひ
ろ
み

13　

唄　

ホ
ー
ハ
イ
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　
　

孝

14　

唄　

炭
坑
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

油
井　

幸
子

15　

踊　

沢
内
甚
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
原
会
社
中

唄
／
玉
山　

ツ
ヤ
子

16　

唄　

な
か
お
く
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
内
と
り
子

17　

唄　

南
部
酒
盛
り
甚
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
澤　

廣
次

18　

唄　

道
南
口
説　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舘
澤　

基
菊



─ 98 ── 99 ─

19　

踊　

津
軽
タ
ン
ト
節　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
舞
畠
山
会
社
中

唄
／
松
内　

と
り
子

20　

唄　

お
い
せ
坂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
岩
持
勝
子

21　

踊　

し
げ
さ
節　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
よ
し
ゃ
れ
舞
踊
団

22　

唄　

津
軽
じ
ょ
ん
か
ら
節　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

栄
人

23　

唄　

炭
焼
き
甚
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池　

マ
セ

24　

踊　

喜
代
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
千
代
連

25　

唄　

豆
ひ
き
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
里
福
次
郎

26　

唄　

鹿
児
島
浜
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

勝
代

《
講
評
》　
本
年
も
「
岩
手
民
謡
ま
つ
り
」
は
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

午
前
十
一
時
よ
り
岩
手
民
謡
ど
ど
さ
い
節
の
唄
と
踊
り
で
幕
を
開
け

た
。

　

今
回
も
例
年
の
三
部
構
成
に
加
え
次
世
代
コ
ー
ナ
ー
を
拡
大
さ
せ

て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
と
し
た
。演
目
数
も
昨
年
よ
り
か
な
り
増
え
、

唄
・
踊
り
・
器
楽
演
奏
全
て
に
お
い
て
、
大
人
顔
負
け
の
完
成
度
に

観
客
の
み
な
ら
ず
、
会
員
一
同
目
を
見
張
っ
た
。

　

ま
た
本
公
演
で
は
平
成
十
四
年
よ
り
毎
年
優
れ
た
演
技
者
に
贈
る

芸
術
大
賞
を
決
め
る
「
民
謡
民
舞
大
賞
決
定
戦
」
コ
ー
ナ
ー
が
昨
年

に
引
き
続
き
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
岩
手
県
合
唱
連
盟
名

誉
会
長
の
太
田
代
政
男
氏
を
筆
頭
に
、
本
協
会
役
員
藤
沢
清
美
・
工

藤
末
三
郎
・
照
井
真
実
都
氏
ら
の
審
査
員
は
口
々
に
甲
乙
つ
け
が
た

か
っ
た
と
語
ら
れ
た
。
今
回
の

結
果
は
、
民
謡
部
門
は
若
手
の

勢
い
の
あ
る
唄
を
し
の
ぎ
、
熟

練
さ
れ
た
橋
場
昭
喜
治
が
僅
差

で
大
賞
受
賞
と
な
っ
た
。
民
舞

で
は
漆
原
会
若
手
の
星
川
鈴
が

し
な
や
か
な
手
さ
ば
き
で
本
荘

追
分
を
踊
り
上
げ
、
見
事
に
大

賞
に
輝
い
た
。

　

第
一
部
【
紅
葉
織
り
な
す

民
の
唄
】
二
十
三
曲
、【
次
世

代
コ
ー
ナ
ー
＆
器
楽
演
奏
】

二
十
二
曲
、
第
二
部
【
民
謡

民
舞
大
賞
決
定
戦
】
二
十
二

曲
、
第
三
部
【
民
謡
特
撰
集
】

二
十
六
曲
を
若
手
・
ベ
テ
ラ
ン

が
次
々
に
舞
台
に
出
て
全
国
の
民
謡
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
届
け
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
集
客
力
の
向
上
と
更
な
る
演
目
の
組
み
立

て
方
を
吟
味
し
て
い
き
た
い
。

◆
民
謡
功
労
者　

勝
田
健
水
氏
（
尺
八
）
芸
能
歴
四
十
六
年
・
伊
藤

文
子
氏
（
踊
り
）
芸
能
歴
三
十
三
年
五
か
月
・
大
滝
一
秋
氏
（
唄
）

◀
民
謡

芸
能
歴
四
十
七
年
七
か
月

◆
芸
術
大
賞
入
賞
者　

民
謡
大
賞
・
橋
場
昭
喜
治
／
南
部
牛
追
い

唄
、
民
舞
大
賞
・
漆
原
会
／
秋
田
音
頭
、
中
田
桂
敏
／
南
部
牛
追
い

唄
（
唄
）、
玉
川
光
雄
／
南
部
木
挽
唄
（
唄
）、
岩
月
福
田
会
／
南
部

俵
積
み
唄
（
踊
り
）、南
部
よ
し
ゃ
れ
舞
踊
団
／
さ
ん
さ
し
ぐ
れ
（
踊

り
）

（
事
務
局
長
・
三
上
紀
子
）

新
舞
踊�　
新
舞
踊
発
表
会

　
　
　
　
　

平
成
29
年
10
月
15
日
㈰　

10
時
半
開
演

　
　
　
　
　

大
船
渡
市
民
文
化
会
館

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　

亜
矢
の
祭
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

満
月
会

１　

雅
の
舞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

舞
の
会

２　

三
陸
祝
い
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

野
の
花
会

３　

北
の
出
世
船　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釜
石
支
部　

藤
舞
会

４　

長
持
祝
い
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

新
友
会

５　

竜
虎
伝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

有
扇
会

６　

お
こ
さ
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
上
支
部　

や
よ
い
会

７　

夕
月
お
け
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

と
し
美
会

８　

酔
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

満
月
会

９　

勝
負
坂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

舞
の
会

10　

日
本
の
夜
明
け　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

裕
康
会

11　

花
は
咲
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

邦
扇
会

12　

北
の
出
世
船　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
上
支
部　

幸
の
会

13　

佐
渡
の
恋
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釜
石
支
部　

藤
舞
会

14　

ま
だ
ま
だ
人
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

野
の
花
会

15　

紅
の
傘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

有
扇
会

16　

華
に
な
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

と
し
美
会

17　

チ
ャ
ン
チ
キ
恋
唄　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

春
陽
会

18　

風
雪
な
が
れ
旅　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

甲
扇
会

19　

さ
さ
め
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

胆
沢
支
部　

寿
葉
会

20　

外
山
節　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

洋
子
社
中

21　

古
希
祝
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
上
支
部　

や
よ
い
会

22　

人
生
み
ち
づ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

泉
会

23　

花
の
兄
弟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

裕
康
会

24　

里
の
恋
唄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

満
月
会

25　

人
生
男
船　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

野
の
花
会

26　

関
東
春
雨
傘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

舞
の
会

27　

鳥
取
砂
丘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

崇
扇
会

28　

兄
弟
船　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
上
支
部　

幸
の
会

29　

絵
島
生
島
雪
の
舞　
　
　
　
　
　
　
　

釜
石
支
部　

藤
舞
会
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30　

さ
く
ら
月
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

満
月
会

31　

北
の
出
世
船　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

と
し
美
会

32　

熊
本
城　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

新
友
会

33　

竹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

邦
扇
会

34　

望
郷
北
岬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

舞
の
会

35　

う
す
雪
草
の
恋　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

野
の
花
会

36　

沢
内
剣
ば
や
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

洋
子
社
中

37　

男
の
流
儀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

有
扇
会

38　

Y
U

K
IFU

JI

サ
ン
バ　
　
　
　
　
　
　

北
上
支
部　

幸
の
会

39　

お
蔦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釜
石
支
部　

藤
舞
会

40　

北
岳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

満
月
会

41　

雪
の
最
上
川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

裕
康
会

42　

独
楽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

と
し
美
会

43　

助
六
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

舞
の
会

44　

福
寿
草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

野
の
花
会

45　

は
ぐ
れ
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
上
支
部　

や
よ
い
会

46　

温
故
知
新　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

泉
会

47　

北
上
川
絶
唱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

春
陽
会

48　

高
尾
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

有
扇
会

49　

北
の
漁
場　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
上
支
部　

幸
の
会

50　

仁
義
の
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釜
石
支
部　

藤
舞
会

51　

浪
花
恋
し
ぐ
れ
（
桂
春
団
治
）　　
　

 

気
仙
支
部　

舞
の
会

52　

陽
だ
ま
り
人
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

野
の
花
会

53　

龍
の
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
支
部　

満
月
会

フ
ィ
ナ
ー
レ

　
　

さ
く
ら
音
頭　
　

気
仙
支
部　

満
月
会
・
野
の
花
会
・
舞
の
会

《
講
評
》　
第
70
回
岩
手
芸
術
祭
参
加

「
未
来
を
彩
る
岩
手
の
芸
術　

み
ん

な
で
刻
も
う
新
た
な
歴
史
」
舞
台
等

演
芸
部
門
は
第
19
回
岩
手
県
新
舞
踊

協
会
芸
術
祭
舞
踊
発
表
会
「
椿
の
港

町
に
舞
う
・
潮
騒
の
宴
」
と
し
て
、

平
成
29
年
10
月
15
日
（
日
）、
大
船

渡
市
民
会
館
「
リ
ア
ス
ホ
ー
ル
」
に

お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、
２
回
目
の
開

催
と
な
っ
た
今
発
表
会
に
、
早
朝
よ

り
多
く
の
市
民
が
来
場
、
午
前
９
時

45
分
の
開
場
を
待
た
ず
に
長
い
行
列

が
で
き
る
盛
況
ぶ
り
で
、
午
前
10
時

30
分
開
演
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
気
仙

支
部
満
月
会
の
「
亜
矢
の
祭
り
」
で

幕
を
開
け
途
中
、
主
催
者
挨
拶
、
沿

▶
新
舞
踊

岸
各
支
部
会
主
紹
介
、
次
回
開
催
地
へ
の
大
扇
引
継
ぎ
四
季
な
ど
を

挟
み
、
全
53
曲
を
発
表
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
気
仙
支
部
合
同
の
「
さ
く

ら
音
頭
」
で
め
で
た
く
終
演
と
な
っ
た
。

　

当
日
の
朝
方
は
天
候
が
心
配
さ
れ
る
空
模
様
で
あ
っ
た
が
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
天
気
も
徐
々
に
回
復
し
、
ま
ず
ま
ず
の
好
天
に
恵

ま
れ
た
。

　

今
回
も
多
く
の
市
民
の
ご
来
場
を
い
た
だ
い
て
多
種
多
様
の
演

芸
、
舞
台
絵
巻
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
加
え
、
終
始
大

き
な
御
支
援
と
拍
手
を
い
た
だ
き
感
謝
に
堪
え
な
い
思
い
で
あ
る
。

　

被
災
地
の
現
状
は
未
だ
、復
興
途
上
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
く
、

私
ど
も
の
こ
う
し
た
活
動
が
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、

心
の
潤
い
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
更
に
精
進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
痛
感
し
た
発
表
会
で
あ
っ
た
。

（
文
責
・
事
務
局　
鈴
木
孝
四
郎
）

▽
実
行
委
員
＝
高
橋
ト
シ　

鈴
木
孝
四
郎
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県
民
文
芸
作
品
集

　

県
民
文
芸
作
品
集
は
、県
民
の
文
芸
活
動
の
振
興
を
目
的
と
し
て
、

県
民
か
ら
広
く
文
芸
作
品
を
公
募
し
、
そ
の
中
の
優
秀
作
品
を
掲
載

し
刊
行
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
は
48
集
と
な
る
。

会
議
等
の
運
営

　

５
月
10
日　
　
　
　

文
芸
部
門
第
１
回
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
募
要
項
の
決
定
等
）

　

７
月
１
日
～
８
月
31
日　

公
募
期
間

　

８
月
23
日　
　
　
　

文
芸
部
門
事
務
局
員
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
審
査
・
編
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
ほ
か
）

　

９
月
１
日
～
30
日　

作
品
選
考
期
間
（
種
目
毎
に
審
査
会
開
催
）

　

10
月
６
日　
　
　
　

県
民
文
芸
作
品
集
選
考
結
果
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
賞
・
入
選
者
へ
の
通
知
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
で
の
公
表
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
解
禁
）

　

２
月
21
日　
　
　
　

文
芸
部
門
第
２
回
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
芸
部
門
の
運
営
状
況
の
報
告
、次
回
の
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
要
項
の
決
定
等
）

応
募
状
況

　

平
成
29
年
７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
、
小
説
、
戯
曲
・
シ
ナ

リ
オ
、
文
芸
評
論
、
随
筆
、
児
童
文
学
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

の
９
種
目
の
作
品
を
公
募
し
た
。応
募
作
品
は
５
１
０
点
で
あ
っ
た
。

作
品
審
査

　

種
目
ご
と
に
審
査
を
行
い
芸
術
祭
賞
、
優
秀
賞
、
奨
励
賞
作
品
を

決
定
。
ま
た
、
今
年
は
特
別
枠
と
し
て
岩
手
芸
術
祭
70
周
年
の
節
目

を
記
念
し
て
「
第
70
回
記
念
賞
」
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
ほ
か
入
選

作
品
等
を
決
定
。
事
務
局
で
は
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
10
月
６
日
に

入
賞
・
入
選
者
へ
通
知
す
る
と
と
も
に
、
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
し
た
。
ま
た
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
解
禁
に

合
わ
せ
て
、
10
月
10
日
に
岩
手
日
報
、
ま
た
10
月
18
日
に
は
盛
岡
タ

イ
ム
ス
紙
面
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

表　
彰

　

芸
術
祭
賞
、
優
秀
賞
、
奨
励
賞
及
び
第
70
回
記
念
賞
受
賞
者
41
名

に
対
し
て
、
表
彰
式
を
12
月
９
日
に
行
っ
た
。（
会
場
・
サ
ン
セ
ー

ル
盛
岡
）

刊　
行

　

受
賞
作
品
等
を
掲
載
し
た
県
民
文
芸
作
品
集
を
12
月
９
日
に
刊
行

し
た
。

【
受
賞
作
品
・
作
者
及
び
選
者
】

種
目

賞
名

受
賞
作
／
作
者

選
者

小　
　

説
芸
術
祭
賞
カ
ー
ド
ス
タ
ン
ド
・
ス
ト

ー
リ
ー
／
多
田
加
久
子

柏
葉　

幸
子

斎
藤　
　

純

奨
励
賞

空
色
の
ロ
グ
デ
ー
タ
／
藍

沢　

篠

歌
う
た
い
の
雨
／
今
和 

立

麻
子
の
恋
／
佐
々
木
悠
紀

子

第
70
回

記
念
賞
冷
湿
布
貼
り
／
福
島
敬
次

郎

戯
曲
・

シ
ナ
リ
オ

芸
術
祭
賞
魚
た
ち
の
涙
／
神
久
保
敬

里

昆　
　

明
男

中
村　

好
子

奨
励
賞
推
理
Ｂ
／
今
和　

立

第
70
回

記
念
賞
「
リ
ホ
ー
ム
ゆ
り
え
」は
夢

い
っ
ぱ
い
／
中
森
都
志
子

文
芸
評
論

芸
術
祭
賞
山
口
青
邨
と
、
そ
の
周
辺

／
赤
﨑　

学

望
月　

善
次

牛
崎　

敏
哉

優
秀
賞
花
巻
か
ら
の
手
紙
─
透
谷

の
絶
望
─
／
内
藤
賢
一

奨
励
賞
「
羅
須
地
人
協
会
時
代
」
の

上
京
に
つ
い
て
／
鈴
木　

守

第
70
回

記
念
賞
啄
木
短
歌
の
「
す
べ
て
金

な
き
に
」
へ
の
推
論
／
仲

村
重
明
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種
目

賞
名

受
賞
作
／
作
者

選
者

随　
　

筆
芸
術
祭
賞
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
／
松

本
幸
子

須
藤　

宏
明

野
中　

康
行

優
秀
賞
心
残
り
／
小
賀
坂
勝
美

奨
励
賞
宝
の
箱
／
神
田
由
美
子

病
棟
の
窓
か
ら
／
川
代
博

輝

第
70
回

記
念
賞
ス
テ
ッ
プ
・
バ
イ
・
ス
テ

ッ
プ
／
遠
藤
勝
男

児
童
文
学

芸
術
祭
賞
兄
と
弟
／
佐
々
木
道
長

髙
橋　
　

昭

藤
原　

成
子

齋
藤　

英
明

優
秀
賞

supri(z)e girl
／
藍
沢　

篠

奨
励
賞
わ
た
し
の
好
き
な
青
／
佐

藤
礼
菜

第
70
回

記
念
賞
あ
い
ち
ゃ
ん
先
生
／
佐
々

木
喜
久
子

詩

芸
術
祭
賞
箸
の
願
い
／
伊
藤
恵
理
美

山
下　

正
彦

伊
藤　

諒
子

北
原　

陽
子

優
秀
賞
失
く
し
た
花
の
ブ
ー
ケ
。／

藍
沢　

篠

奨
励
賞
泡ほ

う
か
い壊
／
阿
部
双
葉

日
差
し
／
横
澤
和
司

第
70
回

記
念
賞
あ
さ
の
冷
涼
／
藤
倉
清
光

種
目

賞
名

受
賞
作
／
作
者

選
者

短　
　

歌
芸
術
祭
賞
草
む
し
り
／
菊
池
秋
光

小
笠
原
和
幸

佐
々
木
典
子

清
水　

亞
彦

藤
村　

孝
一

折
居　

路
子

優
秀
賞
井
戸
水
／
菊
池
ト
キ
子

奨
励
賞
新
聞
配
達
／
菊
田　

顕

落
人
の
里
／
山
内
義
廣

第
70
回

記
念
賞
岩
手
山
／
安
部
勝
衛

俳　
　

句
芸
術
祭
賞
余
熱
／
鳥
羽
ゆ
き
子

小
畑　

柚
流

小
菅　

白
藤

川
原　

道
程

小
林　

輝
子

吉
田　

一
路

名
久
井
清
流

服
部　

常
子

優
秀
賞
曲
水
の
宴
／
鈴
木
睦
子

奨
励
賞
秋
の
宵
／
中
嶋
広
江

女
身
仏
／
岩
渕
洋
子

第
70
回

記
念
賞
馬
肥
ゆ
る
／
平
山
千
江

川　
　

柳
芸
術
祭
賞
雑
詠
／
柳
清
水
広
作

小
原　

金
吾

塩
釜
ア
ツ
シ

佐
藤　

岳
俊

優
秀
賞
雑
詠
／
宇
部　

功

奨
励
賞
雑
詠
／
あ
べ
和
香

雑
詠
／
新
沼
志
保
子

第
70
回

記
念
賞
雑
詠
／
小
田
島
花
浪

　
文　
芸　
祭

�

小
説
大
会�　
11
月
４
日
㈯

　
　
　
　
　
　

岩
手
県
民
会
館
会
議
室
・
参
加
者
９
名

▽
講
師

　

柏
葉
幸
子
（
作
家
・
県
民
文
芸
作
品
集
選
者
）

　

斉
藤　

純
（
作
家
・
県
民
文
芸
作
品
集
選
者
）

《
講
評
》　
今
年
度
の
小
説
大
会
は
、
岩
手
県
民
会
館
第
３
会
議
室
を

会
場
に
、
県
民
文
芸
作
品
集
の
応
募
者
や
一
般
の
方
々
の
参
加
を
得

て
開
催
さ
れ
た
。

　

小
説
大
会
は
、
県
民
文
芸
作
品
集
の
選
者
が
講
師
を
務
め
、
応
募

作
品
の
選
評
を
主
な
内
容
と
し
て
い
る
。

　

最
初
に
講
師
か
ら
、
今
回
の
応
募
作
品
の
総
評
と
創
作
に
あ
た
っ

て
の
注
意
点
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
、
そ
の
後
、
参
加
者
の
作
品
に

つ
い
て
個
々
に
講
評
い
た
だ
き
質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け
た
。

　

総
評
と
創
作
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
に
つ
い
て
、講
師
か
ら
は「
読

者
を
意
識
し
た
作
品
を
重
視
し
た
。
今
年
で
4
年
目
だ
が
、
最
初
は

小
説
と
い
う
よ
り
は
エ
ッ
セ
イ
の
よ
う
な
作
品
が
多
か
っ
た
。
年
々

工
夫
し
、
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
意
識
し
た
作
品
が
集
ま
る
よ
う
に

な
っ
た
。
な
ぜ
小
説
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
読
ん
で
く
れ
た

人
が
ど
う
思
う
か
、
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
書
い
て
ほ

し
い
。」
と
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　

参
加
者
作
品
の
講
評
で
は
、
他
の
参
加
者
の
作
品
を
読
む
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
講
師
が
作
品
の
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
な
が
ら
、
作

者
が
書
き
た
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
良
い
点
や
注
意
点
を
挙
げ
て

い
た
だ
い
た
。
ま
た
参
加
者
も
疑
問
や
悩
み
な
ど
を
講
師
に
話
し
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
た
。

　

小
説
大
会
の
運
営
は
、
事
務
局
と
な
る
団
体
が
組
織
化
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
芸
術
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
が
直
接
行
っ
て
い

る
。
淡
々
と
事
務
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
が
、
参
加
者
の

側
に
立
っ
た
視
点
で
の
大
会
運

営
を
心
が
け
た
い
。
毎
年
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
が
、
今

年
は
「
参
加
し
て
良
か
っ
た
。

選
者
の
方
が
変
わ
る
と
聞
き
残

念
。」
等
の
声
を
い
た
だ
い
た
。

　

講
師
の
お
二
人
に
は
4
年
間

に
渡
り
県
民
文
芸
作
品
集
の
選

者
及
び
文
芸
祭
の
講
師
を
務
め

て
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
が
直

▶
小
説
大
会
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接
講
評
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
実
行
委
員
会
事
務
局　
久
保
田
幸
恵
）

�

戯
曲
大
会�　
11
月
23
日
（
木
・
祝
）

　
　
　
　
　
　

盛
岡
劇
場
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
・
参
加
者
25
名

▽
運
営
委
員

　

昆　

明
男　

倉
持
裕
幸　

高
村
明
彦

《
講
評
》　
今
回
の
戯
曲
大
会
は
、
日
本
劇
作
家
協
会
東
北
支
部
と
提

携
し
、
第
70
回
岩
手
芸
術
祭
戯
曲
大
会
／
２
０
１
７
年
度
日
本
劇
作

家
協
会
東
北
支
部
企
画
、
戯
曲
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
＆
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
お
試
し
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
と
題
し

て
開
催
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、（
一
社
）
日
本
劇
作
家
協
会
で
開
催
し
て
い
る
「
月

い
ち
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
の
手
法
を
用
い
て
、
戯
曲
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
を
図
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

事
前
に
戯
曲
を
募
集
、
選
考
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
配
役

を
決
定
。
当
日
午
前
中
に
劇
作
家
立
ち
会
い
の
も
と
、俳
優
た
ち
が
、

初
見
の
戯
曲
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
す
る
。
ど
の
よ
う
に
読
む
か
、
戯
曲

の
特
性
を
理
解
し
、
演
出
を
つ

け
、
進
行
の
役
割
を
担
う
の
は

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で
あ
る
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
、

高
村
明
彦
氏
（
現
代
時
報
）、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
は
遠
藤

雄
史
氏
（
劇
団
ト
ラ
ブ
ル
カ
フ

ェ
シ
ア
タ
ー
）
を
配
し
、
ゲ
ス

ト
に
は
東
京
か
ら
長
谷
基
弘
氏

（
劇
団
桃
唄
３
０
９
）、
青
森
か

ら
畑
澤
聖
悟
氏
（
渡
辺
源
四
郎

商
店
）
を
お
招
き
し
た
。

　

戯
曲
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
後
、

ゲ
ス
ト
、
俳
優
、
参
加
者
を
含

め
て
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

　

今
回
取
り
上
げ
ら
れ
た
戯
曲
は
、
東
日
本
大
震
災
を
テ
ー
マ
に
し

た
、
仙
台
の
劇
作
家
、
井
伏
銀
太
郎
氏
の
作
品
、Requiem

　

鎮
魂

劇　

三
部
作
「
海
月
と
花
火
」「
前
夜
」「
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
風
」。

　

作
品
に
対
し
て
「
良
か
っ
た
と
こ
ろ
」
を
参
加
者
か
ら
あ
げ
て
も

ら
い
、
次
に
「
作
者
か
ら
参
加
者
へ
の
質
問
」
を
い
く
つ
か
提
示
し

て
も
ら
う
。
そ
の
後
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
と
な
っ
て
作
品
を
よ
り
よ
い

も
の
に
引
き
上
げ
る
助
言
を
行
う
の
で
あ
る
。

◀
戯
曲
大
会

　

ゲ
ス
ト
か
ら
の
鋭
い
突
っ
込
み
や
、
参
加
者
か
ら
の
温
か
い
言
葉

に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
終
始
活
発
に
進
み
、
参
加
者
す
べ
て
が

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
戯
曲
に
関
わ
る
先
進
的
な
取
り
組
み
を
取
り
上
げ
て

開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
倉
持
裕
幸
）

�

文
芸
評
論
大
会�　
10
月
９
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
大
学
農
学
部
１
号
会
議
室
・
参
加
者
７
名

▽
運
営
委
員

　

望
月
善
次　

牛
崎
敏
哉

《
講
評
》　
岩
手
芸
術
祭
文
芸
祭
「
文
芸
評
論
の
部
」
は
、
岩
手
大
学

農
学
部
第
１
会
議
室
を
会
場
に
、
10
月
９
日
（
月
・
祝
）
午
後
１
時

か
ら
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
昨
年
よ
り
12
名
減
の
７
名
に
と
ど
ま

っ
た
。

　

は
じ
め
に
『
県
民
文
芸
集
』
文
芸
評
論
選
者
で
あ
り
、
本
文
芸
祭

実
行
委
員
で
あ
る
望
月
善
次
よ
り
開
会
挨
拶
と
「
啄
木
・
賢
治
研
究

賢
の
近
況
～
国
際
啄
木
学
会
・
八
雲
大
会
報
告
等
～
」
と
題
し
て
ミ

ニ
講
演
が
あ
り
、
続
い
て
同
じ
く
選
者
・
牛
崎
敏
哉
「
最
近
の
賢
治

研
究
を
め
ぐ
っ
て
」
の
ミ
ニ
講
演
が
あ
っ
た
。

　

次
は
『
県
民
文
芸
集
』
文
芸
評
論
部
門
入
賞
者
に
よ
る
研
究
発
表

で
、
ま
ず
第
70
回
岩
手
芸
術
祭
を
記
念
し
て
今
回
だ
け
設
け
ら
れ
た

第
70
回
記
念
賞
の
仲
村
重
明
氏
が
「
啄
木
短
歌
の
「
す
べ
て
金
な
き

に
」
へ
の
推
論
」
と
題
し
て
、
啄
木
短
歌
に
現
れ
る
「
金
」
に
直
結

す
る
「
貧
困
」
に
つ
い
て
、
続
い
て
奨
励
賞
の
鈴
木
守
氏
が
「「
羅

須
地
人
協
会
時
代
」
の
上
京
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
賢
治
の
年
譜

上
の
疑
義
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。

　

優
秀
賞
の
発
表
は
、
内
藤
賢

一
氏
に
よ
る
「
花
巻
か
ら
の
手

紙
～
透
谷
の
絶
望
～
」
と
題
し

て
、
透
谷
を
中
心
に
日
本
近
代

文
学
に
つ
い
て
の
考
察
、続
い
て

芸
術
祭
賞
の
赤
崎
学
氏
が
「
山

口
青
邨
と
、
そ
の
周
辺
」
と
題

し
て
、
山
口
青
邨
の
紹
介
と
と

も
に
、
師
の
高
浜
虚
子
、
同
郷

で
あ
り
な
が
ら
対
称
形
と
し
て

の
佐
藤
鬼
房
、
弟
子
で
あ
り
原

子
物
理
学
者
で
も
あ
る
有
馬
朗

人
の
３
人
を
通
し
て
、
青
邨
の

人
と
作
品
を
取
り
上
げ
た
。

▶
文
芸
評
論
大
会
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最
後
は
招
待
講
演
と
し
て
、
宮
沢
賢
治
学
会
会
員
・
日
本
地
質
学

会
会
員
で
あ
る
原
子
内
貢
氏
よ
り
お
話
い
た
だ
い
た
。
演
題
は
「
宮

澤
賢
治
の
碑
（
い
し
ぶ
み
）」
で
あ
っ
た
が
、
碑
に
関
し
て
は
最
初

の
数
分
で
、
あ
と
は
宮
沢
賢
治
に
か
か
わ
る
地
学
的
疑
義
に
つ
い
て

の
興
味
深
い
考
察
で
あ
っ
た
。

　

毎
回
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、各
々
の
発
表
後
の
わ
ず
か
な
時
間
で
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

　

全
体
は
予
定
通
り
午
後
４
時
前
に
終
了
、
そ
の
ま
ま
同
じ
会
場
に

て
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。
最
後
は
次
回
参
加
者
を
増
や
そ
う
と
い
う

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
牛
崎
敏
哉
）

�

随
筆
大
会�　
10
月
22
日
㈰

　
　
　
　
　
　

花
巻
市
定
住
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１
・

　
　
　
　
　
　

参
加
者
15
名

▽
講
師

　

須
藤
宏
明
（
県
民
文
芸
作
品
集
選
者
）

　

野
中
康
行
（
県
民
文
芸
作
品
集
選
者
）

《
講
評
》　
今
年
度
の
随
筆
大
会
は
、
花
巻
市
の
な
は
ん
プ
ラ
ザ
を
会

場
に
、
県
民
文
芸
作
品
集
の
応
募
者
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

随
筆
大
会
は
盛
岡
と
盛
岡
以
外

の
地
区
を
隔
年
で
開
催
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
昨
年
は
盛
岡

市
で
の
開
催
で
あ
っ
た
。
参
加

者
は
開
催
地
の
花
巻
市
の
方
が

多
く
、
盛
岡
以
外
で
の
開
催
の

意
義
を
感
じ
ら
れ
た
。

　

講
師
は
県
民
文
芸
作
品
集
の

選
者
で
あ
る
盛
岡
大
学
文
学
部

教
授
の
須
藤
宏
明
先
生
と
、
岩

手
日
報
随
筆
賞
の
受
賞
経
験
が

あ
り
、
平
成
28
年
度
岩
手
県
芸

術
選
奨
を
受
賞
さ
れ
た
野
中
康

行
先
生
の
お
二
人
に
お
願
い
し

て
い
る
。

　

大
会
は
、
最
初
に
講
師
の
二
人
か
ら
県
民
文
芸
作
品
集
に
つ
い
て

の
総
評
を
い
た
だ
い
た
。
今
回
は
題
材
も
読
み
ご
た
え
の
あ
る
作
品

が
多
く
、
長
年
作
品
を
書
き
続
け
て
い
る
人
の
作
品
に
多
く
目
が
留

ま
っ
た
。
文
章
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
、
構
成
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
か
、
感
動
の
部
分
が
し
っ
か
り
書
か
れ
て
い
る
か
が
賞
の
選
考

の
決
め
手
に
な
っ
て
い
る
と
お
話
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
応
募
規
定

で
は
原
稿
用
紙
４
枚
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
書
い
て
い
る

◀
随
筆
大
会

人
が
い
た
の
で
、
き
ち
ん
と
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
注
意
が
あ

っ
た
。

　

そ
の
後
は
個
々
の
作
品
に
つ
い
て
具
体
的
な
講
評
を
い
た
だ
き
、

参
加
者
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
が
若
干
少
な

く
な
っ
た
と
は
い
え
、
個
々
の
講
評
時
間
は
一
人
５
分
程
度
と
短
く

質
問
時
間
の
足
り
な
い
人
も
い
た
。

　

話
題
を
共
有
で
き
る
よ
う
、
参
加
者
の
作
品
を
資
料
と
し
て
、
事

前
に
送
付
す
る
や
り
か
た
も
定
着
し
て
き
て
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
良

く
読
ん
で
き
て
く
だ
さ
り
、
自
分
の
作
品
以
外
の
講
評
に
も
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
年
も
昨
年
と
同
じ
く
少
な
い
参
加
者
数
で
あ
っ
た
。
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
を
参
考
に
、
参
加
す
る
人
が
満
足
で
き
る
よ
う
な
大
会

運
営
を
心
掛
け
た
い
。

（
実
行
委
員
会
事
務
局　
久
保
田
幸
恵
）

�

児
童
文
学
大
会�　
10
月
29
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　

ビ
ッ
グ
ル
ー
フ
滝
沢　

小
ホ
ー
ル
（
滝
沢
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　

合
評
会
18
名
／
講
演
会
35
名

▽
運
営
委
員　

　

髙
橋　

昭　

千
葉
留
里
子　

加
藤
典
夫

《
講
評
》　
児
童
文
学
大
会
は
、
一
般
の
方
、「
県
民
文
芸
作
品
集
」

の
応
募
者
、
運
営
を
し
て
い
る
岩
手
児
童
文
学
の
会
会
員
の
参
加
で

行
わ
れ
た
。

○
「
県
民
文
芸
作
品
集
」
の
応
募
作
品
の
選
評
と
合
評

　

選
者
の
齋
藤
英
明
氏
が
、
対
象
を
ど
こ
に
置
く
か
で
、
漢
字
や
文

の
組
み
立
て
が
違
っ
て
く
る
な
ど
、
創
作
上
の
注
意
を
話
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
合
評
希
望
が
あ
っ
た
二
作
品
の
合
評
を
行
っ
た
。

『supri(z)e girl

（
サ
プ
ラ
イ
ズ　

ガ
ー
ル
）』
藍
沢　

篠
（
優
秀
賞
）

『
あ
い
ち
ゃ
ん
先
生
』
佐
々
木

喜
久
子
（
第
70
回
記
念
賞
）

○
講
演　

演
題
「
言
葉
の
力
」

　
　
　
　

講
師　

藤
村
由
美
氏

（
盛
岡
児
童
文
学
研
究
会
、
絵

本
専
門
士
）

　

藤
村
氏
が
『
お
め
ん
で
す
』

や
『
ど
う
ぶ
つ
し
ん
ち
ょ
う
そ

く
て
い
』
な
ど
、
い
く
つ
か
の

絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
と
、
会

場
に
集
ま
っ
た
幼
児
た
ち
が
呼

び
か
け
に
応
え
る
な
ど
で
、
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
で
始
ま
っ

た
。
し
か
け
絵
本
な
ど
、
い
ろ

▶
児
童
文
学
大
会
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い
ろ
な
種
類
の
絵
本
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　
『
大
草
原
の
小
さ
な
町
』
の
翻
訳
者
３
人
の
訳
、「
な
ん
で
す
っ
て

ね
、
と
う
ち
ゃ
ん
？
」
／
「
今
、
な
ん
て
い
っ
た
ん
で
す
か
、
チ
ャ

ー
ル
ズ
？
」
／
「
な
ん
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
？
」
を

並
べ
、
読
ん
だ
印
象
の
違
い
を
指
摘
し
、
テ
ー
マ
の
「
言
葉
の
力
」

に
迫
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
放
映
さ
れ
た
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
に
、
ど
ん
な

に
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
か
も
述
べ
た
。

　

児
童
図
書
に
ふ
れ
合
う
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
や
、
絵
本
を
子

ど
も
た
ち
に
聞
か
せ
て
き
た
豊
富
な
体
験
を
話
さ
れ
た
。

　

講
演
を
終
え
て
、
い
く
つ
か
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。（

加
藤
典
夫
）

�

詩
の
大
会�　
10
月
28
日
㈯

　
　
　
　
　
　

花
巻
市
定
住
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１

　
　
　
　
　
　

参
加
者
22
名

▽
選
者

　

山
下
正
彦　

伊
藤
諒
子　

北
原
陽
子

▽
運
営
委
員

　

北
原
陽
子　

兒
玉
智
江　

松
﨑
み
き
子

《
講
評
》　
文
芸
祭
賞
「
沖
へ
行

く
船
」
花
石
邦
夫
。
回
想
を
船

が
沖
へ
行
く
と
表
現
し
た
。
あ

り
き
た
り
の
言
葉
で
な
い
表
現

が
、
新
鮮
で
、
読
み
手
を
惹
き

つ
け
る
。
教
師
、
級
友
達
の
優

し
さ
が
に
じ
む
。
中
盤
、
説
明

的
で
長
す
ぎ
た
。
整
理
す
れ
ば

作
品
全
体
が
し
ま
る
と
思
う
。

　

優
秀
賞
「
分
か
れ
道
」
糠
塚

玲
。歩
き
慣
れ
た
道
の
途
中
で
、

ふ
と
立
ち
止
ま
り
思
い
を
め
ぐ

ら
す
。
そ
れ
は
人
生
の
道
と
も

見
え
る
。
短
い
一
編
の
中
に
、

多
く
の
思
い
が
か
き
た
れ
ら
れ
る
作
品
。

　

奨
励
賞
「
ぐ
み
の
実
」
藤
野
な
ほ
子
。
手
な
れ
た
書
き
方
。
発
見

の
驚
き
、
自
然
の
営
み
へ
の
感
謝
が
よ
く
書
か
れ
て
い
る
。

　

奨
励
賞
「
気
仙
杉
」
金
野
清
人
。
凜
と
立
つ
杉
へ
の
畏
敬
の
思
い

が
伝
わ
る
。
杉
に
詩
人
の
姿
を
重
ね
た
の
は
類
想
的
。
今
一
歩
先
へ
。

　

佳
作
「
田
の
友
」
兒
玉
智
江
。
命
あ
る
も
の
は
み
な
同
等
。
作
者

の
優
し
い
目
線
が
際
立
つ
。
終
連
が
い
い
。

　

佳
作
「
蒼
い
記
憶
」
田
村
博
安
。
省
略
さ
れ
す
ぎ
て
イ
メ
ー
ジ
が

◀
詩
の
大
会

追
い
つ
か
な
い
感
も
あ
る
が
、
詩
人
的
感
性
は
鋭
く
光
っ
て
い
る
。

　

佳
作
「
メ
ー
デ
ー
」
藍
沢　

篠
。
独
自
の
視
点
、
世
界
観
は
魅
力

的
だ
が
、
そ
れ
が
読
者
に
伝
わ
る
書
き
方
を
考
え
る
こ
と
も
大
事
。

　

佳
作「
旅
人
」阿
部
双
葉
。
若
者
ら
し
い
セ
ン
ス
は
捨
て
難
い
。
が
、

全
体
的
に
ま
と
ま
り
が
無
い
。
浮
か
ん
だ
言
葉
を
整
理
し
て
。

　

新
人
賞
「
損
失
余
命
」
黄
金
㟢
舞
。
題
が
衝
撃
的
で
目
を
ひ
い
た
。

終
連
「
私
は
私
を
殺
し
て
生
き
て
い
る
」
は
真
を
衝
い
た
表
現
と
同

感
し
た
。
今
後
の
作
品
に
期
待
す
る
。　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
諒
子
）

�

短
歌
大
会�　
10
月
14
日
㈯

　
　
　
　
　
　

盛
岡
市
勤
労
福
祉
会
館
（
盛
岡
市
）

　
　
　
　
　
　

出
詠
者
１
０
０
名
・
参
加
者
80
名

▽
選　
　
者
＝
佐
藤
怡
當　

岡
田
紘
子　

酒
井
久
男　

松
田
久
惠　

　
　
　
　
　
　

吉
田
史
子

▽
運
営
委
員
＝
赤
澤
篤
司　

外
舘
克
裕　

山
本　

豊

《
講
評
》

　
　

文
芸
祭
賞

　

髪
飾
り
ゆ
れ
て
太
鼓
を
打
つ
孫
を
人
垣
に
そ
ひ
追
ふ
ご
と
く
ゆ
く　

小
川
昌
子
（
盛
岡
市
）

　

さ
ん
さ
踊
り
だ
ろ
う
。
髪
飾
り
を
揺
ら
し
て
太
鼓
打
つ
孫
の
姿
を

追
っ
て
ゆ
く
祖
母
。
感
情
表
現
を
避
け
、事
実
だ
け
を
詠
ん
で
い
る
。

短
歌
の
得
意
と
す
る
表
現
形
で
あ
る
。
孫
に
対
す
る
祖
母
の
思
い
が

心
に
響
く
。
読
者
は
こ
の
歌
の
囁
き
に
耳
を
傾
け
る
。
文
芸
祭
賞
に

相
応
し
い
作
品
で
あ
る
。

　
　

優
秀
賞

　

雪
の
朝
野
良
猫
た
ち
は
庭
先
に
花
び
ら
の
ご
と
足
跡
残
す　

猿
橋
洋
子
（
滝
沢
市
）

　

雪
の
朝
の
小
さ
な
景
を
逃
さ

ず
に
救
い
上
げ
た
作
者
。
野
良

猫
た
ち
の
雪
に
残
し
た
足
跡
を

「
花
び
ら
の
ご
と
」
と
い
う
美

し
い
比
喩
で
一
首
と
し
た
。
短

歌
は
発
見
を
三
十
一
音
で
表
現

す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

読
者
は
そ
れ
に
納
得
し
感
動
す

る
。
短
歌
の
可
能
性
を
示
し
て

秀
逸
で
あ
る
。

　
　

奨
励
賞

　

癌
を
病
む
友
を
見
舞
へ
ば
病

室
の
互
の
言
葉
と
き
を
り
途
絶

ゆ

▶
短
歌
大
会
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山
本　

豊
（
盛
岡
市
）

　

癌
は
死
を
暗
示
さ
せ
る
病
で
あ
る
。
癌
を
病
む
人
を
見
舞
っ
た
時

の
重
苦
し
さ
は
誰
で
も
感
じ
る
も
の
だ
ろ
う
が
、
作
者
は
途
絶
え
る

言
葉
に
病
の
重
大
さ
を
感
じ
た
。
繊
細
な
心
か
ら
生
ま
れ
た
一
首
で

あ
る
。「
途
絶
ゆ
」
に
万
感
が
籠
も
る
。
短
歌
だ
か
ら
表
現
で
き
る

こ
と
を
作
者
は
知
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　
　

選
者
賞

　
　

岡
田
紘
子
選

　

是
非
も
な
く
核
の
世
に
住
み
怯
え
つ
つ
萩
さ
く
野
辺
に
方
位
な
く

　

居
り　

上
野
和
子
（
盛
岡
市
）

　
　

酒
井
久
男
選

　

飢
え
な
が
ら
力
尽
き
た
る
兄
思
う
戦
場
は
る
か
ボ
ル
ネ
オ
と
聞
く　

石
井
啓
子
（
盛
岡
市
）

　
　

佐
藤
怡
當
選

　

毀
ち
ゆ
く
家
も
ろ
と
も
に
五
十
年
使
ひ
し
包
丁
色
寂
ぶ
る
な
り　

髙
橋
美
彌
子
（
盛
岡
市
）

　
　

松
田
久
惠
選

　

見
お
ろ
せ
ば
梢
の
先
に
昼
花
火
音
轟
き
て
煙
と
ど
ま
る　

堀
内
敏
子
（
盛
岡
市
）

　
　

吉
田
史
子
選

　

言
ひ
か
け
し
君
の
言
葉
を
思
ひ
を
り
百
日
紅
は
夕
光
の
中
咲
く　

青
木
綱
子
（
奥
州
市
）

　

出
詠
者
１
０
０
名
は
昨
年
と
同
程
度
と
考
え
て
良
い
。
岩
手
県
歌

人
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
、
高
齢
化
に
よ
り
年
々
減
少
し
て
い
る
が
、
出

詠
者
に
は
会
員
外
の
人
も
多
く
参
加
し
、
文
芸
祭
は
成
り
立
っ
て
い

る
。
県
民
文
芸
の
趣
旨
は
満
た
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
が
、
若
い
短
歌
作
者
を
取
り
込
む
こ
と
は
急
務
で
あ
る
。

（
赤
澤
篤
司
）

�

俳
句
大
会�　
10
月
21
日
㈯

　
　
　
　
　
　

岩
手
県
公
会
堂
26
号
室
（
盛
岡
市
）・
出
席
者
89
名

▽
選　
　
者
＝
小
畑
柚
流　

小
菅
白
藤　

川
原
道
程　

小
林
輝
子

　
　
　
　
　
　

吉
田
一
路　

名
久
井
清
流　

服
部
常
子

▽
運
営
委
員
＝
山
火
律
子　

佐
々
木
昌
子　

長
谷
川
か
よ
子

　
　
　
　
　
　

兼
平
玲
子　

工
藤
幸
子　

及
川
永
心

《
講
評
》　
今
年
は
第
70
回
と
い
う
節
目
の
大
会
で
あ
っ
た
。
参
加
者

は
82
名
と
選
者
６
名
、
顧
問
１
名
。
参
加
者
が
３
名
で
は
あ
る
が
、

昨
年
よ
り
増
え
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

三
句
投
句
で
総
数
は
２
４
６
句
。
選
者
の
小
菅
白
藤
氏
が
諸
事
情

に
よ
り
欠
席
、
６
名
に
よ
り
慎
重
審
議
の
う
え
全
員
一
致
で
三
賞
を

決
定
し
た
。
そ
の
句
を
除
き
各
選
者
が
選
者
賞
を
選
ん
だ
。

　
［
文
芸
祭
賞
］

　

じ
ゃ
が
い
も
の
み
な
正
直
な
顔
し
て
る　

花
巻
市　

安
部
克
詠

　

じ
ゃ
が
い
も
を
見
て
作
者
は
直
感
的
に
正
直
な
顔
と
思
っ
た
。
思

惟
判
断
や
推
理
な
ど
思
惟
作
用
を
加
え
ず
対
象
を
直
接
的
に
と
ら
え

表
現
。
そ
れ
に
よ
り
読
者
は
意
外
に
思
う
と
と
も
に
納
得
さ
せ
ら
れ

た
。
正
直
な
顔
と
は
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。

　
［
優
秀
賞
］

　

市
役
所
に
子
ど
も
未
来
課
鮭

　

上
る　

盛
岡
市　

兼
平
玲
子

　

前
句
と
同
じ
よ
う
に
意
外
性

が
あ
る
。
市
役
所
に
未
来
課
の

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
鮭
の
回
帰

性
と
未
来
課
が
結
び
つ
い
て
い

る
。

　
［
奨
励
賞
］

　

ど
ん
ぐ
り
の
夕
日
の
色
を
拾

　

ひ
け
り

　
　
　
　

花
巻
市　

髙
橋
和
枝

　

落
ち
た
ど
ん
ぐ
り
は
日
に
風

に
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
が
、

夕
日
に
照
ら
さ
れ
て
作
者
が
拾

っ
た
と
き
は
か
す
か
な
ぬ
く
も
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
夕
日
の

色
の
表
現
が
引
き
立
つ
。
写
生
句
の
中
に
生
を
感
じ
る
部
分
が
引
き

出
さ
れ
て
い
る
。

　
［
小
畑
柚
流
選
］　

稲
育
て
人
を
育
て
し
山
拝
む　
　
　

円
子
涼
子

　
［
川
原
道
程
選
］　

パ
ズ
ル
に
も
ジ
ャ
ズ
に
も
飽
い
て
夜
の
長
し　

兼
平
玲
子

　
［
小
林
輝
子
選
］　

姫
神
山
の
裾
と
と
の
ふ
る
草
紅
葉　

栃
内
和
江

　
［
吉
田
一
路
選
］　

己
吐
く
糸
を
力
に
生
き
る
蜘
蛛　
　

小
原
き
よ

　
［
名
久
井
清
流
選
］　

洗
ふ
人
ゐ
て
大
根
の
白
さ
か
な　

山
火
律
子

　
［
服
部
常
子
選
］　

藩
境
の
大
河
を
越
え
て
雁
渡
る　
　

山
火
律
子

（
小
林
輝
子
）

�

川
柳
大
会�　
10
月
14
日
㈯

　
　
　
　
　
　

い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
・
ア
イ
ー
ナ
501
号

　
　
　
　
　
　
（
盛
岡
市
）・
参
加
者
61
名

▽
選
者
＝
熊
谷
岳
朗　

徳
田
ひ
ろ
子　

鷹
觜
閲
雄　

河
野
康
雄

　
　
　
　

及
川
洋
一
郎　

角
掛
往
来
児　

佐
藤
岳
俊

《
講
評
》　
毎
年
、
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
文
芸
祭
川
柳
大
会
で
あ

る
が
、
今
年
も
、
い
つ
も
利
用
し
て
い
る
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
土

▶
俳
句
大
会
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曜
日
開
催
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
仕
事
の
関
係
上
参
加
で
き
な
い
と

い
う
連
絡
を
頂
い
た
り
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
も
そ
う
だ
と
お
聴
き
し
た

が
、
愛
好
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
参
加
者
の
動
向
が
気
に
な

っ
た
が
、
ほ
ぼ
昨
年
通
り
の
参
加
者
で
、
先
ず
は
ホ
ッ
と
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

尚
、
高
齢
化
の
せ
い
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
相
応
の

作
品
ば
か
り
が
並
び
、
新
鮮
さ
に
欠
け
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
と

の
、
選
考
委
員
か
ら
の
ご
指
摘
を
頂
い
た
。
川
柳
の
明
日
の
た
め
一

考
を
要
す
る
と
思
っ
た
。

　

例
年
通
り
、
各
選
者
が
推
す
特
選
句
七
句
を
県
川
柳
連
盟
役
員
等

が
第
２
次
選
考
に
当
た
り
、
三
賞
を
決
定
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

　

文
芸
祭
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洋
野
町　

野
口
一
滴

写
経
百
巻
罪
を
洗
っ
て
地
に
還
る

　

生
き
る
た
め
必
死
で
は
あ
る
が
、
晩
年
は
こ
う
で
あ
り
た
い
と
い

う
作
者
の
願
い
が
評
価
さ
れ
た
。

　

優
秀
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洋
野
町　

野
口
一
滴

月
の
暈
き
っ
と
涙
の
輪
で
あ
ろ
う

　

想
い
を
軽
く
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
好
感
を
も
っ
て
受
け
取

ら
れ
た
。

　

奨
励
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洋
野
町　

柳
清
水
広
作

人
間
の
驕
り
を
睨
む
阿
修
羅
像

　

人
間
の
驕
り
は
地
球
さ
え
破
壊
す
る
と
い
う
風
刺
を
評
価
。

　

そ
の
他
の
特
選
句

９
・
１
１　

３
・
１
１　

生
で
見
た　
　
　
　

紫
波
町　

鷹
觜
閲
雄

一
匹
の
猫
に
孤
独
を
覚
え
ら
れ
る　
　
　
　

紫
波
町　

熊
谷
岳
朗

疑
問
符
で
い
っ
ぱ
い
ポ
ケ
ッ
ト
は
小
石　
　

花
巻
市　

塩
釜
ア
ツ
シ

責
任
を
取
ら
ぬ
政
治
に
世
が
乱
れ　
　
　
　

滝
沢
市　

田
中
士
郎

（
熊
谷
岳
朗
）

▶
川
柳
大
会

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
い
わ
て
２
０
１
７
―
岩
手
芸
術
祭
受
賞
作
品
・

推
薦
作
家
展
＋
岩
手
県
美
術
選
奨
受
賞
者
作
品
展
―

　

岩
手
県
立
美
術
館
と
岩
手
芸
術
祭
実
行
委
員
会
共
催
事
業
岩
手
県

立
美
術
館
企
画
展
「
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
―
岩
手
芸
術
祭
受

賞
作
品
・
推
薦
作
家
展
＋
岩
手
県
美
術
選
奨
受
賞
者
作
品
展
―
」
は
、

平
成
30
年
３
月
３
日
（
土
）
～
３
月
25
日
（
日
）
ま
で
、
岩
手
県
立

美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
展
覧
会
は
岩
手
芸
術
祭
に
集
う
美
術
家
た
ち
の
作
品
を
広
く

県
民
に
紹
介
す
る
場
と
し
て
、
平
成
15
年
度
か
ら
開
催
し
て
お
り
、

今
回
15
年
目
を
迎
え
た
。

　

今
年
度
は
、岩
手
芸
術
祭
美
術
展
の
受
賞（
芸
術
祭
賞
、優
秀
賞
、

奨
励
賞
）作
品
に
加
え
、日
本
画
、洋
画
、版
画
、彫
刻
、工
芸
、書
道
、写

真
、デ
ザ
イ
ン
、現
代
美
術
、水
墨
画
の
10
部
門
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
推
薦

さ
れ
た
美
術
家
た
ち
の
作
品
１
１
０
点
を
、
平
成
27
年
度
岩
手
県
芸

術
選
奨
を
受
賞
し
た
美
術
家
５
人
の
作
品
と
合
わ
せ
て
展
示
し
た
。

　

会
期
中
に
は
部
門
別
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
作
品
解
説
会
）
が

行
わ
れ
、
観
覧
者
が
作
品
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　

鑑
賞
者
数
は
２
６
７
１
人
で
あ
っ
た
。

▽
出
品
点
数

　

日
本
画　
　
　
　

８
点

　

洋
画　
　
　
　
　

18
点

　

版
画　
　
　
　
　

８
点

　

彫
刻　
　
　
　
　

８
点

　

工
芸　
　
　
　
　

10
点

　

書
道　
　
　
　
　

18
点

　

写
真　
　
　
　
　

13
点

　

デ
ザ
イ
ン　
　
　

８
点

　

現
代
美
術　
　
　

７
点

　

水
墨
画　
　
　
　

12
点

　

合
計　
　
　
　
　

110
点

▽
部
門
別
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

３
月
３
日
㈯　
　

デ
ザ
イ
ン
・
写
真
・
現
代
美
術

　

３
月
４
日
㈰　
　

彫
刻
・
日
本
画
・
工
芸

　

３
月
10
日
㈯　
　

版
画
・
洋
画

　

３
月
17
日
㈯　
　

書
道
・
水
墨
画

▽
企
画
・
運
営
委
員

　

片
山
道
子
（
日
本
画
）・
石
川
酉
三
（
洋
画
）・
鈴
木
和
雄
（
版
画
）・

清
武
英
司
（
彫
刻
）・
阿
部
裕
之
（
工
芸
）・
吉
田
晨
風
（
書
道
）・

菊
池
克
美
（
写
真
）・
竹
村
育
貴
（
デ
ザ
イ
ン
）・
小
笠
原
卓
雄
（
現

代
美
術
）・
鈴
木
孝
男
（
水
墨
画
）
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テ
ー
マ
募
集

　

第
70
回
岩
手
芸
術
祭
を
開
催
す
る
に
当
た
り
、
芸
術
文
化
の
創
造

と
発
展
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
テ
ー
マ
を
懸
賞
募
集
し
た
。

１　

応
募
期
間

　
　

平
成
29
年
４
月
～
５
月
31
日

２　

応
募
総
数

　
　

103
点
（
27
人
）

３　

選
定
方
法

　
　

６
月
21
日
（
水
）
選
定
委
員
会
を
開
催
し
、
選
定
を
行
っ
た
。

　
　

〔
委
員
〕
安
倍　

一
洋
（
実
行
委
員
会
副
会
長
・
吹
奏
楽
）

　
　
　
　
　
　

小
笠
原
卓
雄
（
美
術
部
門
実
行
委
員
長
・
現
代
美
術
）

　
　
　
　
　
　

花
柳
美
寿
晴
（
日
舞
）

　
　
　
　
　
　

菊
池　

昭
子
（
弦
楽
）

　
　
　
　
　
　

熊
谷　

岳
朗
（
川
柳
）

　
　
　
　
　
　

小
野
寺
文
雄
（
地
域
）

４　

選
定
結
果

　
　

◎
優
秀
作
【
岩
手
芸
術
祭
テ
ー
マ
】

　
　
　
　
「
未あ

す来
を
彩
る　
岩
手
の
芸
術

　
み
ん
な
で
刻
も
う　
新
た
な
歴
史
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
志
田
勇
孝
さ
ん
（
八
幡
平
市
）

　
　

○
佳
作

　
　
　
　
「
豊
か
な
感
性　

き
ら
め
く
個
性　

明
日
へ
の
希
望

　
　
　
　
　

芸
術
の
力
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
木
澤
京
子
さ
ん
（
大
船
渡
市
）

　
　
　
　
「
と
き
め
き
感
動　

未
来
に
つ
な
ぐ　

文
化
の
祭
典
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

節
子
さ
ん
（
盛
岡
市
）

　
　
　
　
「
芸
術
で　

心
つ
な
が
る　

過
去
未
来
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芦
口
こ
の
み
さ
ん
（
洋
野
町
）

　
　
　
　
「
70
回
紡
い
だ
文
化　

未
来
へ
繋
げ　

君
の
手
で
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
原
す
み
れ
さ
ん
（
花
巻
市
）

※　

優
秀
作
作
者
は
10
月
７
日
（
土
）
の
開
幕
式
典
に
お
い
て
表
彰

し
た
。

実
行
委
員
会
名
簿

【
実
行
委
員
会
】

　

会　

長
＝
柴
田　

和
子

　

副
会
長
＝
安
倍　

一
洋　
　

熊
谷　

睦
男

　

監　

事
＝
高
橋　

ト
シ　
　

柳
清
水
広
作

区　

分

委　

員　

名

所　
　
　

属

主
催
者

中　

里　

裕　

美
岩
手
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

文
化
振
興
課
総
括
課
長

菅　

野　

洋　

樹
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
理
事
長

柴　

田　

和　

子
岩
手
県
芸
術
文
化
協
会
会
長

鈴　

木　

孝　

男
岩
手
県
芸
術
文
化
協
会
副
会
長

美

術
小
笠
原　

卓　

雄
現
代
美
術
部
門

北　

村　

義　

美
水 

墨 

画　
〃

演

劇
坂　

田　

裕　

一
演　
　

劇　
〃

伝
統
芸
能
室　

岡　

提　

子
邦　
　

楽　
〃

鈴　

木　

宗　

基
茶　
　

道　
〃

音

楽
山　

口　
　
　

剛
声　
　

楽　
〃

菊　

池　

昭　

子
弦　
　

楽　
〃

伊　

藤　

衡　

山
三　
　

曲　
〃

安　

倍　

一　

洋
吹 

奏 

楽　
〃

舞

踊
小　

柳　

玲　

子
洋　
　

舞
部
門

花　

柳　

美
寿
晴
日　
　

舞　
〃

演

芸
高　

橋　

ト　

シ
新 

舞 

踊　
〃

文

芸
加　

藤　

典　

夫
児
童
文
学　
〃

柳
清
水　

広　

作
川　
　

柳　
〃

小・中
美
術
展

加　

藤　
　
　

均
岩
手
県
小
・
中
学
校
美
術
展
協
会

地

域
熊　

谷　

睦　

男
陸
前
高
田
市
芸
術
文
化
協
会

小
野
寺　

文　

雄
宮
古
市
芸
術
文
化
協
会

【
美
術
部
門
実
行
委
員
会
】

部　

門

委　

員　

名

部　

門

委　

員　

名

日
本
画

西　

川　

善　

有

書　
　

道

吉　

田　

晨　

風

片　

山　

道　

子

佐
々
木　

飛　

鴻

洋　
　

画

石　

川　

酉　

三

写　
　

真

太　

田　

信　

子

日　

下　

信　

介

菊　

池　

克　

美

版　
　

画

日　

山　

登　

啓

デ
ザ
イ
ン

竹　

村　

育　

貴

鈴　

木　

和　

雄

吉　

田　

康　

則

彫　
　

刻

清　

武　

英　

司

現
代
美
術

小
笠
原　

卓　

雄

曽　

根　

達　

也

浅　

倉　
　
　

伸

工　
　

芸

阿　

部　

裕　

之

水
墨
画

鈴　

木　

孝　

男

竹　

田　

康　

夫

北　

村　

義　

美
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【
舞
台
等
部
門
実
行
委
員
会
】

部　

門

委　

員　

名

部　

門

委　

員　

名

演　
　

劇

坂　

田　

裕　

一
楽音

三　

曲
伊　

藤　

衡　

山

鬼　

沢　

陽　

子

立　

野　

呈　

山

能芸統伝
能　

楽
菊　

池　

昭　

二

吹
奏
楽
安　

倍　

一　

洋

佐　

野　

剛　

章

小　

山　

智　

弘

邦　

楽
福　

士　

幸　

雄

ピ
ア
ノ
滝　

沢　

昭　

子

室　

岡　

提　

子

成　

瀬　

ゆ
か
り

茶　

道
鈴　

木　

宗　

基

ギ
タ
ー
橋　

本　

博　

行

平　

野　

宗　

蕙

佐　

藤　

勝　

政

華　

道
猿　

子　

滋　

苑

管
弦
楽
寺　

崎　
　
　

巖

小　

原　

宏　

華

齊　

藤　
　
　

弦

吟
詠
剣

詩
舞
道
立　

身　

岳　

元
踊舞
洋　

舞
小　

柳　

玲　

子

村　

上　

征　

岳

久　

慈　

幸　

恵

楽音
合　

唱
山　

田　

靖　

了

日　

舞
花　

柳　

美
寿
晴

小　

濱　

和　

子

水　

木　
　
　

楓

声　

楽
山　

口　
　
　

剛
芸演
民　

謡
藤　

沢　

清　

美

丸　

岡　

千
奈
美

三　

上　

紀　

子

弦　

楽
菊　

池　

昭　

子

新
舞
踊
高　

橋　

ト　

シ

増　

田　

真
紀
子

鈴　

木　

孝
四
郎

【
文
芸
部
門
実
行
委
員
会
】

部　

門

委　

員　

名

部　

門

委　

員　

名

戯
曲
・

シ
ナ
リ
オ

昆　
　
　

明　

男

短　
　

歌

山　

本　
　
　

豊

倉　

持　

裕　

幸

外　

舘　

克　

裕

文
芸
評
論

望　

月　

善　

次

赤　

澤　

篤　

司

牛　

崎　

敏　

哉

俳　
　

句

山　

火　

律　

子

随　
　

筆

野　

中　

康　

行

長
谷
川　

か
よ
子

児
童
文
学

髙　

橋　
　
　

昭

佐
々
木　

昌　

子

千　

葉　

留
里
子

川　
　

柳

佐　

藤　

岳　

俊

加　

藤　

典　

夫

柳
清
水　

広　

作

詩

松　

﨑　

み
き
子

熊　

谷　

岳　

朗

兒　

玉　

智　

江

北　

原　

陽　

子

◇
実
行
委
員
会
事
務
局

　

事 

務 

局 

長
＝
坂
本　

誠
一
（
県
文
化
振
興
事
業
団
事
務
局
長
）

　

事
務
局
次
長
＝
佐
々
木
仁
志
（
県
芸
術
文
化
協
会
事
務
局
長
）

　
　
　
　
　
　
　

平
井　

孝
典（
県
文
化
振
興
事
業
団
総
務
部
総
務
課
長
）

　

事 

務 

局 

員
＝
伊
藤　

祐
樹（
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
振
興
課
）

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
訓
・
千
葉
達
也
・
久
保
田
幸
恵
・
藤
村
恵
玉
・

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

宣
子
（
県
文
化
振
興
事
業
団
総
務
部
）

　
　
　
　
　
　
　

岩
﨑　

桂
子
（
県
芸
術
文
化
協
会
）

第70回岩手芸術祭実行委員会　収支予算書（最終予算）

１　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円）

科　　目 予算額 主　な　内　容

負担金 10,830 主催団体、巡回美術展開催市町

入場料 1,026 美術展入場料

諸収入 320 広告料、預金利子

繰越金 1,873 第69回会計より

計 14,049 

２　支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円）

科　　目 予算額 主　な　内　容

実行委員会 1,942 功労者表彰、新聞広告、印刷物製作

美術展 2,705 印刷物製作、会場使用料、部門負担金

巡回美術展 1,777 写真パネル製作、作品輸送、印刷物製作

小･中学校美術展 353 小中学校美術展協会負担金

巡回小･中学校美術展 31 　　　〃

演劇 614 部門負担金

伝統芸能 738 部門負担金

音楽 1,120 　　　〃

舞踊 720 　　　〃

演芸 362 　　　〃

移動公演 450 　　　〃

県民文芸作品集 1,106 選者謝金、賞金、作品集買上

文芸祭 412 部門負担金

予備費 1,719 

合計 14,049 
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事
務
局
日
誌
抄

〈
４
月
〉

　

１
日　

テ
ー
マ
作
品
募
集
開
始
（
応
募
締
切
５
月
31
日
）

〈
５
月
〉

　

９
日　

美
術
部
門
第
１
回
実
行
委
員
会

　

10
日　

文
芸
部
門
第
１
回
実
行
委
員
会

　

12
日　

舞
台
等
部
門
第
１
回
実
行
委
員
会

　

24
日　

第
１
回
実
行
委
員
会

【
議
題
】
第
69
回
収
支
決
算
、
テ
ー
マ
募
集
、
第
70
回
開

催
要
綱
、
実
行
委
員
会
会
則
等
、
実
施
計
画
、

収
支
予
算
、
役
員
の
選
出
に
つ
い
て　

ほ
か

〈
６
月
〉

　

１
日　

美
術
部
門
事
務
局
員
会
議

　

21
日　

テ
ー
マ
選
定
委
員
会
（
テ
ー
マ
決
定
）

〈
７
月
〉

１
日　

作
品
等
の
公
募
要
項
配
布
（
美
術
展
、県
民
文
芸
作
品
集
、

声
楽
演
奏
会
、
ピ
ア
ノ
演
奏
会
、
小
・
中
学
校
美
術
展
）

26
日　

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
い
わ
て
２
０
１
７
第
１
回
企
画
・
運
営

委
員
会

〈
８
月
〉　　

23
日　

文
芸
部
門
事
務
局
員
会
議

23
日　

美
術
部
門
第
２
回
実
行
委
員
会

24
日　

舞
台
等
部
門
事
務
局
員
会
議

〈
９
月
〉　

９
日　

美
術
展
作
品
受
付

10
日　

美
術
展
作
品
審
査
（
三
賞
決
定
）

12
日　

第
２
回
実
行
委
員
会

【
議
題
】
開
幕
式
典
の
実
施
、
感
謝
状
贈
呈
候
補
者
に
つ

い
て

〈
10
月
〉

７
日　

美
術
展
開
催
（
４
期
に
分
け
て
展
示
。
～
10
月
29
日
）

７
日　

開
幕
式
典
（
功
労
者
表
彰
）・
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〈
11
月
〉

３
日　

巡
回
美
術
展
開
催
（
７
市
町
。
～
１
月
20
日
）

18
日　

美
術
部
門
表
彰
式
・
祝
賀
会

23
日　

小
・
中
学
校
美
術
展
開
催
（
～
26
日
）

〈
12
月
〉

９
日　

県
民
文
芸
作
品
集
第
48
集
刊
行

９
日　

文
芸
部
門
（
県
民
文
芸
作
品
集
）
表
彰
式
・
祝
賀
会

16
日　

巡
回
小
・
中
学
校
美
術
展
開
催
（
５
市
村
。
～
２
月
４
日
）

〈
１
月
〉

25
日　

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
い
わ
て
２
０
１
７
第
２
回
企
画
・
運
営

委
員
会

〈
２
月
〉

20
日　

美
術
部
門
第
３
回
実
行
委
員
会

21
日　

舞
台
等
部
門
第
２
回
実
行
委
員
会

21
日　

文
芸
部
門
第
２
回
実
行
委
員
会

26
日　

第
３
回
実
行
委
員
会

【
議
題
】
第
70
回
岩
手
芸
術
祭
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、

収
支
予
算
の
補
正
に
つ
い
て

〈
３
月
〉

　

３
日　

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
い
わ
て
２
０
１
７
開
幕（
～
３
月
25
日
）

　

19
日　

会
計
監
査

〈
４
月
〉

　

30
日　

記
録
集
刊
行
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▲総合ポスターデザイン
佐々木　優子

▲公募ポスターデザイン
佐々木　優子

▲美術展ポスターデザイン
吉田　康男

〈
編
集
後
記
〉

◆
戦
後
の
混
乱
期
に
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
に
よ
り
人
々
の
心
に
潤

い
を
与
え
よ
う
と
す
る
先
人
の
努
力
に
よ
り
昭
和
22
年
に
始
ま
っ
た

「
岩
手
芸
術
祭
」
は
、
芸
術
の
秋
を
彩
る
県
内
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
県
民
に
親
し
ま
れ
、
今
年
70
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

◆
今
年
は
公
募
部
門
に
お
い
て
、「
第
70
回
記
念
賞
」
を
設
け
、
70

周
年
を
ア
ピ
ー
ル
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
舞
台
部
門
に
お
き
ま
し

て
は
、
部
門
運
営
の
功
労
者
を
顕
彰
す
る
な
ど
し
、
70
周
年
の
機
運

を
醸
成
し
ま
し
た
。
本
当
に
多
く
の
方
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
、

芸
術
祭
が
続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

◆
国
内
で
も
栃
木
県
に
次
ぐ
長
い
歴
史
を
持
つ
「
岩
手
芸
術
祭
」
に

事
務
局
と
し
て
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
光

栄
な
こ
と
で
し
た
し
、
同
時
に
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
の

重
み
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
１
年
で
し
た
。
時
代
背
景
も
変
わ
り
、

趣
味
の
多
様
化
な
ど
、
生
活
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
、

先
人
の
思
い
を
十
分
継
承
で
き
て
い
る
か
、
今
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ

ん
。
10
年
後
の
岩
手
芸
術
祭
を
楽
し
み
に
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
本
記
録
集
は
、
開
催
年
の
年
末
か
ら
翌
年
の
年
度
末
に
か
け
て
編

集
作
業
が
続
き
ま
す
が
、
開
催
中
は
気
づ
か
な
か
っ
た
各
部
門
の
苦

労
や
運
営
上
の
工
夫
な
ど
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
事
務
局
冥
利
に

尽
き
ま
す
。

◆
本
書
は
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

ど
な
た
で
も
閲
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
内
容
は
今
ま
で
通
り
、
第
70
回
岩
手
芸
術
祭
の
実
施
報
告
書
と
し

て
作
成
し
、
今
後
の
資
料
と
し
て
も
御
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各

種
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
公
募
要
項
、
入
賞
者
名
簿
、
講
評
・
選
評
等

を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
関
係
機
関
、
関
係
団
体
な
ど
多
く
の
方
々
に

ご
覧
い
た
だ
き
、
今
後
の
県
民
の
芸
術
文
化
活
動
に
係
る
参
考
資
料

と
し
て
御
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
第
70
回
岩
手
芸
術
祭
も
記
録
集
の
完
成
を
も
っ
て
一
切
の
事
業
が

終
了
し
ま
す
。
関
係
各
位
の
御
協
力
に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
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第70回岩手芸術祭開催状況
事業名 期　　日 会　　場 入場料金 入場者数

開幕式典・
総合フェスティバル 10月７日㈯ 岩手県民会館／大ホール 無料 1,800人

総合フェスティバルin
気仙 Ｈ30年１月20日㈯ リアスホール（大船渡市）無料 1,200人

美　

術　

展

１
期

日本画／版画
／水墨画 10月７日㈯～10月10日㈫

岩手県民会館／展示室

300円

高校生以下
無料

4255人

２
期

写真／デザイ
ン／現代美術 10月12日㈭～10月15日㈰

３
期洋画／彫刻 10月19日㈭～10月22日㈰

４
期工芸／書道 10月26日㈭～10月29日㈰

巡
回
美
術
展

美術展入賞作品
（78点）

11月３日（金・祝）～11
月５日㈰

一戸町コミュニティセン
ター

無料 1,707人

11月16日㈭～11月19日㈰ 奥州市文化会館
11月23日（木・祝）～11
月26日㈰ 山田町中央公民館

12月２日㈯～12月３日㈰ アンバーホール（久慈市）

12月９日㈯～12月10日㈰ 一関文化センター

12月13日㈬～12月14日㈭ 宮古市民文化会館

H30年1月19日㈮～20日㈯ リアスホール（大船渡市）
小
・
中
学

校
美
術
展

小・中学校
書写、絵画

11月23日（木・祝）～11
月26日㈰ 岩手県民会館／展示室 無料 2,909人

巡
回
小
・
中

学
校
美
術
展

小・中学校美術展
入賞作品（384点）

12月16日㈯～Ｈ30年２月
４日㈰ 九戸村公民館など５会場 無料 835人

演　
　
　

劇

「劇団ゼミナール」
公演 10月28日㈯～29日㈰ 盛岡劇場／タウンホール 1,500円

（1,200円）ほか 224人

映像フェスティバ
ル 11月18日㈯～19日㈰ もりおか町家物語館／浜

藤ホール
1,800円

（1,500円）ほか 291人

「劇研麦の会」公演 11月19日㈰ 宮古市民文化会館 無料 100人

「北芸の会」公演 Ｈ30年２月25日㈰ 日本現代詩歌文学館 1,200円
（1,000円） 95人

「The雲人」公演 12月24日㈰ 二戸市民文化会館 500円 （中学
生以下無料） 210人

一関藤沢市民劇場 Ｈ30年２月25日㈰ 縄文ホール 1,500円
（1,000円）ほか 281人

伝
統
芸
能

茶会 10月１日㈰ 盛岡市中央公民館 2,300円
（2,000円） 828人

吟詠剣詩舞道祭 10月29日㈰ 岩手県民会館／大ホール 無料 950人

謡と仕舞の会 11月５日㈰ 岩手県民会館／中ホール 無料 350人

華道展 ９月１日㈮～４日㈪ 岩手県民会館／展示室 300円 2,727人

邦楽のつどい 11月12日㈰ 岩手県民会館／中ホール 1,000円 365人

事業名 期　　日 会　　場 入場料金 入場者数

音　
　
　

楽

ソロと室内楽の調
べ 10月８日㈰ 岩手県民会館／中ホール 1,000円 186人

ピアノ演奏会 10月21日㈯ 岩手県民会館／中ホール 1,000円 280人

三曲演奏会 10月22日㈰ 岩手県民会館／大ホール 1,000円 310人

声楽演奏会 11月４日㈯ 岩手県民会館／中ホール 900円中学生
以下無料 265人

ギター音楽の夕べ 11月11日㈯ 岩手県民会館／中ホール
700円（500円）
中学生以下
300円

163人

吹奏楽演奏会 11月23日（木・祝） 盛岡市民文化ホール／大
ホール

1,000円（700円）
小学生以下無料 752人

合唱祭 12月３日㈰ 一関文化センター／大ホ
ール

1,000円（800円）
高校生以下
700円（500円）

932人

管弦楽フェスティ
バル 12月10日㈰ 胆沢文化創造センター／

大ホール
500円 小学
生未満無料 200人

舞
踊

洋舞発表会 10月15日㈰ 岩手県民会館／大ホール 5,000円 1,123人

日本舞踊公演 11月19日㈰ 岩手県民会館／大ホール 2,500円 1,270人

演
芸

新舞踊発表会 10月15日㈰ リアスホール／大ホール 2,000円
（1,500円） 850人

民謡まつり 11月５日㈰ 岩手県民会館／大ホール 2,000円（1,500円）
高校生以下無料 700人

文　

芸　

祭

短歌大会 10月14日㈯ 盛岡市勤労福祉会館 出詠料1,000円
会費　1,000円 100人

文芸評論大会 10月９日（月・祝） 岩手大学農学部一号会議
室

無料　懇親
会1,000円 7人

俳句大会 10月21日㈯ 岩手県公会堂 1,500円 89人

詩の大会 10月28日㈯ なはんプラザ（花巻市）
1,000円
※投稿は事前
申込（1,000円）

22人

小説大会 11月４日㈯ 岩手県民会館／会議室 無料 9人

川柳大会 10月14日㈯ アイーナ501号室（盛岡
市）

2,000円（投句は事
前1,000円） 懇親会

（3,000円）希望者
61人

随筆大会 10月22日㈰ はなんプラザ／会議室 無料 15人

児童文学大会 10月29日㈰ ビッグルーフ滝沢／小ホ
ール 無料 53人

戯曲大会 11月23日（木・祝） 盛岡劇場／タウンホール 1,000円／大学
生以下500円 25人

県民文芸作品集
第48集刊行

小説/戯曲･シナリオ/文芸評論/随筆/児童文学/詩/
短歌/俳句/川柳 12月9日刊行 510点

移
動
公
演

新舞踊公演 11月26日㈰ サンホテル衣川荘（奥州
市） 無料 116人

声楽公演 12月10日㈰ 一戸町コミュニティセン
ター 無料 130人

※料金の（　　）内は、前売り料金



美 術 展 応 募 点 数 県民文芸作品集応募点数

部
門

市町村名

日

本

画

洋

画

版

画

彫

刻

工

芸

書

道

写

真

デ
ザ
イ
ン

現
代
美
術

水

墨

画

計

小

説

戯

曲

文
芸
評
論

随

筆

児
童
文
学

詩

短

歌

俳

句

川

柳

計

盛　
　
　

岡

盛 岡 市 8 50 24 4 11 92 76 29 22 51 367 3 1 3 18 3 31 26 65 19 169

八 幡 平 市 2 1 3 5 1 4 10

岩 手 町 1 1 4 6 1 1

雫 石 町 7 1 1 9 1 1

葛 巻 町 2 4 6 1 1

滝 沢 市 12 3 1 1 8 5 5 2 8 45 1 3 1 3 4 1 2 15

紫 波 町 4 3 3 9 2 2 23 1 1 1 1 2 5 5 16

矢 巾 町 3 6 3 8 5 2 2 1 30 1 1 2 4

小　計 11 84 33 13 15 116 94 36 25 62 489 5 1 4 22 5 40 34 79 27 217

中　
　
　

部

花 巻 市 1 8 6 6 11 1 2 7 42 3 1 12 6 4 16 13 55

遠 野 市 5 4 2 3 1 1 16 1 1 2 4

北 上 市 11 2 2 4 4 2 2 5 32 1 6 9 6 29 1 52

西 和 賀 町 0 1 1 2

小　計 1 24 2 2 14 12 16 1 5 13 90 4 0 1 19 0 15 10 47 17 113

県　
　
　

南

奥 州 市 1 6 4 3 2 6 3 1 26 1 3 2 2 5 24 3 40

金 ケ 崎 町 0 6 4 10

一 関 市 1 13 1 2 3 3 2 20 45 1 2 4 6 6 3 22

平 泉 町 2 1 1 1 5 2 2 4

小　計 4 19 5 5 5 10 6 0 0 22 76 1 1 0 13 2 6 11 36 6 76

沿 

岸 

南 

部

大 船 渡 市 4 2 1 1 2 10 2 8 2 3 1 16

陸前高田市 2 2 1 2 5 8

住 田 町 0 0

釜 石 市 7 2 1 2 6 7 2 2 29 1 1 2

大 槌 町 1 1 2 4 1 1

小　計 0 12 2 1 2 10 9 4 1 4 45 0 0 1 2 0 8 4 6 6 27

美 術 展 応 募 点 数 県民文芸作品集応募点数

部
門

市町村名

日

本

画

洋

画

版

画

彫

刻

工

芸

書

道

写

真

デ
ザ
イ
ン

現
代
美
術

水

墨

画

計

小

説

戯

曲

文
芸
評
論

随

筆

児
童
文
学

詩

短

歌

俳

句

川

柳

計

宮　
　
　

古

宮 古 市 2 21 1 2 17 5 2 50 1 1 1 2 2 4 3 5 10 29

山 田 町 8 1 2 11 1 1 2

岩 泉 町 1 3 4 2 1 1 4

田 野 畑 村 1 13 1 1 1 17 0

小　計 10 24 1 0 18 18 7 1 3 0 82 1 1 1 2 2 4 6 7 11 35

県　
　
　

北

久 慈 市 4 6 10 2 2 1 2 7 3 17

洋 野 町 1 1 1 3 4

野 田 村 0 0

普 代 村 0 1 1 2

二 戸 市 11 4 2 17 1 1

一 戸 町 2 1 1 1 5 2 2

軽 米 町 1 1 2 0

九 戸 村 1 1 0

小　計 0 17 0 1 1 7 8 0 1 1 36 2 2 0 0 1 0 2 11 8 26

県　　　外 2 2 2 4 1 2 13 2 1 0 0 0 9 0 1 3 16

合　　　計 28 182 43 24 59 174 140 42 35 104 831 15 6 7 58 10 82 67 187 78 510

＊県外内訳…青森県3、宮城県4、福島県1、栃木県6、東京都1、神奈川県1

第70回岩手芸術祭市町村別応募作品数一覧
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第70回岩手芸術祭開催要綱
１　趣　　旨

　県民の優れた芸術文化活動の成果を発表し、広く県民に鑑賞の機会を
提供することにより、本県芸術文化の創造と発展に寄与するとともに、
豊かな県民性の高揚に資する。

２　名　　称　　第70回岩手芸術祭
３　主　　催　　岩手県　岩手県文化振興事業団　岩手県芸術文化協会　

岩手日報社　ＩＢＣ岩手放送　テレビ岩手　めんこいテ
レビ　岩手朝日テレビ　エフエム岩手

４　後　　援　　盛岡市　ＮＨＫ盛岡放送局　盛岡タイムス社　胆江日日
新聞社　岩手日日新聞社

５　運　　営　　第70回岩手芸術祭実行委員会
６　期　　間　　平成29年９月１日～平成30年２月
７　会　　場　　岩手県民会館ほか
８　開催行事

⑴　開幕式典
⑵　美術展（巡回美術展）

日本画、洋画、版画、彫刻、工芸、書道、写真、デザイン、現代美
術、水墨画

⑶　小・中学校美術展（巡回小・中学校美術展）
小学校絵画、小学校書写、中学校美術、中学校書写

⑷　演　劇
⑸　伝統芸能

能楽、邦楽、茶道、華道、吟剣詩舞道
⑹　音　楽

合唱、声楽、弦楽、三曲、吹奏楽、ピアノ、ギター、管弦楽
⑺　舞　踊

日舞　洋舞
⑻　演　芸

民謡、新舞踊
⑼　移動公演
⑽　文　芸

ア　県民文芸作品集
小説、戯曲・シナリオ、文芸評論、随筆、児童文学、詩、短歌、
俳句、川柳

イ　文芸祭
小説大会、戯曲大会、文芸評論大会、随筆大会、児童文学大会、
詩の大会、短歌大会、俳句大会、川柳大会

９　参加作品
⑴　美術及び文芸の作品並びに声楽及びピアノの演奏発表は、本県関係

者の中から公募する。公募要項は、各部門の種目ごとに定める。
⑵　公募以外の部門の発表、展示等については、各部門が企画し、実行

委員会の決定を経て実施する。
⑶　参加作品は、実施種目ごとに一般公開する。公募作品については、

実施種目ごとに公開する範囲を定めるものとする。
⑷　小・中学校美術展の作品の公募は、岩手県小中学校美術展協会が県

内の小・中学校を通じて行うものとする。
10　表 彰 等

⑴　特に優れた美術、小・中学校美術及び文芸の作品並びに演奏発表に
対しては、審査のうえ、芸術祭賞（文芸祭賞）、優秀賞、奨励賞及び
第70回記念賞を贈る。また、実施種目ごとに部門賞及び入選等を設け
ることができる。

⑵　展示、発表作品の審査を行うため、公募部門ごとに審査会又は選者
をおく。
　審査員及び選者は、第70回岩手芸術祭実行委員会会長が委嘱する。

11　開催経費
　経費は、主催する機関、団体の負担金及びその他の収入をもって充て
る。

12　協賛参加
　芸術祭に自主的に参加を希望する公演、展示等は、実行委員会会長の
協賛参加承認を得て行うものとする。

13　国民文化祭への協賛参加
　会期を考慮し、第32回国民文化祭（奈良大会）へ協賛参加するものと
する。

第70回岩手芸術祭実行委員会会則
　（名称）
第１条　この会は、第70回岩手芸術祭実行委員会という。
　（目的）
第２条　この会は、岩手芸術祭を円滑かつ総合的、効果的に運営すること
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を目的とする。
　（実行委員）
第３条　この会は、次に掲げる実行委員22人以内をもって組織する。

⑴　岩手県文化スポーツ部文化振興課総括課長の職にある者
⑵　公益財団法人岩手県文化振興事業団理事長の職にある者
⑶　一般社団法人岩手県芸術文化協会の会長及び副会長の職にある者
⑷　一般社団法人岩手県芸術文化協会会長の推薦に基づき岩手芸術祭実

行委員会会長が委嘱した者
⑸　岩手県小・中学校美術展協会の会長又は事務局長の職にある者

　（役員）
第４条　この会に次の役員を置く。

⑴　会長　　　１人
⑵　副会長　　２人
⑶　監事　　　２人

２　会長は、一般社団法人岩手県芸術文化協会の会長又は会長の職務代理
の職にある者をもって充てる。

３　副会長及び監事は、実行委員の中から会長が委嘱する。
４　役員は、相互にこれを兼ねることができない。
　（役員の任務）
第５条　会長は、この会を代表し、会務を総括する。
２　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けた

ときは、会長があらかじめ定める順序により職務を代理する。
３　監事は、この会の財務を監査する。
　（実行委員の任期）
第６条　実行委員の任期は、委嘱を受けた日の属する年度の末日までとす

る。
　（実行委員会議）
第７条　この会の会議は、実行委員をもって構成し、岩手芸術祭の開催に

係る次に掲げる事項について議決する。
⑴　総合的な企画及び運営に関すること。
⑵　事業計画及び予算に関すること。
⑶　事業報告及び決算に関すること。
⑷　その他この会の運営に関する重要な事項

２　会議は、会長が招集する。
３　会議の議長は、会長がこれにあたる。

４　会議は、実行委員会の過半数の出席をもって開会し、出席者の過半数
をもって決する。

　（部門実行委員会）
第８条　岩手芸術祭の各部門の円滑な運営を図るため、必要に応じ、部門

実行委員会を置く。
２　部門実行委員会は、次に掲げる事項について協議し、各部門の運営に

あたる。
　⑴　各部門の企画及び実施に関すること。
　⑵　各部門の予算及び決算に関すること。
　⑶　実行委員会から付託された事項に関すること。
　⑷　その他各部門の運営に関し必要な事項
３　部門実行委員会委員は、会長が委嘱する。
４　部門実行委員会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。
　（事務局）
第９条　この会の事務を処理するため、公益財団法人岩手県文化振興事業

団に事務局を置く。
２　一般社団法人岩手県芸術文化協会に事務局の分室を置く。
３　事務局には、次の職員を置く。
　⑴　事務局長　　　１人
　⑵　事務局次長　　２人
　⑶　事務局員　　　若干名
４　事務局長は、公益財団法人岩手県文化振興事業団事務局長の職にある

者をもって充て、その他の職員は会長が委嘱する。
　（経費）
第10条　この会の運営に要する経費は、負担金その他の収入をもって支弁

する。
　（会計年度）
第11条　この会の会計年度は、実行委員会の設置の日に始まり、その年度

の末日に終わる。
　（補則）
第12条　この会則に定めるもののほか、この会の運営に関し必要な事項

は、会長が別に定める。
　　　附　則
　この会則は、平成29年５月24日から施行する。
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第70回岩手芸術祭美術部門実行委員会運営規程（案）
　（趣　旨）
第１条　この規程は、第70回岩手芸術祭実行委員会会則第８条第４項の規

定に基づき、美術部門実行委員会（以下「委員会」という。）の運営に
関し必要な事項を定めるものとする。

　（委　員）
第２条　委員会は、一般社団法人岩手県芸術文化協会の推薦に基づき、第

70回岩手芸術祭実行委員会会長が委嘱する20人以内の委員をもって構成
する。

２　委員の任期は、委嘱を受けた日の属する年度の末日までとする。
　（役　員）
第３条　委員会に委員長を置く。
２　委員長の選任は、委員の互選とする。
３　委員長は、委員会の業務を統括する。
　（会　議）
第４条　委員会の会議は、必要に応じて、委員長が招集する。
２　会議の議長は、委員長がこれに当たる。
　（事務局）
第５条　委員会の事務を処理するため、必要に応じて、公益財団法人岩手

県文化振興事業団に事務局を置く。
２　事務局に次の職員を置く。

⑴　事務局長　　１人
⑵　事務局次長　２人
⑶　事務局員　　若干名

３　事務局の職員は、委員の中から委員長が指名する。
４　事務局長は、委員会の事務を掌理する。
５　事務局次長は、事務局長を補佐する。
６　事務局員は、事務局長の命を受けて、委員会の事務を処理する。
　（補　則）
第６条　この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、

委員長が別に定める。

岩手芸術祭実行委員会感謝状贈呈に関する規程
　（目　的）
第１条　この規程は、岩手芸術祭に関する功労について顕彰し、岩手芸術
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祭の発展に資することを目的とする。
　（感謝状を贈呈される者）
第２条　感謝状を贈呈される者は、個人又は団体であって、次の各号の一

に該当する者について行う。
⑴　岩手芸術祭の運営に携わり、多年にわたり芸術祭の発展に貢献した

者
⑵　岩手芸術祭公募作品の審査員又は選者として、多年にわたり部門の

発展に尽力した者
⑶　岩手芸術祭の各部門の指導者として、永年にわたり後進の育成に尽

力した者
⑷　その他特に表彰に値する功績があると認めた者

　（方　法）
第３条　顕彰は感謝状を贈呈して行い、その氏名及び団体名並びに事績を

顕彰録等によって公表する。
２　感謝状には、記念品を併せて贈ることができる。
３　故人の場合は、感謝状その他を遺族に贈り追彰する。
　（実　施）
第４条　感謝状を贈呈される者は､岩手芸術祭実行委員会において承認さ

れなければならない。
２　感謝状及び記念品は、岩手芸術祭実行委員会会長の名によって授与す

る。
３　その他この規程に関し必要な事項は、別に会長が定める。
　　　附　則
　この規程は、昭和55年５月21日から施行する。
　　　附　則
　この規程は、平成元年９月5日から施行する。

岩手芸術祭実行委員会感謝状贈呈に関する選考基準
１　趣旨

　この基準は、岩手芸術祭実行委員会が感謝状を贈呈することについ
て、必要な事項を定めるものとする。

２　感謝状を贈呈される者
　感謝状を贈呈される者は、次の各号に該当する者とする。
　ただし、刑罰（道路交通法関係を含む。）を受けて2年を経過しない者
は対象としない。

⑴　岩手芸術祭の運営に携わり、概ね10年以上にわたって、岩手芸術祭
の発展に貢献した者

⑵　岩手芸術祭公募部門の審査員又は選者として、概ね10年以上にわた
って部門の発展に尽力した者

⑶　岩手芸術祭各部門の指導者として、概ね20年以上にわたって後進の
育成に尽力した者で、概ね60歳を超えている者

⑷　その他岩手芸術祭の運営等に携わり多大な功績を示し、特に表彰に
値すると認められる者

岩手芸術祭協賛事業の名義の使用承認事務手続要領
１　申請手続

　主催者は、当該事業が実施される期日（ポスターその他の印刷物等に
「岩手芸術祭協賛事業」の名義を印刷する場合は、その印刷日）の遅く
とも１か月前までに、岩手芸術祭実行委員会会長（以下「会長」とい
う。）あての申請書（様式１）を提出するものとする。
　この申請書には、次の書類を添付しなければならない。
⑴　事業の概要（事業の目的、実施日時、会場、事業内容、事故防止対

策、公衆衛生対策、入場料、共催・後援団体名等）
⑵　事業の収支予算書
⑶　主催者が民間団体である場合は、定款、寄附行為、会則、役員名簿、

会員数、活動状況等当該団体の性格及び内容を明らかにする書類
２　承認の基準

　岩手芸術祭協賛事業の名義の使用を承認する基準は、次のとおりとす
る。
⑴　主催者が、次のいずれかに該当するものであること。

ア　国又は地方公共団体（公社、公団を含む。）
イ　公益法人（宗教法人を除く。）
ウ　新聞、ラジオ、テレビ等の報道機関
エ　岩手芸術祭の趣旨に沿う事業を実施しようとする企業等
オ　芸術文化団体、実行委員会その他の公益的団体（芸術文化活動そ

のものを目的としたものに限る。）
カ　その他上記に準ずると認められるもの。

⑵　事業の内容が、次の各号に適合するものであること。
ア　事業の内容が岩手芸術祭の趣旨に沿うものであること。
イ　事業が、特定の範囲ではなく、一般の人に公開されるものである
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こと。
ウ　事業の資金計画が十分なものであること。
エ　営利を目的としないものであること。
オ　事業の実施に当たっては、事故防止対策、公衆衛生対策等に十分

の措置が講ぜられているものであること。
３　承認の手続

　会長は、主催者からの申請書を受理した場合は、２の基準に基づいて
審査し、結果を申請者に文書により通知するものとする。

４　主催者の責務
⑴　事業の主催者及び関係者は、岩手芸術祭の趣旨に反する行為を行っ

てはならない。
⑵　事業の主催者及び関係者は、２に掲げる基準の趣旨に反する行為を

行ってはならない。
⑶　事業の主催者は、所属する職員や関係者等が、前２号に該当する行

為を行っている疑いがある場合は、会長に報告するとともに、必要な
調査を行い、その事実が判明した場合は速やかに是正するとともに、
その結果を会長に報告しなければならない。

⑷　事業の主催者は、前号に係わり、会長から是正等についての指示が
あった場合は、これに従わなければならない

５　承認の取消
　事業の主催者が４の⑷の指示に従わないときは、会長は、承認を取り
消すこととする。

６　事業実施報告
　事業の主催者は、事業の終了後、１か月以内に事業報告書（様式２）
を会長に提出しなければならない。

（様式１）

　　年　　月　　日

　第　　回岩手芸術祭実行委員会
　　会長　　　　　　　　　　様

〔申請者〕
団体名
代表者

住所
氏名
電話番号

第　　回岩手芸術祭協賛事業の名義の使用承認について
　下記事業について、第　　回岩手芸術祭協賛事業の名義の使用承認を受
けたいので、関係書類を添えて申請します。

記

１　事業の名称

２　事業の目的

３　事業の主催者

４　事業の実施期間及び会場

（添付書類）
１　事業概要（内容、入場料、後援団体等）が明らかになる書類
２　事業の収支予算書
３　主催者が民間団体の場合は、会則、役員名簿、会員名簿、活動状況等

団体の性格･内容が明らかになる書類
４　その他必要と認める書類
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（様式２）

　　年　　月　　日

　第　　回岩手芸術祭実行委員会
　　会長　　　　　　　　　　様

団体名
代表者

住所
氏名
電話番号

第　　回岩手芸術祭協賛事業の名義の使用承認に係る事業報告について
　　　年　　月　　日付け岩手芸術祭第　　　号で承認された事業が終了
したので、関係書類を添えて報告します。

記

１　事業の名称

２　事業の主催者

３　事業の実施期間

４　会場

５　出演者・出品者数

６　入場者数

（添付書類）
　事業の収支決算書、後援者、プログラム・パンフレット、事業の内容を
撮影した写真等を添付すること。

第70回岩手芸術祭美術展公募要項
１　趣　旨

　県民の優れた芸術文化活動の成果を発表し、広く県民に鑑賞の機会を
提供することにより、本県芸術文化の創造と発展に寄与するとともに、
豊かな県民性の高揚に資する。

２　主　　催
　岩手県・岩手県文化振興事業団・岩手県芸術文化協会・岩手日報社・
ＩＢＣ岩手放送・テレビ岩手・めんこいテレビ・岩手朝日テレビ・エフ
エム岩手

３　後　　援
　盛岡市　ＮＨＫ盛岡放送局　盛岡タイムス社　胆江日日新聞社　岩手
日日新聞社

４　展示会場及び日時
　岩手県民会館展示室

〈第１期〉日本画／版画／水墨画
10月７日（土）～10月10日（火）
10時～17時（最終日は16時まで）

〈第２期〉写真／デザイン／現代美術
10月12日（木）～10月15日（日）
10時～17時（最終日は16時まで）

〈第３期〉洋画／彫刻
10月19日（木）～10月22日（日）
10時～17時（最終日は16時まで）

〈第４期〉工芸／書道
10月26日（木）～10月29日（日）
10時～17時（最終日は16時まで）

５　応募資格
　岩手県内在住者、本籍が岩手県にある者、岩手県出身者または岩手県
内学校の卒業生。（書道、洋画部門は高校生以下を除く。）

６　公募作品
　公募作品は、日本画・洋画・版画・彫刻・工芸・書道・写真・デザイ
ン・現代美術・水墨画の10部門とし、各部門の公募要項（裏面）によ
る。作品は未発表作品とする。

７　作品の受付、返還
　作品は所定の出品目録とともに下記のとおり所定の期日に搬入し、作
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品の裏面には所要の事項を記入した出品票をはりつけ、各部門の受付所
に提出すること。
　なお、出品物を受け付けたときは、受付証を交付するので、搬出のと
きの引換証とすること。

８　搬　　入
（1）直接搬入

部　　門 搬入場所 搬入日時
日本画 岩手県公会堂11号室

９月９日（土）
10時〜16時

写真 岩手県公会堂26号室
版画／デザイン／水墨画 岩手県民会館第１展示室
洋画／工芸／書道／現代美術 岩手県民会館第２展示室
彫刻 岩手県民会館地下収蔵庫

　（2）輸送搬入

部　　門 あ て 先 搬 入 日

日本画／写真
〒020-0023　盛岡市内丸11-2
岩手県公会堂内
芸術祭美術展○○部門受付

９月９日（土）に限る。
※ 輸送業者に配達日
　を指定すること。
（梱包表面に「美術展
○○部門出品物」と大
きく朱書きのこと。）

洋画／版画／彫刻
／工芸／デザイン
／水墨画

〒020-0023　盛岡市内丸13-1
岩手県民会館展示室内
芸術祭美術展○○部門受付

※書道、現代美術作品の輸送搬入は認めない。
※輸送搬入の場合の出品受付証、出品目録、出品料は９月５日（火）ま

でに各部門事務局あて送ること。
９　審査及び発表

　審査は、第70回岩手芸術祭実行委員会会長が委嘱した審査員により、
９月10日（日）に搬入会場で行う。審査の結果は、本人あて通知する。

10　展示作業日
岩手県民会館　〈第１期〉10月６日（金）９時～21時
　　　　　　　〈第２期〉10月11日（水）９時～21時
　　　　　　　〈第３期〉10月18日（水）９時～21時
　　　　　　　〈第４期〉10月25日（水）９時～21時

11　展　　示
　展示は、入賞・入選作品並びに招待作品とし、展示方法は実行委員会
に一任のこと。
　ただし、彫刻は裏面記載のとおりとする。

12　搬　　出
（1）直接搬出

部　　門 搬出日時 搬出場所 注意
日本画／版画／
水墨画

10月10日（火）
16時～17時

岩手県民会館
第１・２展示室

搬出指定日時に搬
出しない場合は、
実行委員会の指定
する業者により荷
造り、送料とも着
払いで返送する。

写真／デザイン／
現代美術

10月15日（日）
16時～17時

洋画／彫刻 10月22日（日）
16時～17時

工芸／書道 10月29日（日）
16時～17時

　（2）輸送搬出

部　　門 搬出日時 注意
水墨画 10月10日（火）16時～17時 ※輸送による搬出を

希望する場合は事
前に部門事務局へ
申し出の上、指示
に従うこと。

写真 10月15日（日）16時～17時
洋画／彫刻 10月22日（日）16時～17時
工芸 10月29日（日）16時～17時

※上記に記載された部門以外の輸送搬出は認めない。
13　表　彰

　種目ごとに審査のうえ、芸術祭賞（１点・賞金３万円）、優秀賞（１
点・賞金２万円）、奨励賞（２点・賞金１万円）、第70回記念賞（１
点・副賞）及び部門賞を贈る。
〇表彰式　平成29年11月18日（土）（会場：サンセール盛岡）

14　巡回美術展
　岩手県民会館での本展終了後、各部門の芸術祭賞１点、優秀賞１点、
奨励賞２点、第70回記念賞１点及び部門賞のうち部門推薦作品（最大３
点）、計８点を県内市町において巡回展示する。
○巡回期間　平成29年11月～平成30年１月
○開催場所　一戸町コミュニティセンター　奥州市文化会館　山田町中

央公民館　久慈市文化会館　一関文化センター　宮古市民
文化会館　リアスホール

※巡回美術展終了後の作品は県民会館（アートフェスタいわて出品作品
は県立美術館）で保管する。搬出費用については出品者の負担とする
が、具体的な日程等は別途通知する。

15　その他
⑴　出品作品の不慮の災害による損害については、主催者はその責を負
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わない。
⑵　搬入・搬出及び荷造りの費用は、出品者の負担とする。
⑶　出品作品が本芸術祭の記録集、主催団体等が運営するインターネッ

トのホームページ、報道及び広報などに掲載される場合があることを
出品者があらかじめ容認の上、出品するものとして取り扱う。

⑷　報道機関の取材等に対しては、出品者の氏名、居住市町村名の情報
提供及び作品の写真撮影を許可することがある。

⑸　別紙、出品目録及び出品票に記入された個人情報は、審査結果の通
知、展示目録等印刷物の作成、表彰式の開催案内など、岩手芸術祭美
術展の運営業務の範囲内に限り利用するものであり、それ以外の目的
には一切使用しない。

●日本画
作品の規格　⑴作品は、すべて枠付として表装すること（ガラス抜き）を

原則とし、軸装も許可する。
⑵100号以内とする。
⑶寸法は、枠付ではかること。
⑷作品はすぐ展示できるよう、金具、吊具は必ずつけること。

出品点数・出品料　１点3,000円、２点5,000円
審　査　員　西川善有（盛岡市）　片山道子（盛岡市）
合　評　会　10月10日（火）午後２時～会場にて審査員を囲んで実施する。
そ　の　他　今年度は岩手県公会堂11号室にて作品搬入・受付を行う。
事　務　局　片山道子　〒020-0083　盛岡市志家町9-5
　　　　　　　　　　　TEL019-623-3931
●洋画
出 品 作 品　出品者の創作による、他公募展等に出品していない完全オリ

ジナル作品で、平面（油彩、水彩等）及び立体作品。ただ
し、音響、電気による作品及び動物、悪臭を発する作品、腐
敗する可能性のある作品を除く。作品は額装し、作品裏には
すぐ展示できるよう、作品重量に十分耐え得る金具、吊具、
ひも、針金等を必ずつけること。

大きさ・重さ［立体］縦、横、高さ、各1.7m以内　重量50kg以内
［平面］縦、横、額（ガラスなし、アクリル可）含み２m以
内（規格木枠の場合はS  130号以内）突出50cm以内。
作品の保護のため額縁等（画面より厚みを持ったもの）で額
装のこと。

出品点数・出品料　１人１点　4,000円
招　　　待　本年度の洋画部門芸術祭賞受賞者は、次年度に限り招待す

る。出品は本人の意思にゆだねる。
審　査　員　洋画部門理事
合　評　会　10月22日（日）午後１時～　審査員と出品者による合評会を

開催する。
事　務　局　日下信介　〒020-0887　盛岡市上の橋町7-57
　　　　　　　　　　　県立盛岡第二高等学校内　TEL019-622-5101
●版画
出 品 作 品　版種は自由。公募展未発表の自作の版表現されたもので、複

数表現できるもの。
（手彩色手法の作品は認めない）作品には題名とサインを必
ず記入してください。

大　き　さ　額装を含めて縦・横、180cm以内の陳列に支障のないもの。
出品点数・出品料　２点まで3,000円、３点まで5,000円
審　査　員　阿部陽子（版画家・国画会会員）、田村晴樹（画家）
合　評　会　10月10日（火）午後２時から審査員を囲んで。
事　務　局　鈴木和雄　〒028-3601　紫波郡矢巾町高田9-40-15
　　　　　　　　　　　TEL019-611-0575
●彫刻
作品の規格　出品作品は、大きさ２m×２m×２m以内のオリジナル作品

とし、会場汚損並びに観客に危害を及ぼすおそれのある作
品及び仏像彫刻を除く。ただし、50kgを超す作品について
は、展示・運搬は出品者が行うものとする。

出品点数・出品料　１点3,000円（高校生は1,000円）、１点増すごとに
1,000円加算

審　査　員　山内正宜（彫刻家）
事　務　局　曽根達也　〒028-3615　紫波郡矢巾町大字南矢幅9-1-1
　　　　　　　　　　　県立不来方高等学校内　TEL019-697-8247
●工芸
出 品 作 品　美術工芸並びに産業工芸等、いずれの性格のものでもかまわ

ないが、創作性の高い未発表のものであること。
大きさ・重さ［壁面］180cm×150cm以内

［立体］50cm×50cm×50cm以内
立方体でない場合は、おおよその換算による大きさ
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とする。重量50kg以内
出品点数・出品料　１点4,000円、１点増すごとに1,000円加算
審　査　員　春山文典（日展理事）　菊池房江（岩手工芸美術協会会長）
　　　　　　工芸セミナー（審査講評を兼ねながら）

９月10日（日）午後２時～３時
北ホテル２階会議室

事　務　局　竹田康夫　〒028-4134　盛岡市下田字陣場41-43
　　　　　　　　　　　TEL019-683-1425
●書道
作品の種別・規格

⑴種　　　　別　漢字、かな、篆刻・刻字、漢字かな交じり
書（近代詩文書等）、前衛書

⑵仕上がり寸法　横１辺182cm（６尺）以内　縦１辺242cm
（８尺）以内　面積1.48㎡（16平方尺）以
内　重量15kg以内

⑶仕　　　　立　額、枠装（帖、軸装は認めない）　ガラス
入りは認めない（アクリルは可）

出品点数・出品料　１人１点4,500円
審　査　員　吉田晨風（盛岡市）　斎藤溪石（滝沢市）　堀内青巒（二戸

市）　野田杏苑（滝沢市）　大河原節子（一関市）　澤藤華星
（二戸市）　玉澤岑砦（盛岡市）　鳴海起鳳（矢巾町）　山火
葉舟（盛岡市）

鑑　賞　会　10月29日（日）午後２時～３時　会場にて実施する。
事　務　局　佐々木飛鴻　〒020-0053　盛岡市上太田上川原96
　　　　　　　　　　　　盛岡市立高等学校内　TEL019-658-0491
●写真
出 品 作 品　⑴テーマ　自由。　種類　モノクロ、カラー、デジタル　い

ずれも可。未発表作品であること。
⑵サイズ　単写真・組写真・連写真を問わずいずれも全体の

仕上がりは、外寸42cm×51cm以上外寸120cm×
210cmまでとする。

⑶木製パネルに限る。
⑷いずれもそのまま展示できるよう、裏面に紐をつける。特

に組写真は１枚のパネルに、また、連写真は連結して搬入
すること。

（注）　連結しない写真、蝶番の使用など他の作品に傷をつけ
るようなもの、及びガラス入り額等破損の恐れのあるもの
は受け付けない。

審　査　員　佐々木広人（アサヒカメラ編集長）
審査　９月10日（日）午前10時　公開審査とする（搬入場所）

出品点数・出品料　１人２点まで。42cm×51cm以上長辺100cmまで3,000
円。左の寸法を超える長辺210cmまで4,000円。高校生1,000円

そ　の　他　展示は原則として入選作以上で1人1点とする。応募等の詳細
は岩手県写真連盟ホームページ（iwsr.web.fc2.com）参照

事　務　局　山田博彦　〒020-0116　盛岡市箱清水1-17-10
　　　　　　　　　　　TEL019-661-7277
●デザイン
応 募 資 格　一般・大学生・専門学校生・高校生
出 品 作 品　平面デザインに限ります。（立体及び半立体は不可）社会的

規範に反する作品は展示しない場合があります。
・作品はすぐに展示できるよう、パネル裏面に必ず吊り金

具、ひも等をつけること。
Ａ部門.　ポスター及びイラストレーション
Ｂ部門.　課題作品＝（盛岡ロータリークラブ協賛）21世紀

の地球環境を考える。（地球をとりまく環境全般をテー
マとします。）「盛岡ロータリークラブ」は明記するこ
と。マークは位置指定のみでも可。

作品の体裁・規格　
⑴Ａ部門.　自由作品はＢ０判パネル（145.6cm×103cm）・

Ｂ１判パネル（103cm×72.8cm）・Ｂ２判パネル（72.8cm
×51.5cm）

⑵Ｂ部門.　課題作品はＢ１判パネル（103cm×72.8cm）
タテ位置に限る。

・出品目録の種別欄には、出品部門（Ａ部門またはＢ部門）
を記入のこと。

出　品　料　１点3,000円（高校生は1,000円）、１点増すごとに1,000円加
算（高校生は500円加算）

審　査　員　長谷川羊介（クリエイティブディレクター）
　　　　　　村上由美子（岩手デザイナー協会会長）
　　　　　　審査　９月10日（日）午前10時～11時30分　公開審査（搬入
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場所）
事　務　局　佐々木海太郎　〒020-0132　盛岡市西青山３-35-12
　　　　　　　　　　　　　グラフィコ内　TEL019-647-3380
●現代美術
出 品 作 品　「現代美術」とは、1945年以降に現れたさまざまな傾向の前

衛的な美術を指します。ここでは、平面、立体、映像、イン
スタレーション、音響を含むものなど、様式や技法にとらわ
れない表現を扱います。「現代美術」は、「ものを見ること
（視覚認識）」や「社会をどう見つめるか」ということを常
に問題にしてきました。みなさんの新鮮な作品をお待ちして
います。
　　　　　�立体、インスタレーション＝　　�

大　き　さ　大きさは、�　床面積15㎡以内×高さ８ｍ以内�
　　　　　�平面＝10㎡以内　　　　　　　　�

出品点数・出品料　１人２点まで、１点3,500円、２点5,000円
審　査　員　松永　康（ＮＰＯコンテンポラリーアートジャパン理事、武

蔵野美術大学非常勤講師）
事　務　局　浅倉　伸　〒020-0862　盛岡市東仙北2－2－29
　　　　　　　　　　　TEL090－7337－7232（直通）
●水墨画
作品の規格　⑴作品寸法　F８（38×45.5）以上～和紙全紙をメド

⑵表　装　額装（アクリル使用のこと。ガラス使用不可。）
　　　　・軸装

出品点数・出品料　１人１点　4,000円
出 品 申 込　９月１日（金）までに事務局に申込むこと。
審　査　員　鈴木　孝男（岩手県水墨画協会会長）　

昆野スミ子（岩手県水墨画協会副会長）　
菊地　一政（岩手県水墨画協会副会長）　
阿部　慶造（岩手県水墨画協会理事）

事　務　局　北村義美　〒020-0106　盛岡市東松園２-12-４
　　　　　　　　　　　TEL ・FAX　019-661-8923

第70回（平成29年度）岩手芸術祭『県民文芸作品集』第48集公募要項
１　趣　　旨

第70回岩手芸術祭の一環として、『県民文芸作品集』を刊行し、文芸
活動の振興を図る。

２　主　　催
岩手県　岩手県文化振興事業団　岩手県芸術文化協会　岩手日報社　
ＩＢＣ岩手放送　テレビ岩手　めんこいテレビ　岩手朝日テレビ　エ
フエム岩手

３　後　　援
盛岡市　ＮＨＫ盛岡放送局　盛岡タイムス社　胆江日日新聞社　岩手
日日新聞社

４　運　　営　　
第70回岩手芸術祭実行委員会

５　応募資格
岩手県在住者（経験者も含む）、岩手県出身者及び本籍が岩手県にあ
る方
県外の応募者にあっては岩手県との関わりを記入すること。（かつて
居住した岩手県の市町村名など）

６　公募種目
別表のとおり

７　応募上の注意
⑴　未発表の創作作品であること。（公表されていたことが確認され

た場合には、入賞・入選を取り消しますので、十分注意してくださ
い。）

⑵　ペン、又はボールペンを使用し、鉛筆は使用しないこと。（ワープ
ロも可）

⑶　投稿後の訂正は認めないので、推敲のうえ、かい書で清書して、完
全原稿で応募すること。

⑷　応募作品は返却しないので、必要とする場合はコピーをとっておく
こと。

⑸　応募作品の末尾（別紙可、短歌にあっては裏面）に、①住所、②氏
ふり

名
がな

（筆名を使用する場合でも、本名を必ず記入すること）、③年齢、
④性別、⑤電話番号及び（お持ちの方は）電子メールアドレスを記入
すること。

８　応募締切
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平成29年8月31日（木）当日消印有効（受付開始は７月１日（土）と
する。）

９　応 募 先
電子メール：geijyutsu70@iwate-bunshin.jp　標題に｢県民文芸作品
集（作品種目）応募作品｣と明記すること。作品を受信した旨の返信
をするので、１週間経っても返信がない場合は電話で問い合わせるこ
と。
郵送：〒020-0023　盛岡市内丸13番1号　岩手県民会館内
　　　　　　　　  岩手県芸術文化協会『県民文芸作品集』係
封筒、はがきの表に「県民文芸作品集（作品種目）応募作品」と朱書
きすること。

10　審査結果
芸術祭賞、優秀賞、奨励賞、第70回記念賞については、平成29年10月
６日（金）に岩手県文化振興事業団のホームページ上で発表するほ
か、入賞、入選者には本人宛通知する。

11　表　　彰
種目ごとに審査のうえ、芸術祭賞（１点・賞金３万円）、優秀賞（１
点・賞金２万円）、奨励賞（２点・賞金各１万円）、第70回記念賞（１
点・副賞）を贈る。
○表彰式　平成29年12月９日（土） （会場：サンセール盛岡）

12　作品の発表
芸術祭賞、優秀賞、奨励賞及び第70回記念賞に入賞した作品は、『県
民文芸作品集』に掲載する。なお、詩、短歌、俳句及び川柳の４種目
については、入賞作品のほか、佳作、選者賞などの入選作品について
も掲載する。

13　『県民文芸作品集』刊行予定日
平成29年12月９日（土）

14　個人情報の取り扱い
応募者の個人情報は、審査結果の公表を含む作品集刊行業務の範囲内
に限り利用する。ただし、入賞、入選者については、報道機関等に氏
名及び居住市町村名の情報提供を行う場合がある。

別表
種目 内容 応募書式 枚数 選者

小説 １人１篇
原稿用紙を使用し、右とじに
すること。規格はＢ４判で20
字×20行400字詰のものに縦書
きとする。
ワープロ等を使用する場合も
この規格に割付けたものとす
る。
行あけ等を明確にすること。

（ワープロ等使用の場合は、Ａ
４判も可）
文芸評論については、ワープ
ロ等を使用する場合、字数制
限内であれば原稿用紙使用に
こだわらない。
随筆については、上記書式の
外、題名、氏名、性別、年齢、
住所、電話番号、受賞歴等を
記入した別紙をつけること。

（右の枚数に別紙は含まない。）
児童文学については、ワープ
ロ等を使用する場合、26字×
23行 で20枚（11,960字 ） 以 内
でもよい。

〈点字の場合〉省略

30枚以内
点字は40枚以内

柏葉　幸子
斎藤　　純

戯 曲 ・
シナリオ

①演劇一幕もの
②ラジオドラマ
③テレビドラマ

50枚程度
点字は66枚程度
①～③を明示

昆　　明男
中村　好子

文芸評論 研究的内容のも
のも可とする。

30枚以内
点字は40枚以内

望月　善次
牛崎　敏哉

随筆 ４枚
点字は６枚

須藤　宏明
野中　康行

児童文学

フィクション、ノ
ンフィクション
を問わない。
少年少女詩、童
謡の場合は３篇
以内とする。

30枚以内
点字は40枚以内

髙橋　　昭
藤原　成子
齋藤　英明

詩 ３篇以内とする。

Ａ４判規格原稿用紙、又はＡ
４用紙に20字×20行で縦書き
とする。行空け明記。右とじ。

（ワープロ等を使用する場合に
ついてもこの規格によること）
欄外に住所、氏名、年齢、電
話番号、１篇毎の原稿枚数、
通し番号（１−１、１−２…）
を明記すること。

１篇につき
３枚以内

山下　正彦
伊藤　諒子
北原　陽子

短歌 未発表作品10首

原稿用紙Ｂ４判400字詰１枚に
10首、欄外に題名を明記する
こと。
ワープロ等を使用する場合も
この規格に割付けされたもの
とする。
※住所等は裏面に記入するこ
と。

１人１枚に限る。

小笠原和幸
佐々木典子
清水　亞彦
藤村　孝一
折居　路子

俳句 雑詠５句 はがきを使用すること。
（句数が不足しないよう注意す
ること。）

〈点字の場合〉点字用紙を使用
すること。

１人１枚に限る。

小畑　柚流
小菅　白藤
川原　道程
小林　輝子
吉田　一路
名久井清流
服部　常子

川柳 雑詠７句 １人１枚に限る。
小原　金吾
塩釜アツシ
佐藤　岳俊
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第70回（平成29年度）岩手芸術祭『文芸祭』開催要項
１　趣　　旨

第70回岩手芸術祭の一環として、『文芸祭』を開催し、文芸活動の振
興を図る。

２　主　　催
岩手県　岩手県文化振興事業団　岩手県芸術文化協会　岩手日報社
ＩＢＣ岩手放送　テレビ岩手　めんこいテレビ　岩手朝日テレビ　エ
フエム岩手

３　後　　援
開催地市町村教育委員会　ＮＨＫ盛岡放送局　盛岡タイムス社　胆江
日日新聞社　岩手日日新聞社

４　運　　営
第70回岩手芸術祭実行委員会

５　応募及び大会参加資格
岩手県在住者、岩手県出身者及び本籍が岩手県にある方

６　種目毎の大会の内容
⑴　小　　説

日　　時　　平成29年11月４日（土）　午後１時30分～　※10月20
日までにお申し込みください。

会　　場　　岩手県民会館会議室（盛岡市内丸13-1）
内　　容　　県民文芸作品集応募作品の講評

講師　柏葉　幸子　　斎藤　純
運　　営　　第70回岩手芸術祭実行委員会事務局

（岩手県文化振興事業団総務部内）
［〒020－0023　盛岡市内丸13-1
　電話019（654）2235　FAX019（625）3595］

⑵　戯　　曲
日　　時　　平成29年11月23日（木・祝）午後１時～
会　　場　　盛岡劇場タウンホール（盛岡市松尾町3-1）
参 加 費　　当日のみ1,000円　大学生以下500円
内　　容　　「お試しリーディング」戯曲リーディング＆ブラッシ

ュアップセミナーワークショップ
事 務 局　　高村　明彦

［〒020－0051　盛岡市下太田沢田68-18
　電話019（658）1108］

運営委員　　昆　明男　　倉持　裕幸　　高村　明彦
⑶　文芸評論

日　　時　　平成29年10月９日（月・祝）午後１時～５時（12時30
分受付）

会　　場　　岩手大学農学部一号会議室（盛岡市上田3-18-8）
内　　容　　小講演と研究発表

講演：牛崎　敏哉　「最近の賢治研究をめぐって」
　　　望月　善次　「啄木研究の近況」
　　　原子内　貢　「宮澤賢治の碑（いしぶみ）」
研究発表：４～６人

★発表資格：次の１.又は２.のいずれかを満たす方
１．『県民文芸作品集（評論の部）』応募者。
２．９月４日（月）までに事務局宛発表趣旨（Ａ４

判、１枚程度）と共に申し出た方。
なお、希望者多数の場合は運営委員によって選考す
る。

参 加 費　　無料
事 務 局　　宮沢賢治記念館内　牛崎　敏哉

［〒025-0011　花巻市矢沢1-1-36
　電話0198（31）2319　FAX0198（31）2320］

運営委員　　牛崎　敏哉　　望月　善次
そ の 他　　懇親会（参加費　1,000円）

⑷　随　　筆
日　　時　　平成29年10月22日（日）午後１時30分～　　※10月12

日までにお申し込みください。
会　　場　　なはんプラザ〔花巻市定住交流センター〕会議室１

（花巻市大通り1-2-21）
内　　容　　県民文芸作品集応募作品の講評　講師　須藤　宏明  　

野中　康行
運　　営　　第70回岩手芸術祭実行委員会事務局

（岩手県文化振興事業団総務部内）
［〒020－0023　盛岡市内丸13-1
　電話019（654）2235　FAX 019（625）3595］

⑸　児童文学
日　　時　　平成29年10月29日（日）午前10時30分～午後2時30分
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会　　場　　ビッグルーフ滝沢小ホール（滝沢市下鵜飼1-15）
内　　容　　①県民文芸作品集応募作品の選評と合評

②講演「言葉の力」　講師　藤村　由美（盛岡児童文
学研究会、絵本専門士）

事 務 局　　加藤　典夫
［〒020-0881　盛岡市天神町1-29
　電話019（622）6304］

運営委員　　髙橋　昭　　千葉　留里子　　加藤　典夫
⑹　詩

日　　時　　平成29年10月28日（土）午前10時～
会　　場　　なはんプラザ〔花巻市定住交流センター〕会議室１

（花巻市大通り1-2-21）
会　　費　　1,000円（当日受付。資料代ほか。）
応募作品　　未発表作品３編以内、Ａ４判原稿用紙使用、１編につ

き３枚以内で右とじのこと。ワープロ原稿はＡ４判に
印字のこと。選者の講評をご希望の方は82円切手を貼
った返信用定形封筒に本人宛先を記入の上、同封のこ
と。

投 稿 料　　1,000円郵便為替同封のこと。（為替の入っていない
ものは受付けません）

選　　者　　山下　正彦　　伊藤　諒子　　北原　陽子
表　　彰　　文芸祭賞、優秀賞、奨励賞、佳作ほか。
公募期間　　平成29年７月１日（土）より９月１日（金）《必着の

こと》
事 務 局　　岩手県詩人クラブ文芸祭「詩の大会」事務局
（応募先）　［〒020-0124　盛岡市厨川3-7-3　東野方　北原　陽子

　電話019（641）3476］
運営委員　　北原　陽子　　兒玉　智江　　松﨑みき子

⑺　短　　歌
日　　時　　平成29年10月14日（土）午前10時～午後３時頃
会　　場　　盛岡市勤労福祉会館（盛岡市紺屋町2-9）
会　　費　　出詠料1,000円、当日会費1,000円（弁当代含む）

（後日、互選のための詠草集に同封する払込取扱票に
て払い込むこと）

詠　　草　　１首（未発表作品、はがきを使用のこと）

選　　者　　佐藤　怡當　　岡田　紘子　　酒井　久男　　
松田　久惠　　吉田　史子

表　　彰　　優秀作品には、文芸祭賞、優秀賞、奨励賞の賞状に、
それぞれ副賞を添えて贈る。

応募締切　　平成29年８月31日（木）必着
事 務 局　　赤澤　篤司

（応募先）　　［〒020-0016　盛岡市名須川町11-8
　電話・FAX 019（625）5874］

運営委員　　赤澤　篤司　　外舘　克裕　　山本　豊
⑻　俳　　句

日　　時　　平成29年10月21日（土）午前10時～
会　　場　　岩手県公会堂（盛岡市内丸11-2）
会　　費　　1,500円（「県民文芸作品集」入選作品集代を含む）
作　　品　　当季雑詠３句（投句締切 午前11時30分）
選　　者　　小畑　柚流　　小菅　白藤　　川原　道程　　

小林　輝子　　吉田　一路　　名久井清流　　
服部　常子

表　　彰　　優秀作品には、文芸祭賞、優秀賞、奨励賞の賞状に、
それぞれ副賞を添えて贈るほか、各選者賞を贈る。

事 務 局　　佐々木　昌子
［〒020-0611　滝沢市巣子856-74
　電話 019（688）2046］

運営委員　　山火　律子　　佐々木昌子　　長谷川かよ子
兼平　玲子　　工藤　幸子　　及川　永心

⑼　川　　柳
日　　時　　平成29年10月14日（土）午前９時30分～
会　　場　　アイーナ（いわて県民情報交流センター）501号室

（盛岡市盛岡駅西通1-7-1）
会　　費　　2,000円（昼食・発表誌）／懇親会3,000円（希望者）
宿題と選者　（各題２句）

「何　故」　紫波町　　鷹觜　閲雄　選
「睨　む」　盛岡市　　河野　康夫　選
「　月　」　花巻市　　及川洋一郎　選
「　罪　」　奥州市　　角掛往来児　選
「雑　詠」　奥州市　　佐藤　岳俊　選
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席題と選者（各題２句）当日10時発表
「　　　」　紫波町　　熊谷　岳朗　選
「　　　」　盛岡市　　徳田ひろ子　選

投　　句　　用紙自由・住所、氏名、電話番号明記、投句料1,000円
締　　切　　平成29年９月30日（土）消印有効
投 句 先　　〒028-3309　紫波町北日詰大日堂18-2

熊谷　岳朗宛　電話019（676）3751
　　賞　　　文芸祭賞、優秀賞、奨励賞ほか
事 務 局　　熊谷　岳朗

［〒028-3309　紫波町北日詰大日堂18-2
　電話019（676）3751］

運　　営　　岩手県川柳連盟

平成29年度・第70回　岩手芸術祭声楽部門演奏会　出演者公募要項
１　趣　　旨

　県内に在住する声楽研究者に、日頃の活動成果を発表する機会を提供
し、広く県民に披露することにより、地域の音楽文化の振興に寄与する
ことを目的とする。

２　主　　催
岩手県、岩手県文化振興事業団、岩手県芸術文化協会、岩手日報社、
ＩＢＣ岩手放送、テレビ岩手、めんこいテレビ、岩手朝日テレビ、エ
フエム岩手

３　後　　援
盛岡市、ＮＨＫ盛岡放送局、盛岡タイムス社、胆江日日新聞社、岩手
日日新聞社

４　運　　営
第70回岩手芸術祭実行委員会、岩手声楽研究会

５　募集内容
演 奏 日 時 平成29年11月４日（土）午後１時30分より
会 場 岩手県民会館中ホール
応 募 資 格 年齢18歳以上の岩手県在住者、又は岩手県に本籍がある者
演 奏 内 容 歌曲・オペラのアリア等、ひとり８分以内
伴 奏 者 各自、準備すること。事務局でも斡旋可能。
申 込 締 切 平成29年８月31日（木）
出 演 経 費 12,000円（チケット負担金を含む）

応 募 方 法 所定の申込用紙に記入の上、下記申込先に郵送すること。

そ の 他 ・著作権料のかかる曲目は演奏者の負担とします。
・公募出演は連続２年までとします。

申 込 み ・
問い合わせ先

（〒020-0133）盛岡市青山一丁目20-26
　　　　　　　丸 岡　千奈美　宛（電話019-647-1850）

※出演申込書　省略

第70回　岩手芸術祭音楽部門ピアノ演奏会　出演者公募要項
１　趣　　旨

　県内に居住するピアノ学習者及び演奏家に、日頃の活動成果を発表す
る機会を提供し、広く県民に披露することにより、地域の音楽文化の振
興に寄与することを目的とする。
　また、ピアノ音楽の活性化を願い、ジュニア部門、一般部門共に演奏
会とし、一般部門は審査制を導入している。

２　主　　催
岩手県　岩手県文化振興事業団　岩手県芸術文化協会　岩手日報社　
ＩＢＣ岩手放送　テレビ岩手　めんこいテレビ　岩手朝日テレビ　エ
フエム岩手

３　後　　援
盛岡市　ＮＨＫ盛岡放送局　盛岡タイムス社　胆江日日新聞社　岩手
日日新聞社

４　運　　営
第70回岩手芸術祭実行委員会　（一社）岩手県ピアノ音楽協会

５　開催日時
平成29年10月21日（土）（開場14：30）開演15：00〜

６　会　　場
岩手県民会館中ホール

７　応募資格
一  般  部  門　県内在住もしくは、県内に本籍がある18歳以上（年齢

制限なし）の方。
ジュニア部門　一般部門と同じ条件で高校生以下の方。

８　審査員
　第70回岩手芸術祭実行委員会が委嘱した下記の審査員により、審査を
行う。（ジュニア部門及び一般部門の演奏者に対して審査員のコメント
を貰える。）
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審査員　林　　苑子（ピアニスト）
　　　　佐々木　素（ピアニスト）
　　　　赤松林太郎（洗足学園音楽大学客員教授・ピアニスト）

９　表　　彰
・最も優れた演奏に対して芸術祭賞を贈る。副賞として一般社団法人岩

手県ピアノ音楽協会より芸術祭賞には賞金30,000円。その他に、１年
間一般社団法人岩手県ピアノ音楽協会が主催するコンサート及び第71
回岩手芸術祭に招待演奏する資格が与えられる。

・70回を記念して、第70回岩手芸術祭実行委員会より第70回記念賞が贈
られる。

・部門賞として各審査員から審査員特別賞を贈る。
10　演奏内容

ジュニア部門　10分以内の任意の曲（ソロ・連弾）
一  般  部  門　20分以内の任意の曲（ソロ・連弾）
　　　　　　　エントリー後の曲目の変更は認められません。

11　参加料
ジュニア部門　出演料12,000円　チケット負担金　3,000円（３枚分）

計15,000円
一  般  部  門　出演料15,000円　チケット負担金　3,000円（３枚分）

計18,000円
12　応募方法

　所定の申込書に記入の上、それぞれの参加料を添えて９月６日（水）
までに、下記申込先に現金書留にて郵送すること。（当日消印有効）
　〒020-0117　盛岡市緑が丘２-２-11
　　　　　　  一般社団法人　岩手県ピアノ音楽協会　事務局
　　　　　　  電話・FAX019-661-2927

13　その他
⑴　連弾の出演料は、ワンステージとする。但し、チケットは、出演

者人数分の負担とする。
⑵　申し込み後の返金は致しかねます。
⑶　問い合わせ先は、申込先に同じ。

U R L	 http://tototyan.wix.com/piano
E-mail	 iwatepref-piano@iaa.itkeeper.ne.jp

※出演申込書　省略

第70回岩手芸術祭　小・中学校美術展作品募集要項
１　趣　　旨

　第70回岩手芸術祭の一環として、県内小・中学校児童、生徒の書写・
美術を展示し、広く県民に児童、生徒の作品について鑑賞の機会を提供
するとともに、本県小・中学校の書写・美術教育の振興をはかる。

２　主　　催
岩手県、岩手県文化振興事業団、岩手県芸術文化協会、岩手日報社、
ＩＢＣ岩手放送、テレビ岩手、めんこいテレビ、岩手朝日テレビ、エ
フエム岩手

３　後　　援
岩手県教育委員会、盛岡市、岩手県小学校長会、岩手県中学校長会、
岩手県小学校教育研究会国語部会、岩手県書写書道教育研究協議会、
岩手県小学校教育研究会図工部会、岩手県中学校教育研究会美術部
会、ＮＨＫ盛岡放送局、盛岡タイムス社、胆江日日新聞社、岩手日日
新聞社

４　運　　営
第70回岩手芸術祭実行委員会、岩手県小・中学校美術展協会

５　応募資格と出品点数
　岩手県内の小・中学校に在籍している児童、生徒の作品で個人制作、
各部門１人１点とする。

６　応募作品
◦平成29年度に制作した作品で、各部門の定める規定に合致するものと

する。
◦出品料は無料とする。
◦書写の応募作品は返却しない。美術作品について返却を希望する学校

は、出品目録に記入すること。
７　出品方法

　作品は学校を経由して所定の出品票（書写は不要）、出品目録及び出
品者名簿を必ず添付して出品すること。
　各様式は、岩手県教育研究会美術部会ホームページ（http://www.
iwarte.com/）からダウンロードのこと。必ずホームページを開いて名
簿の様式を確認の上、応募してください。

８　受付期間
　平成29年９月20日（水）から10月３日（火）まで。10月３日（火）必
着のこと。
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９　送 り 先
〈小学校絵画作品送付先〉

〒020-0816	 盛岡市中野2-12-１
	 盛岡市立中野小学校内　　加　藤　　均　宛
	 ＴＥＬ019-653-4302
〈中学校美術作品送付先〉

〒020-0013	 盛岡市愛宕町1-1
	 盛岡市立下小路中学校内　大　坂　　忍　宛
	 ＴＥＬ019-623-7358（7359）
〈小・中学校書写作品送付先〉

〒020-0815	 盛岡市小杉山3-1
	 盛岡市立山王小学校内　　谷　藤　みゆき　宛
	 ＴＥＬ019-622-2230
★小・中学校美術展にかかわるお問合せは中野小学校副校長加藤均へ

お願いします。　ＴＥＬ019-653-4302
10　審　　査

　岩手県小・中学校美術展協会会長が委嘱した審査員により審査する。
11　入賞入選者の発表

　入賞・入選者は審査終了後、出品学校長宛通知するほか、入賞者につ
いては岩手日報を通じて発表する。

12　褒　　章
　すぐれた作品に対し、各部門ごとに芸術祭賞、優秀賞、奨励賞、第70
回記念賞、その他の賞を贈る。

13　展　　示
　展示は入賞・入選作品のみとし、展示方法は岩手県小・中学校美術展
協会へ一任する。

14　展示期間
　平成29年11月23日（木・祝）から11月26日（日）までの４日間とする。
　（11月23日～ 25日は９時から17時まで、11月26日は９時から16時まで）

15　展示会場
盛岡市内丸　岩手県民会館

16　巡 回 展
　第70回岩手芸術祭巡回小・中学校美術展開催要項にもとづき、県内各
地で巡回展示する。（作品は学年別、書写、絵画作品300点程度）巡回コ
ースおよび日程については後日決定する。（巡回展の事務局は岩手県文

化振興事業団総務部）
17　協　　賛

第32回国民文化祭・なら2017協賛事業

小・中美術作品応募について

１．募集する作品
⑴　種目　絵画、版画、デザイン（平面）とする。
　　　　　いずれか一人一点とする。
⑵　主題　自由
⑶　画材　クレヨン、パス、水彩などいずれでもよい。
⑷　用紙　原則として４つ切（36㎝×54㎝）とする。台紙に貼り付けな

いこと。但し、版画の用紙が４つ切より小さい場合には、作品を台紙
に貼りつけ４つ切サイズにそろえること。

２．出品方法
⑴　出品票・出品目録・出品者名簿を指定の様式に従い出品校で作成し、

必ず添付すること。（各様式は岩手県教育研究会美術部会ホームペー
ジからダウンロードのこと）

⑵　出品票は作品裏面右下に天地を正しくして糊付けすること。
⑶　作品は丸めたり折ったりしないで応募すること。
⑷　県内小・中学校を通しての出品となるので、児童・生徒及び保護者

から応募の申し出があった場合は、各学校にて対応すること。
⑸　例年三千点を超える応募があり、スムーズな受付事務のためにも必

ず平成29年度版の出品票・出品目録・出品者名簿を使用し正確に記入、
締切厳守のこと。

⑹　入賞作品は、県教育長室への展示などのため、返却が翌年度になる
場合がある。

※出品票　省略

小・中書写作品応募について

１．募集する作品
⑴　種目　
　小学校１・２年は硬筆、３年以上は毛筆半紙（国産半紙判）とする。
　中学校は毛筆半紙か条幅のいずれか一人一点とする。
⑵　用紙
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　硬筆用紙は、岩手県書写書道研究会の書写コンクール硬筆用紙（Ｂ５
判４ます×８ます：１ます2.5㎝）とする。
　毛筆半紙は国産半紙判、条幅は縦書きとする。
⑶　課題

硬筆　　小１年　ぼくは、でんしゃにのることがすきです。けしきが
みえるからです。

小２年　牛は、くるりとむきをかえると、風のように走って
いきました。

毛筆 半紙課題 条幅課題
小３ 光
小４ 立 　 秋
小５ 進 　 歩
小６ 街 　 灯
中１ 探 　 究 温 故 知 新
中２ 銀 　 河 新 た な 目 標
中３ 栄光のかけ橋 生 命 を 尊 ぶ

⑷　小学校の書体はかい書、中学校の書体はかい書または行書とする。
⑸　毛筆作品の氏名は墨書すること。（表装しない）

　硬筆・毛筆とも、氏名をひらがなで書いた場合は欄外に漢字氏名を
鉛筆で書くこと。学年は書かなくてもよい。

⑹　作品の左上部に校名（○○立○○学校）を記すこと。（ゴム印可）
⑺　作品の裏側右下に出品者名簿の番号を鉛筆で書くこと。
⑻　規格に合わない作品は審査しない。

２．出品方法
⑴　出品目録（下記の通り）、出品者名簿（昨年同様に迅速な受付・結

果処理のため、書写作品についても出品者名簿を添付すること。様式
は美術作品のものと同じ）を指定の様式に従い出品校で作成し、必ず
添付すること。（各様式は岩手県教育研究会美術部会ホームページか
らダウンロードのこと）

⑵　県内小・中学校を通しての出品となるので、児童・生徒及び保護者
から応募の申し出があった場合は、各学校にて対応すること。

⑶　例年三千点を超える応募があり、スムーズな受付事務のためにも必
ず平成29年度版の出品目録・出品者名簿を使用し正確に記入、締切厳
守のこと。

※書写出品目録　省略
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